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連番 規 成分コード 成分名 別名 簡略名 本質 

1 99 999999 AG エキス BM   AG エキス BM 本品は、アロエ Aloe andongensis Bak.（Liliaceae）の葉の液汁をエタノールで処理したものに、１,３－ブチレング

リコールを加えたものである。 

2 99 999999 WMP４７８ホワイト     本品は粧原基「酸化チタン」を粧原基「ポリエチレングリコール６０００」、粧原基「ポリオキシエチレンステアリルエ

ーテル」及び粧配規「オレイン酸ナトリウム」で被覆処理したものである。 

3 51 532001 アクリルアミド・アクリル酸・塩化ジメチルジ

アリルアンモニウム共重合体液 

アクリル酸・塩化ジメチル

ジアリルアンモニウム・アク

リルアミドコーポリマー液

  本品は，アクリル酸，塩化ジメチルジアリルアンモニウム及びアクリルアミドの共重合体の水溶液である． 

4 51 532002 アクリル酸・アクリル酸２－エチルヘキシル・

スチレン共重合体エマルション 

アクリル酸オクチル・アクリ

ル酸・スチレン共重合体エ

マルション 

アクリル酸・アクリル酸エチルヘキシ

ル・スチレン共重合体エマルション 

本品は，主としてアクリル酸，アクリル酸２-エチルヘキシル及びスチレンを「ポリオキシエチレンノニルフェニルエ

ーテル」と「ラウリル硫酸ナトリウム」を用いて乳化重合したものである． 

5 51 522001 アクリル酸・アクリル酸アミド・アクリル酸エ

チル共重合体 

  アクリル酸・アクリルアミド・アクリル酸

エチル共重合体 

本品は，アクリル酸，アクリル酸アミド及びアクリル酸エチルからなる共重合体である． 

6 51 522002 アクリル酸・アクリル酸アミド・アクリル酸エ

チル共重合体カリウム塩液 

  アクリル酸・アクリルアミド・アクリル酸

エチル共重合体Ｋ塩液 

本品は，アクリル酸，アクリル酸アミド及びアクリル酸エチルの共重合体のカリウム塩の水及びエタノールの混液

に溶かしたものである． 

7 51 523001 アクリル酸アミド・アクリル酸アルキル・メタク

リル酸メトキシポリエチレングリコール共重

合体 

  アクリルアミド・アクリル酸アルキル・メ

タクリル酸メトキシＰＥＧ共重合体、ア

クリル酸アミド・アクリル酸アルキル・メ

タクリル酸メトキシＰＥＧ共重合体 

本品は，tert-ブチルアクリルアミドとアクリル酸エチルとＮ，Ｎ-ジメチルアミノプロピルアクリルアミドとメタクリル酸

メトキシポリエチレングリコールのおよそ57：27：13：3モル比の共重合体である．本品の平均分子量は，4万～16

万であり，メタクリル酸メトキシポリエチレングリコールのポリエチレングリコール部分の平均分子量は，約 400 で

ある． 

8 51 520005 アクリル酸アミド・スチレン共重合体   アクリルアミド・スチレン共重合体 本品は，主としてアクリル酸アミド又はメタクリル酸アミドとスチレンからなる共重合体である． 

9 51 532324 アクリル酸アミド・メタクリル酸メトキシポリエ

チレングリコール共重合体液 

  アクリルアミド・メタクリル酸メトキシＰＥ

Ｇ共重合体液、アクリル酸アミド・メタ

クリル酸メトキシＰＥＧ共重合体液 

本品は，tert-ブチルアクリルアミド，Ｎ，Ｎ-ジメチルアクリルアミド，Ｎ，Ｎ-ジメチルアミノプロピルアクリルアミド及

びメタクリル酸メトキシポリエチレングリコールの共重合体のエタノール溶液である．平均分子量は，10000 以上

である． 

10 51 532003 アクリル酸アミドメチルプロパンスルホン酸・

メタクリル酸ジメチルアミノエチル共重合体 

２－アクリルアミド-２－メチ

ルプロパンスルホン酸・メ

タクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチル

アミノエチル共重合体 

アクリルアミドメチルプロパンスルホン

酸・メタクリル酸ジメチルアミノエチル

共重合体 

本品は，主として 2-アクリル酸アミド-2-メチルプロパンスルホン酸とメタクリル酸Ｎ，Ｎ-ジメチルアミノエチルとの

共重合体からなる．平均分子量は，115 万～180 万である． 

11 51 520006 アクリル酸アルキルエステル・メタクリル酸

アルキルエステル・ジアセトンアクリルアミ

ド・メタクリル酸共重合体液 

  アクリル酸アルキル・メタクリル酸アル

キル・ジアセトンアクリルアミド・メタクリ

ル酸共重合体液 

本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ6，Ｃ8，Ｃ10，Ｃ12）エステル，メタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ

4，Ｃ6，Ｃ8，Ｃ10，Ｃ12）エステル，ジアセトンアクリルアミドとメタクリル酸との共重合体のエタノール溶液である． 

12 51 522003 アクリル酸アルキル共重合体     本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8），メタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8），アクリル酸又はメタ

クリル酸の中の 2 種以上のモノマーからなる共重合体である． 

13 51 522004 アクリル酸アルキル共重合体液（１）   アクリル酸アルキル共重合体液-１ 本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4 及びＣ8），メタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4 及びＣ8），アクリル酸

又はメタクリル酸の中の 2 種以上の成分からなる共重合体で，通常，水，「エタノール」又はこれらの混液を含

む． 

14 51 522005 アクリル酸アルキル共重合体液（２）   アクリル酸アルキル共重合体液-２ 本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4,Ｃ8），メタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4,Ｃ8），アクリル酸又はメタク

リル酸の中の 2 種以上の成分からなる共重合体で，通常，水，エタノール，「プロピレングリコール」又はこれらの

混液，あるいは変性アルコールを含む． 

15 51 522007 アクリル酸アルキル共重合体エマルション

（１） 

  アクリル酸アルキル共重合体エマル

ション-１ 

本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4 及びＣ8），メタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4 及びＣ8），アクリル酸

又はメタクリル酸の中の 2 種以上のモノマーからなる共重合体のエマルションである． 

16 51 522008 アクリル酸アルキル共重合体エマルション

（２） 

  アクリル酸アルキル共重合体エマル

ション-２ 

本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4 及びＣ8），メタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4 及びＣ8），アクリル酸

又はメタクリル酸の中の 2 種以上のモノマーからなる共重合体のエマルションである． 

17 51 532325 アクリル酸アルキル共重合体メチルポリシ

ロキサンエステル 

アクリル酸２－エチルヘキ

シル・メタクリル酸・メタクリ

ル酸アルキル共重合体メ

チルポリシロキサンエステ

ル 

アクリル酸アルキル共重合体ジメチコ

ンエステル、アクリル酸エチルヘキシ

ル・メタクリル酸・メタクリル酸アルキル

共重合体ジメチコンエステル 

本品は，アクリル酸２-エチルヘキシル，メタクリル酸，メタクリル酸アルキル（Ｃ1，Ｃ4）の共重合体とメチルポリシ

ロキサンのメチル基の一部をヒドロキシプロピル基で置換したものとのエステルで，その分子量は 30000～

300000 である． 

18 51 522009 アクリル酸アルキル・酢酸ビニル共重合体

液 

  アクリル酸アルキル・ＶＡ共重合体液 本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8 及びＣ12）及びメタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8 及びＣ

12）の中の 1 種以上のモノマーと酢酸ビニルからなる共重合体で，通常，トルエンを含む． 
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連番 規 成分コード 成分名 別名 簡略名 本質 

19 51 522010 アクリル酸アルキル・酢酸ビニル共重合体

エマルション 

  アクリル酸アルキル・ＶＡ共重合体エ

マルション 

本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8，Ｃ12）及びメタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8，Ｃ12）の中

の 1 種以上の成分と酢酸ビニルからなる共重合体のエマルションである． 

20 51 520010 アクリル酸アルキル・スチレン共重合体     本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8，Ｃ12），メタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8，Ｃ12），アクリ

ル酸及びメタクリル酸の中の 1 種以上の成分とスチレンからなる共重合体である． 

21 51 522011 アクリル酸アルキル・スチレン共重合体エ

マルション 

    本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ4，Ｃ8，Ｃ12），メタクリル酸アルキル（Ｃ4，Ｃ8，Ｃ12），アクリル酸及びメ

タクリル酸の中の 1 種以上の成分とスチレンからなる共重合体のアンモニウム塩又はナトリウム塩のエマルション

である． 

22 99 999999 アクリル酸アルキル・メタクリル酸アルキル・

イタコン酸ポリオキシエチレン（２０）ステアリ

ルエーテル共重合体エマルション 

    本品は，主としてアクリル酸，メタクリル酸，アクリル酸アルキル（C１～C４，Ｃ８）又はメタクリル酸アルキル（C１～

C４，Ｃ８）の少なくとも１種以上のモノマーと，ポリオキシエチレン（２０）ステアリルエーテルとイタコン酸とのモノエ

ステルの共重合体のエマルションである。 

23 51 540014 アクリル酸アルキル・メタクリル酸アルキル・

メタクリル酸ポリオキシエチレンステアリル

エーテル（２０Ｅ．Ｏ．）共重合体エマルショ

ン 

  アクリル酸アルキル・メタクリル酸アル

キル・メタクリル酸ＰＯＥ（２０）ステアリ

ルエーテル共重合体エマルション 

本品は，主としてアクリル酸，メタクリル酸，アクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4），又はメタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4）

の少なくとも 1 種以上のモノマーとポリオキシエチレンステアリルエーテル（20Ｅ．Ｏ．）とメタクリル酸のエステル

の共重合体のエマルションである． 

24 51 522012 アクリル酸オクチルアミド・アクリル酸エステ

ル共重合体 

オクチルアクリルアミド・ア

クリル樹脂 

アクリル酸オクチルアミド・アクリル酸

アルキル共重合体 

本品は，主としてアクリル酸オクチルアミド，アクリル酸，メタクリル酸及びそのエステル（Ｃ1～Ｃ4）の共重合体か

らなる． 

25 51 522013 アクリル酸オクチルアミド・アクリル酸ヒドロ

キシプロピル・メタクリル酸ブチルアミノエチ

ル共重合体 

    本品は，主としてアクリル酸オクチルアミド，アクリル酸 2-ヒドロキシプロピル及びメタクリル酸ブチルアミノエチル

の共重合体である． 

26 51 520020 アクリル酸ヒドロキシエチル・アクリル酸ブチ

ル・アクリル酸メトキシエチル共重合体液 

    本品は，アクリル酸 2-ヒドロキシエチル，アクリル酸ブチル及びアクリル酸メトキシエチルの共重合体のエタノー

ル溶液である． 

27 51 520021 アクリル酸ヒドロキシエチル・アクリル酸メト

キシエチル共重合体液 

    本品は，アクリル酸 2-ヒドロキシエチルとアクリル酸 2-メトキシエチルの共重合体のエタノール溶液である． 

28 51 523002 アクリル酸・フィブロイン共重合体     本品は，主としてフィブロイン，アクリル酸ナトリウム及びジアクリル酸ポリエチレングリコール800 の共重合体であ

る． 

29 51 520022 アクリル酸ブチル・アクリロニトリル・スチレン

共重合体 

    本品は，アクリル酸ブチル，アクリロニトリル及びスチレンからなる共重合体である． 

30 51 532004 アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体     本品は，アクリル酸とメタクリル酸アルキル（Ｃ10～Ｃ30）の共重合体である． 

31 51 500001 アクリル樹脂アルカノールアミン液     本品は，アクリル樹脂を 2-アミノ-2-メチル-1，-3-プロパンジオール，2-アミノ-2-メチルプロパノール，トリエタ

ノールアミン又はトリイソプロパノールアミンで中和したものの無水エタノールの溶液である． 

32 51 507003 アクリル樹脂被覆アルミニウム末   アクリル樹脂被覆Ａｌ末 本品は，アルミニウム薄板にアルミニウム樹脂及び必要に応じて法廷色素を加え一定の温度で焼き付けた後，

切断したものである. 

33 51 520033 麻セルロース末 麻セルロースパウダー   本品は，カラムシ Boehmeria nivea Hooker et Arnott （Urticaceae）から得た繊維を，鉱酸で部分的に加水分解

した麻セルロースである． 

34 51 523003 アシタバエキス アシタバ抽出液   本品は，アシタバ Angelica keiskei Koidzumi（Umbelliferae）の葉及び，茎から１，３-ブチレングリコール溶液で抽

出して得られるエキスである． 

35 51 532005 （アジピン酸・２－エチルヘキサン酸・ステ

アリン酸）グリセリルオリゴエステル 

グリセリン脂肪酸エステル

アジピン酸縮合物 

（アジピン酸・エチルヘキサン酸・ステ

アリン酸）グリセリルオリゴエステル 

本品は，アジピン酸，２-エチルヘキサン酸及びステアリン酸の混合物とグリセリンからなるオリゴエステルであ

る． 

36 51 540015 アジピン酸ジ２－エチルヘキシル   アジピン酸ジエチルヘキシル 本品は，主としてアジピン酸と２-エチルヘキシルアルコールのジエステル（Ｃ22Ｈ4204：370.57）からなる． 

37 51 512001 アジピン酸ジ２－ヘキシルデシル   アジピン酸ジヘキシルデシル 本品は，主としてアジピン酸と「ヘキシルデカノール」とのジエステル（Ｃ38Ｈ74Ｏ4：594.99）からなる． 

38 51 532008 アジピン酸ジ－２－ヘプチルウンデシル   アジピン酸ジヘプチルウンデシル 本品は，主としてアジピン酸と 2-ヘプチルウンデカノールのジエステル（Ｃ42Ｈ82Ｏ4：651.10）からなる． 

39 51 110681 アジピン酸ジイソブチル     本品は，主としてアジピン酸とイソブチルアルコールのジエステル（Ｃ14Ｈ2604：258.35）からなる． 

40 51 101861 アジピン酸ジイソプロピル     本品は，主として，アジピン酸と「イソプロパノール」のジエステル（Ｃ12Ｈ22Ｏ4：230.30）からなる． 

41 51 532007 アジピン酸ジエトキシエチル     本品は，主としてアジピン酸とエトキシエタノールからなるジエステル（Ｃ14Ｈ26Ｏ6：290.35）である． 

42 51 520034 アジピン酸ジグリセリル混合脂肪酸エステ

ル 

    本品は，主として，カプリル酸，カプリン酸，イソステアリン酸，ステアリン酸，12-ヒドロキシステアリン酸による混

合脂肪酸ジグリセリンとアジピン酸とのジエステルである． 

43 51 532229 アジピン酸ジブチル     本品は，主としてアジピン酸と n-ブタノールのジエステル（Ｃ14Ｈ26Ｏ4：258.35）からなる． 

44 51 504016 Ｎ－アシル-Ｌ－グルタミン酸トリエタノール   アシルグルタミン酸ＴＥＡ 本品は，定量するとき，Ｎ-アシル-Ｌ-グルタミン酸トリエタノールアミン 28.0～32.0％を含む． 
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連番 規 成分コード 成分名 別名 簡略名 本質 

アミン 

45 51 504017 Ｎ－アシル-Ｌ－グルタミン酸ナトリウム   アシルグルタミン酸Ｎａ 本品は，主として炭素数 12～18 の脂肪酸とＬ-グルタミン酸からなる酸アミドのナトリウム塩である． 

46 51 511001 アズキデンプン   小豆デンプン 本品は，アズキ Phaseolus radiatus L．var．aurea Prain （Leguminosae ）の種子から得たデンプンである 

47 51 520037 アズキ末   小豆末 本品は，アズキ Phaseolus angularis W.F.Wight（Leguminosae）の種子の粉末である． 

48 51 001008 アスコルビン酸 ビタミンＣ   本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アスコルビン酸（Ｃ6Ｈ8Ｏ6：176.12）99.0％以上を含む. 

49 99 999999 L－アスコルビン酸 ２－グルコシド    ビタミンＣ・２－グルコシド、アスコルビ

ル２－グルコシド、アスコルビン酸２－

グルコシド 

本品は、定量するとき、Ｌ－アスコルビン酸 ２－グルコシド（C１２H１８O１１：３３８.２７）９８.０％以上を含む。 

50 51 106612 アスコルビン酸ナトリウム   アスコルビン酸Ｎａ、ビタミンＣ・Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アスコルビン酸ナトリウム（Ｃ6Ｈ7ＮａＯ6：198.11）95.0％以上を含む. 

51 51 520038 Ｌ－アスコルビン酸硫酸エステル二ナトリウ

ム 

硫酸-Ｌ－アスコルビル二

ナトリウム 

アスコルビン酸硫酸２Ｎａ、ビタミンＣ

硫酸２Ｎａ、硫酸アスコルビル２Ｎａ 

本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アスコルビン酸硫酸エステル二ナトリウム（Ｃ6Ｈ6Ｎａ2Ｏ9Ｓ･2Ｈ2Ｏ：

336.18）95.0％以上を含む． 

52 99 999999 アスコルビン酸リン酸エステルナトリウム   ビタミンＣリン酸ナトリウム、ビタミンＣリ

ン酸Ｎａ、アスコルビン酸リン酸Ｎａ 

本品は,定量するとき,換算した脱水物に対して,アスコルビン酸リン酸エステルナトリウム（C６H６Na３O９P：３２２.

０５）９５.０％以上を含む. 

53 99 999999 アスコルビン酸リン酸エステルナトリウム   ビタミンＣリン酸ナトリウム、ビタミンＣリ

ン酸Ｎａ、アスコルビン酸リン酸Ｎａ 

本品は、定量するとき、L－アスコルビン酸エステルナトリウム（C＜sita＞６＜／sita＞H＜sita＞６＜／sita＞O＜

sita＞９＜／sita＞PNa＜sita＞３＜／sita＞３H＜sita＞２＜／sita＞O：３７６.１０）９５.０％以上を含む。 

54 51 532272 アスタキサンチン液     本品は，ユーハウシア シミリス Euphausia similis （Euphausaceae）等の甲殻・眼等よりアセトンで抽出して得られ

るカロチノイド系の色素（主としてアスタキサンチン）に「トリ（カプリル・カプリン酸）グリセリル」を加えたものであ

る．本品は，定量するとき，アスタキサンチンとして 4.5～5.5％を含む． 

55 99 999999 アスバラガスエキス     本品はアスパラガス Asparagus officinalis Linne （´）（Liliaceae）の茎部を６０vol％エタノール溶液にて抽出した

ものである. 

56 51 003608 Ｌ－アスパラギン酸   アスパラギン酸 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アスパラギン酸（Ｃ4Ｈ7ＮＯ4：133.10）98.0％以上を含む． 

57 51 003025 Ｌ－アスパラギン酸カリウム   アスパラギン酸Ｋ 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アスパラギン酸カリウム（Ｃ4Ｈ6ＫＮＯ4：171.19）95.0％以上を含む． 

58 51 111532 Ｌ－アスパラギン酸ナトリウム   アスパラギン酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アスパラギン酸ナトリウム（Ｃ4Ｈ6ＮＮａＯ4・Ｈ2Ｏ：173.10）98.0％以上

を含む． 

59 51 003026 Ｌ－アスパラギン酸マグネシウム   アスパラギン酸Ｍｇ 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アスパラギン酸マグネシウム（Ｃ8Ｈ12ＭｇＮ2Ｏ8：288.49）95.0％以上

を含む． 

60 51 532273 アスパラギン酸・モノヒドロキシプロリンモノ

メチルシラノール塩液 

  アスパラギン酸・ヒドロキシプロリンメ

チルシラノール塩液 

本品は，主としてアスパラギン酸とモノヒドロキシプロリンモノメチルシラノールのオリゴマー塩の水溶液である． 

61 51 532009 アスパラサスリネアリスエキス     本品は，アスパラサスリネアリス Aspalathus linearis （N. L. Burm．） R. Dahlgren （Leguminosae）の全草から１，

３-ブチレングリコール溶液により抽出して得られるエキスである． 

62 31 109295 アスパルテーム Ｌ－αアスパルチル-Ｌ－

フェニルアラニンメチルエ

ステル 

  本品を乾燥物換算したものは、アスパルテーム（C１４H１８N２O５）９８．０～１０２．０％を含む。 

63 31 523088 アセスルファムカリウム   アセスルファム K 本品を乾燥したものは、アセスルファムカリウム（C４H４KNO４S）９９.０～１０１.０％を含む。 

64 51 520048 Ｎ－アセチル-ＤＬ－メチオニン   アセチル-ＤＬ－メチオニン、酢酸ＤＬ

－メチオニン 

本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｎ-アセチル-ＤＬ-メチオニン（Ｃ7Ｈ13ＮＯ3Ｓ：191.25）98.0％以上を含

む． 

65 51 520043 Ｎ－アセチル-Ｌ－アスパラギン酸ジエチ

ル 

  アセチルアスパラギン酸ジエチル、酢

酸アスパラギン酸ジエチル 

本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，Ｎ-アセチル-Ｌ-アスパラギン酸ジエチル（Ｃ10Ｈ17ＮＯ5：

231.25）95.0％以上を含む． 

66 51 520044 Ｎ－アセチルグルコサミン Ｎ－アセチルキトサミン アセチルグルコサミン、酢酸グルコサ

ミン、アセチルキトサミン、酢酸キトサ

ミン 

本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｎ-アセチル-Ｄ-グルコサミン（Ｃ8Ｈ15ＮＯ6：221.21）98.0％以上を含

む． 

67 51 532010 Ｎ－アセチル-Ｌ－グルタミン   アセチルグルタミン、酢酸グルタミン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｎ-アセチル-Ｌ-グルタミン（Ｃ7Ｈ12Ｎ2Ｏ4：188.18）98.5％以上を含む． 

68 51 520045 Ｎ－アセチル-Ｌ－グルタミン酸   アセチルグルタミン酸、酢酸グルタミ

ン酸 

本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｎ-アセチル-Ｌ-グルタミン酸（Ｃ7Ｈ11ＮＯ5：189.17）98.0％以上を含む． 

69 51 532011 Ｎ－アセチル-Ｌ－グルタミンステアリル   アセチルグルタミンステアリル、酢酸

グルタミンステアリル 

本品は，Ｎ-アセチル-Ｌ-グルタミンとステアリルアルコールとのエステルからなる．本品を乾燥したものは，定量

するとき，Ｎ-アセチル-Ｌ-グルタミンステアリルエステル（Ｃ25Ｈ48Ｎ2Ｏ4：440.66）97.0％以上を含む． 

70 51 520047 アセチルシステイン Ｎ－アセチル-Ｌ－システ

イン 

アセチルシステイン、酢酸システイン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｎ-アセチル-Ｌ-システイン（Ｃ5Ｈ9ＮＯ3Ｓ：163.19）98.0％以上を含む． 
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71 51 532238 Ｎ－アセチルチロシン   アセチルチロシン、酢酸チロシン 本品は，定量するとき，Ｎ-アセチルチロシン（Ｃ11Ｈ13ＮＯ4：223.23）98.0％以上を含む． 

72 51 500007 アセチルパントテニルエチルエーテル   酢酸パントテニルエチルエーテル 本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，アセチルパントテニルエチルエーテル（Ｃ13Ｈ25ＮＯ：275.34）

96.0～104.0％を含む． 

73 51 520049 Ｎ－アセチル-Ｌ－メチオニン   アセチルメチオニン、酢酸メチオニン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｎ-アセチル-Ｌ-メチオニン（Ｃ7Ｈ13ＮＯ3Ｓ：191.25）98.0％以上を含む． 

74 51 532269 アセチルモノエタノールアミド   アセチルエタノールアミド、酢酸エタノ

ールアミド 

本品は，酢酸と当量のモノエタノールアミンを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

75 51 505003 アセチルリシノレイン酸ラノリンアルコール

エステル 

  アセチルリシノレイン酸ラノリル、酢酸

リシノレイン酸ラノリル 

本品は，リシノレイン酸のアセチル化物とラノリンアルコールのエステルである． 

76 51 520052 アセトアニリド     本品を乾燥したものは，定量するとき，アセトアニリド（Ｃ8Ｈ3ＮＯ：135.16）として 98.0％以上を含有する． 

77 51 001018 アセトン     本品は，定量するとき，アセトン（Ｃ3Ｈ6Ｏ：58.08）98.0％以上を含む. 

78 51 520053 アセンヤクエキス     本品は，ガンビールノキ Uncaria gambir Roxburgh （Rubiaceae）の葉及び若枝から水にて抽出し乾燥して得られ

たエキス（アセンヤク）から，更にエタノール溶液又は 1,3-ブチレングリコール溶液で抽出して得られるエキスで

ある． 

79 51 520056 アデノシン一リン酸二ナトリウム   アデノシン１リン酸２Ｎａ 本品は，定量するとき，換算した乾燥物に対し，アデノシン一リン酸二ナトリウム（Ｃ10Ｈ12Ｎ5Ｎａ2Ｏ7Ｐ：391.18）

97.0～ 102.0％を含む． 

80 51 003008 アデノシン三リン酸二ナトリウム   アデノシン３リン酸２Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，アデノシン三リン酸二ナトリウム（Ｃ10Ｈ14Ｎ5Ｎａ2Ｏ13Ｐ3：551.14）96.0％

以上を含む． 

81 51 100557 アニス油     本品は，アニス Pimpinella anisum Linne' （Umbelliferae）又は Illicium verum Hooker filius （Illiciaceae）の熟した

果実（生）を水蒸気蒸留して得られる精油である． 

82 51 520059 アボカドエキス     本品は，アボカド Persea americana Miller（Lauraceae）の果実（生）から水，「プロピレングリコール」又はこれらの

混液で抽出して得られるエキスである． 

83 51 500009 アボカド油     本品は，ワニナシ Persea gratissima Gaertn（Lauraceae）の果実から得た脂肪油である． 

84 51 502003 アボカド油脂肪酸エチル     本品は，主として「アボカド油」から得られた脂肪酸のエチルエステルである． 

85 51 520061 アマチャエキス   甘茶エキス 本品は，アマチャ Hydrangea serrata Seringe var．thunbergii Sugimoto （Saxifragaceae）の葉及び枝先から水，

「エタノール」又はこれらの混液で抽出して得られるエキスである． 

86 51 523004 アマチャヅルエキス     本品は，アマチャヅル Gynostemma pentaphyllum Makino（Cucurbitaceae）の葉から水にて抽出して得られるエ

キスである． 

87 51 504028 ２－アミノ-２－ヒドロキシメチル-１，３－プロ

パンジオール 

アミノヒドロキシメチルプロ

パンジオール 

  本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，2-アミノ-2-ヒドロキシメチル-1，3-プロパンジオール（Ｃ4Ｈ11Ｎ

Ｏ3：121.14）97.0％以上を含む． 

88 51 500011 ２－アミノ-２－メチル-１，３－プロパンジオ

ール 

  ＡＭＰＤ 本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，2-アミノ-2-メチル-1，3-プロパンジオール（Ｃ4Ｈ11ＮＯ2：

105.14）97.0％以上を含む． 

89 51 500010 ２－アミノ-２－メチル-１－プロパノール   ＡＭＰ 本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，2-アミノ-2-メチル-1-プロパノ一ル（Ｃ4Ｈ11ＮＯ：89.14）97.0％

以上を含む． 

90 51 522015 アミノエチルアミノプロピルシロキサン・ジメ

チルシロキサン共重合体エマルション 

    本品は，ジメチルシロキサンとγ-（β-アミノエチル）アミノプロピルシロキサンの共重合体のエマルションで，「塩

化ステアリルトリメチルアンモニウム」，「塩化ジココイルジメチルアンモニウム」及び「ポリオキシエチレンノニルフ

ェニルエーテル（10Ｅ．Ｏ．）」の中から選ばれた 2 種以上を含む． 

91 51 532166 アミノエチルアミノプロピルメチルシロキサ

ン・ジメチルシロキサン共重合体 

    本品は，ジメチルシロキサンとγ-（β-アミノエチル）アミノプロピルメチルシロキサンの共重合体である．ジメチ

ルシロキサンの付加モル数は 50～300，γ-（β-アミノエチル）アミノプロピルメチルシロキサンの付加モル数は

1～10 である． 

92 51 500036 ε－アミノカプロン酸     本品を乾燥したものは，定量するとき，アミノカプロン酸（Ｃ6Ｈ13ＮＯ2：131.17）98.0％以上を含む． 

93 51 509010 アミノ酸・アミノ酸エステル混合物（１）   アミノ酸・アミノ酸エステル混合物-１ 本品は，下記のアミノ酸を水に溶解，分散したものをセロファン製の半透膜の袋又はチューブに入れ，これを

「エタノール」中に浸漬し，加圧しながら超音波照射して得られるアミノ酸及びアミノ酸エステルのエタノール溶

液である．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）3.3～3.8％を含む． Ｌ-アスパラギン酸，Ｌ-アルギニン，グリシ

ン，Ｌ-グルタミン酸，シスチン，Ｌ-ヒスチジン，Ｌ-リジン. 

94 51 511003 アミノ酸・アミノ酸エステル混合物（２）   アミノ酸・アミノ酸エステル混合物-２ 本品は，下記のアミノ酸を水に溶解，分散したものをセロファン製の半透膜の袋又はチューブに入れ，これを

「エタノール」中に浸漬し，加圧しながら超音波照射して得られるアミノ酸及びアミノ酸エステルのエタノール溶

液である．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）3.0～3.5％を含む．Ｌ-アスパラギン酸，グリシン，Ｌ-グルタミン

酸. 
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95 51 523005 アミノ酸・アミノ酸エステル混合物（３）   アミノ酸・アミノ酸エステル混合物-３ 本品は，アミノ酸（Ｌ-アスパラギン酸及びＬ-グルタミン酸）及びそのエステルの混合物の「エタノール」溶液であ

る．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）3.0～3.5％を含む． 

96 51 507005 アミノ酸・糖混合物     本品は，アミノ酸（グリシン 21.2g，ＤＬ-アラニン 18.8g，Ｌ-アルギニン 2.5 g，Ｌ-グルタミン酸塩 3.5 g，Ｌ-ヒスチジ

ン塩酸塩 2g，Ｌ-アスパラギン酸ナトリウム 8.5g，Ｌ-バリン 4.5 g 及びＬ-ロイシン 4g）と還元糖（ブトウ糖 13.5g 及

び果糖 1.5 g）をアルコール溶液中で 65℃に加熱した後，その生成物に「塩化ナトリウム」1.5 g，「塩化カリウム」

2g，「塩化カルシウム」1.5 g，「乳酸ナトリウム液（50％）」11g 及び「尿素」4g を添加したものである．本品は定量

するとき，総窒素（Ｎ：14.01 ）11.0～14.0％，α-アミノ態窒素 5.0 ～8.0 ％及び総糖類 8.8 ～13.0％を含む． 

97 51 004004 γ－アミノ酪酸 アミノ酪酸   本品は，主としてγ-アミノ酪酸からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，γ-アミノ酪酸（Ｃ4Ｈ9ＮＯ2：

103.12）98.0％以上を含む． 

98 51 500012 α－アミルシンナムアルデヒド   α－アミルケイ皮アルデヒド 本品は，定量するとき，α-アミルシンナムアルデヒド（Ｃ14Ｈ18Ｏ：202.30）98.0％以上を含む． 

99 51 511004 アラキルアルコール     本品は，主としてアラキルアルコール（Ｃ20Ｈ420：298.55）からなる． 

100 51 003609 Ｌ－アラニン   アラニン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アラニン（Ｃ3Ｈ7ＮＯ2：89.09）98.5％以上を含む． 

101 51 101962 ＤＬ－アラニン     本品を乾燥したものは，定量するとき，ＤＬ-アラニン（Ｃ3Ｈ7ＮＯ2：89.09）98.0％以上を含む． 

102 51 001035 アラビアゴム     本品は，Acacia senegal Willdenow（Leguminosae）又は他の同属植物の幹及び枝から得た分泌物である. 

103 51 003015 アラントイン     本品を乾燥したものは，定量するとき，アラントイン（Ｃ4Ｈ6Ｎ4Ｏ3：158.12）98.0％以上を含む． 

104 51 508003 アラントインＤＬ－パントテニルアルコール     本品は，アラントインとＤＬ-パントテニルアルコールの複合体（Ｃ13Ｈ25Ｎ5Ｏ7：363.37）である．本品を乾燥した

ものは，定量するとき窒素（Ｎ：14.01 ）として 11.0～13.0％を含む． 

105 51 520072 アラントインβ－グリチルレチン酸     本品は，主として，「アラントイン」と「β-グリチルレチン酸」の錯化合物で，本品を乾燥したものは，定量すると

き，アラントイン（Ｃ4Ｈ6Ｎ4Ｏ3：158.12）26.0～34.0％及び β-グリチルレチン酸（Ｃ30Ｈ46Ｏ4：470.68）66.0～

74.0％を含む． 

106 51 540016 アラントインアセチルＤＬ－メチオニン   アラントイン酢酸ＤＬ－メチオニン 本品は，主としてアラントインアセチル-ＤＬ-メチオニン（Ｃ11Ｈ19Ｎ5Ｏ6Ｓ：349.36）からなり，乾燥したものを定

量するとき，95.0～105.0 ％を含む． 

107 51 109008 アラントインクロルヒドロキシアルミニウム   アラントインクロルヒドロキシＡｌ 本品を乾燥したものは，定量するとき，アラントイン（Ｃ4Ｈ6Ｎ4Ｏ3：158.12）36.0～44.0％及び酸化アルミニウム

（Ａｌ2Ｏ3：101.96）として 25.0～31.0％を含む． 

108 51 500018 アラントインジヒドロキシアルミニウム   アラントインジヒドロキシＡｌ 本品を乾燥したものは，定量するとき，アラントイン（Ｃ4Ｈ6Ｎ4Ｏ3：158.12）64.0～88.0％及び酸化アルミニウム

（Ａｌ2Ｏ3：101.96）として 20.0～27.0％を含む． 

109 51 505007 アラントインポリガラクツロン酸     本品は，アラントインとポリガラクツロン酸の複合体である． 

110 51 001037 亜硫酸水素ナトリウム   亜硫酸水素Ｎａ 本品は，定量するとき，亜硫酸水素ナトリウム（NaHＳＯ3：104.06）95.0％以上を含む． 

111 51 507006 アルカンスルホン酸ナトリウム   アルカンスルホン酸Ｎａ 本品は，主として炭素数 14～18 のアルキル基を有する第 2 級アルカンスルホン酸ナトリウムからなり，本品を定

量するとき，アルカンスルホン酸ナトリウム（RＳＯ3Ｎａ：328 ）として表示量の 90～110％を含む． 

112 51 003610 Ｌ－アルギニン   アルギニン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アルギニン（Ｃ6Ｈ14Ｎ4Ｏ2：174.20）98.0～102.0％を含む． 

113 51 520079 Ｌ－アルギニンＬ－アスパラギン酸塩   アルギニン・アスパラギン酸塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-アルギニンＬ-アスパラギン酸（Ｃ10Ｈ21Ｎ5Ｏ6：307.30）98.5％以上を

含む． 

114 51 520081 Ｌ－アルギニンＬ－グルタミン酸塩   アルギニン・グルタミン酸塩 本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，Ｌ-アルギニンＬ-グルタミン酸塩（Ｃ11Ｈ23Ｎ5Ｏ6：321.33）

98.5％以上を含む。 

115 51 532177 Ｎ－［３－アルキル（１２，１４）オキシ-２－ヒ

ドロキシプロピル］-Ｌ－アルギニン塩酸塩

液 

  アルキル（１２，１４）オキシヒドロキシ

プロピルアルギニンＨＣｌ液 

本品は，主として N-［3-アルキル（12，14）オキシ-2-ヒドロキシプロピル］-Ｌ-アルギニン塩酸塩からなりエタノー

ル，「イソプロパノール」，「１，３-ブチレングリコール」，水又はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき，N-

［3-アルキル（12，14）オキシ-2-ヒドロキシプロピル］-Ｌ-アルギニン塩酸塩（Ｃ21.5Ｈ45Ｎ4Ｏ4・ＨＣｌ：460.13）とし

て表示量の 90～110％を含む． 

116 51 500021 ２－アルキル-Ｎ－カルボキシメチル-Ｎ－

ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン 

  アルキルカルボキシメチルヒドロキシ

エチルイミダゾリニウムベタイン 

本品は，主として 2 位に炭素数 11～17 のｎ-アルキル基を有する 1-ヒドロキシエチルイミダゾリンをカルボキシメ

チル化して得られ，通常，「イソプロパノール」，エタノール，水又はこれらの混液を含む． 

117 51 523007 アルキル（８～１６）グルコシド アルキルグリコシド   本品は，主として炭素数 8～16 のアルキル基を有するアルコールとグルコースとの縮合反応によって得られるも

のである．通常，「イソプロパノール」，「エタノール」，水又はこれらの混液を含む. 

118 51 508004 アルキル（１２，１４，１６）硫酸アンモニウム     本品は，主として炭素数 12，14，16 のアルキル基を有するアルキル硫酸アンモニウムからなる．本品は定量す

るとき，アルキル（12，14，16）硫酸アンモニウム（平均分子量：299）として表示量の 90～110％を含む． 

119 51 523006 アルキル（１２～１３）硫酸ジエタノールアミ

ン液 

  アルキル（１２，１３）硫酸ＤＥＡ液 本品は，主として炭素数 12～13 のアルキル硫酸ジエタノールアミンの水溶液からなる．本品は，定量するとき，

アルキル硫酸ジエタノールアミン（平均分子量：378.14）として表示量の 90.0～110.0％を含む． 

120 51 508005 アルキル（１１，１３，１５）硫酸トリエタノール   アルキル（１１，１３，１５）硫酸ＴＥＡ-１ 本品は主として炭素数 11，13，15 のアルキル基を有するアルキル硫酸トリエタノールアミンからなる．本品は定
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アミン（１） 量するとき，アルキル（11，13，15）硫酸トリエタノールアミン（平均分子量：434）として表示量の 90～110％を含

む． 

121 51 508006 アルキル（１１，１３，１５）硫酸トリエタノール

アミン（２） 

  アルキル（１１，１３，１５）硫酸ＴＥＡ-２ 本品は，主として炭素数11，13，15 のアルキル基を有するアルキル硫酸トリエタノールアミンからなる．本品は定

量するとき，アルキル（11，13，15）硫酸トリエタノールアミン（平均分子量：423）として表示量の 90～110％を含

む． 

122 51 508007 アルキル（１２～１４）硫酸トリエタノールアミ

ン 

  アルキル（１２～１４）硫酸ＴＥＡ 本品は主として炭素数12～14のアルキル基を有するアルキル硫酸トリエタノールアミンからなる．本品は定量す

るとき，アルキル（12～14）硫酸トリエタノールアミン（平均分子量：423）として表示量の 90～110％を含む． 

123 51 508008 アルキル（１２～１５）硫酸トリエタノールアミ

ン 

  アルキル（１２～１５）硫酸ＴＥＡ 本品は主として，炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルキル硫酸トリエタノールアミンからなる．本品は，定

量するとき，アルキル（12～15）硫酸トリエタノールアミン（平均分子量：429.38）として表示量の 90～110％を含

む． 

124 51 507007 アルキル硫酸トリエタノールアミン液   アルキル硫酸ＴＥＡ液 本品は，主として直鎖の炭素数 12，13 の合成アルコール（Ｃ12：Ｃ13＝1：1.4 ）を硫酸化した後，トリエタノール

アミンで中和して得られる．本品は，定量するとき，アルキル硫酸トリエタノールアミン（平均分子量：424.2 ）とし

て表示量の 90～110 ％を含む． 

125 51 508009 アルキル（１２，１３）硫酸ナトリウム   アルキル（１２，１３）硫酸Ｎａ 本品は，主として炭素数12，13のアルキル基を有するアルキル硫酸ナトリウムからなる．本品は定量するとき，ア

ルキル（12，13）硫酸ナトリウム（平均分子量：296.1）として表示量の 90～110 ％を含む． 

126 51 540017 アルキル（１１，１３，１５）硫酸ナトリウム液   アルキル（１１，１３，１５）硫酸Ｎａ液 本品は，主として炭素数 11,13,15 のアルキル基を有するアルキル硫酸ナトリウムからなる．本品を定量するとき，

アルキル（11,13,15）硫酸ナトリウム〔平均分子量 296〕として，表示量の 90～110％を含む． 

127 51 532012 アルキル（１１，１３，１５）リン酸カリウム液   アルキル（１１，１３，１５）リン酸Ｋ液 本品は，主として炭素数 11，13 及び 15 のアルキル基を有するアルコールとリン酸を縮合して得られるアルキル

リン酸エステルのカリウム塩のエタノールを含む水溶液である． 

128 51 508010 アルキレン（１５～１８）グリコール     本品は，主として炭素数 15～18 のアルキル基を有するグリコールである． 

129 51 501010 アルギン酸カリウム   アルギン酸Ｋ 本品は，褐藻類 Phaeophyceae から希アルカリ液で抽出した，炭水化物のカリウム塩である． 

130 51 532274 アルギン酸カルシウム   アルギン酸Ｃａ 本品は，アルギン酸のカルシウム塩である． 

131 51 001039 アルギン酸ナトリウム   アルギン酸Ｎａ 本品は，褐藻類（Phaeophyceae）を希アルカリ液で抽出し，精製した炭水化物のナトリウム塩である． 

132 51 111538 アルギン酸プロピレングリコール   アルギン酸ＰＧ 本品は，主としてアルギン酸と「プロピレングリコール」のエステルからなる． 

133 51 540018 アルギン酸メチルシラノールエステル液   アルギン酸メチルシラノール液、アル

ギン酸メチルシラノールエステル 

本品は，主としてアルギン酸のメチルシラノールエステルのオリゴマーの水溶液である． 

134 51 532182 アルギン酸硫酸ナトリウム   アルギン酸硫酸Ｎａ 本品は，「アルギン酸ナトリウム」の硫酸エステルである．本品を乾燥したものは，定量するとき，イオウ（Ｓ：

32.07）8.5～11.5％を含む． 

135 51 520088 アルテアエキス ビロウドアオイエキス   本品は，ビロウドアオイ Althaea officinalis Linne'（Malvaceae）の根又は根及び葉から水，エタノール，「プロピレ

ングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液，若しくは 1％尿素含有エタノール溶液，1％尿素

含有 1,3-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

136 51 109613 アルニカエキス     本品は，アルニカ Arnica montana Linne'（Compositae）の花から水，エタノール，「プロピレングリコール」，「１，３

-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

137 51 511006 アルファー化トウモロコシデンプン   α化コーンデンプン、α化コーンスタ

ーチ、α化トウモロコシデンプン 

本品は，トウモロコシ Zea mays Linne´（Gramineae）の種子から得たデンプンに水を加えて加熱してアルファー

化したものを，形状を変化することなく乾燥したものである． 

138 99 999999 アルブチン     本品を乾燥したものは、定量するとき、４－ハイドロキノン－β-D－グルコピラノシド（C１２H１６O７）９７.０～１０２.

０％を含む。 

139 51 100359 アルブミン 乾燥脱糖卵白   本品は，鶏卵卵白を脱糖処理して噴霧乾燥したものである． 

140 51 500024 アルミニウム末   Ａｌ末 本品は，アルミニウム地金を油脂の薄膜で覆いながら粉砕したものである． 

141 51 520090 アルモンドエキス   アーモンドエキス 本品は，アルモンド Prunus amygdalus Batsch（Rosaceae）の種子（甘扁桃）から水又は「プロピレングリコール」で

抽出して得られるエキスである． 

142 51 100405 アルモンド油   アーモンド油 本品は，Prunus amygdalus Batsch（Rosaceae）の変種，甘扁桃の種子から得られる脂肪油である. 

143 51 507009 アルモンド核仁末   アーモンド核仁末 本品は Prunus amygdalus Batsch の変種，甘扁桃の核仁の粉末である． 

144 51 520091 アロエ液汁     本品は，Aloe barbadensis Miller（Aloe vera Linne'）又はキダチアロエ Aloe arborescens Miller 及びその変種

（Liliaceae）の葉の液汁又は液汁を濃縮したものである． 

145 51 520092 アロエ液汁末（１） ロカイ末 アロエ液汁末-１ 本品は，Aloe ferox Miller 又はこれと Aloe africana Miller 又は Aloe spicata Baker との雑種（Liliaceae）の葉から

得られた液汁を乾燥し，粉末としたものである． 

146 51 520093 アロエ液汁末（２）   アロエ液汁末-２ 本品は，Aloe barbadensis Miller（Aloe vera Linne'）又はキダチアロエ Aloe arborescens Miller 及びその変種
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（Liliaceae）の葉の液汁の乾燥物から，アロインを除去して得られた粉末である． 

147 51 520094 アロエエキス（１）   アロエエキス-１ 本品は，アロエ Aloe ferox Miller 又はこれと Aloe africana Miller 又は Aloe spicata Baker との雑種（Liliaceae）

若しくは Aloe barbadensis Miller（Aloe vera Linne'）又はキダチアロエ Aloe arborescens Miller 及びその変種

（Liliaceae）の葉又は葉の液汁を乾燥したものより，水，「エタノール」，「無水エタノール」，「プロピレングリコー

ル」，「１，３-ブチレングリコール」 又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

148 51 520095 アロエエキス（２）   アロエエキス-２ 本品は，Aloe barbadensis Miller（Aloe vera Linne′）又はキダチアロエ Aloe arborescens Miller 及びその変種

（Liliaceae）の葉から得られた液汁より，アロインを除去した後，得られた粉末を水，「エタノール」，「プロピレング

リコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出又は溶解して得られたものである． 

149 51 509013 アロエエキス（９）   アロエエキス-９ 本品は，アロエ Aloe barbadensis Miller （Aloe Vera）（ユリ科 Liliaceae）の葉から「硬化油」・「流動パラフィン」，

「ヤシ油」又はこれらの混液にて抽出液して得られるエキスである． 

150 99 999999 アロエエキス AGM     本品は、アロエ Aloe andongensis Bak.（Liliaceae）の葉の液汁より得られた抽出液である。 

151 99 999999 アロエ植物乳酸菌はっ酵液     本品は、アロエベラ Aloe barbadensis Miller の葉の液汁の濃縮液を、乳酸菌 Lactobacillus plantarum で発酵し

て得た培養液を、水酸化ナトリウムにて PH を約６.０に調製し、加熱処理の後、ろ過をして不要物を除去したもの

である。 

152 99 999999 アロエ抽出液     本品はアロエ Aloe barbadensis Miller 又はキタチアロエ Aloe arborescens Miller の葉から得た水溶液であり,

多糖類及び少量のアミノ酸を含む. 

153 51 100631 アロエ葉末     本品は，Aloe ferox Miller 及びその変種又はキダチアロエ Aloe arborescens Miller 及びその変種（Liliaceae）の

葉を乾燥し，粉末としたものである． 

154 51 520104 アンズ核粒 アプリコット核粒   本品は，ホンアンズ Prunus armeniaca Linne'，アンズ Prunus armeniaca Linne' var. ansu Maximowicz 又はその

他近縁植物（Rosaceae）の内果皮を粉砕したものである． 

155 51 520105 アンズ果汁     本品は，ホンアンズ Prunus armeniaca Linne′（Rosaceae）の果実（生）を圧搾して得られる果汁である． 

156 51 002023 安息香酸     本品を乾燥したものは，定量するとき，安息香酸（Ｃ7Ｈ6Ｏ2：122.12）99.3％以上を含む． 

157 51 512004 安息香酸アルキル（Ｃ１２～Ｃ１５） 高級アルコール（Ｃ１２－Ｃ

１５）安息香酸エステル 

安息香酸アルキル（１２～１５） 本品は，主として安息香酸と炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルコールとのエステルである．本品は定量

するとき，安息香酸テトラデシル（Ｃ21Ｈ34Ｏ2：318.49）として 93.0％以上を含む． 

158 51 504034 安息香酸アルミニウム   安息香酸Ａｌ、安息香酸塩 本品は，主として安息香酸アルミニウム（Ａｌ（Ｃ7Ｈ5Ｏ2）3：390.32）からなる． 

159 1 001042 安息香酸エストラジオール エストラジオール安息香酸

エステル 

  本品を乾燥したものは定量するとき，安息香酸エストラジオール（Ｃ２５Ｈ２８Ｏ３）９７．０％以上を含む． 

160  000000 安息香酸デナトニウム変性アルコール     本品は，「エタノール」に安息香酸デナトニウムを加え，変性させたものである． 

161 51 002024 安息香酸ナトリウム   安息香酸Ｎａ、安息香酸塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，安息香酸ナトリウム（Ｃ7Ｈ5ＮａＯ2：144.10）99.0％以上を含む． 

162 51 520107 安息香酸パントテニルエチルエーテル ベンゾイルパントテニルエ

チルエーテル 

  本品は，安息香酸とパントテニルエチルエーテルのエステルからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，

安息香酸パントテニルエチルエーテル（Ｃ18Ｈ27ＮＯ5：337.41）98.0～102.0％を含む． 

163 51 002025 安息香酸ベンジル     本品は，定量するとき，安息香酸ベンジル（Ｃ14Ｈ12Ｏ2：212.24）95.0％以上を含む． 

164 51 520108 アンソッコウエキス     本品は，Styrax benzoin Dryander 又はその他同属植物（Styracaceae）から得られた樹脂より「プロピレングリコー

ル」にて抽出して得られるエキスである． 

165 51 520109 アンバー     本品は，天然に産し，主としてケイ酸アルミニウム，酸化マンガン及び酸化鉄水和物からなる．本品を乾燥した

ものは，定量するとき，三二酸化鉄（Ｆｅ2Ｏ3：159.69）として 50.0～60.0％を含む． 

166 51 532228 イガイグリコーゲン     本品は，ムラサキイガイ Mytilus edulis Linne´の貝肉より得られるグリコーゲンである． 

167 51 512006 イカスミ末     本品は，イカ Sepia subaculeata の墨汁から「塩酸」により抽出したメラニンを乾燥し，粉末にしたものである． 

168 51 001053 イクタモール     本品は，定量するとき，換算した乾燥物に対し，アンモニア（ＮＨ3：17.03）として 2.5％以上，硫酸アンモニウム

〔（ＮＨ4）2S04：132.14〕として 8.0％以下及び総イオウ（Ｓ：32.06）として 10.0％以上を含む． 

169 51 532013 イザヨイバラエキス     本品は，イザヨイバラ Rosa roxburghii Tratt.f.normalis Rehd.et Wils（Rosaceae）の果実からエタノール溶液で抽

出し，減圧凝固したものから，更に 1,3-ブチレングリコール溶液で抽出して得られるエキスである． 

170 51 520114 イセチオン酸ナトリウム ヒドロキシエタンスルホン

酸ナトリウム 

イセチオン酸Ｎａ 本品は，主として 2-ヒドロキシエタンスルホン酸のナトリウム塩（Ｃ2Ｈ5NaＯ4Ｓ：148.11）からなる． 

171 51 108522 イソステアリルアルコール     本品は，主として，イソステアリルアルコール（Ｃ18Ｈ380：270.49）からなる． 

172 51 520115 イソステアリルグリセリルエーテル     本品は，主としてグリセリンのα-モノイソステアリルエーテル（Ｃ21Ｈ44Ｏ3：344.57）からなる． 

173 51 103139 イソステアリン酸     本品は，主としてイソステアリン酸（Ｃ18Ｈ36Ｏ2：284.48）からなる． 
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174 51 508015 イソステアリン酸アルミニウム   イソステアリン酸Ａｌ 本品は，主としてモノイソステアリン酸アルミニウム（Ｃ18Ｈ37ＡｌＯ4）からなる．本品を乾燥したものは定量すると

き，アルミニウム（Ａｌ：26.98）7.0～9.0％を含む． 

175 51 511007 イソステアリン酸イソステアリル     本品は，主として「イソステアリン酸」と「イソステアリルアルコール」のエステル（Ｃ36Ｈ72Ｏ2：536.96）からなる． 

176 51 501013 イソステアリン酸イソプロピル     本品は，主として「イソステアリン酸」と「イソプロパノール」のエステル（Ｃ21Ｈ42Ｏ2：326.56）からなる． 

177 51 504040 イソステアリン酸エチル     本品は，主として「イソステアリン酸」とエタノールのエステル（Ｃ20Ｈ40Ｏ2：312.53）からなる 

178 51 523008 イソステアリン酸オクチルドデシル     本品は，主として「イソステアリン酸」と「オクチルドデカノール」とのエステル（Ｃ38Ｈ76Ｏ2：565.01）からなる． 

179 51 509015 イソステアリン酸グリセリル（２）   イソステアリン酸グリセリル-２ 本品は，主として「イソステアリン酸」とグリセリンのモノ，ジ及びトリエステルからなる． 

180 51 505014 イソステアリン酸硬化ヒマシ油   イソステアリン酸水添ヒマシ油 本品は，主として水素添加により硬化したヒマシ油のイソステアリン酸モノエステルからなる． 

181 51 510003 イソステアリン酸コレステリル     本品は，主として「イソステアリン酸」のコレステロールエステル（Ｃ45Ｈ80Ｏ2：653.12）からなる． 

182 51 502008 イソステアリン酸ジエタノールアミド     本品は，主としてイソステアリン酸と当量のジエタノールアミンを縮合して得られるアルキロールアミド（Ｃ22Ｈ45Ｎ

Ｏ3：371.60）である． 

183 51 532014 イソステアリン酸ジヒドロコレステリル     本品は，主として「イソステアリン酸」と「ジヒドロコレステロール」のエステル（Ｃ45Ｈ82Ｏ2：655.13）からなる． 

184 51 110718 イソステアリン酸バチル     本品は，主として「イソステアリン酸」と「バチルアルコール」のモノエステルからなる． 

185 51 532015 イソステアリン酸フィトステリル     本品は，主として「イソステアリン酸」と「フィトステロール」のエステルからなる． 

186 51 510004 イソステアリン酸プロピレングリコール   イソステアリン酸ＰＧ 本品は，主として「イソステアリン酸」と「プロピレングリコール」のモノエステル（Ｃ21Ｈ42Ｏ3：342.56）からなる． 

187 51 504042 イソステアリン酸ヘキシル     本品は，主として「イソステアリン酸」とヘキシルアルコールのエステル（Ｃ24Ｈ48Ｏ2：368.64）からなる． 

188 51 532016 イソステアリン酸２－ヘキシルデシル イソステアリン酸イソセチ

ル 

イソステアリン酸ヘキシルデシル 本品は，主として「イソステアリン酸」と「ヘキシルデカノール」のエステル（Ｃ34Ｈ68Ｏ2：508.90）からなる． 

189 51 503122 イソステアリン酸ポリオキシエチレングリセリ

ル 

  イソステアリン酸ＰＯＥグリセリル 本品は，主として「イソステアリン酸」とポリオキシエチレングリセリンからなるモノエステルである．酸化エチレンの

平均付加モル数は，3～60 である． 

190 51 540019 イソステアリン酸ポリオキシエチレン硬化ヒ

マシ油 

  イソステアリン酸ＰＯＥ硬化ヒマシ油、

イソステアリン酸ＰＯＥ水添ヒマシ油 

本品は，主としてポリオキシエチレン硬化ヒマシ油のイソステアリン酸モノエステルである．酸化エチレンの付加

モル数は 20～50 である. 

191 51 510005 イソステアリン酸ポリオキシエチレンソルビ

タン（２０Ｅ．Ｏ．） 

  イソステアリン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン 本品は，モノイソステアリン酸ソルビタンに酸化エチレンを付加重合したもので，酸化エチレンの平均付加モル

数は 20 である． 

192 51 508016 イソステアリン酸ポリオキシエチレンソルビ

ット（３Ｅ．Ｏ．） 

  イソステアリン酸ＰＯＥ（３）ソルビット 本品は，主として「イソステアリン酸」とポリオキシエチレンソルビットのエステルであり，酸価エチレンの平均付加

モル数は 3 である． 

193 51 503009 イソステアロイル加水分解コラーゲン（１）   イソステアロイル水解コラーゲン-１ 本品は，コラーゲンたん白質を加水分解して得られるポリペプタイドと「イソステアリン酸」との縮合物の25％流動

パラフィン溶液である．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 1.0％以上含む． 

194 51 532217 イソステアロイル加水分解コラーゲン（４）   イソステアロイル水解コラーゲン-４ 本品は，「イソステアリン酸」と「加水分解コラーゲン液」との縮合物である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）4.0～10.0％を含む． 

195 51 503010 イソステアロイル加水分解コラーゲン・アミ

ノメチルプロパンジオール塩 

  イソステアロイル水解コラーゲンＡＭ

ＰＤ塩 

本品は，主としてコラーゲンたん白質の加水分解物とイソステアリン酸との縮合物の 2-アミノ-2-メチル-1，3-プ

ロパンジオール塩からなる．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 8.7～2.7％を含む． 

196 51 540020 イソステアロイル加水分解コラーゲン液（２）   イソステアロイル水解コラーゲン液-

２、イソステアロイル加水分解コラーゲ

ン（２） 

本品は，コラーゲンたん白質を加水分解して得られるポリペプタイドと「イソステアリン酸」との縮合物の 3％イソス

テアリン酸溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 0.15％以上を含む． 

197 51 540021 イソステアロイル加水分解コラーゲン液（３）   イソステアロイル水解コラーゲン液-

３、イソステアロイル加水分解コラーゲ

ン（３） 

本品は，コラーゲンたん白質を加水分解して得られるポリペプタイドと「イソステアリン酸」との縮合物の 25％イソ

ステアリン酸ヘキシルデシル溶液である．本品は定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 1.0％～2.0％含む． 

198 51 507011 イソステアロイル乳酸ナトリウム   イソステアロイル乳酸Ｎａ 本品は，主として，イソステアロイル乳酸のナトリウム塩からなる． 

199 51 503011 イソノナン酸イソデシル     本品は，主としてイソノナン酸とイソデシルアルコールのエステル（Ｃ19Ｈ38Ｏ2：298.50）からなる． 

200 51 503012 イソノナン酸イソトリデシル イソペラルゴン酸イソトリデ

シル 

  本品は，主としてイソノナン酸とイソトリデシルアルコールのエステル（Ｃ22Ｈ44Ｏ2：340.58）からなる． 

201 51 503013 イソノナン酸イソノニル     本品は，主としてイソノナン酸とイソノニルアルコールのエステル（Ｃ18Ｈ36Ｏ2：284.48）からなる． 

202 51 532017 イソノナン酸２－エチルヘキシル イソペラルゴン酸オクチル イソノナン酸エチルヘキシル 本品は，主としてイソノナン酸と２-エチルヘキシルアルコールのエステル（Ｃ17Ｈ34Ｏ2：270.45）からなる． 

203 51 532235 イソノナン酸セトステアリル     本品は，主としてイソノナン酸と「セトステアリルアルコール」のエステルからなる． 

204 51 540022 イソパルミチン酸２－エチルヘキシル   イソパルミチン酸エチルヘキシル 本品は，主としてイソパルミチン酸と２-エチルヘキシルアルコールのエステル（Ｃ24Ｈ48Ｏ2：368.64）からなる． 

205 51 504046 イソパルミチン酸ジグリセリル     本品は，主としてイソパルミチン酸とジグリセリンとのジエステル及びトリエステルからなる． 
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206 99 999999 イソフェルラ酸ナトリウム   イソフェルラ酸 Na 本品は、イソバニリンとマロン酸とを脱炭酸縮合して得られるイソフェルラ酸のナトリウム塩である。本品を乾燥し

たものは、定量するとき、イソフェルラ酸ナトリウム（C１０H９O４Na）９６.０％以上を含む。 

207 51 504047 イソブタン     本品は，主としてイソブタンからなり，通例プロパン，ブタンを含む．本品は，定量するとき，イソブタン（Ｃ4Ｈ10：

58.12）95.0％以上を含む． 

208 51 504048 イソブチレン・マレイン酸ナトリウム共重合

体液 

マレイン酸／イソブチレン

コポリマーナトリウム 

イソブチレン・マレイン酸Ｎａ共重合体

液 

本品は，主としてイソブチレンと無水マレイン酸の共重合物のナトリウム塩の水溶液である．本品の平均重合度

は，約 11 である． 

209 51 532276 ｌ－イソプレゴール   イソプレゴール 本品は，定量するとき，ｌ-イソプレゴール（Ｃ10Ｈ18Ｏ：154.25）98.0％以上を含む． 

210 51 001060 イソプロパノール     本品は，主として，イソプロパノール（Ｃ8Ｈ8Ｏ：60.10）からなる． 

211 51 504049 イソプロパノールアミン モノイソプロパノールアミン ＭＩＰＡ 本品は，主としてモノイソプロパノールアミンからなり，通例ジイソプロパノールアミン及びトリイソプロパノールアミ

ンを含む．本品は，定量するとき，モノイソプロパノールアミン（Ｃ3Ｈ9ＮＯ：75.11）として 95.0～105.0％を含む． 

212 51 103132 イソプロピルメチルフェノール   シメン-５－オール 本品は，定量するとき，イソプロピルメチルフェノール（Ｃ10Ｈ14Ｏ：150.22）として 95.0％以上を含む． 

213 51 523009 イソヘキサペンタコンタヘクタン     本品は，側鎖を有する脂肪族炭化水素（Ｃ156Ｈ314：2190.16）である． 

214 51 504051 イソペンタン     本品は，主としてイソペンタンからなり，通例ペンタン，イソブタンを含む．本品は，定量するとき，イソペンタン（Ｃ

5Ｈ12：72.15）95.0％以上を含む． 

215 51 532277 イタドリエキス     本品は，イタドリ Polygonium cuspidatum Sieb. et Zucc． （Polygonaceae）の根茎からエタノール溶液で抽出して

得られるエキスである． 

216 51 520124 イチョウエキス     本品は，イチョウ Ginkgo biloba Linne´（Ginkgoaceae）の葉から水，エタノール，「プロピレングリコール」，「１，３-

ブチレングリコール」又はこれらの混液で抽出して得られるエキスである． 

217 51 500035 イノシット     本品を乾燥したものは，定量するとき，イノシット（Ｃ6Ｈ12Ｏ6：180.16）97.0％以上を含む. 

218 51 520131 イラクサエキス（１）   イラクサエキス-１ 本品は，イラクサ Urticathun thunbergiana Siebold et Zuccarini 又は Urtica dioica Linne´（Urticaceae）の葉から，

水，エタノール，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液により抽出して得られる

エキスである． 

219 51 509018 イラクサエキス（２）   イラクサエキス-２ 本品は，イラクサ Urtica thunbergiana Siebold et Zuccarini（Urticaceae）又は Uritica dioica L．（Urticaceae）の根

からプロピレングリコール溶液により抽出して得られるエキスである． 

220 51 520134 イリス根エキス オリスエキス   本品は，シロバナイリス Iris florentina Linne´（Iridaceae）の根茎から水，エタノール，「１，３-ブチレングリコール」

又はこれらの混液で抽出して得られるエキスである． 

221 51 103095 イリス根末 オリス末   本品は，シロバナイリス Iris florentina Linne´（Iridaceae）の根の粉末である． 

222 99 999999 イレールエキス E     本品は、イレール Coleus scutellarioides Benth.（シソ科）の茎及び葉を精製水で抽出して製したものである。 

223 1 520135 ウイキョウ 茴香   本品はウイキョウ Foeniculum vulgare Miller （Umbelliferae）の果実である. 

224 51 520136 ウイキョウエキス     本品は，ウイキョウ Foeniculum vulgare Miller（Umbelliferae）の果実から水，「エタノール」，「プロピレングリコー

ル」又はこれらの混液により抽出して得られるエキスである． 

225 1 002035 ウイキョウ油 フェンネル油   本品はウイキョウ Foeniculum vulgare Miller (Umbelliferae) 又は Illicium verum Hooker fil. (Illiciaceae) の果実

を水蒸気蒸留して得た精油である． 

226 51 520137 ウール末     本品は，ヒツジ Ovis aries Linne' （Bovidae）の毛を微細化したものである．本品を乾燥したものは，定量すると

き，窒素（Ｎ：14.01）12.0～19.0％を含む． 

227 51 532233 ウーロン茶エキス     本品は，チャノキ Thea sinensis Linne' （Theaceae）の葉から製したものから，エタノール溶液で抽出して得られ

るエキスである． 

228 51 508017 ウコンエキス     本品は，ウコン Curcuma longa L. （Zingiberaceae）の根茎を抽出して得られ，その色素の主成分は，クルクミン

（Ｃ12Ｈ20Ｏ6：368.39）である． 

229 51 532018 ウシ顎下腺抽出液   牛顎下腺抽出液 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の顎下腺から水で抽出して得たエキスに

「１，３-ブチレングリコール」を加えたものである．本品は，定量するとき，シアル酸 0.52～0.82％及びたん白質

0.6～1.0％を含む． 

230 51 532019 ウシ肝臓抽出液   牛肝臓抽出液 本品は，ウシBos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の肝臓から水で抽出し，除たん白して得た液

である． 

231 51 523010 ウシ血液除たん白液   牛血液除たん白液 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の血液の水溶液を除たん白して得たもので

ある．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.10～0.17％を含む． 

232 51 523011 ウシ血漿抽出液   牛血漿抽出液 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の血漿をゼラチンをリガンドとして修飾したア

ガロースカラムにより処理して得た抽出液である．本品は，定量するとき，フィブロネクチン 0.30～0.40％を含
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む． 

233 51 523012 ウシ血清アルブミン液   牛血清アルブミン液 本品は，ウシBos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の血清から得たアルブミン抽出液で，定量す

るとき，窒素（Ｎ：14.01）1.5～6.0％を含む． 

234 51 523013 ウシ血清アルブミン末   牛血清アルブミン末 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の血清から得たアルブミン抽出液を凍結乾

燥したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）13.5～15.5％を含む． 

235 51 523014 ウシ血清除たん白液   牛血清除たん白液 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の血清を除蛋白して得た水溶液である．本

品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.10～0.14w/v％を含む． 

236 51 523016 ウシサイタイ抽出液   牛サイタイ抽出液 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の臍帯を酵素分解して得た水性抽出液で，

定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.25～0.48％を含む． 

237 51 532022 ウシ糖たん白質液 プロテオグリカン 牛糖たん白質液 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の結合組織から抽出された糖たん白質の水

溶液である．本品を定量するとき，たん白質 0.35～0.65％，ヘキソサミン 0.13～0.25％及びウロン酸 0.10～

0.20％を含む． 

238 51 523022 ウシヘマチン液 塩基性ヘマチン 牛ヘマチン液 本品は，主として，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の血液から得たヘマチンを含む水

溶液である．本品は，定量するとき，表示量の 90.0～110.0w/v％に対応するヘマチン（Ｃ34Ｈ33FeＮ4Ｏ5：

633.49）を含む． 

239 51 532278 ウマスフィンゴ脂質     本品は，健常なウマ Equus caballus （Equoidae）の脊髄より抽出，精製したスフィンゴ脂質で，主としてガラクトシ

ルセラマイドを含む． 

240 51 520144 ウメ末   梅末 本品は，ウメ Prunus mume の完熟果肉と「塩化ナトリウム」及びデキストリンの混合物の噴霧乾燥物である．本品

を乾燥したものは，定量するとき，塩化ナトリウム（NaCl：58.44）28～34％を含む． 

241 51 500039 γ－ウンデカラクトン     本品は，定量するとき，γ-ウンデカラクトン（Ｃ11Ｈ20Ｏ2：184.28）95.0％以上を含む． 

242 51 540023 ウンデシルヒドロキシエチルイミダゾリニウム

ベタインナトリウム液 

２－ウンデシル-Ｎ－ヒドロ

キシエチルイミダゾリニウ

ムベタインナトリウム液 

ウンデシルヒドロキシエチルイミダゾリ

ニウムベタインＮａ液、ウンデシルヒド

ロキシエチルイミダゾリニウムベタイン

ナトリウム 

本品は，主としてウンデシルヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタインナトリウムからなり，通常，「イソプロパノー

ル」，エタノール，水又はこれらの混液を含む． 

243 51 504057 ウンデシレノイルアミドエチルスルホコハク

酸二ナトリウム 

ウンデシレン酸モノエタノ

ールアミドスルホコハク酸

エステル二ナトリウム 

ウンデシレノイルアミドエチルスルホコ

ハク酸２Ｎａ 

本品は，主としてウンデシレノイルアミドエチルスルホコハク酸二ナトリウム（Ｃ17Ｈ27ＮＯ8ＳＮａ2：451.44）からな

る． 

244 51 540024 ウンデシレノイル加水分解コラーゲンカリウ

ム液 

ウンデセノイルコラーゲン

ペプチドカリウム 

ウンデシレノイル水解コラーゲンＫ

液、ウンデシレノイル加水分解コラー

ゲンカリウム 

本品は，コラーゲンたん白質の加水分解物とウンデシレン酸との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は，

定量するとき窒素（Ｎ：14.01）2.3～4.6％を含む． 

245 51 002037 ウンデシレン酸     本品は，主として 10 位に二重結合を有するウンデシレン酸（Ｃ11Ｈ20Ｏ2：184.28）からなる． 

246 51 002038 ウンデシレン酸亜鉛     本品は，主としてウンデシレン酸の亜鉛塩（Ｃ22Ｈ38Ｏ4Ｚｎ：431.94）である．本品を乾燥したものは，定量すると

き，亜鉛（Ｚｎ：65.41）14.0～16.0％を含む． 

247 51 500042 ウンデシレン酸モノエタノールアミド   ウンデシレナミドＭＥＡ 本品は，主としてウンデシレン酸と当量のモノエタノールアミンを縮合して得られるアルキロールアミド（Ｃ13Ｈ25

ＮＯ2：227.34）である． 

248 51 500043 雲母チタン   雲母Ｔｉ 本品は，「マイカ」に「酸化チタン」の薄膜を被覆処理したものである． 

249 51 523023 エイコセン・ビニルピロリドン共重合体   エイコセン・ＶＰ共重合体 本品は，主として，エイコセンとビニルピロリドンとの共重合体である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.8

～3.6％を含む． 

250 51 520149 エイジツエキス     本品は，ノイバラ Rosa multiflora Thunberg 又はその他近縁植物（Rosaceae）の果実から水，エタノール，「１，３-

ブチレングリコール」又はこれらの混液で抽出して得られるエキスである． 

251 51 003600 液化石油ガス   ＬＰＧ 本品は，天然ガス又は石油から分離精製液化したもので，主としてプロパン，ブタン及びイソブタンを含む．本

品は，定量するとき，プロパン（Ｃ3Ｈ8：44.10），ブタン（Ｃ4Ｈ10：58.12）及びイソブタン（Ｃ4Ｈ10：58.12）の混合

物 95.0％以上を含む． 

252 51 109939 液状ラノリン     本品は，ラノリンから得た液状物質で，主としてエステル類の混合物からなる． 

253 51 532247 エゴマ油     本品は，エゴマ Perilla frutescens Britton var. japonica Hara（Labiatae）の種子より得られる油脂である． 

254 51 102199 エステルガム     本品は，主として，アビエチン酸とグリセリンのエステルからなる． 

255 51 001073 エストラジオール     本品を乾燥したものは，定量するとき，エストラジオール（Ｃ18Ｈ24Ｏ2：272.38）97.0～103.0％を含む． 

256 51 102213 エストロン     本品を乾燥したものは，定量するとき，エストロン（Ｃ18Ｈ22Ｏ2：270.37）96.0～104.0％を含む． 
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257 51 532250 エゾウコギエキス     本品は，エゾウコギ Acanthopanax senticosus Harms （Araliaceae）の根茎からエタノール溶液にて抽出して得ら

れるエキスである． 

258 51 001075 エタノール     本品は，15℃でエタノール（Ｃ2Ｈ6Ｏ：46.07）95.0～95.5vol％を含む（比重による）. 

259 51 507013 エタノール（９６～９６．５度）     本品は，15℃でエタノール（Ｃ2Ｈ6Ｏ：46.07）96～96.5vol％を含む． 

260 51 102223 エタノールアミン モノエタノールアミン   本品は定量するとき，モノエタノールアミン（Ｃ2Ｈ7ＮＯ：61.08）98.0％以上を含む． 

261 51 520158 エチナシ葉エキス     本品は，ホソババレンギク Echinacea angustifolia Diocleus Carystius （Compositae）の葉からエタノール溶液で

抽出して得られるエキスである． 

262 1 001081 エチニルエストラジオール     本品を乾燥したものは定量するとき，エチニルエストラジオール（Ｃ20Ｈ24Ｏ2：296.40）98.0％以上を含む． 

263 51 001081 エチニルエストラジオール     本品を乾燥したものは定量するとき，エチニルエストラジオール（Ｃ20Ｈ24Ｏ2：296.40）98.0％以上を含む． 

264 51 532024 エチルグルコシド液     本品は，主としてエチルＤ-グルコピラノシドのエタノール溶液からなる．他にエチルイソマルトシド，エチルマル

トシド，エチルＤ-グルコフラノシドなどを含む． 

265 51 102258 エチルセルロース     本品は，主として，セルロースのエチルエーテルからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，エトキシル基

（OC2Ｈ5：45.06）43.0～50.0％を含む． 

266 51 102255 エチルバニリン エチルワニリン   本品は，主として，エチルバニリン（Ｃ9Ｈ10Ｏ3：166.17）からなる. 

267 51 523326 エチルヒドロキシメチルオレイルオキサゾリ

ン 

    本品は，主としてエチルヒドロキシメチルオレイルオキサゾリン（Ｃ23Ｈ43ＮＯ2：365.58）からなる．本品は，定量

するとき窒素（Ｎ：14.01）として 3.8～4.2％を含む． 

268 51 532258 ２－エチルヘキサン酸アルキル（１２，１３）   エチルヘキサン酸アルキル（１２，１３） 本品は，主として２-エチルヘキサン酸と炭素数 12 及び 13 の分岐アルキル基を有するアルコールのエステルで

ある． 

269 51 532279 ２－エチルヘキサン酸アルキル（１２～１５） オクタン酸アルキル（１２～

１５） 

エチルヘキサン酸アルキル（１２～１

５） 

本品は，主として２-エチルヘキサン酸と炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルコールのエステルからなる． 

270 51 509023 ２－エチルヘキサン酸アルキル（１４，１６，

１８） 

オクタン酸アルキル（１４，

１６，１８） 

エチルヘキサン酸アルキル（１４，１

６，１８） 

本品は，主として，２-エチルヘキサン酸と炭素数 14，16 及び 18 のアルキル基を有するアルコールとのエステル

からなる． 

271 51 532025 ２－エチルヘキサン酸イソステアリル オクタン酸イソステアリル エチルヘキサン酸イソステアリル 本品は，主として２-エチルヘキサン酸とイソステアリルアルコールのエステル（Ｃ26Ｈ52Ｏ2：396.69）からなる． 

272 51 532026 ２－エチルヘキサン酸ステアリル オクタン酸ステアリル エチルヘキサン酸ステアリル 本品は，主として２-エチルヘキサン酸とステアリルアルコールのエステル（Ｃ26Ｈ52Ｏ2：396.69）からなる． 

273 51 520159 ２－エチルヘキサン酸セチル オクタン酸セチル エチルヘキサン酸セチル 本品は，主として２-エチルヘキサン酸とセタノールのエステル（Ｃ24Ｈ48Ｏ2：368.64）からなる． 

274 51 508018 ２－エチルヘキサン酸セトステアリル オクタン酸セトステアリル エチルヘキサン酸セトステアリル 本品は，主として，２-エチルヘキサン酸と「セトステアリルアルコール」のエステルからなる． 

275 51 532027 ２－エチルヘキサン酸セトステアリル（２） オクタン酸セトステアリル エチルヘキサン酸セトステアリル-２ 本品は，主として２-エチルヘキサン酸と「セトステアリルアルコール」のエステルからなる． 

276 51 540002 ２－エチルヘキサン酸２－ヘキシルデシル オクタン酸イソセチル エチルヘキサン酸ヘキシルデシル 本品は，主として２-エチルヘキサン酸と「ヘキシルデカノール」のエステル（Ｃ24Ｈ48Ｏ2：368.64）からなる． 

277 51 540003 ２－エチルヘキサン酸ポリエチレングリコー

ル（４Ｅ．Ｏ．）・ポリオキシエチレンノニルフ

ェニルエーテル（１４Ｅ．Ｏ．）混合物 

  エチルヘキサン酸ＰＥＧ（４）・ＰＯＥ（１

４）ノニルフェニルエーテル混合物 

本品は，主として２-エチルヘキサン酸ポリエチレングリコール（4Ｅ．Ｏ．）と「ポリオキシエチレンノニルフェニルエ

ーテル（14Ｅ．Ｏ．）」の混合物である． 

278 51 520160 エチルヘキサンジオール     本品は，定量するとき，２-エチル-1，3-ヘキサンジオール（Ｃ8Ｈ18Ｏ2：146.23）97.0％以上を含む． 

279 51 540025 エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエ

チルジメチルアンモニウム液（１） 

ラノリン脂肪酸アミノプロピ

ルエチルジメチルアンモ

ニウムエトサルフェート 

エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロ

ピルエチルジメチルアンモニウム液-

１、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプ

ロピルエチルジメチルアンモニウム

（１） 

本品は，エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウムの２-エチル-1，3-ヘキサンジオ

ール，「プロピレングリコール」又は「ジプロピレングリコール」の溶液で，定量するとき，エチル硫酸ラノリン脂肪

酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム（平均分子量：520）として，表示量の 90～110％を含む． 

280 51 522018 エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエ

チルジメチルアンモニウム（２） 

ラノリン脂肪酸アミノプロピ

ルエチルジメチルアンモ

ニウムエトサルフェート 

エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロ

ピルエチルジメチルアンモニウム-２

本品は，エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウムと「１，３-ブチレングリコール」の

2：1 混合物で，定量するとき，エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム（平均分子

量：533）として 62～68％を含む． 

281 51 102265 エチレングリコール   グリコール 本品は，主としてエチレングリコール（Ｃ2Ｈ6Ｏ2：62.07）からなる． 

282 51 100101 エチレングリコールエチルエーテル   グリコールエチルエーテル、エチルセ

ロソルブ 

本品は，主として，エチレングリコールのモノエチルエーテル（Ｃ4Ｈ10Ｏ2：90.12）からなる． 

283 51 523024 エチレングリコール脂肪酸エステル（１） エチレングリコール脂肪酸

（Ｃ１８－Ｃ３０）エステル 

脂肪酸グリコール-１、グリコール脂肪

酸（１８－３０）エステル 

本品は，主として炭素数 18～30 の脂肪酸のエチレングリコールエステルである． 

284 51 523025 エチレングリコール脂肪酸エステル（２）   脂肪酸グリコール-２ 本品は，主として炭素数 14～18 の脂肪酸とエチレングリコールのジエステルからなる． 

285 51 501020 エチレングリコールメチルエーテル   グリコールメチルエーテル、メチルセ 本品は，主として，エチレングリコールのモノメチルエーテル（Ｃ3Ｈ8Ｏ2：76.09）からなる． 
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ロソルブ 

286 51 102266 エチレングリコールモノブチルエーテル   グリコールブチルエーテル、ブチルセ

ロソルブ 

本品は，主として，エチレングリコールモノブチルエーテル（Ｃ6Ｈ14Ｏ2：118.17）からなる． 

287 51 520162 エチレンジアミンテトラキス（２－ヒドロキシイ

ソプロピル）ジオレイン酸塩 

  エチレンジアミンテトラキス（ヒドロキシ

イソプロピル）・ジオレイン酸塩 

本品は，主としてエチレンジアミンＮ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′-テトラキス（2-ヒドロキシイソプロピル）1 当量とオレイン酸 2

当量からなる塩である． 

288 51 504059 エチレンジアミンテトラポリオキシエチレン

ポリオキシプロピレン 

  エチレンジアミンテトラＰＯＥ・ＰＯＰ 本品は，エチレンジアミンに酸化プロピレン及び酸化エチレンを付加したものである． 

289 51 504060 エチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸三

ナトリウム 

  ＨＥＤＴＡ・３Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，エチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸三ナトリウム（Ｃ10Ｈ15Ｎ2Ｎａ3Ｏ

7・3Ｈ2Ｏ：398.25）90.0％以上を含む． 

290 51 520164 エチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸三

ナトリウム液 

  ＨＥＤＴＡ・３Ｎａ液 本品は，「エチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸三ナトリウム」の水溶液で，定量するとき，表示量の 90～

110 ％のエチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸三ナトリウム（Ｃ10Ｈ15Ｏ7Ｎ2Ｎａ3・3Ｈ2O：398.25）を含む． 

291 51 522019 エチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸三

ナトリウム二水塩 

  ＨＥＤＴＡ・３Ｎａ２水塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，エチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸三ナトリウム二水塩（Ｃ10Ｈ15Ｎ

2Na307･2Ｈ2O：380.24）97.0％以上を含む． 

292 51 532028 エチレン・プロピレン共重合体     本品は，エチレンとプロピレンを共重合させたものである． 

293 51 511010 エチレン・無水マレイン酸共重合体   エチレン・ＭＡ共重合体 本品は，無水マレイン酸にエチレンを付加重合したものである． 

294 51 500587 エデト酸   ＥＤＴＡ 本品を乾燥したものは，定量するとき，エデト酸（Ｃ10Ｈ16Ｎ208：292.24）99.0％以上を含む． 

295 51 511011 エデト酸二カリウム二水塩   ＥＤＴＡ-２Ｋ、エデト酸塩 本品を乾燥したものは，エデト酸二カリウム二水塩（Ｃ10Ｈ14K2Ｎ208･2Ｈ2O：484.45）96.0％以上を含む． 

296 51 110759 エデト酸二ナトリウム   ＥＤＴＡ-２Ｎａ、エデト酸塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，エデト酸二ナトリウム（Ｃ10Ｈ14Ｎ2Na208・2Ｈ2O：372.24）99.0％以上を

含む． 

297 51 500054 エデト酸三ナトリウム   ＥＤＴＡ-３Ｎａ、エデト酸塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，エデト酸三ナトリウム（Ｃ10Ｈ13Ｎ2Na308・2Ｈ2O：394.22）97.0％以上を

含む. 

298 51 107215 エデト酸四ナトリウム   ＥＤＴＡ-４Ｎａ、エデト酸塩 本品は，主としてエデト酸四ナトリウムからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，エデト酸四ナトリウム（Ｃ

10Ｈ12Ｎ2Na408：380.17）80.0％以上を含む． 

299 51 500056 エデト酸四ナトリウム二水塩   ＥＤＴＡ-４Ｎａ、エデト酸塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，エデト酸四ナトリウム二水塩（Ｃ10Ｈ12Ｎ2Na408・2Ｈ2O：416.20）97.0％

以上を含む． 

300 51 109055 エデト酸四ナトリウム四水塩   ＥＤＴＡ-４Ｎａ、エデト酸塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，エデト酸四ナトリウム四水塩（Ｃ10Ｈ12Ｎ2Na408・4Ｈ2O：452.23）97.0％

以上を含む． 

301 51 520169 エポキシ樹脂イソステアリン酸エステル     本品は，ビスフェノール A とエピクロルヒドリンから生成したエポキシ化合物と，イソステアリン酸のジエステルから

なる． 

302 51 507015 エポキシ処理アルミニウム末   エポキシ処理Ａｌ末 本品は，アルミニウム箔をエポキシ樹脂で被覆し，裁断したものである． 

303 51 532232 エミュー油     本品は，エミューDromaeus novae-hollandiae Latham （Dromicelidae）の皮下組織より得られる脂肪油で，主とし

てオレイン酸，ステアリン酸，リノレイン酸及びパルミチン酸のトリグリセリドからなる． 

304 51 532029 エラブウミヘビ脂     本品は，エラブウミヘビ Laticauda semifasciata Reinward （Hydrophiinae）から得られた油脂である． 

305 51 532280 エリスリトール     本品を乾燥したものを定量するとき，エリスリトール（Ｃ4Ｈ10Ｏ4：122.12）98.0％以上を含む． 

306 51 102189 エリソルビン酸     本品を乾燥したものは，定量するとき，エリソルビン酸（Ｃ6Ｈ8Ｏ6：176.12）98.0％以上を含む． 

307 51 520172 エルカ酸オクチルドデシル シス-１３－ドコセン酸-２－

オクチルドデシル 

  本品は，主としてエルカ酸と 2-オクチルドデカノールのエステル（Ｃ42Ｈ82Ｏ2：619.10）からなる. 

308 51 532030 エルカ酸オレイル     本品は，主として，エルカ酸とオレイルアルコールのエステル（Ｃ40Ｈ76Ｏ2：589.03）からなる． 

309 51 504065 エルカ酸グリセリル モノエルカ酸グリセリン   本品は，主として，エルカ酸とグリセリンのモノエステルからなる. 

310 51 001095 エルゴカルシフェロール ビタミンＤ２   本品は，主として，エルゴカルシフェロール（Ｃ28Ｈ440：396.65）からなる． 

311 99 999999 エルヒビン     本品は,ダイズ Glycine max Merrill （Leguminosae）の種子を粉砕し,油成分を除去し,更に水で抽出したエキス

である.本品は定量するとき,その総窒素量は,（N：１４.０１）０.１７～０.２７w/v％である. 

312 51 002045 塩化亜鉛   塩化Ｚｎ 本品は，定量するとき，塩化亜鉛（ＺｎＣｌ2：136.32）95.0％以上を含む． 

313 51 540186 塩化アルキルトリメチルアンモニウム液     本品は，［ＲＮ（ＣＨ3）3］Ｃｌで示され，Ｒは主として炭素数 20～22 のアルキル基からなる．通常，イソプロパノー

ル，エタノール，プロピレングリコール，水又はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき，塩化アルキルトリメ

チルアンモニウム（Ｃ24Ｈ52ＣｌＮ：390.13）として表示量の 90～110％を含む． 

314 51 540185 塩化アルキル（１６，１８）トリメチルアンモニ   塩化アルキル（１６，１８）トリメチルアン 本品は，主として炭素数 16 及び 18 のアルキル基（モル比 1：1）を有する塩化アルキルトリメチルアンモニウムか
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ウム液 モニウム らなり，「エタノール」及び水を含む．本品は，定量するとき，塩化アルキルトリメチルアンモニウム（Ｃ20Ｈ44Ｃｌ

Ｎ：334.02）として表示量の 90～110％を含む． 

315 51 523027 塩化アルキル（２８）トリメチルアンモニウム

液 

    本品は，主として炭素数 28 のアルキル基を有する塩化アルキルトリメチルアンモニウムからなり，「イソプロパノ

ール」，水又はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき，塩化アルキルトリメチルアンモニウム（Ｃ31Ｈ

66NCl：488.32）として，表示量の 90.0～110.0％を含む． 

316 51 100441 塩化アルミニウム   塩化Ａｌ 本品は，定量するとき，塩化アルミニウム（ＡｌＣｌ3・6Ｈ2Ｏ：241.43）97.0％以上を含む． 

317 51 001097 塩化アンモニウム     本品を乾燥したものは定量するとき，塩化アンモニウム（ＮＨ4Cl：53.49）99.0％以上を含む． 

318 51 523028 塩化イソステアリルラウリルジメチルアンモ

ニウム液 

    本品は，主として塩化イソステアリルラウリルジメチルアンモニウムからなり，「イソプロパノール」，水又はその混

液を含む．本品は，定量するとき，塩化イソステアリルラウリルジメチルアンモニウム（Ｃ32Ｈ68ＮＣｌ：502.34）とし

て，表示量の 90.0～110.0％を含む． 

319 31 001098 塩化カリウム   塩化Ｋ 本品を乾燥したものは，塩化カリウム（ＫＣｌ）９９．０％以上を含む． 

320 51 001098 塩化カリウム   塩化Ｋ 本品を乾燥したものは，定量するとき，塩化カリウム（KCl：74.55）99.0％以上を含む． 

321 1 001098 塩化カリウム   塩化Ｋ 本品を乾燥したものは定量するとき，塩化カリウム（ＫＣｌ）９９．０％以上を含む． 

322 1 001099 塩化カルシウム   塩化Ｃａ 本品は定量するとき,塩化カルシウム（CaCl２・２H２O）９６.７～１０３.３％を含む. 

323 51 540184 塩化γ－グルコンアミドプロピルジメチルヒ

ドロキシエチルアンモニウム液 

  塩化γ－グルコンアミドプロピルジメ

チルヒドロキシエチルアンモニウム 

本品は，塩化γ-グルコンアミドプロピルジメチルヒドロキシエチルアンモニウムの水溶液である，本品は，定量

するとき，塩化 γ-グルコンアミドプロピルジメチルヒドロキシエチルアンモニウム（Ｃ13Ｈ29ＣｌＮ207：360.83）とし

て表示量の 90～110％を含む． 

324 51 508020 塩化ジアルキル（１２～１５）ジメチルアンモ

ニウム 

    本品は，主として炭素数12～15のアルキル基を有する塩化ジアルキルジメチルアンモニウムからなり，「イソプロ

パノール」，水又はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき，塩化ジアルキルジメチルアンモニウム（Ｃ30Ｈ

64ＣｌＮ：474.29）として表示量の 90～110％を含む． 

325 51 508021 塩化ジアルキル（１４～１８）ジメチルアンモ

ニウム 

    本品は，主として炭素数 14～18 の飽和した直鎖のアルキル基を有する塩化ジアルキルジメチルアンモニウムか

らなる．「イソプロパノール」，水又はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき，塩化ジアルキル（14～18）ジメ

チルアンモニウム（Ｃ34Ｈ72ＣｌＮ：530.40）として表示量の 90～110％を含む． 

326 51 523029 塩化ジアルキル（１２～１８）ジメチルアンモ

ニウム液 

    本品は，炭素数 12～18 のアルキル基を有する塩化ジアルキルジメチルアンモニウムからなり，「イソプロパノー

ル」，水又はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき，塩化ジアルキル（14）ジメチルアンモニウム（Ｃ30Ｈ

64NCl：474.29）として表示量の 90.0～110.0％を含む． 

327 51 501021 塩化ジココイルジメチルアンモニウム     本品は，主として塩化ジココイルジメチルアンモニウムからなり，通常，「イソプロパノール」，「エタノール」，水又

はこれらの混液を含む．本品は定量するとき，塩化ジココイルジメチルアンモニウム（分子量：422.46）として表示

量の 90～110％を含む． 

328 51 500064 塩化ジステアリルジメチルアンモニウム   ジステアリルジモニウムクロリド 本品は，主として塩化ジステアリルジメチルアンモニウムからなり，通常，「イソプロパノール」，エタノール，水又

はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき，表示量の 90～110％に対応する塩化ジステアリルジメチルアン

モニウム（Ｃ38Ｈ80ＣｌＮ：586.50）を含む． 

329 51 509020 塩化ジステアリルジメチルアンモニウム末     本品は，主として塩化ジステアリルジメチルアンモニウムからなり，定量するとき塩化ジステアリルジメチルアンモ

ニウム（Ｃ38Ｈ80ＣｌＮ：586.50）95.0％以上を含む． 

330 51 509021 塩化ジセチルジメチルアンモニウム液     本品は，〔R2N（CＨ3）2〕Cl で示され，R は主としてＣ16Ｈ33 からなり，Ｃ12Ｈ25～Ｃ18Ｈ37 も含む．「イソプロパノ

ール」，「エタノール」，水又はこれらの混液を含む．定量するとき，塩化ジセチルジメチルアンモニウム（Ｃ34Ｈ

72ＣｌＮ：530.40）として表示量の 90～110％を含む． 

331 51 504071 塩化ジ（ポリオキシエチレン）オレイルメチ

ルアンモニウム（２Ｅ．Ｏ．） 

  塩化ジＰＯＥ（２）オレイルメチルアン

モニウム 

本品は，主として塩化ジ（ポリオキシエチレン）オレイルメチルアンモニウム（2 Ｅ．Ｏ．）からなり，「イソプロパノー

ル」を含む．本品を定量するとき，塩化ジ（ポリオキシエチレン）オレイルメチルアンモニウム（2 Ｅ．Ｏ．）〔C19Ｈ

38（Ｃ2Ｈ4OH）2ＣｌＮ：406.09〕として表示量の 90～110％を含む． 

332 51 523030 塩化ジポリオキシエチレンステアリルメチル

アンモニウム液 

  塩化ジＰＯＥステアリルメチルアンモ

ニウム液 

本品は，主として塩化ジポリオキシエチレンステアリルメチルアンモニウムからなり，水及び政府所定変性アルコ

ールを含む．本品は，定量するとき，塩化ジポリオキシエチレンステアリルメチルアンモニウム（Ｃ29Ｈ62ＮＯ5Cl：

540.26）として，表示量の 90.0～110.0％を含む．酸化エチレンの付加モル数は 5 である． 

333 51 523031 塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリ

ルアミド共重合体 

    本品は，塩化ジメチルジアリルアンモニウムとアクリルアミドとの共重合体である． 

334 51 511012 塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリ

ルアミド共重合体液 

    本品は，塩化ジメチルジアリルアンモニウムとアクリルアミドの共重合体の水溶液である． 

335 51 532186 塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリ     本品は，塩化ジメチルジアリルアンモニウムとアクリル酸の共重合体の水溶液である． 
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ル酸共重合体液 

336 51 523330 塩化ステアリルジヒドロキシエチルベタイン

ナトリウム液 

  塩化ステアリルジヒドロキシエチルベ

タインＮａ液 

本品は，主として塩化ステアリルジヒドロキシエチルベタインナトリウムのワセリンよう水溶液である．本品は，定量

するとき，塩化ステアリルジヒドロキシエチルベタインナトリウム（Ｃ24Ｈ49ＣｌＮＮａＯ4：474.09）として 22～26％を

含む． 

337 51 500065 塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニ

ウム 

  ステアラルコニウムクロリド 本品を乾燥したものは，定量するとき，塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニウム（Ｃ27Ｈ50ＣｌＮ：424.15）と

して 90.0～105.0％を含む． 

338 51 500066 塩化ステアリルトリメチルアンモニウム   ステアルトリモニウムクロリド 本品は，主として塩化ステアリルトリメチルアンモニウムからなり，通常，イソプロパノール，エタノール，水又はこ

れらの混液を含む．本品は，定量するとき，表示量の 90～110％に対応する塩化ステアリルトリメチルアンモニウ

ム（Ｃ21Ｈ46ＣｌＮ：348.05）を含む． 

339 51 510008 塩化ステアリルトリメチルアンモニウム液     本品は，塩化ステアリルトリメチルアンモニウムのプロピレングリコール溶液からなり，定量するとき，塩化ステアリ

ルトリメチルアンモニウム（Ｃ21Ｈ46ＣｌＮ：348.05）として表示量の 90～110％を含む． 

340 51 501023 塩化ステアロイルコラミノホルミルメチルピリ

ジニウム 

    本品は，主として塩化ステアロイルコラミノホルミルメチルピリジニウムからなり，本品を定量するとき，塩化ステア

ロイルコラミノホルミルメチルピリジニウム（Ｃ27Ｈ47ＣｌＮ203：483.13）として 90％以上を含む． 

341 51 101326 塩化セチルトリメチルアンモニウム   セトリモニウムクロリド 本品は，主として塩化セチルトリメチルアンモニウムからなり，通常，「イソプロパノール」，エタノール，水又はこ

れらの混液を含む．本品は，定量するとき，塩化セチルトリメチルアンモニウム（Ｃ19Ｈ42ＣｌＮ：320.00）として表

示量の 90～110％を含む． 

342 51 005602 塩化セチルピリジニウム   セチルピリジニウムクロリド 本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，塩化セチルピリジニウム（Ｃ21Ｈ38ＣｌＮ：339.99）として 99.0～

102.0％を含む． 

343 51 002047 塩化第二鉄   塩化Ｆｅ 本品は定量するとき，塩化第二鉄（ＦｅＣｌ3･6Ｈ2Ｏ：270.30）99.0％以上を含む． 

344 51 003621 塩化デカリニウム     本品を乾燥したものは定量するとき，塩化デカリニウム（Ｃ30Ｈ40Ｃ12Ｎ4：527.57）95.0％以上を含む． 

345 51 532031 塩化Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル-Ｎ－ヘ

キサメチレン－トリメチレン－ジアンモニウ

ム共重合体液 

  塩化テトラメチルヘキサメチレントリメ

チレンジアンモニウム共重合体液 

本品は，主として N，N，N'，N'-テトラメチル-N-ヘキサメチレンジアミンと塩化トリメチレンの共重合体の水溶液

からなり，その平均分子量は約 10000 である．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）5.1～6.3％を含む． 

346 51 501022 塩化トリ（ポリオキシエチレン）ステアリルア

ンモニウム（５Ｅ．Ｏ．） 

塩化ステアリルペンタエト

キシアンモニウム 

塩化トリＰＯＥ（５）ステアリルアンモニ

ウム 

本品を定量するとき，塩化トリ（ポリオキシエチレン）ステアリルアンモニウム（5 Ｅ．Ｏ．）（Ｃ28Ｈ60ＣｌＮＯ5：

526.23）として表示量の 90～110％を含む． 

347 51 001105 塩化ナトリウム   塩化Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，塩化ナトリウム（NaCl：58.44）99.5％以上を含む． 

348 1 001105 塩化ナトリウム 食塩 塩化Ｎａ 本品を乾燥したものは定量するとき,塩化ナトリウム（NaCl）９９.５％以上を含む. 

349 51 520178 塩化バリウム   塩化Ｂａ 本品は，定量するとき，塩化バリウム（BaＣ12・2Ｈ2O：244.26）98.0％以上を含む． 

350 51 532215 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（ステアリルジ

メチルアンモニオ）プロピル］加水分解コム

ギたん白液 

  塩化ステアリルジメチルアンモニオヒ

ドロキシプロピル水解小麦たん白液

本品は，コムギたん白を加水分解して得られるポリペプチドに，3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルステアリルジメチ

ルアンモニウムクロリド又はグリシジルステアリルジメチルアンモニウムクロリドを付加させたものである．本品は，

定量するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～12.0％を含む． 

351 51 532214 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（ステアリルジ

メチルアンモニオ）プロピル］加水分解大豆

たん白液 

  塩化ステアリルジメチルアンモニオヒ

ドロキシプロピル水解大豆たん白液

本品は，大豆たん白を加水分解して得られるポリペプチドに，3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルステアリルジメチル

アンモニウムクロリド又はグリシジルステアリルジメチルアンモニウムクロリドを付加させたものである．本品は，定

量するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～12.0％を含む． 

352 51 523032 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（ステアリルジ

メチルアンモニオ）プロピル〕加水分解ケラ

チン 

加水分解ケラチン・塩化ヒ

ドロキシプロピルステアリ

ルジメチルアンモニウムエ

ーテル液 

塩化ステアリルジメチルアンモニオヒ

ドロキシプロピル水解ケラチン液 

本品は，加水分解ケラチンに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルステアリルジメチルアンモニウムクロリドを反応して

得られたものである．本品は定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.2～4.0％を含む． 

353 51 523033 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（ステアリルジ

メチルアンモニオ）プロピル〕加水分解コラ

ーゲン 

  塩化ステアリルジメチルアンモニオヒ

ドロキシプロピル水解コラーゲン 

本品は，加水分解コラーゲンに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルステアリルジメチルアンモニウムクロリド又はグリシ

ジルステアリルジメチルアンモニウムクロリドを付加したものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）3.5

～5.5％を含む． 

354 51 523034 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（ステアリルジ

メチルアンモニオ）プロピル〕加水分解シル

ク 

加水分解シルク・塩化ヒド

ロキシプロピルステアリル

ジメチルアンモニウムエー

テル 

塩化ステアリルジメチルアンモニオヒ

ドロキシプロピル水解シルク、水解シ

ルク・塩化ヒドロキシプロピルステアリ

ルジメチルアンモニウムエーテル 

本品は，絹たん白質を加水分解して得られるポリペプタイドにグリシジルステアリルジメチルアンモニウムクロリド

を付加したものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.0～4.0％を含む． 

355 51 532222 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル］加水分解コムギたん白 

  塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピル水解小麦たん白 

本品は，コムギたん白加水分解物に，3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリドを付加させた

ものである．本品は，定量するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）8.0～15.0％を含む． 

356 51 532032 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア Ｎ－（３－トリメチルアンモ 塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ 本品は，加水分解コムギたん白に 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリドを付加させたもの
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ンモニオ）プロピル］加水分解コムギたん白

液 

ニオ-２－ヒドロキシプロピ

ル）小麦粉加水分解物液

ロピル水解小麦たん白液、トリメチル

アンモニオヒドロキシプロピル小麦水

解物液 

の水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.0～4.0％を含む． 

357 51 523037 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル］加水分解コラーゲン 

加水分解コラーゲン・塩化

ヒドロキシプロピルトリメチ

ルアンモニウムエーテル

塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピル水解コラ－ゲン 

本品は，加水分解コラーゲンに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリド又はグリシジルトリメ

チルアンモニウムクロリドを付加したものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）12.0～21.0％を含む． 

358 51 523331 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル］加水分解コラーゲン液 

カチオン化加水分解コラ

ーゲン液 

塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピル水解コラーゲン液 

本品は，「塩化Ｎ-［2-ヒドロキシ-3-（トリメチルアンモニオ）プロピル］加水分解コラーゲン」の水溶液である．本

品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 3.0 ～5.5％を含む． 

359 51 532223 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル］加水分解コンキオリン

液 

加水分解コンキオリン・塩

化ヒドロキシプロピルトリメ

チルアンモニウムエーテ

ル液 

塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピル水解コンキオリン液 

本品は，「加水分解コンキオリン液」に 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリドを付加させた

ものの水溶液である．本品は，定量するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）として，8.0～15.0％

を含む． 

360 51 532221 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル］加水分解大豆たん白 

  塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピル水解大豆たん白 

本品は，「大豆たん白加水分解物」に，3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリドを付加させ

たものである．本品は，定量するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）8.0～15.0％を含む． 

361 51 523332 塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル］デキストラン 

  塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピルデキストラン 

本品は，デキストランとグリシジルトリメチルアンモニウムクロライドとをエーテル結合を介して結合させたものであ

る．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 2.2 ～ 3.4％を含む. 

362 51 523040 塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロ

ース 

ヒドロキシエチルセルロー

ス・ヒドロキシプロピルトリメ

チルアンモニウムクロリド

エチル 

塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピルヒドロキシエチルセルロース 

本品は，主としてヒドロキシエチルセルロースに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム又は塩化グ

リシジルトリメチルアンモニウムを反応させて得られたカチオン性のポリマーである．ただし，水，「イソプロパノー

ル」又はその混液を含むものもある．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.2～2.5％を含む． 

363 51 523035 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル〕加水分解カゼイン液 

加水分解カゼイン・塩化ヒ

ドロキシプロピルトリメチル

アンモニウムエーテル 

塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピル水解カゼイン液 

本品は，カゼインを加水分解して得られるポリペプタイドに，グリシジルトリメチルアンモニウムクロリドを付加した

カチオン性の加水分解カゼインの水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）3.0～4.5％を含む． 

364 51 523036 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル〕加水分解ケラチン液 

加水分解ケラチン・塩化ヒ

ドロキシプロピルトリメチル

アンモニウムエーテル 

塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピル水解ケラチン液 

本品は，ケラチンたん白質を加水分解して得られるポリペプチドに，3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルトリメチルアン

モニウムクロリドを付加させたものの水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.4～4.0％を含む． 

365 51 523038 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル〕加水分解シルク液 

加水分解シルク・塩化ヒド

ロキシプロピルトリメチルア

ンモニウムエーテル 

塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピル水解シルク液 

本品は，絹繊維を加水分解して得られるポリペプチドに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムク

ロリドを付加させて得られたカチオン化加水分解シルクの水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）0.75～1.00％を含む． 

366 51 523039 塩化Ｏ－〔２－ヒドロキシ-３－（トリメチルア

ンモニオ）プロピル〕グァーガム 

グアーガム・塩化ヒドロキ

シプロピルトリメチルアンモ

ニウムエーテル 

塩化トリメチルアンモニオヒドロキシプ

ロピルグァーガム 

本品は，主としてグア-ガムに，塩化グリシジルトリメチルアンモニウムを付加させて得られたカチオン性のポリマ

-である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.0～3.0％を含む． 

367 51 532219 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（ヤシ油アル

キルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分

解コムギたん白液 

  塩化ヤシ油アルキルジメチルアンモ

ニオヒドロキシプロピル水解小麦たん

白液 

本品は，コムギたん白を加水分解して得られるポリペプチドに，3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルヤシ油アルキルジ

メチルアンモニウムクロリド又はグリシジルヤシ油アルキルジメチルアンモニウムクロリドを付加させたものである．

本品は，定量するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～12.0％を含む． 

368 51 532220 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（ヤシ油アル

キルジメチルアンモニオ）プロピル］加水分

解大豆たん白液 

加水分解大豆たん白・塩

化ヒドロキシプロピルヤシ

油アルキルジメチルアンモ

ニウムエーテル 

塩化ヤシ油アルキルジメチルアンモ

ニオヒドロキシプロピル水解大豆たん

白液 

本品は，大豆たん白を加水分解して得られるポリペプタイドに，3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルヤシ油アルキルジ

メチルアンモニウムクロリド又はグリシジルヤシ油アルキルジメチルアンモニウムクロリドを付加したものである．本

品は，定量するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）として，5.0～12.0％を含む． 

369 51 523041 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（ヤシ油アル

キルジメチルアンモニオ）プロピル〕加水分

解ケラチン 

加水分解ケラチン・塩化ヒ

ドロキシプロピルヤシ油ア

ルキルジメチルアンモニウ

ムエーテル 

塩化ヤシ油アルキルジメチルアンモ

ニオヒドロキシプロピル水解ケラチン

本品は，加水分解ケラチンに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルヤシ油アルキルジメチルアンモニウムクロリドを反応

して得られたものである．本品は定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.7～3.3％を含む． 

370 51 523042 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（ヤシ油アル

キルジメチルアンモニオ）プロピル〕加水分

解コラーゲン 

加水分解コラーゲン・塩化

ヒドロキシプロピルヤシ油

アルキルジメチルアンモニ

ウムエーテル 

塩化ヤシ油アルキルジメチルアンモ

ニオヒドロキシプロピル水解コラーゲ

ン 

本品は，加水分解コラーゲンに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルヤシ油アルキルジメチルアンモニウムクロリド又は

グリシジルヤシ油アルキルジメチルアンモニウムクロリドを付加したものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）2.5～4.0％を含む． 

371 51 523043 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（ヤシ油アル

キルジメチルアンモニオ）プロピル〕加水分

加水分解シルク・塩化ヒド

ロキシプロピルヤシ油アル

塩化ヤシ油アルキルジメチルアンモ

ニオヒドロキシプロピル水解シルク液

本品は，絹たん白質を加水分解して得られるポリペプタイドに，塩化（3-クロロ-2-ヒドロキシプロピル）ジメチルヤ

シ油アルキルアンモニウムを付加させて得たもので，エタノール溶液を含む．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：



16 

連番 規 成分コード 成分名 別名 簡略名 本質 

解シルク液 キルジメチルアンモニウム

エーテル 

14.01）1.4～2.6％を含む． 

372 51 523045 塩化Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－（ラウリルジメ

チルアンモニオ）プロピル］加水分解コラー

ゲン 

加水分解コラーゲン・塩化

ヒドロキシプロピルラウリル

ジメチルアンモニウムエー

テル 

塩化ラウリルジメチルアンモニオヒドロ

キシプロピル水解コラーゲン 

本品は，加水分解コラーゲンに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルラウリルジメチルアンモニウムクロリド又はグリシジ

ルラウリルジメチルアンモニウムクロリド塩を付加したものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.0～

4.0％を含む． 

373 51 532033 塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ-３－（ラウリルジメ

チルアンモニオ）プロピル］ヒドロキシエチ

ルセルロース 

ヒドロキシエチルセルロー

ス塩化ヒドロキシプロピル

ラウリルジメチルアンモニ

ウムエーテル 

塩化ラウリルジメチルアンモニオヒドロ

キシプロピルヒドロキシエチルセルロ

ース 

本品は，主としてヒドロキシエチルセルロースに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルラウリルジメチルアンモニウムクロ

リド，又はグリシジルラウリルジメチルアンモニウムクロリドを付加して得られたカチオン性のポリマーである．本品

を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.2～2.5％を含む． 

374 51 523044 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（ラウリルジメ

チルアンモニオ）プロピル〕加水分解ケラチ

ン 

加水分解ケラチン・塩化ヒ

ドロキシプロピルラウリルジ

メチルアンモニウムエーテ

ル 

塩化ラウリルジメチルアンモニオヒドロ

キシプロピル水解ケラチン 

本品は，加水分解ケラチンに 3-クロロ-2-ヒドロキシプロピルラウリルジメチルアンモニウムクロリドを反応して得ら

れたものである．本品は定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.7～3.3％を含む． 

375 51 523046 塩化Ｎ－〔２－ヒドロキシ-３－（ラウリルジメ

チルアンモニオ）プロピル〕加水分解シルク 

加水分解シルク・塩化ヒド

ロキシプロピルラウリルジメ

チルアンモニウムエーテ

ル 

塩化ラウリルジメチルアンモニオヒドロ

キシプロピル水解シルク 

本品は，絹たん白質を加水分解して得られるポリペプタイドにグリシジルラウリルジメチルアンモニウムクロリドを

付加したカチオン性の加水分解シルクである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.4～2.6％を含む． 

376 51 110431 塩化ビニル樹脂   ポリ塩化ビニル 本品は，塩化ビニル（CＨ2=CHCl）の直鎖重合物で，平均分子量は約 10 万である． 

377 51 532034 塩化ベヘン酸アミドプロピル-Ｎ，Ｎ－ジメ

チル-Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）ア

ンモニウム液 

塩化ベヘニン酸アミドプロ

ピル-Ｎ，Ｎ－ジメチル-Ｎ

－（２，３－ジヒドロキシプロ

ピル）アンモニウム液 

塩化ベヘン酸アミドプロピルジメチル

ジヒドロキシプロピルアンモニウム液

本品は，主として塩化ベヘン酸アミドプロピル-Ｎ，Ｎ-ジメチル-N-（2，3-ジヒドロキシプロピル）アンモニウム（Ｃ

30Ｈ63ＣｌＮ203：535.29）からなる水溶液である． 

378 51 001108 塩化ベンザルコニウム   ベンザルコニウムクロリド、ベンザルコ

ニウム塩化物 

本品は，主として炭素数 12～14 のアルキル基を有する 4 級アンモニウム塩である．本品は，定量するとき，換算

した脱水物に対し，塩化ベンザルコニウム（Ｃ22Ｈ40ＣｌＮ：354.01）として 95.0～105.0％を含む． 

379 51 500072 塩化ベンザルコニウム液   ベンザルコニウム塩化物液 本品は，「塩化ベンザルコニウム」の水溶液である．本品は，定量するとき，表示量の 90～110％に対応する塩

化ベンザルコニウム（Ｃ22Ｈ40ＣｌＮ：354.01）を含む． 

380 51 001110 塩化ベンゼトニウム   ベンゼトニウムクロリド、ベンゼトニウム

塩化物 

本品を乾燥したものは，定量するとき，塩化ベンゼトニウム（Ｃ27Ｈ42ＣｌＮＯ2：448.08）97.0％以上を含む． 

381 51 500074 塩化ベンゼトニウム液   ベンゼトニウム塩化物液 本品は，「塩化ベンゼトニウム」の水溶液である．本品は，定量するとき，表示量の 90～110％に対応する塩化

ベンゼトニウム（Ｃ27Ｈ42ＣｌＮＯ2：448.08）を含む． 

382 51 504076 塩化ポリオキシプロピレンメチルジエチル

アンモニウム 

  塩化ＰＯＰメチルジエチルアンモニウ

ム 

本品は，主として塩化ポリオキシプロピレンメチルジエチルアンモニウムからなる． 

383 31 103935 塩化マグネシウム   塩化 Mg 本品は，塩化マグネシウム（MgC１２･６H２O）９５.０％以上を含む． 

384 51 103935 塩化マグネシウム   塩化Ｍｇ 本品は，塩化マグネシウム（ＭｇＣ12･6Ｈ2O：203.30）95.0％以上を含む． 

385 51 104373 塩化ミリスチルジメチルベンジルアンモニウ

ム 

    本品は，主として塩化ミリスチルジメチルベンジルアンモニウムからなり，通常，「プロピレングリコール」を含む．

本品は，定量するとき，表示量の 30～110％に対応する塩化ミリスチルジメチルベンジルアンモニウム（Ｃ23Ｈ42

ＣｌＮ：368.04）を含む． 

386 51 104154 塩化メチルベンゼトニウム     本品を乾燥したものは，定量するとき，塩化メチルベンゼトニウム（Ｃ28Ｈ44ＣｌＮＯ2：462.11）97.0～103.0％を含

む． 

387 51 523047 塩化ラウリルジメチル（エチルベンジル）ア

ンモニウム液 

  塩化ラウリルジメチルエチルベンジル

アンモニウム液 

本品は，主として塩化ラウリルジメチル（エチルベンジル）アンモニウムの水溶液からなる．本品は，定量すると

き，表示量の 90.0～110.0％に対応する塩化ラウリルジメチルエチルベンジルアンモニウム（Ｃ23Ｈ42ＣｌＮ：

368.04）を含む． 

388 51 540187 塩化ラウリルトリメチルアンモニウム液     本品は，主として塩化ラウリルトリメチルアンモニウムからなり，通常，「イソプロパノール」，エタノール，水又はこ

れらの混液を含む．本品は，定量するとき，塩化ラウリルトリメチルアンモニウム（Ｃ15Ｈ34ＣｌＮ：263.89）として表

示量の 90～110％を含む． 

389 51 520181 塩化ラウリルピリジニウム     本品は，主として塩化ラウリルピリジニウムからなる．本品は定量するとき，換算した脱水物に対し，塩化ラウリル

ピリジニウム（Ｃ17Ｈ30ＣｌＮ：283.88）を 90.0～110.0％含む． 
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390 51 500590 塩化ラウリルピリジニウム液     本品は，主として「塩化ラウリルピリジニウム」からなり，通常，「イソプロパノール」，水の混液を含む．本品は，定

量するとき，表示量の 90～110％に対応する塩化ラウリルピリジニウム（Ｃ17Ｈ30ＣｌＮ：283.88）を含む． 

391 51 505033 塩化ラウロイルコラミノホルミルメチルピリジ

ニウム 

    本品は，主として塩化ラウロイルコラミノホルミルメチルピリジニウムからなる．本品を定量するとき，塩化ラウロイ

ルコラミノホルミルメチルピリジニウム（Ｃ21Ｈ35ＣｌＮ203：398.97）として 90.0％以上を含む． 

392 51 003625 塩化リゾチーム   塩酸リゾチーム、リゾチーム塩酸塩 本品は，卵白から得られた塩基性ポリペプチドで，ムコ多糖分解作用を有する酵素である．本品を乾燥したもの

は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）15～18％を含み，またその 1ｍｇ中塩化リゾチーム 0.8mg（力価）以上を含

む． 

393 51 523048 塩基性炭酸亜鉛   塩基性炭酸Ｚｎ 本品は，主として塩基性炭酸亜鉛からなる．本品は，定量するとき，酸化亜鉛（ＺｎＯ：81.41）として 70.0％以上

を含む． 

394 51 001113 塩酸   ＨＣｌ 本品は，定量するとき，塩化水素（HCl：36.46）35.0～38.0％を含む． 

395 51 500078 塩酸アルキルジアミノエチルグリシン液   アルキル（Ｃ１２－１４）ジアミノエチル

グリシンＨＣｌ液 

本品は，炭素数 12～14 のアルキル鎖を有する塩化アルキルジアミノエチルグリシンの水溶液である．本品は，

定量するとき，塩酸アルキルジアミノエチルグリシン（Ｃ19Ｈ42ＣｌＮ3Ｏ2：380.01）として 27.0～33.0％を含む． 

396 51 102519 塩酸グルコサミン グルコサミン塩酸塩 ＨＣｌグルコサミン、グルコサミンＨＣｌ 本品を乾燥したものは，定量するとき，塩酸グルコサミン（Ｃ6Ｈ1305N・HCl：215.63）98.0％以上を含む． 

397 51 003638 塩酸クロルヘキシジン   クロルヘキシジン２ＨＣｌ、クロルヘキ

シジン塩酸塩 

本品を乾燥したものは，定量するとき，塩酸クロルヘキシジン（Ｃ22Ｈ30Ｃ12Ｎ10･2HCl：578.37）97.5％以上を含

む． 

398 51 540188 塩酸ジオクチルアミノエチルグリシン液   ＨＣｌジオクチルアミノエチルグリシン

液、ジオクチルアミノエチルグリシンＨ

Ｃｌ液 

本品は，（ＲＮＨＣＨ2ＣＨ2）2ＮＣＨ2ＣＯＯＨ・ＨＣｌで示される化合物の水溶液で，Ｒは主としてＣ8Ｈ17 である．

本品は，定量するとき，塩酸ジオクチルアミノエチルグリシン（Ｃ22Ｈ48ＣｌＮ3Ｏ2： 422.09）として 50～60％を含

む． 

399 51 001137 塩酸ジフェンヒドラミン   ジフェンヒドラミンＨＣｌ、ジフェンヒドラ

ミン塩酸塩 

本品を乾燥したものは，定量するとき，塩酸ジフェンヒドラミン（Ｃ17Ｈ21ＮＯ･HCl：291.82）98.0％以上を含む． 

400 51 520187 塩酸Ｌ－ヒスチジン Ｌ－ヒスチジン塩酸塩 ＨＣｌヒスチジン、ヒスチジンＨＣｌ 本品を乾燥したものは，定量するとき，塩酸Ｌ-ヒスチジン（Ｃ6Ｈ9Ｎ302･ＨＣｌ･Ｈ2Ｏ：209.63）98.5％以上を含

む． 

401 51 001155 塩酸ピリドキシン ビタミンＢ６ ＨＣｌピリドキシン、ピリドキシンＨＣｌ 本品を乾燥したものは，定量するとき，塩酸ピリドキシン（Ｃ8Ｈ11ＮＯ3･HCl：205.64）98.0％以上を含む． 

402 51 540189 塩酸モノエタノールアミン液   ＨＣｌ・ＭＥＡ液、塩酸ＭＥＡ液 本品は，「エタノールアミン」の塩酸塩の水溶液である．本品を定量するとき，塩酸モノエタノールアミン（Ｃ2Ｈ7

ＮＯ・HCl： 97.54）として 58.0～62.0％を含む． 

403 51 001177 塩酸リジン   ＨＣｌリジン、リジンＨＣｌ 本品を乾燥したものは，定量するとき，塩酸リジン（Ｃ6Ｈ14Ｎ2Ｏ2･ＨＣｌ：182.65）98.0％以上を含む. 

404 51 540190 塩素化パラフイン   塩化パラフィン 本品は，石油から得た固形の炭化水素類の混合物を塩素化したものである． 

405 51 532281 エンドウエキス     本品は，エンドウ Pisum sativum Linne´（Leguminosae）の種子を脱脂した後，水にて抽出して得られるエキスで

ある．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.5～3.8％を含む． 

406 51 102290 オイゲノール     本品は，定量するとき，オイゲノール（Ｃ10Ｈ12Ｏ2：164.20）98.0vol％以上を含む． 

407 51 104803 オウゴンエキス     本品は，コガネバナ Scutellaria baicalensis Georgi（Labiatae）の周皮を除いた根から水，「エタノール」，「無水エ

タノール」，「１，３-ブチレングリコール」，又はこれらの混液で抽出して得られるエキスである. 

408 51 107704 黄酸化鉄   黄酸化Ｆｅ 本品は，主としてオキシ水酸化鉄〔FeO（OH）〕及び水酸化第二鉄〔Fe2（OH）6〕からなる．本品を乾燥したもの

は，定量するとき，三二酸化鉄（Fe203：159.69）として 80.0％以上を含む． 

409 51 523050 黄酸化鉄・カルミン被覆雲母チタン 黄酸化鉄・カルミン処理雲

母チタン 

黄酸化鉄・カルミン被覆雲母Ｔｉ、黄

酸化Ｆｅ・カルミン被覆雲母Ｔｉ 

本品は，「雲母チタン」を「黄酸化鉄」と「カルミン」で被覆したものである． 

410 51 523051 黄酸化鉄・コンジョウ被覆雲母チタン 黄酸化鉄・コンジョウ処理

雲母チタン 

黄酸化鉄・紺青被覆雲母Ｔｉ、黄酸化

Ｆｅ・紺青被覆雲母Ｔｉ 

本品は，「雲母チタン」を「黄酸化鉄」と「コンジョウ」で被覆したものである． 

411 51 523052 黄酸化鉄被覆雲母チタン 黄酸化鉄処理雲母チタン 黄酸化鉄被覆雲母Ｔｉ、黄酸化Ｆｅ被

覆雲母Ｔｉ 

本品は，「雲母チタン」を「黄酸化鉄」で被覆したものである． 

412 1 120075 オウバク 黄柏   本品はキハダ Phellodendron amurense Ruprecht 又は Phellodendron chinense Schneider （Rutaceae）の周皮を

除いた樹皮である.本品は定量するとき,換算した生薬の乾燥物に対し,ベルベリン〔塩化ベルベリン（C２０H１８

CINO４：３７１.８１）として〕１.２％以上を含む. 

413 51 002057 オウバクエキス     本品は，キハダ Phellodendron amurense Ruprecht 又はその他同属植物（Rutaceae）の周皮を除いた樹皮から

水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液で抽出して得られる

エキスである． 

414 1 001182 オウバク末 黄柏   本品は「オウバク」を粉末としたものである．本品は定量するとき，換算した生薬の乾燥物に対し，ベルベリン〔塩

化ベルベリン（Ｃ２０Ｈ１８ＣｌＮｏ４：３７１．８１）として〕１．２％以上を含む． 
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415 51 104869 オウレンエキス     本品は，オウレン Coptis japonica Makino 又はその他同属植物（Ranunculaceae）の根茎から水，「１，３-ブチレン

グリコール」又はエタノール溶液で抽出して得られるエキスである. 

416 51 504080 オートミール末     本品は，カラスムギ Avena sativa L.（Gramineae）の種子を乾燥し，粉砕したものである． 

417 51 532244 オオバナサルスベリエキス     本品は，オオバナサルスベリ Lagerstroemia speciosa Persoon （Lythraceae）の葉から，エタノール溶液で抽出し

て得られたエキスである． 

418 51 520221 オオムギエキス   大麦エキス 本品は，オオムギ Hordeum vulgare Linne' （Gramineae）の種子から水，「プロピレングリコール」又はこれらの混

液で抽出して得られるエキスである． 

419 51 532035 オオムギ発酵エキス   大麦発酵エキス 本品は，オオムギ Hordeum vulgare Linne´（Gramineae）の種子を酵母 Saccharomyces cerevisiae で発酵して得

た培養液にエタノールを加え，ろ過して得られるエキスである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.02～

0.12％を含む． 

420 51 100936 オキシ塩化ビスマス   オキシ塩化Ｂｉ 本品を乾燥したものは，定量するとき，ビスマス（Bi：208.98）78.0～81.0％を含む． 

421 51 520222 オキシ塩化ビスマス被覆雲母 オキシ塩化ビスマス被覆

マイカ 

オキシ塩化Ｂｉ被覆雲母、オキシ塩化

Ｂｉ被覆マイカ 

本品は，「マイカ」を「オキシ塩化ビスマス」で被覆したものである． 

422 51 511072 オキシステアリン酸グリセリル（２） オキシステアリン酸グリセリ

ン（２） 

オキシステアリン酸グリセリル-２、オキ

システアリン酸グリセリン-２ 

本品は，主としてオキシステアリン酸とグリセリンのモノエステル（Ｃ21Ｈ4205：374.56）からなる． 

423 51 510011 Ｌ－オキシプロリン Ｌ－ヒドロキシプロリン オキシプロリン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-オキシプロリン（Ｃ5Ｈ9ＮＯ3：131.13）98.5％以上を含む． 

424 51 108980 オキシベンゾン   オキシベンゾン-３ 本品を乾燥したものは，定量するとき，オキシベンゾン（Ｃ14Ｈ1203：228.24）90.0％以上を含む． 

425 99 999999 （２S,３R）-２－オクタデカノイルアミノオクタ

デカン-１,３－ジオール 

  オクタデカノイルアミノオクタデカンジ

オール 

本品は、（２S,３R）ージヒドロスフィンゴシン（（２S,３R）-２ーアミノオクタデカン-１,３ージオール）とステアリン酸（オ

クタデカン酸）がアミド結合した化合物からなる。 

426 51 520229 オクタメチルシクロテトラシロキサン   シクロテトラシロキサン 本品は，シロキサン結合を骨格とした環状の重合物で，主としてオクタメチルシクロテトラシロキサン（Ｃ8Ｈ2404Ｓ

ｉ4：296.62）からなる． 

427 51 520230 オクタメチルトリシロキサン   トリシロキサン 本品は，シロキサン結合を骨格とした直鎖状の重合物で，主としてオクタメチルトリシロキサン（Ｃ8Ｈ24Ｏ2Ｓｉ3：

236.53）からなる． 

428 99 999999 １,２－オクタンジオール     本品は定量するとき、１,２－オクタンジオール（C８H１８O２：１４６.２０）９８.０％以上を含む。 

429 51 540004 ２－オクチルドデカノール   オクチルドデカノール 本品は，主として 2 分子のデシルアルコールの縮合物（Ｃ20Ｈ420：298.55）からなる． 

430 51 532282 オクチルトリメトキシシラン被覆酸化チタン オクチルシリル化酸化チタ

ン 

オクチルトリメトキシシラン被覆酸化Ｔ

ｉ、オクチルシリル化酸化Ｔｉ 

本品は，「酸化チタン」をオクチルトリメトキシシランで被覆処理して得られたものである．本品を乾燥したものは，

定量するとき，酸化チタン（ＴｉＯ2：79.87）として 88.0％以上を含む． 

431 51 540026 オクチルフェノキシジエトキシエチルスルホ

ン酸ナトリウム液 

  オクチルフェノキシジエトキシエチル

スルホン酸Ｎａ液、オクチルフェノキシ

ジエトキシエチルスルホン酸ナトリウ

ム 

本品は，主としてオクチルフェノキシジエトキシエチルスルホン酸ナトリウム（Ｃ20Ｈ33ＮａＯ6Ｓ：424.53）の水溶液

である．本品は，定量するとき，表示量の 90～110％に対応するオクチルフェノキシジエトキシエチルスルホン酸

ナトリウムを含む． 

432 51 532165 オクテニルコハク酸デキストリンエステルトリ

エタノールアミン液 

  オクテニルコハク酸デキストリンＴＥＡ

液 

本品は，デキストリンと無水オクテニルコハク酸のエステルのトリエタノールアミン塩の水溶液である． 

433 51 509024 オクテニルコハク酸トウモロコシデンプンエ

ステルアルミニウム 

  オクテニルコハク酸トウモロコシデン

プンＡｌ、オクテニルコハク酸コーンス

ターチＡｌ、オクテニルコハク酸コーン

デンプンＡｌ 

本品は，「トウモロコシデンプン」とオクテニルコハク酸のエステルのアルミニウム塩である． 

434 51 532036 オクテニルコハク酸トウモロコシデンプンエ

ステルナトリウム 

  オクテニルコハク酸トウモロコシデン

プンＮａ、オクテニルコハク酸コーンス

ターチＮａ、オクテニルコハク酸コーン

デンプンＮａ 

本品は，主としてトウモロコシデンプンとオクテニルコハク酸のエステルの部分ナトリウム塩からなる． 

435 51 523054 オクラエキス     本品は，オクラ Abelmoschus esclentus Moench（Malvaceae）の果実（生）から，水で抽出して得られるエキスであ

る． 

436 51 501027 オゾケライト     本品は，天然に産する鉱物ろうで，主として炭化水素類の混合物からなる． 

437 51 520236 オトギリソウエキス     本品は，セイヨウオトギリソウ Hypericum perforatum Linne´ 又はオトギリソウ Hypericum erectum Thunberg

（Guttiferae）の地上部から，水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」，「ジエチレ

ングリコール」又はこれらの混液により抽出して得られるエキスである. 

438 51 520238 オドリコソウエキス     本品は，Lamium album Linne´（Labiatae）の花，茎，葉から水，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコー
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ル」又はこれらの混液により抽出して得られるエキスである. 

439 51 520241 オノニスエキス     本品は，オノニス Ononis spinosa Linne' （Leguminosae）の根から１，３-ブチレングリコール溶液，若しくは 1％尿

素含有エタノール溶液，1％尿素含有１，３-ブチレングリコール溶液で抽出して得られたエキスである． 

440 51 520243 オランダカラシエキス     本品は，オランダカラシ Nasturtium officinalis R.Brown（Cruciferae）の葉茎又は全草から，水，「エタノール」，

「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又は，これらの混液で抽出して得られるエキスである． 

441 99 999999 オリーブ葉エキス     本品はオリーブ Olea europaea Linne （´）（Oleaceae）の葉を５０vol％エタノール溶液にて抽出して得られた成

分を５０vol％１,３－ブチレングリコール溶液に溶かしたものである. 

442 51 502022 オリーブ油アルコール オリーブアルコール オリブ油アルコール 本品は，オリーブ油脂肪酸を還元して得たアルコールで，主としてオレイルアルコール（Ｃ18Ｈ36Ｏ：268.48）か

らなる． 

443 51 523055 オリゴブドウ糖デカノール配糖体液 デシルポリグルコシド液   本品は，主としてオリゴブドウ糖デカノール配糖体の水溶液である． 

444 51 004005 γ－オリザノール     本品は，イネ Oryza sativa Linne´（Gramineae）の種皮から得られ，主としてトリテルペンアルコールのフェルラ酸

エステルからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，フェルラ酸シクロアルテニル（Ｃ40Ｈ58Ｏ4：602.89）と

して 95.0％以上を含む． 

445 51 001191 オリブ油     本品は，Olea europaea Linne´（Oleaceae）の果実を圧搾して得た脂肪油である． 

446 51 500091 オルトフェニルフェノール   フェニルフェノール 本品は，定量するとき，オルトフェニルフェノール（Ｃ12Ｈ100：170.21）96.0～104.0％を含む． 

447 51 520248 オルトフェニルフェノールナトリウム   オルトフェニルフェノールＮａ 本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，オルトフェニルフェノールナトリウム（Ｃ12Ｈ9NaO：192.19）

97.0％以上を含む． 

448 51 104831 オレイルアルコール     本品は，主としてオレイルアルコール（Ｃ18Ｈ360：268.48）からなる． 

449 51 540027 オレイルジメチルアミンオキシド液   オレイルジメチルアミンオキシド 本品は，定量するとき，オレイルジメチルアミンオキシド（Ｃ20Ｈ41ＮＯ：311.55）として表示量の 90～110％を含

む．通常，水，「エタノール」又はこれらの混液を含む． 

450 51 532037 オレイルベタイン液 オレイルジメチルアミノ酢

酸液 

  本品は，主としてオレイルベタインからなり，通常，水を含む．  

451 51 504087 オレイル硫酸トリエタノールアミン   オレイル硫酸ＴＥＡ 本品は，定量するとき，オレイル硫酸トリエタノールアミン（Ｃ24Ｈ51ＮＯ7Ｓ：497.73）として表示量の 90～110％を

含む． 

452 51 504088 オレイル硫酸ナトリウム   オレイル硫酸Ｎａ 本品は，定量するとき，オレイル硫酸ナトリウム（Ｃ18Ｈ3305ＳＮａ：384.51）として表示量の 90～110％を含む． 

453 51 002062 オレイン酸     本品は，主としてオレイン酸（Ｃ18Ｈ34Ｏ2：282.46）からなる． 

454 51 532268 オレイン酸アミドエトキシエタノールスルホ

コハク酸エステル二ナトリウム 

  オレイン酸アミドエトキシエタノールス

ルホコハク酸エステル２Ｎａ 

本品は，主としてオレイン酸アミドエトキシエタノールスルホコハク酸エステル二ナトリウムからなる． 

455 51 503028 オレイン酸イソデシル     本品は，主としてオレイン酸とイソデシルアルコールのエステル（Ｃ28Ｈ54Ｏ2：422.73）からなる． 

456 51 102246 オレイン酸エチル     本品は，主としてオレイン酸とエタノールのエステル（Ｃ20Ｈ38Ｏ2：310.51）からなる． 

457 51 540029 オレイン酸２－オクチルドデシル   オレイン酸オクチルドデシル 本品は，主として「オレイン酸」と「2-オクチルドデカノール」のエステル（Ｃ38Ｈ74Ｏ2：562.99）からなる． 

458 51 104830 オレイン酸オレイル     本品は，主としてオレイン酸とオレイルアルコールのエステル（Ｃ36Ｈ68Ｏ2：532.92）からなる． 

459 51 508027 オレイン酸カリウム   オレイン酸Ｋ 本品は，主としてオレイン酸のカリウム塩である． 

460 51 540030 オレイン酸グリセリル（１）   オレイン酸グリセリル-１ 本品は，主として「オレイン酸」とグリセリンのモノエステルからなる． 

461 51 540031 オレイン酸グリセリル（２）   オレイン酸グリセリル-２ 本品は，モノオレイン酸グリセリル，ジオレイン酸グリセリル及びプロピレングリコールの混合物である． 

462 51 523056 オレイン酸コレステリル     本品は，主としてオレイン酸とコレステロールのエステル（Ｃ45Ｈ78Ｏ2：651.01）からなる． 

463 51 504092 オレイン酸ジエタノールアミド     本品は，主としてオレイン酸と当量のジエタノールアミンを縮合して得られるアルキロールアミド（Ｃ22Ｈ43ＮＯ3：

369.58）である． 

464 51 520250 オレイン酸ジヒドロコレステリル     本品は，主として「オレイン酸」と「ジヒドロコレステロール」のエステル（Ｃ45Ｈ80Ｏ2：653.12）からなる． 

465 51 101696 オレイン酸デシル     本品は，主として「オレイン酸」とデシルアルコールのエステル（Ｃ28Ｈ54Ｏ2：422.73）からなる． 

466 51 509027 オレイン酸（トリエチレングリコール・プロピ

レングリコール） 

  オレイン酸（トリエチレングリコール・Ｐ

Ｇ）、オレイン酸（トリグリコール・ＰＧ）

本品は，オリーブ油とトリエチレングリコール及びプロピレングリコールとのエステル交換反応によって得られるも

のであり，本品は，主としてトリエチレングリコールのオレイン酸モノエステル及びジエステル並びにプロピレング

リコールのオレイン酸モノエステル及びジエステルからなる． 

467 51 106709 オレイン酸ナトリウム   オレイン酸Ｎａ 本品は，主として「オレイン酸」のナトリウム塩からなる． 

468 51 523057 オレイン酸フィトステリル     本品は，主として「オレイン酸」と「フィトステロール」のエステルからなる． 

469 51 501032 オレイン酸プロピレングリコール モノオレイン酸プロピレン

グリコール 

オレイン酸ＰＧ 本品は，主として，「オレイン酸」と「プロピレングリコール」のモノエステルからなる． 
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470 51 507022 オレイン酸ポリオキシエチレンソルビット（４

０Ｅ．Ｏ．） 

  オレイン酸ＰＯＥ（４０）ソルビット 本品は，主としてポリオキシエチレン・ソルビットのオレイン酸エステルであり，酸化エチレンの平均付加モル数

は 40 である． 

471 51 540028 オレイン酸・リノール酸・リノレン酸混合物     本品は，植物油より得られた液状の脂肪酸で，主としてオレイン酸，リノール酸，リノレン酸よりなる。 

472 51 503030 オレオイル加水分解コラーゲン   オレオイル水解コラーゲン 本品は，コラーゲンたん白質を加水分解して得られるポリペプタイドと「オレイン酸」との縮合物である． 

473 51 503031 オレオイルザルコシン     本品は，主として「オレイン酸」と N-メチルグリシンを縮合したものである． 

474 99 999999 N－オレオイルフィトスフィンゴシン   オレオイルフィトスフィンゴシン 本品は酵母（Saccharomyces）の一種である Pichia 種の代謝産物を加熱ろ過することにより無菌処理して得たフ

ィトスフィンゴシンをオレイン酸でアシル化し、主としてN－オレイルフィトスフィンゴシン（C３６H７１NO４：分子量５

８２.０）からなる。構造式を別紙に示す。（略） 

475 51 502028 オレオイルメチルタウリンナトリウム   オレオイルメチルタウリンＮａ 本品は，主としてオレオイルメチルタウリンナトリウムからなる．本品を定量するとき，オレオイルメチルタウリンナト

リウム（Ｃ21Ｈ40ＮＮａＯ4Ｓ：425.60）として 90～110％含む． 

476 51 502029 α－オレフィンオリゴマー     本品は，炭素数 4～12 の直鎖脂肪族 α-オレフィンを重合した後，水素添加して得られる側鎖を有する炭化水

素で，その重合度は 3～6 である． 

477 51 104858 オレンジエキス     本品は，オレンジ Citrus aurantium Linne' var．dulcis Linne' （Rutaceae）の果実（生）から「プロピレングリコー

ル」で抽出して得られるエキスである． 

478 51 520254 オレンジ果汁     本品は，オレンジ Citrus aurantium Linne´ var.dulcis（Rutaceae）の果実（生）から圧搾して得られる果汁である． 

479 51 520255 オレンジフラワー水   オレンジ花水 本品は，オレンジ Citrus sinensis Osbeck（Rutaceae）の花から水蒸気蒸留によって得られる水層成分である． 

480 1 002063 オレンジ油     本品は Citrus 属諸種植物（Rutaceae)の食用に供する種類の果皮を圧搾して得た精油である． 

481 51 520256 オレンジラフィー油     本品は，ヒウチダイ科の魚類 Hoplostetbus atlanticus（通称オレンジラフィー）から得た油で，総炭素数 34～42

の不飽和高級アルコールと不飽和高級脂肪酸とのろうエステルの混合物からなる． 

482 51 110808 オロット酸 オロチン酸   本品を乾燥したものは，定量するとき，オロット酸（Ｃ5Ｈ4Ｎ204･Ｈ2O：174.11）98.0％以上を含む． 

483 99 999999 温泉水 M     本品は、温泉水をろ過して製したものである。 

484 51 101233 カーボンブラック     本品は，天然ガス又は液状炭化水素の不完全燃焼又は熱分解によって得られる炭素である． 

485 99 999999 海水     本品は、富山県沖２０００～３０００ｍの海域において、深度３００～３５０ｍで取水した海水で、定量するとき、塩化

ナトリウム（NaCl：５８.４４）２９,０００～３３,０００ｍｇ/L、硝酸性窒素（NQ‾-N）０.２０～０.３８ｍｇ/L を含む。 

486 51 512007 海水乾燥物     本品は，海水より得た無機塩の混合物である．本品は，主として塩化ナトリウム，塩化マグネシウム及び塩化カリ

ウムからなる． 

487 51 532038 海水乾燥物（２）   海水乾燥物-２ 本品は，海水を濃縮して得られる無機物で，主として塩化ナトリウムを含み，他に塩化カルシウム，硫酸マグネ

シウム等を含む． 

488 51 522022 海藻エキス（１） 褐藻エキス（２） 海藻エキス-１、褐藻エキス-２ 本品は，褐藻類（Phaeophyta）の全藻又はめかぶ（胞子葉又は成実葉をいう．）から水，「エタノール」，「プロピレ

ングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」，「グリセリン」又はこれらの混液により抽出して得られるエキスであ

る．本品は，主としてアミノ酸を含む． 

489 51 522023 海藻エキス（２） 褐藻エキス 海藻エキス-２ 本品は，褐藻類（Phaeophyta）の全藻から塩化ナトリウム溶液で抽出して得られるエキスである．本品は，主とし

てアルギン酸からなる． 

490 51 522024 海藻エキス（３）   海藻エキス-３ 本品は，褐藻類に属するコンブ属（Laminaria）及び紅藻類に属するイギス属（Ceramium）の全藻から水にて抽

出して得られるエキスである．本品は，主としてアルギン酸及びカラギーナンよりなる． 

491 51 522025 海藻エキス（４）   海藻エキス-４ 本品は，褐藻類（Phaeophyta），紅藻類（Rhodophyta）及び緑藻類（Chlorophyta）の全藻から 1,3-ブチレングリコ

ール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

492 51 532283 海藻エキス（５） 紅藻エキス 海藻エキス-５ 本品は，紅藻類（Rhodophyta）の全藻から水又はジプロピレングリコール溶液で抽出して得られるエキスである． 

493 99 999999 カイソウ抽出液     本品は褐藻類（Phaeophyta）に属するヒバマタ科（Fucaceae）ヒバマタ属（Fucus）の植物の１,３－ブチレングリコ

ール水溶液による抽出液である。 

494 51 522026 海藻末（１） 褐藻末 海藻末-１ 本品は，褐藻類（Phaeophyta）の全藻の粉末である． 

495 51 522027 海藻末（２） 紅藻末 海藻末-２ 本品は，紅藻類（Rhodophyta）の全藻の粉末である． 

496 99 999999 ガイヨウエキス     本品はガイヨウ（艾葉）：ヨモギ Artemisia princeps Pampanini （Compositae）の茎：を精製水にて抽出して得ら

れた軟エキスである。 

497 51 001193 カオリン     本品は，天然に産する含水ケイ酸アルミニウムである． 

498 51 001194 カカオ脂     本品は，カカオ Theobroma cacao Linne´（Sterculiaceae）の種子から得た脂肪である． 

499 51 505044 カキエキス     本品は，マガキ Ostrea gigas Thunberg （Ostreidae）の身から水にて抽出して得られるエキスである． 
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500 51 523058 カキタンニン   柿タンニン 本品は，カキノキ Diospyros kaki Thunberg（Ebenaceae）の果実より得られる柿渋液から得たタンニンである． 

501 51 523063 カキ葉末   柿葉末 本品は，カキノキ Diospyros kaki Thunberg（Ebenacease）の葉の粉末である． 

502 51 523059 架橋型シリコーン末     本品は，α，ω-ジビニルジメチルポリシロキサン，メチルシロキサン・ジメチルシロキサン・メチルハイドロジェン

シロキサン・トリメチルシロキサン共重合体及び「メチルポリシロキサン」からなるシロキサン結合を骨格とした重合

物である． 

503 51 532039 架橋型シリコーン末（２）   架橋型シリコーン末-２ 本品は，α,ω-ジビニルジメチルポリシロキサン，メチルシロキサン･ジメチルシロキサン･メチルハイドロジェンシ

ロキサン･トリメチルシロキサン共重合体からなるシロキサン結合を骨格とした重合物である． 

504 51 532040 架橋型ゼラチン 硬化ゼラチン   本品は，「ゼラチン」をグルタルアルデヒドにより架橋したものである． 

505 51 510013 架橋型ポリアクリル酸ナトリウム   架橋型ポリアクリル酸Ｎａ 本品は，アクリル酸及びアクリル酸ナトリウムを重合させて得られる部分架橋型の共重合体である． 

506 51 532041 架橋型ポリアクリル酸ナトリウム（２） アクリル酸重合体ナトリウ

ム塩 

架橋型ポリアクリル酸Ｎａ-２、アクリル

酸重合体Ｎａ塩 

本品は，主としてアクリル酸ナトリウムをエチレングリコールジグリシジルエーテルで架橋させて得られる非水溶

性の架橋型の共重合体である． 

507 51 532042 架橋型メチルフェニルポリシロキサン（２）   架橋型メチルフェニルポリシロキサン

-２ 

本品は，メチルハイドロジェンポリシロキサンとビニルメチルフェニルポリシロキサンから得られた架橋型メチルフ

ェニルポリシロキサンである． 

508 51 523061 架橋型メチルポリシロキサン   架橋型ジメチコン 本品は，メチルハイドロジェンポリシロキサンとメチルビニルポリシロキサンを付加重合して得たシロキサン結合を

骨格として架橋した構造を有するメチルポリシロキサンである． 

509 51 523062 架橋ポリスチレン スチレン・ジビニルベンゼ

ン共重合体 

スチレン・ＤＶＢ共重合体         本品は，スチレンをジビニルベンゼンで架橋したポリスチレンからなる． 

510 51 523064 加水分解イカスミエキス   水解イカスミエキス 本品は，コウイカ目 Sepioidea 及びツツイカ目 Teuthoidea のスミから水で抽出して得られたエキスを酵素で加水

分解したもので，「エタノール」及び「１，３-ブチレングリコール」を含む． 

511 51 523065 加水分解ウシ血清液 牛血清分解液 水解牛血清液 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin（Bovidae）の血清を酸及び酵素で加水分解して得られ

たものをグリセリンで抽出したものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.25～0.55％を含む． 

512 51 523066 加水分解ウシ赤血球除たん白液   水解牛赤血球除たん白液 本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の赤血球を加水分解し，除たん白して得たも

のである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.35～0.65％を含む． 

513 51 520270 加水分解エラスチン   水解エラスチン 本品は，ウシ Bos taurus Linne´ var.domesticus Gmelin（Bovidae）の項靱帯を加水分解して得られるペプチドで

ある．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）12.5～17.0％を含む． 

514 51 522028 加水分解エラスチン液   水解エラスチン液 本品は，ウシ Bos taurus Linne´ var. domesticus Gmelin（Bobidae）の項靱帯を加水分解して得られるペプチド

で，通常，水，「エタノール」又はこれらの混液を含む．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）を表示量の 90.0～

110.0％含む． 

515 51 522029 加水分解カゼイン   水解カゼイン 本品は，カゼインを加水分解して得られるポリペプタイドである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）として 11.0～14.0％を含む． 

516 51 520275 加水分解カゼインナトリウム   水解カゼインＮａ 本品は，カゼインを加水分解して得られるペプチドのナトリウム塩である．本品は，定量するとき，有機性固形分

に対し窒素（Ｎ：14.01）11.7～16.0％を含む． 

517 51 532284 加水分解カロペプチド   水解カロペプチド 本品は，オットセイ Callorhinus ursinus （Otariidae）の骨格筋をたん白分解酵素で分解した後，「エタノール」で

抽出し，更に濃縮した後，「ブドウ糖」を添加したものである．本品は，定量するとき，ペプチドとして 90.0％以上

を含む． 

518 51 503033 加水分解ケラチン液   水解ケラチン液 本品は，ケラチンたん白質の加水分解物の水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.35～3.6％

を含む． 

519 51 523068 加水分解ケラチンエチル液   水解ケラチンエチル液 本品は，ケラチンを加水分解したもののエチルエステルの「エタノール」溶液である．本品は，定量するとき，有

機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）3.5～11.0％を含む． 

520 51 522030 加水分解ケラチン末   水解ケラチン末 本品は，ケラチンたん白質の加水分解物の粉末である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 7％以上

を含む. 

521 51 532043 加水分解酵母 加水分解酵母たん白 水解酵母、水解酵母たん白 本品は，酵母 Candida utilis を酸，アルカリ，酵素をそれぞれ単独或いは組合せて加水分解して得られるもの又

はその塩である．本品は，定量するとき，有機性固形分に対して，窒素（Ｎ：14.01）8.0～15.0％を含む. 

522 51 532044 加水分解コムギたん白液   水解小麦たん白液 本品は，コムギたん白を酵素で加水分解して得られたものの水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）1.8～3.8％を含む． 

523 51 523069 加水分解コムギ末   水解小麦末 本品は，コムギ Triticum aestivum Linne' （Gramineae）の種子を加水分解して得られる水溶性成分の乾燥粉末

である．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）8.0～18.0％を含む． 

524 51 540191 加水分解コラーゲン・Ｎ－ミリスチルアラニ   水解コラーゲン・ミリスチルアラニン縮 本品は，主として，加水分解コラーゲンと N-ミリスチルアラニンとの縮合物からなる．本品を乾燥したものは，定
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ン縮合物 合物 量するとき，窒素（Ｎ：14.01）9.7～11.9％を含む． 

525 51 522031 加水分解コラーゲン液   水解コラーゲン液 本品は，主としてウシ Bos taurus Linne´ var.domesticus Gmelin（Bovidae）又は，ブタ Sus scrofa Linne´ 

var.domesticus Gray（Suidae）の骨，皮を酸，アルカリ，酵素それぞれ単独あるいは組合せの存在下で加水分解

して得られるコラーゲンたん白質加水分解物又はその塩の水溶液である．本品を乾燥したものは，定量すると

き，有機性固形分に対し窒素（Ｎ：14.01）9.5～21.0％を含む． 

526 51 532180 加水分解コラーゲン液（２）   水解コラーゲン液-２ 本品は，ウシ Bos taurus Linne´ var. Domesticus Gmelin （Bovidae）の皮膚を酵素加水分解したものに「濃グリ

セリン」を加えたものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.35～0.50％を含む． 

527 51 540192 加水分解コラーゲン液（３） たん白加水分解液 水解コラーゲン液-３ 本品は，主として牛又は豚の骨，皮を酸，アルカリ，酵素をそれぞれ単独あるいは組み合わせて用いて加水分

解して得られるコラーゲンたん白加水分解物又はその塩を「エタノール」，「精製水」又はこれらの混液に溶かし

たものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 3.5 ～ 8.0％を含む． 

528 51 512008 加水分解コラーゲンエチル   水解コラーゲンエチル 本品は，主としてコラーゲンたん白質加水分解物のエチルエステルからなる．本品を乾燥したものは，定量する

とき，窒素（Ｎ：14.01）として 12.0～18.0％含む. 

529 51 503035 加水分解コラーゲンエチル液 ポリペプタイドエチルエス

テル 

水解コラーゲンエチル液 本品は，コラーゲンを加水分解したもののエチルエステルの 25％エタノール溶液である．本品を定量するとき，

窒素（Ｎ：14.01）として 2.3～4.0％を含む． 

530 51 507023 加水分解コラーゲン・樹脂酸縮合物   水解コラーゲン・樹脂酸縮合物 本品は，コラーゲンを加水分解したものとアビエチン酸との縮合物のエタノール溶液である．本品を定量すると

き窒素（Ｎ：14.01）として 1.2％以上を含む． 

531 51 509029 加水分解コラーゲン・樹脂酸縮合物・アミノ

メチルプロパンジオール液 

  水解コラーゲン・樹脂酸縮合物ＡＭＰ

Ｄ液 

本品は，コラーゲンを加水分解したものと樹脂酸との縮合物の「2-アミノ-2-メチル-1,3-プロパンジオール」の塩

のアルコールと水の混液（2：1）溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 1.5～2.5％を含む． 

532 51 540193 加水分解コラーゲンヘキサデシル液   水解コラーゲンヘキサデシル、加水

分解コラーゲンヘキサデシル 

本品は，コラーゲンを加水分解したものとヘキサデシルアルコールとのエステルのエタノール溶液である．本品

は定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 1.5～2.3％を含む． 

533 51 503034 加水分解コラーゲン末 加水分解コラーゲン塩酸

塩、加水分解蛋白質、加

水分解プロテイン、コラー

ゲン加水分解物、ポリペプ

タイド 

水解コラーゲン末、コラーゲン水解末 本品は，主として牛又は豚の骨，皮を酸，アルカリ，酵素それぞれ単独あるいは組合せの存在下で加水分解し

て得られるコラーゲンたん白質加水分解物又はその塩である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として

12.0～22.0％を含む． 

534 51 507083 加水分解コンキオリン液   水解コンキオリン液、パールカルクエ

キス 

本品は，真珠母貝（アコヤガイ）Pinctada fucata の真珠層に含まれる硬たん白質であるコンキオリンを加水分解

したものの水溶液である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 7.0～18.0％を含む． 

535 51 520284 加水分解シルク液   水解シルク液 本品は，絹繊維を酸又はアルカリ存在下で加水分解して得られるペプチドからなり，通常，水又は希エタノール

の溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 0.015～2.5％を含む． 

536 51 523071 加水分解シルクエチル液   水解シルクエチル液 本品は，「加水分解シルク末」をエチルエステルとしたものの「エタノール」溶液である．本品は，定量するとき，

有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）7.0～16.0％を含む． 

537 51 520286 加水分解シルク末   水解シルク末 本品は，絹繊維たん白質を加水分解して得られるものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）13.0～18.0％を含む． 

538 51 523344 加水分解ゼラチン液   水解ゼラチン液 本品は，「ゼラチン」を加水分解して得られるポリペプチドの水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（N： 

14.01）として 3.6～4.2％を含む． 

539 51 520287 加水分解ゼラチン末   水解ゼラチン末 本品は，ゼラチンを加水分解して得たものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）12.0～18.0％を含

む． 

540 51 532226 加水分解トウモロコシたん白   水解コーンたん白 本品は，トウモロコシ Zea mays Linne´ （Gramineae）の種子のたん白を，酸，アルカリ，酵素，それぞれ単独ある

いは組合せの存在下で，加水分解して得られるもの，又はその塩である．本品は，定量するとき，有機性固形

分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）8.0～15.0％を含む． 

541 51 523072 加水分解トサカ液   水解トサカ液 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）のトサカをたん白分解酵素で加水分解して得た

液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.25～0.40％を含む． 

542 51 532225 加水分解バレイショたん白   水解バレイショたん白、水解ジャガイ

モたん白 

本品は，バレイショ Solanum tuberosum Linne'（Solanaceae）の根茎のたん白を，酸，アルカリ，酵素，それぞれ単

独あるいは組合せの存在下で，加水分解して得られるもの，又はその塩である．本品は，定量するとき，有機性

固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）8.0～15.0％を含む． 

543 51 532045 加水分解ブタフィブロネクチン ブタフィブロネクチン分解

物 

水解ブタフィブロネクチン 本品は，ブタ Sus scrofa Linne´var. domesticus Gray（Suidae）の血漿より得られたフィブロネクチンを酵素により

加水分解したものである．分子量分布は，10000～440000 である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）2.0～5.0％及びたん白質 20～27％を含む． 
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544 51 523073 加水分解卵殻膜   水解卵殻膜 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）の卵殻膜をアルカリ又は酵素により加水分解し

て得たものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）7.0％以上を含む． 

545 51 520289 加水分解卵白 卵白ペプタイド 水解卵白 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）の卵白を酵素で加水分解して得たものである．

本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）9.0～15.0％以上を含む． 

546 51 101267 カゼイン     本品は，主として牛乳から得られるたん白である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）14.7～

16.0％を含む． 

547 51 106628 カゼインナトリウム   カゼインＮａ 本品は，「カゼイン」に「水酸化ナトリウム」を加えて得られる可溶性たん白質である．本品を乾燥したものは，定

量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 14.5～16.0％を含む． 

548 51 103285 カッコンエキス     本品は，クズ Pueraria lobata Ohwi（Leguminosae）の周皮を除いた根を「無水エタノール」で抽出して得られるエ

キスである． 

549 51 520291 活性白土     本品は，天然ケイ酸アルミニウムに硫酸を加えて加熱した後，水洗，乾燥したものである． 

550 51 103338 カノコソウエキス     本品は，カノコソウ Valeriana fauriei Briquet 又はその他の近縁植物（Valerianaceae）の根及び根茎から水にて

抽出したエキスである． 

551 51 520297 カバノキ末     本品は，ヨーロッパシラカバ Betula pendula Linne´（Betulaceae）の樹皮を除いた幹を粉砕したものである． 

552 51 532285 （カプリル・カプリン酸）ヤシ油アルキル     本品は，主としてカプリル酸とカプリン酸の混合脂肪酸と「ヤシ油アルコール」とのエステルである． 

553 51 532286 （カプリル酸・カプリン酸・ヤシ油脂肪酸）グ

リセリル 

    本品は，主として，カプリル酸，カプリン酸及びヤシ油脂肪酸からなる混合脂肪酸のモノ，ジ，及びトリグリセライ

ドからなる． 

554 51 504100 カプリル酸セチル     本品は，主としてカプリル酸と「セタノール」とのエステル（Ｃ23Ｈ46Ｏ2：368.64）からなる． 

555 99 999999 N－カプリロイルアシルグリシン     本品は、主として「グリシン」をカプリル酸でアシル化したものからなり、本品を乾燥したものは、定量するとき、窒

素（N：１４.０１）５.５～７.５％を含む。 

556 51 511014 カプリン酸     本品は，主としてカプリン酸（Ｃ10Ｈ20Ｏ2：172.26）からなる． 

557 51 508030 カプリン酸ジエタノールアミド     本品は，主として「カプリン酸」と当量の「ジエタノールアミン」からなる酸アミド（Ｃ14Ｈ29ＮＯ3：259.38）である． 

558 51 520301 ガマエキス     本品は，ヒメガマ Typha angustifolia Linne´又はその他同属植物（Typhaceae）の花穂から水，「１，３-ブチレング

リコール」又はこれらの混液にて抽出して得られたエキスである． 

559 99 999999 紙     本品はパルプ及びポリエステルを主原料とし、湿式抄紙法にて抄紙され、物理的にしわづけ加工された紙を２

枚にあわせ、表面をメッシュ状のエンボス加工して出来たシートである。 

560 99 999999 カミツレエキス     本品はカミツレ：Matricaria chamomilla L.（Compositae）の花:：の流エキスにデキストリンを加えて乾燥し粉末化

したものである。 

561 99 999999 カミツレエキス散     本品はカミツレ：Matricaria chamomilla の花：を３０v/v％エタノールで抽出し、得られたエキスを芒硝末（乾燥硫

酸ナトリウム）にて倍散したものである。 

562 99 999999 カミツレエキス散     本品は別添規格（（２）-１）カミツレ（Matricaria Chamomilla Linne）（Compositae）の頭花の水抽出液にデキストリ

ンを添加して、乾燥粉末としたもので、カミツレエキス６０.０～７３.３％を含む。 

563 99 999999 カミツレ抽出液     本品は、カミツレ Matricaria chamomilla Linne （´）. （Compositae）の花の３０w/v％エタノール溶液による抽出

液である。 

564 99 999999 カミツレ抽出液   カミツレエキス 本品はカミツレ Matricaria Chamomilla L.（Compositae）の花を３０v/v％エタノールにて抽出したものである。 

565 99 999999 カミツレ抽出液 LP     本品はカミツレ：Matricaria chamomilla L.（Compositae）の花：の３０v/v％エタノール抽出物を流動パラフィンに

て溶かしたものである。 

566 51 103309 カミツレ末     本品は，カミツレ Matricaria chamomilla L．（Compositae）の頭状花を乾燥し粉末にしたものである． 

567 51 103310 カミツレ油     本品は，カミツレ Matricaria chamomille L．（Compositae）の花及び茎を水蒸気蒸留して得られる精油である． 

568 51 532046 カミツレ油（２）   カミツレ油-２ 本品は，カミツレ Matricaria chamomilla  Linne´ （Compositae）の花を水蒸気蒸留して得られる精油を更に分

子蒸留して得られるものである． 

569 51 520304 カモミラエキス（１）   カモミラエキス-１ 本品は，カミツレ Matricaria chamomilla Linne' （Compositae）の花から水，「エタノール」，「プロピレングリコー

ル」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液，若しくは 1％尿素含有エタノール溶液又は 1％尿素含有

１，３-ブチレングリコール溶液により抽出して得られるエキスである． 

570 51 503038 カモミラエキス（２）   カモミラエキス-２ 本品は，カミツレ Matricaria chamomilla L. （Compositae）の花よりメタノール溶液にて抽出した後，メタノールを

減圧蒸留して除去しプロピレングリコール溶液に溶解して得られるエキスである。 

571 99 999999 カモミラエキス末     本品は，粧配規カモミラエキス（１）を減圧濃縮したものに粧原規白糖を加え，粉末にしたものである。 
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572 51 510016 カモミラ水     本品は，カミツレ Matricaria chamomilla L．（Compositae）の花を，水蒸気蒸留によって得られた水層である． 

573 51 109190 カラギーナン     本品は，紅藻類（Rhodophyceae）から抽出し，精製した炭水化物で，主としてガラクトース及びその硫酸エステ

ルのナトリウム塩，カルシウム塩からなる． 

574 51 523074 ガラス末     本品は，ガラス組成成分を融解し，冷後，微細粉末としたものである．本品は，主として二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：

60.08）からなる． 

575 51 520306 カラスムギエキス     本品は，カラスムギ Avena sativa Linne´（Gramineae）の種子から１，３-ブチレングリコール溶液で抽出して得ら

れるエキスである． 

576 51 002085 カラミン     本品は，少量の酸化第二鉄を含む酸化亜鉛である．本品を強熱したものは，定量するとき，酸化亜鉛（ＺｎＯ：

81.41）98.0％以上を含む． 

577 51 101214 カラメル     本品は，ブドウ糖，白糖，転化糖，水アメ，デンプン加水分解物，糖みつ又はその他の糖類などの炭水化物を

熱処理するか，あるいは少量の酸，アルカリ等を加え熱処理して得られる物質である． 

578 51 504102 カラヤガム     本品は，Sterculia urens の木の樹脂より採取したガム質である． 

579 51 507027 カリウム含有石けん用素地   Ｋ含有石けん用素地、Ｋ含有石けん

素地 

本品は，主として脂肪酸のナトリウム塩及びカリウム塩からなる． 

580 51 532287 カリウム石けん用素地   Ｋ石けん用素地、Ｋ石けん素地 本品は，主として脂肪酸のカリウム塩からなる． 

581 51 532288 カリウム石けん用素地（２）   Ｋ石けん用素地-２、Ｋ石けん素地-２ 本品は，主として「ヤシ油」のけん化物と「ミリスチン酸」の混合物のカリウム塩である． 

582 51 532246 カリンエキス     本品は，カリン Chaenomeles sinensis Koehne （Rosaceae）の果実からエタノール溶液にて抽出して得られたエ

キスである． 

583 51 507028 軽石粉末     本品は，天然に産する軽石を精製して粉末にしたものであり，主としてケイ酸アルミニウム，ケイ酸マグネシウ

ム，ケイ酸ナトリウム及びケイ酸カルシウムよりなる． 

584 51 002087 カルナウバロウ     本品は，カルナウバヤシ Copernicia cerifera Mart（Palmae）の葉及び葉柄から得たロウを精製したものである． 

585 51 503039 カルベノキソロン二ナトリウム ３－サクシニルオキシグリ

チルレチン酸二ナトリウム

カルベノキソロン２Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，カルベノキソロン二ナトリウム（Ｃ34Ｈ48Na207：614.72）95％以上を含む. 

586 51 101243 カルボキシビニルポリマー     本品は，酸性高分子化合物で，主としてアクリル酸の重合したものである．本品を乾燥したものは，定量すると

き，カルボキシル基（ＣＯＯＨ：45.02）57.7～63.4％を含む. 

587 51 508032 カルボキシビニルポリマーカルシウム・カリ

ウム塩 

  カルボキシビニルポリマーＣａ・Ｋ塩 本品は，「カルボキシビニルポリマー」のカルシウム及びカリウムの塩で，水を含むゲル状物質である． 

588 51 511015 カルボキシメチルキチン液     本品は，カニ目（Brachyura）の甲殻を形成する多糖体キチンをカルボキシメチル化したものの水溶液である． 

589 51 001202 カルボキシメチルセルロースナトリウム   カルボキシメチルセルロースＮａ、Ｃ

ＭＣ・Ｎａ 

本品は，セルロースの多価カルボキシメチルエ-テルのナトリウム塩である． 

590 51 511016 カルボキシメチルデキストランナトリウム   カルボキシメチルデキストランＮａ 本品は，デキストランの多価カルボキシメチルエーテルのナトリウム塩である．本品を乾燥したものは，定量する

とき，ナトリウム（Na：22.99）6.5～9.5％を含む． 

591 51 101254 カルミン     本品は，エンジムシ Coccus cacti Linne´（Coccidae）の雌体から得たカルミン酸を主とする赤色色素のアルミニ

ウム又はアルミニウム・カルシウムのレーキである． 

592 51 520314 カルミン・コンジョウ被覆雲母チタン   カルミン・紺青被覆雲母Ｔｉ 本品は，「雲母チタン」を「カルミン」と「コンジョウ」で被覆したものである． 

593 51 520316 カルミン被覆雲母チタン   カルミン被覆雲母Ｔｉ 本品は，「雲母チタン」の表面を「カルミン」で被覆したものである． 

594 51 100836 β－カロチン     本品を乾燥したものは，定量するとき，β-カロチン（Ｃ40Ｈ56：536.87）98.0％以上を含む。 

595 51 523075 カロチン植物油懸濁液     本品は，「パーム油」より分離したカロチンを植物油に懸濁したものである．本品は，定量するとき，カロチンを 30

～34％含む． 

596 51 520317 カロット液汁     本品は，ニンジン Daucus carota Linne´（Umbelliferae）の根（生）を圧搾して得られる液汁である． 

597 51 520318 カロットエキス     本品は，ニンジン Daucus carota Linne´（Umbelliferae）の根（生）からプロピレングリコール溶液で抽出して得ら

れるエキスである． 

598 51 520320 カワラヨモギエキス     本品は，カワラヨモギ Artemisia capillaris Thunb．（Compositae）の頭花から，水，エタノール溶液又は１，３-ブチ

レングリコール溶液で抽出して得られたエキスである． 

599 51 507030 還元ハチミツ液   水添ハチミツ液 本品は，「ハチミツ」を水素添加して得たものの約 36％エタノール溶液である． 

600 51 109974 還元ラノリン   水添ラノリン 本品は，ラノリンを直接水素添加して得られたものである． 

601 51 509030 環状シリコン樹脂     本品は，主としてデカメチルシクロペンタシロキサン及びオクタメチルシクロテトラシロキサンの混合物に微粉状
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の二酸化ケイ素を配合したものである． 

602 51 109975 含水ケイ酸     本品を強熱したものは，定量するとき，二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：60.08）96％以上を含む． 

603 51 507031 含水無晶形酸化ケイ素     本品を強熱したものは定量するとき，二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：60.08）90.0～96.8％を含む． 

604 51 500112 カンゾウエキス   甘草エキス 本品は，カンゾウ Glycyrrhiza glabra Linne´ var. Glandulifera Regel et Herder, Glycyrrhiza uralensis Fisher

（Leguminosae）又はその他同属植物の根及び根茎から浸出，濃縮して得たエキスである． 

605 51 523348 乾燥カルボキシメチルセルロースナトリウム   乾燥カルボキシメチルセルロースＮａ 本品は，食添カルボキシメチルセルロースナトリウムを約 105℃で 4～8 時間乾燥したものである． 

606 51 504106 乾燥クロレラ     本品は，球状単細胞緑藻であるクロレラ Chlorella  vulgaris  Chick （Chlorellaceae）を凍結乾燥したものであ

る． 

607 51 500108 感光素１０１号   感光素１０１ 本品を乾燥したものは，定量するとき，感光素 101 号（Ｃ38Ｈ61I2Ｎ3S3：909.91）97.0％以上を含む． 

608 51 110452 感光素２０１号   感光素２０１ 本品を乾燥したものは，定量するとき，感光素 201 号（Ｃ23Ｈ39IＮ2S2：534.60）97.0％以上を含む. 

609 51 500110 感光素３０１号   感光素３０１ 本品を乾燥したものは，定量するとき，感光素 301 号（Ｃ15Ｈ17BrIＮ3：446.12）97.0％以上を含む． 

610 51 500111 感光素４０１号   感光素４０１ 本品を乾燥したものは，定量するとき，感光素 401 号（Ｃ13Ｈ15IＮ20：342.18）97.0％以上を含む． 

611 1 002253 乾燥炭酸ナトリウム   乾燥炭酸Ｎａ 本品を乾燥したものは定量するとき，炭酸ナトリウム（Ｎａ２ＣＯ３）９９．０％以上を含む． 

612 51 532047 カンゾウ抽出液   甘草抽出液 本品は，カンゾウ Glycyrrhiza uralensis Fisher，Glycyrrhiza glabra Linne´又はその他同属植物（Leguminosae）

の根を水及びエタノールの混液で抽出したものであり，主としてフラボノイドを含む． 

613 51 520321 カンゾウ抽出末   甘草抽出末 本品は，カンゾウ Glycyrrhiza glabra Linne´又は Glycyrrhiza uralensis Fisher（Leguminosae）の根及び根茎から

水で抽出して得られるエキスである．本品を乾燥したものは，定量するとき，グリチルリチン酸（Ｃ42Ｈ62Ｏ16：

822.93）として 12.0～50.0％を含む． 

614 51 523349 乾燥トウモロコシデンプン   乾燥コーンデンプン、乾燥コーンスタ

ーチ 

本品は，日局トウモロコシデンプンを約 105℃で 4～8 時間乾燥したものである． 

615 51 523076 カンゾウフラボノイド 油溶性甘草エキス 甘草フラボノイド 本品は，カンゾウ Glycyrrhiza glabra Linne´及び Glycyrrhiza uralensis Fisher 又はその他同属植物

（Leguminosae）の根及び根茎から「無水エタノール」にて抽出後，濃縮し，更に「酢酸エチル」にて抽出後，減圧

乾燥して得られるエキスである． 

616 51 001678 乾燥硫酸アルミニウムカリウム 焼ミョウバン 乾燥硫酸Ａｌ・Ｋ 本品を乾燥したものは，定量するとき，硫酸アルミニウムカリウム〔ＡｌＫ（ＳＯ4）2：258.21〕96.5％以上を含む． 

617 51 001694 乾燥硫酸ナトリウム   乾燥硫酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，硫酸ナトリウム（Na２SO４：１４２.０４）９９.０％以上を含む． 

618 51 002092 カンタリスチンキ   マメハンミョウエキス 本品は，マメハンミョウ Epicauta gorhami Marseul（Meloidae）を乾燥したものをエタノールで浸出して製したチン

キ剤で，本品 1000mL は，マメハンミョウを乾燥し，粗末にしたもの 100g に｢エタノール」 約 600mL を加え，時々

かき混ぜながら可溶性成分がじゅうぶんに溶けるまで放置して布ごしし，残留物を「エタノール」少量で洗い，圧

搾し，浸出液及び洗液を合わせ，2 日間放置した後，ろ過し，更に「エタノール」を加えて全量を 1000mL として

製する． 

619 51 002095 カンテン末     本品は，テングサ（マクサ）Gelidium amansii Lamouroux，その他同属植物（Gelidiaceae）又は諸種紅そう類

（Rhodophyta）から得た粘液を凍結脱水したものを粉末としたものである。 

620 51 001207 含糖ペプシン     本品は，ブタ Sus scrofa Linne´ var. domestius Gray（Suidae）又はウシ Bos taurus Linne´ var. domestius Gmelin

（Bovidae）の胃粘膜から得たぺプシンに乳糖を混和したものである． 

621 51 001208 ｄ－カンフル     本品は，クスノキ Cinnamomum camphora Linne´（Lauraceae）より得られるテルペンケトンである．本品は，定量

するとき，Ｄ-カンフル（Ｃ10Ｈ16Ｏ：152.23）95.0％以上を含む． 

622 51 001209 ｄｌ－カンフル     本品は，定量するとき，dＬ-カンフル（Ｃ10Ｈ160：152.23）95.0％以上を含む． 

623 51 523077 含硫ケイ酸アルミニウム   含硫ケイ酸Ａｌ 本品は，主としてイオウを含んだ含水ケイ酸アルミニウムからなる． 

624 51 505049 キイチゴエキス     本品は，キイチゴ Rubus idaeus L．の果実から「１，３-ブチレングリコール」にて抽出し，ろ過して得られるエキス

である． 

625 51 520327 キイチゴ果汁     本品は，キイチゴ Rubus idaeus Linne´（Rosaceae）の果実（生）を圧搾して得られる果汁である． 

626 51 520328 キウイエキス     本品は，キウイ Actinidia chinensis Planch（Actinidiaceae）の果実（生）から水で抽出して得られるエキスである． 

627 51 109058 キサンタンガム     本品は，炭水化物をキサントモナス属菌（Xanthomonas campestiris）を用いて発酵させて得られた多糖類であ

る．本品は，主としてＤ-グルコース，Ｄ-マンノース及びＤ-グルクロン酸のナトリウム，カリウム及びカルシウム塩

からなる． 

628 51 110856 キシリット   キシリトール 本品を乾燥したものは，定量するとき，キシリット（Ｃ5Ｈ1205：152.15）98.0％以上を含む. 

629 51 520330 キシロビオース混合物     本品は，主としてキシロースがβ-1，4 結合で 2 個重合した二糖類であるキシロビオースからなる． 
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630 51 520333 キチン末     本品は，ズワイガニ Chionecetes opilio O.Fabricus 又はベニズワイガニ Chionecetes japonicus Rathbun

（Majidae）の甲殻から得られたキチンの粉末である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）とし

て 6.5～8.5％を含む． 

631 51 523078 キトサン     本品は，カニ類 Brachyma 又はエビ類 Macrura の甲殻に含まれるキチンを脱アセチル化することにより得られる

アミノ酸多糖体である． 

632 51 523079 キトサン・ｄｌ－ピロリドンカルボン酸塩 ピロリドンカルボン酸キトソ

ニウム 

キトサン・ｄｌ－ＰＣＡ塩、ＰＣＡキトソニ

ウム 

本品は，キトサンと「dＬ-ピロリドンカルボン酸」との塩である．通常，「イソプロパノール」を含む．本品を乾燥した

ものは定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）6.5～8.5％を含む． 

633 51 520334 キナエキス     本品は，キナノキ Cinchona succirubra Pavon et Klotzch 又はその他同属植物（Rubiaceae）の樹皮から，水，「エ

タノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液で抽出して得られるエキスで

ある． 

634 51 523080 揮発性イソパラフィン     本品は，イソブテンとｎ-ブテンを共重合した後，水素添加して得られる側鎖を有する炭化水素の混合物で，そ

の重合度は，2～5 である． 

635 51 500120 キャンデリラロウ     本 品 は ， Euphorbia cerifera Alcocer, Euphorbia antisyphilitica Zuccarini, Pedilanthus pavonis Boissier 

（Euphorbiaceae） 等の茎から得たロウを精製したものである． 

636 51 523081 キューカンバーエキス（１）   キュウリエキス-１、胡瓜エキス-１、キ

ューカンバーエキス-１ 

本品は，キュウリ Cucumis sativus Linne'（Cucurbitaceae）の果実（生）から，水，「エタノール」，「プロピレングリコ

ール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

637 51 523082 キューカンバーエキス（２）   キュウリエキス-２、胡瓜エキス-２、キ

ューカンバーエキス-２ 

本品は，キュウリ Cucumis sativus Linne'（Cucurbitaceae）の果実（生）から水にて抽出して得られるエキスであ

る． 

638 51 520336 キューカンバー液汁   キュウリ液汁、胡瓜液汁 本品は，キュウリ Cucumis sativus Linne´（Cucurbitaceae）の果実（生）を圧搾して得た液汁である． 

639 51 520338 キューカンバー油   キュウリ油、胡瓜油 本品は，キュウリ Cucumis sativus Linne´（Cucurbitaceae）の種子から得た脂肪油である． 

640 51 002107 牛脂     本品は，ウシ Bos taurus Linne' var． domesticus Gmelin（Bovidae）から得た脂肪である。 

641 51 520339 牛脂脂肪酸     本品は，ウシ Bos taurus Linne´ var． domesticus Gmelin（Bovidae）の脂肪から得られる脂肪酸である． 

642 51 507033 牛脂脂肪酸モノエタノールアミド   牛脂脂肪酸エタノールアミド 本品は，牛脂脂肪酸と当量のモノエタノールアミンとを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

643 51 110457 吸着精製ラノリン     本品は，活性白土を用いて「ラノリン」より極性不純物を除去して得られる非極性のラノリンワックスである． 

644 51 520347 牛乳     本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）の乳汁を加熱殺菌処理したものである． 

645 51 511019 牛乳糖たん白     本品は，牛乳より得られたカゼインＫをレンニンで加水分解して得られる糖たん白を精製して得られるものであ

る．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 3.0～6.0％を含む． 

646 51 500121 強アンモニア水     本品は，定量するとき，アンモニア（NＨ3：17.03）28.0～30.0％を含む． 

647 51 520348 キョウニンエキス     本品は，ホンアンズ Prunus armeniaca Linne´，アンズ Prunus armeniaca Linne´ var． ansu Maximowicz 又はそ

の近縁植物（Rosaceae ）の種子から 30％エタノール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

648 51 100610 キョウニン油     本品は，ホンアンズ Prunus armeniaca Linne´，アンズ Prunus armeniaca Linne´ var． ansu Maximowicz 又はそ

の近縁植物（Rosaceae ）の種子から得られる脂肪油である． 

649 51 507034 魚鱗箔（１）   魚鱗箔-１ 本品は，グアニンを主成分とする天然の魚鱗箔を「ニトロセルロース」及び「酢酸ブチル」，「イソプロパノール」，

酢酸アミル，「酢酸エチル」，「酢酸イソアミル」，乳酸ブチルあるいはそれらの混液に分散させたものである． 

650 51 507035 魚鱗箔（２）   魚鱗箔-２ 本品は， グアニンを主成分とする天然の魚鱗箔を「イソプロパノール」，「エタノール」，水，又はそれらの混液に

分散したもの及び（又は）「メチルセルロース」， 更に酢酸ポリオキシエチレンラノリンアルコール（10Ｅ．Ｏ．），

「モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン（20Ｅ．Ｏ．）」又は「モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン

（6Ｅ．Ｏ．），（20Ｅ．Ｏ．）」を含む． 

651 99 999999 キラヤエキス     本品はキラヤ Quillaja saponaria Molina （Rosaceae）の樹皮の水抽出物を精製し,濃縮した後,３０％１,３－ブチ

レングリコール溶液に溶解したものである. 

652 99 999999 桐葉エキス     本品は別添規格（１）桐葉を熱水にて抽出して得られた成分を蒸発残留物が２.５％になるように５０v/v％エタノ

ールに溶かしたものである。本品を定量するとき、１００ｍｌ中にクエルシトリンを１４～２６ｍｇを含む。 

653 51 520350 金雲母     本品は，天然に産する含水ケイ酸マグネシウムカリウムである． 

654 99 999999 キンギンカエキス     本品は,スイカズラ Lonicera japonica thunberg （Caprifoliaceae） の花（キンギンカ）を５０vol％エタノール溶液

にて抽出して得られた成分を乾燥し,粉末としたものである. 

655 51 103521 金コロイド液     本品は，塩化金水溶液を還元して得られるもので，「エタノール」を含む場合がある．本品を定量するとき，金

（Au：196.97）を表示量の 98.0～105.0％含む． 

656 51 523083 金・シルク末混合物     本品は，金と「シルク末」を混合処理したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）



27 

連番 規 成分コード 成分名 別名 簡略名 本質 

13.0～20.0％及び金（Au：196.97）0.3～3.0％を含む． 

657 51 103518 金箔     本品は，定量するとき，金（Ａu：196.97）94.4％以上を含む． 

658 51 520357 グァーガム     本品は，グァーCyamopsis tetragonolobus（Leguminosae）の種子の胚乳から得られる多糖類である． 

659 51 108770 グアイアズレン     本品は，Guaiacum officinale Linne´又は，Guaiacum sanctum Linne´ （Zygophyllaceae）の精油から得たグアイ

オールを脱水素して製したもので，主としてグアイアズレン（Ｃ15Ｈ18：198.30）を含む． 

660 51 500591 グアイアズレンスルホン酸エチル     本品は，定量するとき，グアイアズレンスルホン酸エチル（Ｃ17Ｈ22Ｏ3Ｓ：306.42）99.0～102.0％を含む． 

661 51 110183 グアイアズレンスルホン酸ナトリウム   グアイアズレンスルホン酸Ｎａ、グアイ

アズレンスルホン酸塩 

本品は，主としてグアイアズレン-3-スルホン酸ナトリウムからなる． 

662 51 504116 グアニン     本品は，主として 2-アミノ-6-ヒドロキシプリンからなる． 

663 51 523084 グアノシン懸濁液     本品は，グアノシン（Ｃ10Ｈ13Ｎ505：283.26）を 0.1％カルボキシビニルポリマー溶液に分散させたものである．

本品は定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として，7.0～12.0％を含む． 

664 51 520355 クインスシード     本品は，マルメロ Cydonia vulgaris Pers （Rosaceae）の種子である． 

665 51 520356 クインスシードエキス     本品は，マルメロ Cydonia vulgaris Pers （Rosaceae）の種子から水にて抽出して得られるエキスである． 

666 51 001215 クエン酸     本品は，定量するとき，クエン酸（Ｃ6Ｈ8Ｏ7・Ｈ20：210.14）99.5％以上を含む． 

667 51 502039 クエン酸アセチルトリブチル   アセチルクエン酸トリブチル 本品は，アセチル化したクエン酸とブタノールとのトリエステルである。 

668 31 121513 クエン酸三カリウム   クエン酸３K 本品を乾燥物換算したものは、クエン酸三カリウム（C６H５K３O７＝３０６.４０）９９．０～１０１．０％を含む。 

669 51 532049 クエン酸トリ２－エチルヘキシル クエン酸トリオクチル クエン酸トリエチルヘキシル 本品は，主としてクエン酸と２-エチルヘキシルアルコールのトリエステル（Ｃ30Ｈ5607：528.76）からなる． 

670 51 532050 クエン酸トリ２－オクチルドデシル   クエン酸トリオクチルドデシル 本品は，クエン酸と 2-オクチルドデカノールのトリエステル（Ｃ66Ｈ12807：1033.72）からなる． 

671 51 532251 クエン酸トリアルキル（１２，１３）     本品は，主としてクエン酸と炭素数 12 及び 13 の分岐アルキル基を有するアルコールのトリエステルである． 

672 51 532256 クエン酸トリアルキル（１４，１５）     本品は主としてクエン酸と炭素数 14 及び 15 のアルキル基を有するアルコールのトリエステルである． 

673 51 532048 クエン酸トリイソセチル     本品は，主としてクエン酸とイソセチルアルコールのトリエステル（Ｃ54Ｈ10407：865.40）からなる． 

674 51 108905 クエン酸トリエチル     本品は，クエン酸とエタノールのトリエステルであり，定量するとき，クエン酸トリエチル（Ｃ12Ｈ20Ｏ7：276.29）

98.0～102.0 ％を含む。  

675 51 001219 クエン酸ナトリウム   クエン酸Ｎａ 本品は，「クエン酸」のナトリウム塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，クエン酸ナトリウム（Ｃ6Ｈ

5Na307：258.07）99.0％以上を含む． 

676 1 001219 クエン酸ナトリウム   クエン酸 Na 本品を乾燥したものは定量するとき,クエン酸ナトリウム（C６H５Na３O７：２５８.０７）９９.０％以上を含む. 

677 51 520363 ククイナッツ油     本品は，ククイノキ Aleurites moluccana Willd．（Euphorbiaceae）の種子から得た脂肪油である． 

678 99 999999 クジン抽出液   クジンエキス 本品は、日局クジン：クララ Sophora flavescens Aiton （Leguminosae）の根：から得られら成分を粧原基１,３－ブ

チレングリコールに溶かしたもので総アルカロイド（オキシマトリン C１５H２４O２N２：２６４.３７）として０.１～０.５

w/v％を含む。 

679 51 540032 クチナシ青液   クチナシ青 本品は，クチナシ Gardenia jasminoides Ellis （Rubiaceae）の果実をエタノール溶液で抽出し，β-グルコシダー

ゼを作用させて得られる溶液である． 

680 51 520365 クチナシエキス     本品は，クチナシ Gardenia jasminoides Ellis（Rubiaceae）の果実を，水，「エタノール」，「１，３-ブチレングリコー

ル」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

681 51 508037 クチナシ黄     本品は，クチナシ Gardenia jasminoides Ellis （Rubiaceae）の果実から得られる黄色色素である． 

682 51 509037 クチナシ色素処理シルクパウダー   クチナシ色素処理シルク末 本品は，クチナシ Gardenia jasminoides Ellis （Rubiaceae）の種子 2kg を水 80L に一昼夜浸漬した後，1 時間煮

沸し，次いで，ろ過する．得られた溶液にシルクパウダー1kg を加えて煮沸した後，食添ＤＬ-リンゴ酸で pＨ4 に

調整してろ過し，得られた残留物を乾燥したものである． 

683 51 520366 クマザサエキス     本品は，クマザサ Sasa veitchii（Carr．）Rehd．（Gramineae）の葉からエタノール溶液にて抽出して得られるエキ

スである． 

684 51 500125 クマリン     本品は，主としてクマリン（Ｃ9Ｈ6Ｏ2：146.14）からなる。 

685 51 532051 クミンエキス     本品は，クミン Cuminum cyminum Linne´ （Umbelliferae）の種子から，水にて抽出して得られるエキスである． 

686 51 522032 クララエキス（１）   クララエキス-１ 本品は，クララ Sophora flavescens Aiton （Laguminosae）の根をそのまま又は周皮の大部分を除いたものから，

水，「エタノール」，「無水エタノール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキ

スである． 

687 51 522033 クララエキス（２）   クララエキス-２ 本品は，クララ Sophora flavescens Aiton （Laguminosae）の根をそのまま又は周皮の大部分を除いたものから，

「酢酸エチル」にて抽出した後，「酢酸エチル」を留去して得られるエキスである． 
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688 51 504117 グリコール酸     本品は，定量するとき，グリコール酸（Ｃ2Ｈ403：76.05）98.0％以上を含む． 

689 99 999999 グリコシルトレハロース・水添デンプン分解

物混合溶液 

    本品は主としてマルトシルトレハロース，マルトテトライトール及びマルトトリイトールからなる水溶液である．本品

は定量するとき，換算した乾燥物に対しマルトシルトレハロース（C２４H４２０２１：６６６．５８）５０．０～５６．０％を含

む． 

690 99 999999 クリサンテルムインディクム抽出液     本品は Chrysanthellum indicum DC subsp.afroamericanum BL Turner,Compositae の茎、葉、花及び痩果から、

水、「エタノール」、「無水エタノール」又はこれらの混液で抽出して得られたエキスを乾燥し、１,３－ブチレングリ

コールと水の混液に溶解し２％溶液としたものである。 

691 51 502041 グリシルグリシン     本品を乾燥したものは，定量するとき，グリシルグリシン（Ｃ4Ｈ8Ｎ2Ｏ3：132.12）98.5％以上を含む． 

692 51 102546 グリシン     本品を乾燥したものは，定量するとき，グリシン（Ｃ2Ｈ5ＮＯ2：75.07）98.0％以上を含む． 

693 51 523086 グリセリル－α－モノアリルエーテル   グリセリル－α－アリルエーテル 本品は，主としてグリセリル-α-モノアリルエーテル（Ｃ6Ｈ1203：132.16）からなる． 

694 51 001223 グリセリン     本品は，グリセリン（Ｃ3Ｈ803：92.09）84～87％を含む（比重による）． 

695 31 004409 グリセリン脂肪酸エステル     本品は,脂肪酸とグリセリン又はポリグリセリンのエステル及びその誘導体である。本品には、グリセリン脂肪酸エ

ステル,グリセリン酢酸脂肪酸エステル,グリセリン乳酸脂肪酸エステル,グリセリンクエン酸脂肪酸エステル,グリセ

リンコハク酸脂肪酸エステル,グリセリンジアセチル酒石酸脂肪酸エステル,グリセリン酢酸エステル,ポリグリセリン

脂肪酸エステル及びポリグリセリン縮合リシノール酸エステルがある。 

696 51 540033 グリセリンモノ２－エチルヘキシルエーテル   グリセリンエチルヘキシルエーテル、

グリセリルエチルヘキシルエーテル

本品は，主としてグリセリンの２-エチルヘキシルエーテル（Ｃ11Ｈ2403：204.31）である． 

697 51 520371 グリセリンモノセチルエーテル キミルアルコール グリセリンセチルエーテル、グリセリル

セチルエーテル 

本品は，主としてグリセリンのα-モノセチルエーテルからなる． 

698 51 102556 グリチルリチン酸     本品を乾燥したものは，定量するとき，グリチルリチン酸（Ｃ42Ｈ62Ｏ16：822.93）96.0～102.0％を含む. 

699 51 500129 グリチルリチン酸ジカリウム   グリチルリチン酸２Ｋ 本品を乾燥したものは，定量するとき，グリチルリチン酸ジカリウム（Ｃ42Ｈ60Ｋ2Ｏ16：899.11）96.0～102.0％を

含む． 

700 51 109718 グリチルリチン酸モノアンモニウム   グリチルリチン酸アンモニウム 本品を乾燥したものは，定量するとき，グリチルリチン酸モノアンモニウム（Ｃ42Ｈ65ＮＯ16：839.96）96.0～

102.0％を含む． 

701 51 520372 α－グリチルリチン酸モノアンモニウム   α－グリチルリチン酸アンモニウム 本品は，β-グリチルリチン酸モノアンモニウムをアルカリ処理によって α化したものである．本品は，定量すると

き，脱水した換算物につき，グリチルリチン酸モノアンモニウム（Ｃ42Ｈ65ＮＯ16：839.96）として 96.0～102.0％を

含み，α 化率 65％以上である． 

702 51 107478 グリチルリチン酸三ナトリウム   グリチルリチン酸３Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，グリチルリチン酸三ナトリウム（Ｃ42Ｈ59Na3016：888.88）95.0％以上を含

む． 

703 51 110102 β－グリチルレチン酸     本品を乾燥したものは，定量するとき，β-グリチルレチン酸（Ｃ30Ｈ4604：470.68）97.0％以上を含む． 

704 51 540034 グリチルレチン酸グリセリル   グリチルレチン酸グリセリン 本品を乾燥したものは，定量するとき，グリチルレチン酸グリセリン（Ｃ33Ｈ5206：544.76）95.0～105.0％を含む． 

705 51 500133 グリチルレチン酸ステアリル     本品を乾燥したものは，定量するとき，グリチルレチン酸ステアリル（Ｃ48Ｈ82Ｏ4：723.16）95.0～102.0％を含

む． 

706 51 504119 グリチルレチン酸ピリドキシン   ビタミンＢ６グリチルレチン酸エステ

ル、ビタミンＢ６グリチルレチネート 

本品を乾燥したものは，定量するとき，グリチルレチン酸（Ｃ30Ｈ46Ｏ4：470.68）として 72.0～74.0％，ピリドキシ

ン（Ｃ8Ｈ11ＮＯ3：169.18）として 25.0～26.0％を含む． 

707 51 501044 グルコサミン     本品を乾燥したものは，定量するとき，グルコサミン（Ｃ6Ｈ1305N：179.17）98.0％以上を含む． 

708 99 999999 グルコシルヘスペリジン     本品はヘスペリジンにα－グルコシル転移酵素等を用いてグルコースを付加して得られたものである。本品は

定量する時、グルコシルヘスペリジン（C３４H４４O２０：７７２.７１）９５～１１５％を含む。 

709 51 101374 グルコン酸クロルヘキシジン液   クロルヘキシジングルコン酸塩液 本品は，「クロルヘキシジン」の二グルコン酸塩の水溶液である．本品は定量するとき，グルコン酸クロルヘキシ

ジン（Ｃ22Ｈ30Ｃｌ2Ｎ10・2Ｃ6Ｈ12Ｏ7：897.76）19.0～21.0ｗ／ｖ％以上を含む． 

710 31 523088 グルコン酸銅   グルコン酸 Cu 本品は,グルコン酸銅（C１２H２２CuO１４）９８.０～１０２.０％を含む。 

711 51 106667 グルコン酸ナトリウム   グルコン酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，グルコン酸ナトリウム（Ｃ6Ｈ11ＮaＯ7：218.14）98.0％以上を含む. 

712 99 999999 グルコン酸ナトリウム   グルコン酸 Na 本品を乾燥したものは、定量するとき、グルコン酸ナトリウム（C６H１１O７・Na：２１８.２）９８％以上を含む。 

713 51 111602 グルタチオン     本品を乾燥したものは，定量するとき，グルタチオン（Ｃ10Ｈ17Ｎ3Ｏ6Ｓ：307.32）98.0～102.0％を含む. 

714 51 532184 Ｌ－グルタミル-Ｌ－リジン γ-Ｌ－グルタミル－ε-Ｌ

－リジン 

グルタミルリジン 本品は，主としてＬ-グルタミン酸とＬ-リジンよりなるジペプチドである．本品を乾燥したものは，定量するとき，グ

ルタミルリジン（Ｃ11Ｈ21Ｎ305：275.30）95.0％以上を含む． 

715 51 540008 Ｌ－グルタミン酸・ＤＬ－アラニン液   グルタミン酸・ＤＬ－アラニン縮合物

液 

本品は，Ｌ-グルタミン酸とＤＬ-アラニンの縮合物の 70％水溶液である． 
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716 51 540035 グルタミン酸グルコース液   グルタミン酸グルコース 本品は，グルタミン酸グルコースの 60％水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 1.0～

3.0％を含む． 

717 99 999999 γ－グルタミン酸ポリペプチド     本品は,納豆菌 Bacillus natto Sawamura を用いる発酵法により得られるもので,主として γ－グルタミン酸ポリペ

プチドからなる.本品を乾燥したものは,定量するとき,窒素（N：１４.０１）６.０～９.０％を含む. 

718 51 523089 クルミ殻エキス クルミ殻粒エキス   本品は，テウチグルミ Juglans regia Linne´var. sinensis De Candolle 又はその近縁植物（Juglandaceae）の種子

殻からプロピレングリコール溶液により抽出して得られるエキスである． 

719 51 507037 クルミ殻粒（１）   クルミ殻粒-１ 本品は， マンシュウグルミ Juglans mandshurica Maximowicz，オニグルミ Juglans mandshurica Maximowicz var． 

sieboldiana Makino 又はその他近縁植物（Juglandaceae）の核（内果皮）を乾燥， 破砕し，整粒したものである． 

720 51 507038 クルミ殻粒（２）   クルミ殻粒-２ 本品は，テウチグルミ Juglans regia  Linne′ var． sinensis  D．C．，オニグルミ Juglans sieboldiana 

Maximowicz 又はその他近縁植物（Juglandaceae）の種子殻を荒粉砕してから更に微粉砕した後，ふるい選別し

て得られたものである． 

721 51 532208 クレアチニン メチルグリコシアミジン   本品を乾燥したものは，定量するとき，クレアチニン（Ｃ4Ｈ7Ｎ3O：113.12）99.0％以上を含む． 

722 51 520376 グレープフルーツエキス     本品は，グレープフルーツ Citrus paradisi  Macfadyen（Rutaceae ）の果実（生）から「プロピレングリコール」又

は「１，３-ブチレングリコール」，エタノール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

723 51 001229 クレゾール     本品は，クレゾ-ル異性体の混合物である． 

724 51 520377 クレマティスエキス コボタンヅルエキス   本品は，Clematis vitalba Linne´（Ranunculaceae）の葉からプロピレングリコール溶液又は１，３-ブチレングリコ

ール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

725 99 999999 黒米胚芽油     本品は、種皮に黒色色素を有する系統のイネ Oryza sativa Linne（´） （Gramineae）の種子から生ずる米ヌカを

原料として得た油脂であり、 

726 51 103712 黒砂糖     本品は，主としてショ糖からなる． 

727 51 520381 黒砂糖エキス     本品は，サトウキビ Saccharum officinarum Linne'から得られる，黒砂糖（粗製糖）の着色成分を分離，濃縮して

得られるエキスである． 

728 51 532052 黒砂糖エキス（２）   黒砂糖エキス-２ 本品は，サトウキビ Saccharum officinarum Linne´ （Gramineae）から得られる黒砂糖（粗製糖）又は糖蜜からエタ

ノール抽出したものを，濃縮した後，水に溶かし，吸着剤で，脱色したものである． 

729 51 520413 黒酸化チタン   黒酸化Ｔｉ 本品は，「酸化チタン」をアンモニアガス中約 800℃で加熱還元したもので，酸化チタン，酸化チタンと窒化チタ

ンの固溶体の混合物からなる． 

730 51 109024 黒酸化鉄   黒酸化Ｆｅ 本品は，主として四三酸化鉄（Fe304）からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，四三酸化鉄（Fe304：

231.53）90.0％以上を含む． 

731 51 520414 黒酸化鉄・カルミン被覆雲母チタン 黒酸化鉄・カルミン被覆マ

イカチタン 

黒酸化鉄・カルミン被覆雲母Ｔｉ、黒

酸化Ｆｅ・カルミン被覆雲母Ｔｉ 

本品は，「雲母チタン」を「黒酸化鉄」と「カルミン」で被覆したものである． 

732 51 520415 黒酸化鉄・コンジョウ被覆雲母チタン 黒酸化鉄・コンジョウ被覆

マイカチタン 

黒酸化鉄・紺青被覆雲母Ｔｉ、黒酸化

Ｆｅ・紺青被覆雲母Ｔｉ 

本品は，「雲母チタン」を「黒酸化鉄」と「コンジョウ」で被覆したものである． 

733 51 520416 黒酸化鉄被覆雲母チタン 黒酸化鉄被覆マイカチタ

ン 

黒酸化鉄被覆雲母Ｔｉ、黒酸化Ｆｅ被

覆雲母Ｔｉ 

本品は，「雲母チタン」を「黒酸化鉄」で被覆したものである． 

734 51 523097 黒酸化鉄被覆合成金雲母 黒酸化鉄被覆合成フッ素

金雲母 

黒酸化Ｆｅ被覆合成金雲母 本品は，「合成金雲母』を「黒酸化鉄」で被覆したものである． 

735 51 532053 クロトン酸・酢酸ビニル・ｐ-ｔｅｒｔ－ブチル安

息香酸ビニル共重合体 

  クロトン酸・ＶＡ・ｐ-ｔ－ブチル安息香

酸ビニル共重合体 

本品は，主としてクロトン酸，酢酸ビニル及び p-tert-ブチル安息香酸ビニルの共重合体からなる. 

736 51 520483 クロトン酸・酢酸ビニル・ネオデカン酸ビニ

ル共重合体 

  クロトン酸・ＶＡ・ネオデカン酸ビニル

共重合体 

本品は，主としてクロトン酸，酢酸ビニル及びネオデカン酸ビニルの共重合体からなる． 

737 51 101361 クロラミンＴ     本品は，定量するとき，クロラミン T（Ｃ7Ｈ7ＣｌＮＮａＯ2Ｓ･3Ｈ2Ｏ：281.69）96.0～102.0％を含む． 

738 51 500138 クロルキシレノール     本品を乾燥したものは，定量するとき，パラクロルメタキシレノール（Ｃ8Ｈ9ＣｌＯ：156.61）95.0％以上を含む． 

739 51 500139 クロルクレゾール     本品は，定量するとき，パラクロルメタクレゾ-ル（Ｃ7Ｈ7ＣｌＯ：142.58）98.0％以上を含む． 

740 51 500140 クロルヒドロキシアルミニウム   クロルヒドロキシＡｌ 本品を乾燥したものは，定量するとき，酸化アルミニウム（Ａｌ2Ｏ3：101.96）49.0～57.0％及び塩素（Cl：35.45）

15.0～19.0％を含む． 

741 51 500141 クロルフェネシン     本品を乾燥したものは，定量するとき，クロルフェネシン（Ｃ9Ｈ11ＣｌＯ3：202.63）99.0％以上を含む． 

742 51 101371 クロルヘキシジン     本品を乾燥したものは，定量するとき，クロルヘキシジン（Ｃ22Ｈ30Ｃ12Ｎ10：505.45）98.0％以上を含む． 

743 99 999999 黒霊芝エキス CS     本品は、マンネンタケの１種である黒芝 Ganoderma japonicum （Fr.） Lloyd.（Polyporaceae）の子実体から、水
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より抽出して得られるエキスである。 

744 51 520385 クロレラエキス     本品は，クロレラ Chlorella vulgaris Chick （Chlorellaceae）から水にて抽出して得られるエキスである． 

745 51 532265 クロレラエキス（２）   クロレラエキス-２ 本品は，クロレラ Chlorella vulgaris Chick （Chlorellaceae）から水で抽出して得られた液に，１，３-ブチレングリコ

ールを加えてトリプシン処理した後，加熱処理を行ったものである． 

746 51 001236 クロロブタノール     本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，クロロブタノール（Ｃ4Ｈ7Cl3O：177.46）98.0％以上を含む． 

747 51 520386 クワエキス ソウハクヒエキス 桑エキス 本品は，マグワ Morusa alba Linne' 又はその他同属植物（Moraceae）の根皮から，水，「エタノール」，「１，３-ブ

チレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

748 51 532197 クワ葉エキス   桑葉エキス 本品は，マグワ Morus alba Linne´ （Moraceae）の葉からプロピレングリコール溶液で抽出して得られたエキスで

ある． 

749 51 500143 グンジョウ   群青 本品は，イオウ，ケイ酸アルミニウム，カーボンブラック等を原料として製した顔料である． 

750 51 501048 グンジョウバイオレット ウルトラマリンバイオレット 群青バイオレット 本品は，イオウ，ケイ酸アルミニウムなどから製した顔料である． 

751 51 520388 グンジョウピンク   群青ピンク 本品は，イオウ，ケイ酸アルミニウム，カーボンブラック等から製した顔料である． 

752 51 532249 ケイケットウエキス     本品は，Mucuna birdwoodiana Tutcher （Leguminosae）の茎からエタノール溶液にて抽出して得られるエキスで

ある． 

753 51 108904 ケイ酸アルミニウムマグネシウム   ケイ酸Ａｌ・Ｍｇ 本品は，コロイド性含水ケイ酸アルミニウムマグネシウムである． 

754 51 004600 ケイ酸カルシウム 合成ケイ酸カルシウム ケイ酸Ｃａ 本品は，主としてケイ酸カルシウムからなる． 

755 51 509041 ケイ酸吸着ラノリン     本品は，「無水ケイ酸」に等量の「ラノリン」を吸着させた物質である． 

756 51 540037 ケイ酸・ケイ酸アルミニウム焼成物   ケイ酸・ケイ酸Ａｌ焼成物 本品は，主として二酸化ケイ素，酸化アルミニウム及び酸化第二鉄からなる粉末である． 

757 51 106750 ケイ酸ナトリウム   ケイ酸Ｎａ 本品は，定量するとき，二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：60.08）として28.0～38.0％，酸化ナトリウム（Na20：61.98）として9.0

～19.0％を含む． 

758 99 999999 ケイ酸ナトリウム（粉末）   ケイ酸Ｎａ粉末 本品は，定量するとき，二酸化ケイ素（ＳｉＯ２：６０．０８）として５０～５５％，酸化ナトリウム（Ｎａ２Ｏ：６１．９８）として

２３～２７％を含む。 

759 51 001240 ケイ酸マグネシウム   ケイ酸Ｍｇ 本品は，定量するとき，二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：60.08）45.0％以上及び酸化マグネシウム（ＭｇO：40.30）20.0％以

上を含み，二酸化ケイ素と酸化マグネシウムとの質量百分率（％）の比は 2.2～2.5 である． 

760 51 509042 軽質イソパラフィン     本品は，主としてイソパラフィンからなる炭化水素の混合物である． 

761 51 500147 軽質炭酸カルシウム 沈降炭酸カルシウム 軽質炭酸Ｃａ、沈降炭酸Ｃａ 本品は，化学的方法により製した炭酸カルシウムである．本品を乾燥したものは，定量するとき，炭酸カルシウム

（CaCＯ3：100.09）96.0％以上を含む． 

762 51 500148 軽質炭酸マグネシウム   軽質炭酸Ｍｇ 本品は，含水塩基性炭酸マグネシウム又は含水正炭酸マグネシウムからなる．本品は，定量するとき，酸化マグ

ネシウム（ＭｇO：40.30）として 40.0～44.0％を含む． 

763 51 500149 軽質流動イソパラフィン     本品は，イソブテンと n-ブテンを共重合した後，水素添加して得られる側鎖を有する炭化水素の混合物で，そ

の重合度は 4～6 である． 

764 51 500150 ケイ皮アルコール   シンナムアルコール、桂皮アルコー

ル 

本品は，定量するとき，ケイ皮アルコール（Ｃ9Ｈ100：134.18）98.0％以上を含む． 

765 51 500151 ケイ皮アルデヒド   シンナムアルデヒド、桂皮アルデヒド 本品は，定量するとき，ケイ皮アルデヒド（Ｃ9Ｈ8O：132.16）97.0％以上を含む． 

766 51 540036 ケイ皮エキス   桂皮エキス、ケイヒエキス 本品は，Cinnamomum cassia Blume 又はその他同属植物（Lauraceae）の樹皮から水で抽出して得られるエキス

である． 

767 99 999999 ケイヒエキス末   桂皮エキス末 本品はケイ Cinnamomum cassia Blume またはその他同属植物（Lauraceae）の乾燥樹皮：ケイヒ Cinnamoni 

Cortex を精製水にて抽出し,粉末としたものである。 

768 51 500152 ケイ皮酸エチル   桂皮酸エチル 本品は，定量するとき，ケイ皮酸エチル（Ｃ11Ｈ12Ｏ2：176.21）98.0％以上を含む． 

769 51 511023 鶏卵末     本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson の卵から殻を除いたものを乾燥して得た粉末である． 

770 51 106901 鯨ロウ     本品は，マッコウクジラ Physeter macrocephalus Linne´（Physeteridae）の頭部のロウ質を精製したものである． 

771 51 002235 結晶セルロース     本品は，α-セルロースを鉱酸で部分的に解重合し，精製したものである． 

772 25 120002 結晶セルロース・カルメロースナトリウム   結晶セルロース・カルメロース Na 本品は容易に微分散するように結晶セルロース（日局）とカルメロースナトリウム（日局）を混合したものである. 

773 99 999999 ゲットウ葉エキス     本品は月桃 Alpinia speciosa （Wendl.）K.Schum. （Zingiberaceae）の葉を８０vol％エタノール溶液にて抽出して

得られた成分を５０vol％１,３－ブチレングリコール溶液に溶解したものである. 

774 51 102490 ゲラニオール     本品は，主としてゲラニオールからなり，その他のテルペンアルコール類を含む．本品は，定量するとき，ゲラニ

オール（Ｃ10Ｈ180：154.25）として 85.0％以上を含む． 
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775  000000 ゲラニオール変性アルコール     本品は，「エタノール」にゲラニオールを加え，変性させたものである． 

776 51 102486 ゲンチアナエキス     本品は，ゲンチアナ Gentiana lutea Linne' （Gentianaceae ）の根及び根茎から，水，「エタノール」，「プロピレン

グリコール」，「１，３-ブチレングリコール」，「ジエチレングリコールエチルエーテル」又はこれらの混液にて抽出

して得られるエキスである． 

777 51 102479 ゲンノショウコエキス     本品は，ゲンノショウコ Geranium thunbergii Siebold et Zuccarini（Geraniaceae）の地上部からエタノール溶液又

は１，３-ブチレングリコール溶液で抽出して得られるエキスである． 

778 51 532054 ケンポナシエキス     本品は，ケンポナシ Hovenia dulcis Thunb．（Rhamnaceae）の果実を，エタノールで抽出して得られるエキスであ

る． 

779 51 502045 Ｎ－硬化牛脂脂肪酸アシル-Ｌ－グルタミ

ン酸ナトリウム 

  硬化牛脂脂肪酸アシルグルタミン酸

Ｎａ、水添牛脂脂肪酸アシルグルタミ

ン酸Ｎａ 

本品は，硬化牛脂脂肪酸とＬ-グルタミン酸からなる酸アミドのナトリウム塩である． 

780 51 504130 硬化牛脂脂肪酸ジエタノールアミド   水添牛脂脂肪酸ジエタノールアミド 本品は，主として硬化牛脂脂肪酸と当量のジエタノールアミンとを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

781 51 523092 硬化ナタネ油アルコール   水添ナタネ油アルコール 本品は，日局ナタネ油を還元して得たアルコールであり，主として，ステアリルアルコール，アラキルアルコール

及びベヘニルアルコールからなる． 

782 51 102969 硬化ヒマシ油   水添ヒマシ油 本品は，「ヒマシ油」に水素添加して得たものである． 

783 51 504131 硬化ヤシ油脂肪酸グリセリル硫酸ナトリウム   硬化ヤシ油脂肪酸グリセリル硫酸Ｎ

ａ、水添ヤシ油脂肪酸グリセリル硫酸

Ｎａ 

本品は，硬化ヤシ油脂肪酸のモノグリセライドを硫酸エステル化したものである．本品を定量するとき，硬化ヤシ

油脂肪酸グリセリル硫酸ナトリウム 70.0％以上含む． 

784 51 002130 硬化油     本品は，魚油，鯨油又は他の動物性若しくは植物性油脂を水素添加して得たものである． 

785 99 999999 黄杞エキス（２）   黄杞エキス-２、コウキエキス-２ 本品は,コウキ（黄杞）：Engelhardtia chrysolepis Hance （Juglandaceae クルミ科）の葉：を８０vol％エタノールにて

抽出したものである. 

786 51 510018 高酸価ミツロウ     本品は，主として「ミツロウ」を部分けん化して得られる高酸価のミツロウである． 

787 51 500158 硬質ラノリン   ラノリンロウ 本品は，「ラノリン」から得たもので，主としてエステルの混合物からなる． 

788 51 500159 硬質ラノリン脂肪酸     本品は，「ラノリン」をけん化して得た脂肪酸である． 

789 51 506014 硬質ラノリン脂肪酸コレステリル     本品は，主として硬質ラノリン脂肪酸とコレステロールのモノエステルである． 

790 99 999999 高重合ジメチルシロキサン・メチル（アミノプ

ロピル）シロキサン共重合体 

  高重合ジメチコン・メチルアミノプロピ

ルシロキサン共重合体 

本品は、主として直鎖状のメチルポリシロキサンのメチル基の一部をアミノプロピル基で置換したものの重合体

である。本品の平均分子量は、約６０万～８５万である。 

791 51 520395 高重合炭化水素     本品は，主としてイソプレン及び 1，3-ペンタジエンの共重合体である． 

792 51 510019 高重合ポリエチレングリコール   高重合ＰＥＧ 本品は，酸化エチレンの重合体で，HOCＨ2（CＨ2OCＨ2）nCＨ2OH で表わされる．平均分子量は，20000 以

上である． 

793 51 520396 高重合メチルポリシロキサン（１）   高重合ジメチコン-１ 本品は，シロキサン結合を骨格とした直鎖状の重合物で，（CＨ3）3ＳｉO〔（CＨ3）2ＳｉO〕nＳｉ（CＨ3）3 で表わされ

る．その平均重合度は，650 以上である． 

794 51 511024 高重合メチルポリシロキサン（２）   高重合ジメチコン-２ 本品は，シロキサン結合を骨格とした直鎖状の重合物で，（CＨ3）3ＳｉO〔（CＨ3）2ＳｉO〕nＳｉ（CＨ3）3 で表わされ

る．平均重合度は，約 7000 である． 

795 51 523093 合成金雲母 合成フッ素金雲母   本品は，「無水ケイ酸」，「酸化アルミニウム」，「酸化マグネシウム」及びケイフッ化カリウムを混合又は，これらに

炭酸カリウムを混合，溶融後，結晶を晶出させたものである． 

796 51 532055 合成金雲母（２）   合成金雲母-２ 本品は，「無水ケイ酸」，「酸化アルミニウム」，「酸化マグネシウム」，ケイフッ化カリウム及び酸化鉄を混合し，溶

融後，結晶を晶出させたものである． 

797 51 001238 合成ケイ酸アルミニウム   合成ケイ酸Ａｌ 本品は，合成法で得た含水ケイ酸アルミニウムである． 

798 51 110929 合成ケイ酸ナトリウム・マグネシウム   合成ケイ酸Ｎａ・Ｍｇ 本品は，モンモリロナイト系合成粘土鉱物である． 

799 51 109106 合成スクワラン     本品は，イソプレンより合成して得られる飽和炭化水素で，主成分はスクワランである．本品は，定量するとき，ス

クワラン（Ｃ30Ｈ62：422.81）98.0％以上を含む． 

800 51 520398 合成炭化水素ワックス     本品は，合成飽和直鎖炭化水素である．その平均分子量は，650～700 である． 

801 51 532056 鉱泉塩     本品は，鉱泉から得られる塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，硫酸ナトリウム（Na2ＳＯ4：142.04）

90.0％以上を含む． 

802 51 523094 紅茶エキス     本品は，アッサムチャ Thea sinensis L．var．assamica Pierre（Theaceae）の葉より製した紅茶からエタノール，水

又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 
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803 51 532057 高濃度塩酸アルキルジアミノエチルグリシ

ン液 

塩酸アルキルジアミノエチ

ルグリシン 

高濃度アルキルジアミノエチルグリシ

ンＨＣｌ液、アルキルジアミノエチルグ

リシンＨＣｌ、高濃度ＨＣｌアルキルジア

ミノエチルグリシン液、ＨＣｌアルキル

ジアミノエチルグリシン 

本品は，炭素数 12～14 のアルキルジアミノエチルグリシンの塩酸塩の水溶液であり，本品は，定量するとき，塩

酸アルキルジアミノエチルグリシン（Ｃ19Ｈ42ＣｌＮ3Ｏ2：380.01）として，36.0～44.0％を含む． 

804 99 999999 酵母エキス     本品は,Saccharomyces に属する酵母により粧原基白糖を発酵した後,得られた液を,ろ過したものである。 

805 51 520400 酵母エキス（１）   酵母エキス-１ 本品は，Saccharomyces に属する酵母を自己消化又は酸加水分解によって得られた液をろ過した後，濃縮又

は乾燥したものである． 

806 51 520401 酵母エキス（２）   酵母エキス-２ 本品は，Saccharomyces に属する酵母を自己消化又は酸加水分解によって得られた液を濃縮又は乾燥したも

のである． 

807 51 520402 酵母エキス（３）   酵母エキス-３ 本品は，Saccharomyces に属する酵母を自己消化又は酸加水分解によって得られた液を乾燥したものから，

水，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

808 51 520403 酵母エキス（４）   酵母エキス-４ 本品は，Saccharomyces に属する酵母の乾燥粉体から，水及び「濃グリセリン」の混液にて抽出して得たエキス

である． 

809 51 520404 酵母エキス（５）   酵母エキス-５ 本品は，酵母Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅを培地に入れ，紫外線照射により得られた水溶性エキスである．本

品は，定量するとき，総窒素（Ｎ：14.01）8.0～9.0％を，アミノ態窒素 4.0～6.0％を含む． 

810 51 520407 酵母多糖体末     本品は，酵母 Saccharomyces cerevisiae Meyer 及びその他近縁菌類（Saccharomycetaceae）の細胞壁由来の多

糖体である． 

811 51 520409 コウホネエキス     本品は，コウホネ Nuphar japonicum De Candolle（Nymphaeaceae）の根茎から「１，３-ブチレングリコール」にて抽

出して得られるエキスである． 

812 51 520410 酵母培養上澄液     本品は，酵母の一種である Endomyces magnusii の培養上澄液を無菌的にろ過したものである．本品は，定量

するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 0.003～0.010％を含む． 

813 51 532058 高融点パラフィン（１）   高融点パラフィン-１ 本品は，石油から得た炭化水素ワックスである． 

814 51 532059 高融点パラフィン（２）   高融点パラフィン-２ 本品は，石油から得た炭化水素ワックスである． 

815 51 523096 高融点ポリエチレン末     本品は，エチレンの重合体である． 

816 51 508039 高融点マイクロクリスタリンワックス     本品は，石油から得た，主として炭素数 40～54 に分布の中心がある炭化水素類の混合物で，主としてイソパラ

フィンからなる． 

817 51 532241 コーヒーエキス   珈琲エキス 本品は，コーヒーノキ Coffea arabica Linne´又はその他同属植物（Rubiaceae）の種子からエタノール溶液にて抽

出して得られるエキスである．本品は，定量するとき，クロロゲン酸（1/2 水和物）（Ｃ16Ｈ1809・1/2Ｈ2O：363.32）

11.0～17.0％を含む． 

818 51 501051 コチニール カルミン酸   本品は，エンジムシ Coccus cacti L．から得た赤色色素で，主成分はカルミン酸である． 

819 51 106962 コハク酸     本品は，定量するとき，コハク酸（Ｃ4Ｈ604：118.09）99.0％以上を含む． 

820 51 523098 コハク酸ジ２－エチルヘキシル コハク酸ジオクチル コハク酸ジエチルヘキシル 本品は，主としてコハク酸の２-エチルヘキサノールのジエステル（Ｃ20Ｈ3804：342.51）からなる． 

821 51 502050 コハク酸ジエトキシエチル     本品は，主として「コハク酸」と「エチレングリコールモノエチルエーテル」のジエステルからなる．本品は，定量す

るとき，コハク酸ジエトキシエチル（Ｃ12Ｈ2206：262.30）95.0％以上を含む． 

822 51 510100 コハク酸ジ（カプリル／カプリン酸）グリセリ

ル 

    本品は，カプリル／カプリン酸のモノ又はジグリセリド２モルとコハク酸 1 モルのエステルである． 

823 51 532060 コハク酸ポリプロピレングリコールオリゴエ

ステル 

  コハク酸ＰＰＧオリゴエステル 本品は，主としてコハク酸とポリプロピレングリコールからなるオリゴエステルである．ポリプロピレングリコールの

平均重合度は７，コハク酸とポリプロピレングリコールのモル比は，4：5 である． 

824 51 101951 コハク酸二ナトリウム   コハク酸２Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，コハク酸二ナトリウム（Ｃ4Ｈ4Ｎａ2Ｏ4：162.05）98.0～102.0％を含む． 

825 51 520423 ゴボウエキス     本品は，ゴボウ Arctium lappa Linne'（Compositae）の根から，水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３

-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

826 51 520425 ゴボウ種子油     本品は，ゴボウ Arctium lappa Linne´（Compositae）の種子から得た脂肪油である． 

827 51 001249 ゴマ油     本品は，ゴマ Sesamum indicum Linne´（Pedaliaceae）の種子から得た脂肪油である． 

828 51 107646 小麦粉     本品は，コムギ Triticum sativum Lamarck の種子を粉砕し，外皮，胚芽などをできるだけとり除き，胚乳部を粉

末にしたものである． 

829 51 540198 小麦粉酵素分解粉末   酵素分解小麦粉 本品は，コムギ Triticum aestivum Linne ´ （Gramineae）を粉砕したものを酵素分解し，得られた水溶性成分の

乾燥粉末である．本品は，定量するとき，窒素（N： 14.01）として 12.0～18.0％を含む． 
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830 51 002140 コムギデンプン   小麦デンプン 本品は，コムギ Triticum sativum Lamarck（Gramineae）の種子から得たデンプンである． 

831 51 520427 コムギ胚芽エキス   小麦胚芽エキス 本品は，コムギ Triticum aestivum Linne´ （Gramineae）の胚芽から，水，「プロピレングリコール」，「濃グリセリン」

又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

832 51 520429 コムギ胚芽末   小麦胚芽末 本品は，コムギ Triticum aestivum Linne'（Gramineae）の胚芽を 110～120℃で 15 分間炒った後，ふるい分けし

て得られる粉末である． 

833 51 522034 コムギ胚芽油   小麦胚芽油 本品は，コムギ Triticum aestivum Linne'（Graminae），Triticum sativum Lamarck 又は Triticum vulgare Lamarck

の胚芽から得た脂肪油である． 

834 51 540038 コムギ胚芽油脂肪酸グリセリル   小麦胚芽油脂肪酸グリセリル 本品は，「コムギ胚芽油」とグリセリンとのエステル交換により得られるもので，主としてモノグリセリドからなり，ジ

グリセリド，トリグリセリドを含む. 

835 51 520430 コムギフスマ   小麦フスマ 本品は，コムギ Triticum aestivum Linne´（Gramineae）の種子の種皮，外胚乳，胚芽等の粉末である． 

836 99 999999 米抽出物加水分解液   コメ抽出物加水分解液、米抽出物水

解液 

本品は、コメ Oryza sativa Linne.（´） （Gramineae）の種子から得られる精白米を水性抽出した後、蛋白分解酵

素により処理して得られる液である。 

837 99 999999 米抽出物加水分解液 （３）   米抽出物水解液-３、コメ抽出物加水

分解液-３ 

本品は、コメ Oryza sativa Linne.（Gramineae）の種から得られる精白米を水性抽出した後,蛋白分解酵素により

処理して得られる液である。 

838 51 002141 コメデンプン   米デンプン 本品は，イネ Oryza sativa Linne´（Gramineae）の種子から得たデンプンである． 

839 51 103600 コメヌカ   米ヌカ 本品は，イネ Oryza sativa L．（Gramineae）の種子から得た玄米を精米するときに得られる果皮，種皮，胚及び

糊粉層の混合物である． 

840 51 103601 コメヌカエキス   米ヌカエキス 本品は，「コメヌカ」から，水，「１，３-ブチレングリコール」又はその混液にて抽出して得られるエキスである． 

841 51 532290 コメヌカスフィンゴ糖脂質   米ヌカスフィンゴ糖脂質 本品は，「コメヌカ油」より得たスフィンゴ糖脂質である． 

842 51 532291 コメヌカ・大豆ペプチド納豆菌発酵液   米ヌカ・大豆ペプチド納豆菌発酵液 本品は，「コメヌカ」と大豆タンパクを加水分解して得られるペプチドをナットウ菌 Bacillus natto Sawamura で発酵

させたものである． 

843 99 999999 米糠抽出物加水分解液   米糠抽出物水解液、コメヌカ抽出物

加水分解液 

本品は、コメヌカからの水性抽出物を蛋白分解酵素により処理して得られる液である。 

844 99 999999 米糠抽出物加水分解液 A   米糠抽出物水解液Ａ、コメヌカ抽出

物加水分解液Ａ 

本品は,コメ Oryza sativa Linne.（Gramineae）の種から得られる「コメヌカ」を酸性下で水抽出した後,蛋白分解

酵素により加水分解処理して得られる液である. 

845 51 523099 コメヌカ発酵エキス   米ヌカ発酵エキス 本品は，「コメヌカ」にα-アミラーゼ及び β-アミラーゼを加えて得たコメヌカ糖化液に酵母を加えて発酵させた

後，「塩化ナトリウム」を加え，圧搾ろ過して得られるエキスである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.1～

0.4％及び塩化ナトリウム 2.0～4.0％を含む． 

846 51 520433 コメヌカ油   米ヌカ油 本品は，「コメヌカ」から得た脂肪油である． 

847 51 505060 コメヌカロウ   米ヌカロウ 本品は，「コメヌカ」から得たワックスである． 

848 51 520434 コメ胚芽末   米胚芽末 本品は，イネ Oryza sativa Linne´（Gramineae）の種子から得られるコメ胚芽を粉末としたものである． 

849 51 520436 コメ胚芽油   米胚芽油 本品は，イネ Oryza sativa Linne'（Gramineae）の胚芽より得た脂肪油である． 

850 99 999999 コメ胚芽油     本品は、イネ Oryza sativa Linne （´） （Gramineae）の種子から生ずる米ヌカを原料として得た油脂であり、本

品は、定量するとき、オリザノール(C40H58O4:602.90)1.0～1.5%を含む。 

851 51 532061 コメ発酵液   米発酵液 本品は，イネ Oryza sativa Linne´ （Gramineae）の種子から得られるコメをアルコール発酵させて得た液である．

本品は，定量するとき，全糖として 2.6～4.8％，アルコール分として 11～22vol％を含む． 

852 51 523100 コラーゲンシート     本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）又はブタ Sus scrofa Linne´var.domesticus 

Gray（Suidae）より得られたコラーゲンを乾燥したもので，本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）

を 10.5～19.0％，ヒドロキシプロリン（Ｃ5Ｈ9ＮＯ3：131.13）を 8.0～16.0％含む． 

853 99 999999 コラーゲン・トリペプチド F     本品は、サメの皮を酵素で加水分解して得られるコラーゲンたん白質加水分解物であり、窒素として定量した時

１２.０～２２.０％を含む。 

854 51 001255 コレステロール     本品は，主としてコレステロール（Ｃ27Ｈ460：386.65）からなる． 

855 99 999999 コレステロールプルラン     本品は、コレステロール基を有するプルランの誘導体である。 

856 51 509046 コンキオリンパウダー   コンキオリン末 本品は，真珠母貝（アコヤガイ）Pinctada fucata の真珠層に含まれる硬たん白質であるコンキオリンである．本品

は定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 13.0～18.0％を含む． 

857 51 508040 混合異性化糖     本品は，「ブドウ糖」の希アルカリ処理物と「乳糖」の希アルカリ処理物を 19：1 の割合で混合した糖類の混合物

で，主としてブドウ糖及び果糖よりなる．本品を定量するとき，その総糖量はブドウ糖として 45～55％である． 
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858 51 508041 混合果実白糖浸出液     本品は，レモン Citrus medica Limon （Rutaceae），リンゴ Malus pumila Mill （Rosaceae），キュウリ Cucumis 

sativus Linne'（Cucurbitaceae），パイナップル Annas comosus Merr （Bromeliaceae），バナナ Musa paradisiace 

Linne'に白糖を加えて，浸出させて得た液汁である． 

859 51 540039 混合脂肪酸２－エチルヘキシル   混合脂肪酸エチルヘキシル 本品は，主としてアジピン酸，「ステアリン酸」及び「パルミチン酸」の混合物と２-エチルヘキシルアルコールのエ

ステルである． 

860 51 532211 Ｎ－混合脂肪酸（Ｃ１２，Ｃ１４）アシル-Ｌ－

アスパラギン酸トリエタノールアミン液 

  混合脂肪酸（１２，１４）アシルアスパラ

ギン酸ＴＥＡ液、脂肪酸（１２，１４）ア

シルアスパラギン酸ＴＥＡ液 

本品は，アシル基がラウロイル及びミリストイル（7：3）からなる N-混合脂肪酸（Ｃ12，Ｃ14）アシル-Ｌ-アスパラギ

ン酸トリエタノールアミンの水溶液である．本品は，定量するとき，N-混合脂肪酸（Ｃ12，Ｃ14）アシル-Ｌ-アスパ

ラギン酸トリエタノールアミン（Cn＋6Ｈ2n＋9ＮＯ5・1.3C6Ｈ15ＮＯ3）として 27.0～33.0％を含む． 

861 51 532212 Ｎ－混合脂肪酸（Ｃ１２，Ｃ１４）アシル-Ｌ－

アスパラギン酸ナトリウム液 

  混合脂肪酸（１２，１４）アシルアスパラ

ギン酸Ｎａ液、脂肪酸（１２，１４）アシ

ルアスパラギン酸Ｎａ液 

本品は，アシル基がラウロイル及びミリストイル（7：3）からなり，水酸化ナトリウムで部分中和（Na：H＝4：1）した，

N-混合脂肪酸（Ｃ12，Ｃ14）アシル-Ｌ-アスパラギン酸ナトリウム水溶液である．本品は，定量するとき，N-混合

脂肪酸（Ｃ12，Ｃ14）アシル-Ｌ-アスパラギン酸ナトリウム（Cn＋6Ｈ2n＋7ＮＯ5・1.6Na0.4H：718.00）として 22.0～

28.0％を含む． 

862 51 508042 混合脂肪酸ジエタノールアミド     本品は，「大豆油」，「コメヌカ油」又は「トウモロコシ油」と「ヤシ油」をほぼ等量混合して得られる混合脂肪酸とジ

エタノールアミンとを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

863 51 540195 混合脂肪酸トリグリセリル     本品は，「牛脂」，「ミンク油」，タラ肝油等を加水分解して得られる脂肪酸を蒸留精製したものと，グリセリンとの

エステルで，主としてトリグリセリドからなる． 

864 51 508043 混合脂肪酸モノエタノールアミド   混合脂肪酸エタノールアミド 本品は，主としてパルミチン酸，ステアリン酸及びベヘニン酸からなる混合脂肪酸と，当量のモノエタノールアミ

ンを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

865 51 520450 混合植物抽出液（７）   混合植物抽出液-７ 本品は，ホップ Humulus luplus L．（Moraceae）の雌花穂，ウイキョウ Foeniculum vulgare L．（Umbelliferae）の果

実各 30g，カミツレ Matricaria chamomilla L．（Compositae）の花 30g，セイヨウノコギリソウ Achillea millefolium L．

（Compositae）の花 30g，コウスイハッカ Mellissa officinalis L．（Labiatae）の葉 5g，ヤドリギ Viscum album L．

Mistletoe（Loranthaceae）の果実 5g を機械的に細切し，1％尿素を含む水及びエタノールの混液（65：35）中に

浸し，常温下に撹拌を続けながら浸出し，圧搾ろ過して固形分を去り，ろ液に水を加えて 1000mL としたもので

ある． 

866 51 520452 混合植物抽出液（９）   混合植物抽出液-９ 本品は，ホップ Humulus lupulus L．（Moraceae）の雌花穂 25g，ウイキョウ Foeniculum vulgare Miller．

（Umbelliferae）の果実 25g，カミツレ Matricaria chamomilla L．（Compositae）の花 25g，セイヨウノコギリソウ

Achillea millefolium L．（Compositae）の花 25g，コウスイハッカ Melissa officinalis L．（Laboatae）の葉 10g 及び，

セイヨウヤドリギ Viscum album L．（Loranthaceae）の枝葉梢 10g を機械的に細切し，マッキルベイン緩衝液（注）

500ml とエタノール 400mL の混液に浸し，70～80℃で還流しながら 8 時間抽出した後，圧搾ろ過し，ろ液に水を

加えて 1000mL とし，限外ろ過したものである． 

867 51 520453 混合植物抽出液（１０）   混合植物抽出液-１０ 本品は，ウイキョウ Foeniculum vulgare  Miller（Umbelliferae）の果実 3g，マロニエ Aesculus hippocastanum L．

（Hippocastanaceae）の樹皮 5g，及びニンジン Daucus carota L．var．sativa DC．（Umbelliferae）の根 30g を機械

的に細切し，「モノオレイン酸ポリエチレングリコール（10Ｅ．Ｏ．）」0.5％を含むエタノール溶液（3→10）に浸し，

常温下でかき混ぜながら 1 週間浸出した後圧搾ろ過し，ろ液に水を加えて，100 mL とし，限外ろ過したものであ

る． 

868 51 520455 混合植物抽出液（１２）   混合植物抽出液-１２ 本品は，セイヨウノコギリソウ Achillea millefolium（Compositae）の花 30g，セイヨウオトギリ Hypericum perforatum 

L．（Guttiferae）30g，サルビア Salvia officinalis L．（Labiatae）の葉 30g，フキタンポポ（ファルファラ葉）Tussilago 

farfara L．（Compositae）30g，カミツレ Matricaria chamomilla L．（Compositae）30g，ビロウドアオイ（アルティア

根）Althaea officinalis L．（Malvaceae）30g を機械的に細切し 1％の尿素を含む 35％エタノール溶液（又は 1％

の尿素を含む 35％1,3-ブチレングリコール溶液）中に浸し，常温下に攪拌を続けながら 1 週間浸出し，圧搾ろ

過後，ろ液に水を加え 1000mL としたものである． 

869 51 520456 混合植物抽出液（１３）   混合植物抽出液-１３ 本品はイラクサ Urtica dioica L.（Urticaceae）の葉 50g，フキタンポポ Tussilago farfara  L.（Compositae）の葉

50g，スギナ Equisetum arvense L. （Equisetaceae）の茎 70g，マンネンロウ Rosmarinus officinalis  L. 

（Labiatae）の葉 50g ，サルビア Salvia officinalis  L.（Labiatae）の葉 50g，セイヨウノコギリソウ Achillea 

millefolium  L.（Compositae）の花 30g，ミツガシワ Menyanthes trifolinata  L.（Gentianaceae）の葉 50g，シラカ

バ Betula alba  L.（Betulaceae）の葉 50g を機械的に細片化し，水 400mL，「エタノール」又は「１，３-ブチレング

リコール」200mL，「プロピレングリコール」400g の混液に浸出し，常温でかき混ぜながら一週間浸出してろ過し，

固形分を除去した後，ろ液に水を加えて 1000mL としたものである． 

870 51 520458 混合植物抽出液（１５）   混合植物抽出液-１５ 本品は，アルニカ Arnica montana L．（Compositae）20％，カミツレ Matricaria camomilla L．（Compositae）60％，
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スギナ Equisetum arvense L．（Equisetaceae）20％の割合に秤量したもの 1kg に対し，同容量の「１，３-ブチレン

グリコール」の溶液（3→10）1L を加えた後，80℃，24 時間抽出した後，ろ過する．室温まで冷却した後「パントテ

ン酸カルシウム」0.6％，「イノシット」0.2％，「ニコチン酸アミド」0.2％となるように添加し 1kg としたものである． 

871 51 520459 混合植物抽出液（１６）   混合植物抽出液-１６ 本品は，ハマメリス Hamamelis virginiana L．（Hamamelidaceae）の葉 35g，タチジャコウソウ Thymus vulgariｓ L．

（Labiatae）35g，トルメンチラ Potentilla tormentilla Schrank（Rosaceae）の根 35g，サルビア Salvia officinallis L．

（Labiatae）の葉 35g，マンネンロウ Rosmarinus officinalis L．（Labiatae）35g を機械的に細切し，1％尿素を含む

水及び「エタノール」の混液（65：35）又は 1％尿素を含む水及び「１，３-ブチレングリコール」の混液（65：35）中

に浸し，常温でかき混ぜながら 1 週間浸出し，圧搾ろ過して固形分を去り，ろ液に水を加えて 1000mL としたも

のである． 

872 51 520460 混合植物抽出液（１７）   混合植物抽出液-１７ 本品は，カミツレ Matricaria chamomilla L．（Compositae），マンネンロウ Rosmarinus officinalis L.（Labiatae），タ

チジャコウソウ Thymus vulgaris L．（Labiatae），及びサルビア Salvia officinalis L．（Labiatae）の全草約 30g ずつ

に「プロピレングリコール」約 200g，「１，３-ブチレングリコール」約 180g，「ジエチレングリコールモノエチルエー

テル」約 70g，「ポリオキシエチレンラウリルエーテル（23Ｅ．Ｏ．）」5g，リノール酸ジエタノールアミド 5g に，水を加

えて約 1000mL として得られたエキスである． 

873 51 520462 混合植物抽出液（１９）   混合植物抽出液-１９ 本品は，スギナ Equisetum arvense L．（Equisetaceae）の葉及び茎，フキタンポポ Tussilago farfara L．

（Compositae）の花，ゼニアオイ Malva sylvestris L．（Malvaceae）の葉及び花，セイヨウヤドリギ Viscum album L．

（Loranthaceae）の葉，ハマメリス Hamamelis virginiana L.（Hamamelidaceae）の葉，コムギ Triticum vulgare 

Lamarck の胚芽，各々30g を乾燥させ機械的に細片し，「プロピレングリコール」300g，「１，３-ブチレングリコー

ル」180g の混液に浸し，時々かき混ぜながら 7 日間混和抽出した後ろ過し，水を加えて 1000mL としたものであ

る． 

874 51 520463 混合植物抽出液（２０）   混合植物抽出液-２０ 本品は，日局クジン，日局オウゴン，日局シコン，日局コウカ，日局チョウジ及びカミツレ Matricaria chamomilla 

L．（Compositae）の小頭花のそれぞれの等量混合物 6 部に水 94 部を加え，30 分間沸騰させ，温時布ごしし，

水を加えて 100 部としたものである． 

875 51 520467 混合植物抽出液（２６）   混合植物抽出液-２６ 本品は，精選したサルビア Salvia officinalis L.（Labiatae）の葉 150g 及びカミツレ Matricaria chamomilla L.

（Compositae ）の花 150g を機械的に細切し，「プロピレングリコール」600g，水 600g 及び「エタノール」50g の混

液に浸し，ゆっくりした一定の速度でかき混ぜながら 15 日程，室温で混和，抽出した後，ろ過する．得たろ液を

更にミクロフィルターでろ過し，約 1400g の抽出液を得る． 

876 51 522035 混合植物抽出液（２７）   混合植物抽出液-２７ 本品は，ハマメリス Hamamelis virginiana Linne' （Hamamelidaceae）の葉 150ｇ及びセイヨウオトギリソウ

Hypericum perforatum Linne' （Guttiferae）の花 150ｇを機械的に細切し，「プロピレングリコール」350ｇ，水 350ｇ

の混液に浸し，ゆっくりとした一定の速度でかき混ぜながら 15 日程，室温で混和，抽出した後，ろ過し，ろ液を

更にミクロフィルターでろ過して得た約 600ｇの抽出液である． 

877 51 532213 混合植物抽出液（３４）   混合植物抽出液-３４ 本品は，Vaccinium myrtillus Linne´ （Ericaceae）の果実 57g，オレンジ Citrus sinensis （Rutaceae）の果実 3g，

レモン Citrus limonum （Rutaceae）の果実 8g 及びサトウキビ Saccharum officinarum Linne´ （Gramineae）の茎

24g を機械的に潰したものに，サトウカエデ Acer saccharum Marshall （Aceraceae）の樹液 3g 及び精製水 400g

を加え，70°C まで加熱し，3～4 時間抽出した後，ろ過し，濃縮したものである．当原料 1kg から，本品約 60g

を得る． 

878 51 532163 混合植物抽出液（３５）   混合植物抽出液-３５ 本品は，カミツレ Matricaria chamomilla Linne' （Compositae）の花 50g，イラクサ Urtica thunbergiana Siebold et 

Zuccarini 又は Urtica dioica Linne' （Urticaceae）の葉 50g，アルニカ Arnica montana Linne' （Compositae）の

花及び根 50g，キナ Cinchona succirubra Pavon et Klotzch 又はその他同属植物（Rubiaceae）の樹皮 30g，ヨー

ロッパシラカバ Betula alba Linne' （Betulaceae）の樹皮 30g を機械的に細片化し，水 700g に浸し，常温でかき

混ぜながら 1 週間浸出してろ過し，ろ液に「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」，「ジエチレング

リコールエチルエーテル」の等量混合液を加えて 1000mL としたものである． 

879 51 508047 混合ワックス（１）   混合ワックス-１ 本品は，「カルナウバロウ」，「キャンデリラロウ」，水素添加大豆油脂肪酸モノグリセリル，「ステアリン酸」，「パラ

フィン」，「ミツロウ」の混合物である． 

880 51 509055 混合ワックス（２）   混合ワックス-２ 本品は，ニシン類の魚（Menhaden）及びタラ類の魚（Hake）の油から得られるグリセリド，牛脂から得られるグリセ

リド，オレオステアリン及び「マイクロクリスタリンワックス」の混合物である． 

881 51 523101 混合ワックス（３）   混合ワックス-３ 本品は，高級脂肪酸（ステアリン酸，パルミチン酸）のモノグリセライドアセチル化物，高級脂肪酸（モンタン酸）

の多価アルコール（１，３-ブチレングリコール，エチレングリコール）エステル及び高級脂肪酸（セロチン酸，カル

ナバ酸）の高級アルコール（ステアリルアルコール）エステルの混合物である． 
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882 51 500167 コンジョウ   紺青 本品は，主としてフェリックアンモニウムフェロシアナイド（Fe（ＮＨ4）〔Fe（CN）6〕：285.83）若しくはフェリックフェ

ロシアナイド（Fe4〔Fe（CN）6〕3：859.23）又はこれらの混合物からなる． 

883 51 520473 コンジョウ・酸化クロム被覆雲母チタン コンジョウ・酸化クロム被覆

マイカチタン 

紺青・酸化Ｃｒ被覆雲母Ｔｉ 本品は，「雲母チタン」を「コンジョウ」と「酸化クロム」で被覆したものである． 

884 51 520475 コンジョウ被覆雲母チタン コンジョウ被覆マイカチタ

ン 

紺青被覆雲母Ｔｉ、紺青被覆マイカＴｉ 本品は，「雲母チタン」を「コンジョウ」で被覆したものである． 

885 51 004805 コンドロイチン硫酸ナトリウム   コンドロイチン硫酸Ｎａ 本品は，哺乳動物又は魚類の軟骨から抽出，精製して得られるコンドロイチン硫酸のナトリウム塩である．本品

を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.5～3.8％及びイオウ（Ｓ：32.06）5.5～7.0％を含む． 

886 51 520476 コンフリーエキス ヒレハリソウエキス   本品は，ヒレハリソウ Symphytum officinale Linne'（Boraginaceae ）の葉から，エタノール溶液，プロピレングリコ

ール溶液又は１，３-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

887 51 520478 コンフリー葉末 ヒレハリソウ葉末   本品は，淡緑色の粉末で，わずかに特異なにおいがある． 

888 99 999999 サーファクチンナトリウム     本品は、枯草菌 Bacillus subtills を用いる発酵法により得られる環状アニオン性リポペプタイド（サーファクチ

ン）のナトリウム塩である。 

889 51 106097 サイシンエキス     本品は，ウスバサイシン Asiasarum sieboldii F．Maekawa 又はケイリンサイシン Asiasarum heterotropoides 

F.Maekawa var. mandshuricum F.Maekawa （Aristolochiaceae）の根及び根茎から水にて抽出して得られるエキ

スである． 

890 51 508049 サイタイ抽出液     本品は，ウシ Bos taurus var. domestics の臍帯から得られた水抽出ろ液である．本品を定量するとき，ムコ多糖

類として 0.9～1.1w/v％を含有する． 

891 51 504137 酢酸液状ラノリン     本品は，「液状ラノリン」のアセチル化物である． 

892 51 101135 酢酸カルシウム   酢酸Ｃａ 本品は，定量するとき，酢酸カルシウム（Ｃ4Ｈ6CaＯ4･Ｈ2O：176.18）98.0～105.0％を含む． 

893 51 532062 酢酸硬化ヒマシ油   酢酸水添ヒマシ油 本品は，硬化ヒマシ油のアセチル化物である． 

894 51 522036 酢酸硬質ラノリン（２）   酢酸硬化ラノリン-２ 本品は，「硬質ラノリン」をアセチル化したものである． 

895 51 532292 酢酸・コハク酸ヒドロキシプロピルメチルセ

ルロース 

ヒドロキシプロピルメチル

セルロースアセテートサク

シネート 

  本品は，酢酸及びコハク酸とヒドロキシプロピルメチルセルロースのエステルである． 

896 51 510035 酢酸セチル     本品は，「セタノール」をアセチル化したものである． 

897 51 508050 酢酸（セチル・ラノリル）エステル   酢酸（セチル・ラノリル） 本品は，セタノール及びラノリンアルコールをアセチル化して得られる混合エステルである． 

898 51 520481 酢酸セルロース末     本品は，セルロースをアセチル化したものである． 

899 1 001263 酢酸トコフェロール 酢酸ｄｌ－α－トコフェロー

ル 

  本品は定量するとき,酢酸㎗－α－トコフェロール（C３１H５２O３）９６.０～１０２.０％を含む. 

900 51 110650 酢酸ｄ－α－トコフェロール   ビタミンＥ酢酸エステル 本品を定量するとき，酢酸Ｄ-α-トコフェロール（Ｃ31Ｈ52Ｏ3：472.74）96.0～102.0％以上を含む． 

901 51 540201 酢酸ＤＬ－α－トコフェロール   酢酸トコフェロール、酢酸ｄｌ－α－ト

コフェロール、トコフェロール酢酸エス

テル、ビタミンＥ酢酸エステル 

本品は，定量するとき，酢酸 ＤＬ-α-トコフェロール（Ｃ31Ｈ5203：472.74）96.0％以上を含む． 

902 51 502056 酢酸ビニル・クロトン酸共重合体   ＶＡ・クロトン酸共重合体 本品は，酢酸ビニルとクロトン酸の共重合体である． 

903 51 504140 酢酸ビニル・スチレン共重合体エマルショ

ン 

  ＶＡ・スチレン共重合体エマルション 本品は，酢酸ビニルとスチレンからなる共重合体の 20％エマルションである． 

904 51 523102 酢酸ビニル・ビニルピロリドン共重合体   ＶＡ・ＶＰ共重合体 本品は，ビニルピロリドンと酢酸ビニルとの共重合体である． 

905 51 504141 酢酸ヒマシ油 アセチル化ヒマシ油   本品は，「ヒマシ油」のアセチル化物である． 

906 51 500177 酢酸フェニルエチル     本品は，定量するとき，酢酸フェニルエチル（Ｃ10Ｈ12Ｏ2：164.20）98.0％以上を含む． 

907 51 500178 酢酸ブチル     本品は，定量するとき，酢酸ブチル（Ｃ6Ｈ12Ｏ2：116.16）95.0％以上を含む． 

908 51 532193 酢酸プロピレングリコールミリスチルエーテ

ル 

  酢酸ＰＧミリスチルエーテル 本品は，主としてプロピレングリコールミリスチルエーテルの酢酸エステル（Ｃ21Ｈ4203：342.56）からなる． 

909  000000 酢酸ベンジル変性アルコール     本品は，「エタノール」に酢酸ベンジルを加え，変性させたものである． 

910 51 532188 酢酸ポリオキシエチレンポリオキシプロピレ

ンイソセチルエーテル 

酢酸ポリオキシエチレン（２

０）ポリオキシプロピレン

（２）イソセチルエーテル 

酢酸ＰＯＥ・ＰＯＰイソセチルエーテル 本品は，ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンイソセチルエーテルのアセチル化物からなる．酸化エチレン及

び酸化プロピレンの付加モル数は，それぞれ 20 及び 2 である． 
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911 51 532063 酢酸ポリオキシエチレンモノオキシプロピレ

ンセチルエーテル 

  酢酸ＰＯＥ・ＰＯＰセチルエーテル 本品は，ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセチルエーテルのアセチル化物からなる．酸化エチレン及び

酸化プロピレンの付加モル数は，それぞれ 3 及び 1 である． 

912 51 532064 酢酸ポリオキシエチレンモノオキシプロピレ

ン２－ヘキシルデシルエーテル 

酢酸ポリオキシエチレンポ

リオキシプロピレンイソセ

チルエーテル 

酢酸ＰＯＥオキシプロピレンヘキシル

デシルエーテル、酢酸ＰＯＥ・ＰＯＰイ

ソセチルエーテル 

本品は，主としてポリオキシエチレンモノオキシプロピレン 2-ヘキシルデシルエーテルのアセチル化物からな

る．ただし，酸化エチレン及び酸化プロピレンの付加モル数は，それぞれ 3 及び 1 である． 

913 51 502057 酢酸ポリオキシエチレンラノリンアルコール   酢酸ラネス-９、酢酸ラネス-１０ 本品は，主として「ラノリンアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られるポリオキシエチレンラノリンアルコ

ールのアセチル化物からなる． 

914 51 500181 酢酸ラノリン     本品は，「ラノリン」のアセチル化物である． 

915 51 501056 酢酸ラノリンアルコール   酢酸ラノリル 本品は，主としてラノリンアルコールのアセチル化物である． 

916 51 502058 酢酸リシノレイン酸グリセリル 酢酸モノリシノレイン酸グリ

セリン 

  本品は，主として「リシノレイン酸グリセリル」のアセチル化物からなる． 

917 51 500182 酢酸リナリル     本品は，「酢酸」と「リナロール」のエステルからなる．本品は，定量するとき，酢酸リナリル（Ｃ12Ｈ20Ｏ2：196.29）

90.0％以上を含む． 

918 51 532167 酢酸リナリル変性アルコール     本品は，「エタノール」に酢酸リナリルを加え，変性させたものである． 

919 51 001270 酢酸レチノール ビタミンＡ酢酸エステル ビタミンＡアセテート 本品は，酢酸レチノール（Ｃ22Ｈ32Ｏ2：328.49）又は酢酸レチノールに植物油を加えたものである．本品は定量

するとき，表示ビタミンＡ単位の 95～105％を含む． 

920 51 523103 サクシニルアテロコラーゲン液     本品は，コラーゲンのテロペプタイドを酵素により取り除いて得た水溶性コラーゲンを，サクシニル化した，サク

シニルアテロコラーゲンの水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.02～1.0％を含む． 

921 51 523104 サクシニル化ウシ血清アルブミン処理シコ

ンエキス 

サクシニル化ウシ血清ア

ルブミン処理シコン色素液

サクシニル化牛血清アルブミン処理

シコンエキス 

本品は，ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Siebold et Zuccarini（Boraginaceae）の根から微アルカリ性エタノ

ールと「プロピレングリコール」の混液で抽出して得られたエキスにサクシニル化ウシ血清アルブミンを反応させ

て得られた沈殿を１，３-ブチレングリコール溶液に溶解したものである． 

922 51 532065 サクシニルカルボキシメチルキトサン液     本品は，「キトサン」をカルボキシメチル化し，更に N-サクシニル化したものの水溶液である． 

923 51 532066 サクシニルキトサン     本品は，「キトサン」をサクシニル化したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）4.5～

7.5％を含む． 

924 51 532067 サクシニルキトサン液     本品は，「サクシニルキトサン」の水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.02～0.12％を含む． 

925 51 520486 サザンカ油     本品は，サザンカ Camellia sasanqua Thunb.（Theaceae）の種子から得た脂肪油である． 

926 51 106066 サッカリン     本品を乾燥したものは，定量するとき，サッカリン（Ｃ7Ｈ5ＮＯ3Ｓ：183.18）98.0％以上を含む． 

927 51 001272 サッカリンナトリウム   サッカリンＮａ 本品は，「サッカリン」のナトリウム塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，サッカリンナトリウム（Ｃ7Ｈ4Ｎ

ＮａＯ3Ｓ：205.17）98.0％以上を含む． 

928 1 001272 サッカリンナトリウム   サッカリン Na 本品を乾燥したものは定量するとき,サッカリンナトリウム（C７H４NNaO３S：２０５.１７）９８.０％以上を含む. 

929 51 500186 サフラワー油   ベニバナ油、紅花油 本品は，ベニバナ Carthamus tinctorius Linne´（Compositae）の種子から得た脂肪油である． 

930 51 523105 サフラワー油（２）   ベニバナ油-２、紅花油-２ 本品は，ベニバナ Carthamus  tinctorius Linne´ （Compositae）の種子から得た脂肪油で，主としてオレイン酸

からなるトリグリセライドである. 

931 51 509056 サフラワー油脂肪酸   ベニバナ油脂肪酸、紅花油脂肪酸 本品は，「サフラワー油」を加水分解して得られる脂肪酸を精製したものであり，主としてリノール酸（Ｃ18Ｈ32Ｏ

2：280.45）からなる． 

932 51 520489 サフランエキス     本品は，サフラン Crocus sativus Linne´（Iridaceae）の柱頭から水にて抽出して得られるエキスである． 

933 51 520490 サボンソウエキス     本品は，サボンソウ Saponaria officinalis Linne' （Caryophyllacea）の葉から「プロピレングリコール」，「１，３-ブチ

レングリコール」又はこれらの水溶液にて抽出して得られるエキスである． 

934 51 523106 サメ肝油     本品は，アイザメ Centrophorus atromarginatus Garman （Centrophoridae）及びその近縁サメの肝臓から得られ

る脂肪油である． 

935 51 001617 サラシミツロウ     本品は，「ミツロウ」を漂白精製したものである． 

936 51 501139 サラシモンタンロウ モンタンワックス   本品は，褐炭を高温で蒸留又は溶剤で抽出して得られるものである． 

937 51 001274 サリチル酸     本品は，定量するとき，サリチル酸（Ｃ7Ｈ603：138.12）99.5％以上を含む. 

938 51 540040 サリチル酸２－エチルヘキシル サリチル酸オクチル サリチル酸エチルヘキシル 本品は，主としてサリチル酸と２-エチルヘキシルアルコールのエステル（Ｃ15Ｈ2203：250.33）からなる． 

939 51 102270 サリチル酸エチレングリコール   サリチル酸グリコール 本品は，定量するとき，サリチル酸エチレングリコール（Ｃ9Ｈ1004：182.17）97.0％以上を含む． 

940 51 502061 サリチル酸ジプロピレングリコール ジプロピレングリコールサ

リシレート 

サリチル酸ＤＰＧ、ＤＰＧサリシレート 本品は，主としてサリチル酸とジプロピレングリコールからなるエステル（Ｃ13Ｈ1805：254.28）である． 
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941 51 520492 サリチル酸チタン   サリチル酸塩 本品は，チタンのサリチル酸錯塩であり，定量するとき，サリチル酸チタン〔Ｔｉ（Ｃ7Ｈ403）〕2：320.08〕98.0％以上

を含む． 

942 51 001275 サリチル酸ナトリウム   サリチル酸Ｎａ、サリチル酸塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，サリチル酸ナトリウム（Ｃ7Ｈ5ＮａＯ3：160.10）99.5％以上を含む. 

943 51 001280 サリチル酸フェニル     本品を乾燥したものは，定量するとき，サリチル酸フェニル（Ｃ13Ｈ1003：214.22）99.0％以上を含む． 

944 51 504146 サリチル酸ホモメンチル ホモメンチルサリチレート   本品は，定量するとき，サリチル酸ホモメンチル（Ｃ16Ｈ2203：262.34）を 98.0％以上含む． 

945 51 002165 サリチル酸メチル     本品は，定量するとき，サリチル酸メチル（Ｃ8Ｈ803：152.15）98.0％以上を含む． 

946 51 001281 酸化亜鉛   酸化Ｚｎ 本品を強熱したものは，定量するとき，酸化亜鉛（ＺｎＯ：81.41）99.5％以上を含む． 

947 51 100457 酸化アルミニウム   酸化Ａｌ 本品を強熱したものは，定量するとき，酸化アルミニウム（Ａｌ2Ｏ3：101.96）96.0％以上を含む． 

948 51 504147 酸化アルミニウム・コバルト   酸化Ａｌ・Ｃｏ 本品は，酸化コバルトと酸化アルミニウムとの混合物を強熱したもので，主としてスピンネル構造を有する酸化ア

ルミニウムコバルトからなる． 

949 51 520497 酸化アルミニウム水和物・ケイ酸処理酸化

チタン 

  酸化Ａｌ水和物・ケイ酸処理酸化Ｔｉ 本品は，「酸化チタン」を湿式法により酸化アルミニウムの水和物及びケイ酸で表面処理したものである．本品を

乾燥したものは，定量するとき，酸化チタン（ＴｉＯ2：79.87）として 80.0％以上を含む． 

950 51 002169 酸化カルシウム 生石灰 酸化Ｃａ 本品を強熱したものは，定量するとき，酸化カルシウム（CaO：56.08）98.0％以上を含む． 

951 51 101454 酸化クロム   酸化Ｃｒ 本品は，主として三二酸化クロム（Cr2Ｏ3）からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，三二酸化クロム（Cr2

Ｏ3：151.99）95.0％以上を含む． 

952 51 520498 酸化クロム被覆雲母チタン   酸化Ｃｒ被覆雲母Ｔｉ 本品は，「雲母チタン」を「酸化クロム」で被覆したものである． 

953 51 500195 酸化ジルコニウム   酸化Ｚｒ 本品は，水酸化ジルコニウムを焼成して得た酸化ジルコニウムである．本品を乾燥したものは，定量するとき，酸

化ジルコニウム（ZrＯ2：123.22）98.0％以上を含む． 

954 51 523107 酸化セリウム     本品を乾燥したものは，定量するとき，酸化セリウム（CeＯ2：172.11）98.0％以上を含む． 

955 51 002170 酸化チタン   酸化Ｔｉ 本品を乾燥したものは，定量するとき，酸化チタン（ＴｉＯ2：79.87）90.0％以上を含む. 

956 51 510038 酸化チタンゾル   酸化Ｔｉゾル 本品は，無水ケイ酸被覆酸化チタンの水分散液である．本品は，定量するとき，酸化チタン（ＴｉＯ2：79.87）9.0

～30.0％を含む． 

957 51 532068 酸化チタン被覆還元雲母チタン（１）   酸化Ｔｉ被覆還元雲母Ｔｉ-１ 本品は，「雲母チタン」を加熱還元し，表面を黒酸化チタンとしたものに，酸化チタンの薄膜を被覆処理したもの

で，その組成は，マイカ 40～55％，酸化チタン 45～60％及び黒酸化チタン 1～5％である. 

958 51 532069 酸化チタン被覆還元雲母チタン（２）   酸化Ｔｉ被覆還元雲母Ｔｉ-２ 本品は，「雲母チタン」を加熱還元し，表面を黒酸化チタンとしたものに酸化チタンの薄膜を被覆処理したもの

である．その組成は，マイカ 30～40％，酸化チタン 60～70％及び黒酸化チタン 1～5％である． 

959 51 532070 酸化チタン被覆還元雲母チタン（３）   酸化Ｔｉ被覆還元雲母Ｔｉ-３ 本品は，「雲母チタン」を加熱還元し，表面を黒酸化チタンとしたものに酸化チタンの薄膜を被覆処理したもの

である．その組成は，マイカ 45～65％，酸化チタン 30～55％及び黒酸化チタン 1～5％である． 

960 51 532169 酸化チタン被覆還元雲母チタン（４）   酸化Ｔｉ被覆還元雲母Ｔｉ-４ 本品は，「雲母チタン」にチタン末を加え，加熱還元し，酸化チタンの一部を低次酸化チタンとしたもので，その

組成は，マイカ 65～75％，酸化チタン 25～35％及び微量の低次酸化チタンである． 

961 51 523108 酸化チタン被覆セリサイト   酸化Ｔｉ被覆セリサイト 本品は，「セリサイト」に「酸化チタン」の薄膜を被覆処理したものである． 

962 51 523109 酸化チタン・無水ケイ酸複合物   酸化Ｔｉ・無水ケイ酸複合物 本品は，「酸化チタン」を「無水ケイ酸」で被覆したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，酸化チタ

ン（ＴｉＯ2：79.87）77.0～87.0％及び二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：60.08）13.0～23.0％を含む． 

963 51 507062 酸化鉄・酸化チタン焼結物   酸化Ｆｅ・酸化Ｔｉ焼結物 本品は，「酸化チタン」と酸化鉄の混合物（199：1～7：3）であり，大気中で約 660～1050℃で 0.5～4 時間加熱焼

結して得たものである． 

964 51 001282 酸化マグネシウム   酸化Ｍｇ 本品を強熱したものは，定量するとき，酸化マグネシウム（ＭｇO：40.30）96.0％以上を含む． 

965 51 106195 サンザシエキス     本品は，サンザシ Crataegus cuneata Siebold et Zuccarini （Rosaceae）の果実から，水，「エタノール」，「プロピレ

ングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」，「ジエチレングリコールエチルエーテル」又はこれらの混液にて抽

出して得られるエキスである． 

966 1 120104 サンシシ 山梔子   本品はクチナシ Gardenia jasminoides Ellis （Rubiaceae）の果実である. 

967 99 999999 サンシチニンジンエキス     本 品 は 、 サ ン シ チ ニ ン ジ ン  Panax notoginseng （ Burk. ） F.H.Chen ［ Ｐ ａ ｎ ａ ｘ  pseudoginseng 

Wall.var.notoginseng （Burk.） Hoo et Tseng］（Araliaceae）の根からエタノール溶液にて抽出して得られたエキ

スである。 

968 51 520510 サンショウエキス   山椒エキス 本品は，サンショウ Zanthoxylum piperitum D.C.又はその他同属植物（Rutaceae）の成熟した果皮から，エタノー

ル溶液にて抽出して得られるエキスである． 

969 51 523110 シア脂     本品は，シア Butyrospermum parkii Kotschy （Sapotaceae ）のうちマンギフォリア品種 Mangifolia の種子から得

た脂肪である． 
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970 51 520514 Ｎ，Ｎ’－ジアセチル－Ｌ－シスチンジメチ

ルエステル 

  ジアセチルシスチンジメチル 本品は，N，N′-ジアセチル-Ｌ-シスチンジメチルエステル（Ｃ12Ｈ20Ｎ2 Ｏ6Ｓ2：352.43）からなる．本品は，定

量するとき，窒素（Ｎ：14.01 ）7.5 ～8.5 ％を含む． 

971 51 523366 ジアルキルジメチルアンモニウムクロリド尿

素付加物 

  塩化ジアルキルジメチルアンモニウム

尿素付加物 

本品は，ジアルキルジメチルアンモニウムクロリドと尿素とを反応させて得られる付加物である．本品は，定量す

るとき，ジアルキルジメチルアンモニウムクロリドとして 31～37％含有する． 

972 51 504151 ジイソステアリン酸グリセリル ジ（２－ヘプチルウンデカ

ン酸）グリセリル 

  本品は，主としてイソステアリン酸とグリセリンのジエステル（Ｃ39Ｈ76Ｏ5：625.02）からなる． 

973 51 504153 ジイソステアリン酸プロピレングリコール   ジイソステアリン酸ＰＧ 本品は，主としてイソステアリン酸とプロピレングリコールとのジエステル（Ｃ39Ｈ76Ｏ4：609.02）からなる． 

974 51 520521 ジイソステアリン酸ポリエチレングリコール   ジイソステアリン酸ＰＥＧ 本品は，主としてイソステアリン酸とポリエチレングリコールのジエステルからなる．ポリエチレングリコールの平均

分子量は 400～600 である． 

975 51 520522 ジイソステアリン酸ポリグリセリル     本品は，主としてイソステアリン酸とポリグリセリンのジエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 2～10 であ

る． 

976 51 101860 ジイソプロパノールアミン   ＤＩＰＡ 本品は，主としてジイソプロパノールアミンからなる．本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，ジイソプロ

パノールアミン（Ｃ6Ｈ15ＮＯ2：133.19）として 94.0～105.0％を含む． 

977 51 502066 ジイソプロピルケイ皮酸メチル   ジイソプロピル桂皮酸メチル 本品は，定量するとき，2，5-ジイソプロピルケイ皮酸メチル（Ｃ16Ｈ22Ｏ2：246.34）97.0％以上を含む． 

978 51 520523 シイタケエキス   椎茸エキス 本品は，シイタケ Lentinus edobes Ｓｉnger（Tricholomataceae）の子実体から，水，「エタノール」，「１，３-ブチレ

ングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

979 51 522111 シイタケエキス末（１）   椎茸エキス末-１ 本品は，シイタケ Cortnellus shiitake p. Henn. （Agaricaceae）を，温湯で浸出したエキスを乾燥し粉末にしたも

ので，本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.6～1.2％を含む． 

980 51 510040 シイタケエキス末（２）   椎茸エキス末-２ 本品は，シイタケ Cortnellus shiitake p. Henn. （Agaricaceae）の菌糸体の加水分解により得たエキスを乾燥し，

粉末にしたものである。本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.6～1.2％を含む． 

981 51 101808 ジエタノールアミン   ＤＥＡ 本品は，主としてジエタノールアミンからなり，通例モノエタノールアミン及びトリエタノールアミンを含む．本品

は，定量するとき，ジエタノールアミン（Ｃ4Ｈ11ＮＯ2：105.14）として 98.0～102.0％を含む． 

982 51 540041 ジ２－エチルヘキサン酸エチレングリコー

ル 

ジオクタン酸エチレングリ

コール 

ジエチルヘキサン酸グリコール、ジオ

クタン酸グリコール 

本品は，主として２-エチルヘキサン酸とエチレングリコールのエステル（Ｃ18Ｈ3404：314.46）からなる． 

983 51 540042 ジ２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリ

コール 

ジオクタン酸ネオペンチル

グリコール 

ジエチルヘキサン酸ネオペンチルグ

リコール 

本品は，主として２-エチルヘキサン酸とネオペンチルグリコールのジエステル（Ｃ21Ｈ4004：356.54）からなる． 

984 51 540043 ジ２－エチルヘキシルアミン ジオクチルアミン ジエチルヘキシルアミン 本品は，主としてジ-２-エチルヘキシルアミン（Ｃ16Ｈ35N：241.46）からなる． 

985 51 101825 ジエチレングリコール   ジグリコール 本品は，主としてジエチレングリコール（Ｃ4Ｈ10Ｏ3：106.12）からなる． 

986 51 523111 ジエチレングリコールモノエチルエーテル   ジグリコールエチルエーテル、エチル

カルビトール、エトキシジグリコール 

本品は，主としてジエチレングリコールのモノエチルエーテル（Ｃ6Ｈ1403：134.17）からなる． 

987 51 101830 ジエチレントリアミン五酢酸   ジエチレントリアミン５酢酸 本品を乾燥したものは，定量するときジエチレントリアミン五酢酸（Ｃ14Ｈ23Ｎ3Ｏ10：393.35）97.0％以上を含む． 

988 51 520528 ジエチレントリアミン五酢酸五ナトリウム   ジエチレントリアミン５酢酸５Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，ジエチレントリアミン五酢酸五ナトリウム（Ｃ14Ｈ18Ｎ3010Na5：503.26）

87.0％以上を含む． 

989 51 500593 ジエチレントリアミン五酢酸五ナトリウム液   ジエチレントリアミン５酢酸５Ｎａ液 本品は，ジエチレントリアミン五酢酸五ナトリウムの水溶液である．本品を定量するとき，表示量の 90～105％に

対応するジエチレントリアミン五酢酸五ナトリウム（Ｃ14Ｈ18Ｎ3Na5Ｏ10：503.26）を含む． 

990 51 103201 ジオウエキス     本品は，アカヤジオウ Rehmannia glutinosa Liboschitz var．  purpurea Makino 又はその他同属植物

（Scrophulariaceae）の根から水，「エタノール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得ら

れるエキスである． 

991 51 532234 ジオクチルシクロヘキサン     本品は，主としてジオクチルシクロヘキサン（Ｃ22Ｈ44：308.58）からなる． 

992 51 501060 ジオレイン酸エチレングリコール   ジオレイン酸グリコール 本品は，主として「オレイン酸」とエチレングリコールのジエステルからなる． 

993 51 500199 ジオレイン酸プロピレングリコール   ジオレイン酸ＰＧ 本品は，主として「オレイン酸」と「プロピレングリコール」のジエステルからなる． 

994 51 540045 ジオレイン酸ヘキサグリセリル     本品は，主として「オレイン酸」とヘキサグリセリンのジエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 6 である． 

995 51 502069 ジオレイン酸ポリエチレングリコール   ジオレイン酸ＰＥＧ 本品は，主として「オレイン酸」とポリエチレングリコール（或いはジエチレングリコール又はトリエチレングリコー

ル）のジエステルからなる．ポリエチレングリコールの平均分子量は，200～3000 である． 

996 51 532187 ジ（カプリル・カプリン酸）ネオペンチルグリ

コール 

    本品は，主としてカプリル酸とカプリン酸の混合脂肪酸とネオペンチルグリコールのジエステルからなる． 

997 51 507063 ジ（カプリル・カプリン酸）プロピレングリコー

ル 

  ジ（カプリル・カプリン酸）ＰＧ 本品は，カプリル酸とカプリン酸の混合脂肪酸と，プロピレングリコールとのエステルで，主としてジ（カプリル・カ

プリン酸）プロピレングリコールからなる． 
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998 51 105742 ジカプリル酸ピリドキシン ビタミンＢ６ジカプリル酸エ

ステル 

ビタミンＢ６ジカプリレート 本品は，カプリル酸と「ピリドキシン」のエステルである．本品を乾燥したものは，定量するとき，ジカプリル酸ピリ

ドキシン（Ｃ24Ｈ39ＮＯ5：421.57）97.0％以上を含む． 

999 51 504161 ジカプリル酸プロピレングリコール   ジカプリル酸ＰＧ 本品は，主としてカプリル酸と「プロピレングリコール」のジエステルからなる． 

1000 51 502070 ジカプリン酸ネオペンチルグリコール     本品は，主としてカプリン酸とネオペンチルグリコールのジエステル（Ｃ25Ｈ4804：412.65）からなる． 

1001 51 502071 ジカプリン酸プロピレングリコール   ジカプリン酸ＰＧ 本品は，主としてカプリン酸とプロピレングリコールのエステル（Ｃ23Ｈ4404：384.59）からなる． 

1002 51 501061 ジカルボエトキシパントテン酸エチル     本品は，主としてジカルボエトキシパントテン酸エチル（Ｃ17Ｈ29ＮＯ9：391.41）からなる。乾燥したものは定量す

るとき，窒素（Ｎ：14.01）3.4～3.7％を含む． 

1003 51 500201 ジグリセリン     本品は，主としてグリセリンの二量体であり，ジグリセリン（Ｃ6Ｈ1405：116.17）からなる． 

1004 51 504163 ジグリセリンオレイルエーテル ジグリセリンモノオレイルエ

ーテル 

  本品は，主としてオレイルアルコールとジグリセリンからなるエーテル（Ｃ24Ｈ4805：416.63）である． 

1005 51 108572 β－シクロデキストリン     本品は，デンプンを酵素シクロデキストリングリコシルトランスフェラーゼで分解して得た環状デキストリンである． 

1006 51 110559 α－シクロデキストリン     本品はデンプンを酵素シクロデキストリングリコシルトランスフェラーゼで分解して得た環状のデキストリンであ

る． 

1007 51 520531 γ－シクロデキストリン     本品は，デンプンをシクロデキストリングリコシルトランスフェラーゼで分解して得た環状デキストリンである． 

1008 51 523367 シクロデキストリン・糖アルコール混合物     本品は，デンプンを酵素分解した後，還元して得られる 6～8 個のグルコースが α- 1，4-グルコシド結合により

環状に結合したシクロデキストリンと糖アルコールの混合物である． 

1009 51 532253 自己乳化型酒石酸ジアルキル（１４，１５）   ＳＥ酒石酸ジアルキル（１４，１５） 本品は，主として「酒石酸ジアルキル（14,15）」と，「ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンラウリルエーテル」，

ポリオキシエチレンアルキル（12,13）エーテル（3Ｅ．Ｏ．），ポリオキシエチレンアルキル（14，15）エーテル（7Ｅ．

Ｏ．）及びポリオキシエチレンアルキル（14，15）エーテル（12Ｅ．Ｏ．）との混合物である． 

1010 51 109237 自己乳化型ステアリン酸プロピレングリコー

ル 

  ＳＥステアリン酸ＰＧ 本品はステアリン酸プロピレングリコールとステアリン酸のナトリウム又はカリウム塩の混合物である． 

1011 51 523113 自己乳化型モノステアリン酸エチレングリコ

ール 

  ＳＥステアリン酸グリコール 本品は，主としてステアリン酸とエチレングリコールとのモノエステルからなり，遊離ステアリン酸及びステアリン酸

カリウムを含む． 

1012 51 540196 自己乳化型モノステアリン酸グリセリル   ＳＥステアリン酸グリセリル 本品は，「ステアリン酸」とグリセリンのモノエステルと，その他の界面活性剤との混合物である． 

1013 51 523114 自己乳化型モノステアリン酸プロピレングリ

コール 

  ＳＥステアリン酸ＰＧ 本品は，主としてモノステアリン酸プロピレングリコールとジエチルアミノエチル（パルミチン酸・ステアリン酸）エス

テルとの混合物である． 

1014 51 510041 自己乳化型モノステアリン酸ポリエチレン

グリコール（２Ｅ．Ｏ．） 

  ＳＥステアリン酸ＰＥＧ（２） 本品は，主としてポリエチレングリコールのステアリン酸エステルからなり，少量のポリエチレングリコールのジス

テアリン酸エステル，ステアリン酸カリウム及び硬化油を含み，酸化エチレンの平均付加モル数は 2 である． 

1015 51 502074 シコニン     本品を乾燥したものは，定量するとき，シコニン（Ｃ16Ｈ1605：288.30）85.0％以上を含む． 

1016 51 103874 シコンエキス     本品は，ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Siebold et Zuccarini（Boraginaceae）の根から水，「エタノール」，

「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液又はこれらの微アルカリ性溶液にて抽出

して得られるエキスである． 

1017 51 509060 シコン色素処理シルクパウダー（１）   シコン色素処理シルク末-１ 本品は，「シルク末」を，ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Siebold et Zuccarini（Boraginaceae）の根の水抽

出液に浸漬した後，ろ過して乾燥したものである． 

1018 51 509061 シコン色素処理シルクパウダー（２） シコン処理シルクパウダー シコン色素処理シルク末-２、シコン

処理シルク末 

本品は，「シルク末」を，ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Siebold et Zuccarini（Boraginaceae）の根のエタノ

ール抽出液に浸漬した後，ろ過して乾燥したものである． 

1019 51 520536 シコン末     本品は，ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Siebold et Zuccarini（Boraginaceae）の根を粉末にしたものであ

る． 

1020 51 532073 ジ酢酸モノステアリン酸グリセリル ジ酢酸ステアリン酸グリセ

リル 

ジ酢酸ステアリン酸グリセリル 本品は，主として酢酸 2 モル，ステアリン酸 1 モル及びグリセリンからなるトリエステル（Ｃ25Ｈ4606：442.00）から

なる． 

1021 99 999999 ジ水添ロジンダイマージリノレイル     本品は、主としてリノール酸を２～３分子重合して得られたダイマー酸を水素還元し、更に蒸留精製することによ

って得られたダイマージオールと水素添加ロジンを結合させたジエステルである。 

1022 51 103758 Ｌ－シスチン   シスチン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-シスチン（Ｃ6Ｈ12Ｎ2Ｏ4Ｓ2：240.30）97.0～102.0％を含む． 

1023 51 501064 ジステアリン酸エチレングリコール   ジステアリン酸グリコール 本品は，ステアリン酸とエチレングリコールのジエステル（Ｃ38Ｈ7404：595.01）からなる． 

1024 51 503060 ジステアリン酸グリセリル     本品は，主として「ステアリン酸」とグリセリンのジエステルである. 

1025 51 502075 ジステアリン酸ジエチレングリコール   ジステアリン酸ジグリコール 本品は，主として「ステアリン酸」とジエチレングリコールのジエステル（Ｃ40Ｈ7805：639.04）からなる． 

1026 51 501065 ジステアリン酸ソルビタン     本品は，主として「ステアリン酸」とソルビタンのジエステルからなる. 
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1027 51 523115 ジステアリン酸プロピレングリコール   ジステアリン酸ＰＧ 本品は，主としてステアリン酸とプロピレングリコールのジエステル（Ｃ39Ｈ76Ｏ4：609.02）からなる． 

1028 99 999999 ジステアリン酸ポリエチレングリコール     本品は、主としてポリエチレングリコールのステアリン酸ジエルテルからなる。（３E.O.） 

1029 51 523116 ジステアリン酸ポリエチレングリコール（１）   ジステアリン酸ＰＥＧ-１ 本品は，主としてステアリン酸とポリエチレングリコールのジエステルからなる．ポリエチレングリコールの平均分

子量は，134～7000 である． 

1030 51 523117 ジステアリン酸ポリエチレングリコール（２）   ジステアリン酸ＰＥＧ-２ 本品は，主としてステアリン酸とポリエチレングリコールとのジエステルからなる，ポリエチレングリコ-ルの平均分

子量は 11，000 である． 

1031 51 520543 ジステアリン酸ポリオキシエチレントリメチロ

ールプロパン 

  ジステアリン酸ＰＯＥ・ＴＭＰ 本品は，主としてステアリン酸とポリオキシエチレントリメチロールプロパンとのジエステルからなり，酸化エチレン

の平均付加モル数は 4 である． 

1032 51 520544 ジステアリン酸ポリオキシエチレンメチルグ

ルコシド 

  ジステアリン酸ＰＯＥメチルグルコシド 本品は，主として，ステアリン酸とメチルグルコシドとのジエステルに酸化エチレンを付加重合したものであり，酸

化エチレンの平均付加モル数は 20 である． 

1033 51 520545 ジステアリン酸ポリオキシプロピレンメチル

グルコシド 

  ジステアリン酸ＰＯＰメチルグルコシド 本品は，主として，ステアリン酸とメチルグルコシドのジエステルに酸化プロピレンを付加重合したものであり，酸

化プロピレンの平均付加モル数は 20 である． 

1034 51 520546 ジステアリン酸ポリグリセリル     本品は，主としてステアリン酸とポリグリセリンのジエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 6～10 である． 

1035 51 003614 Ｌ-システイン   システイン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-システイン（Ｃ3Ｈ7ＮＯ22Ｓ：121.16）97.0～102.0％を含む． 

1036 51 511032 ジセトステアリルリン酸モノエタノールアミン   ジセトステアリルリン酸ＭＥＡ 本品は，主としてリン酸とセトステアリルアルコールのジエステルのモノエタノールアミン塩である． 

1037 51 523118 シソエキス（１）   シソエキス-１、紫蘇エキス-１ 本品は，シソ Perilla frutescens Britton var. acuta Kudo 又はその他近縁植物（Labiatae）の葉及び枝先から「１，

３-ブチレングリコール」，エタノール溶液又は 1,3-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1038 51 523119 シソエキス（２） ソヨウエキス（２） シソエキス-２、紫蘇エキス-２、ソヨウ

エキス-２ 

本品は，シソ Perilla frutescens Britton var. acuta Kudo 又はその他近縁植物（Labiatae）の葉から水で抽出して

得られるエキスで，通常「エタノール」を含む． 

1039 51 523370 ジチオジグリコール酸     本品は，定量するとき，ジチオジグリコール酸（Ｃ4Ｈ6Ｏ4Ｓ2：182.22）90.0％以上を含む． 

1040 51 523120 ジチオジグリコール酸ジアンモニウム液     本品は，ジチオジグリコール酸ジアンモニウムの水溶液で，定量するとき，ジチオジグリコール酸（Ｃ4Ｈ604S2：

182.22）として表示量の 95.0～105.0％を含む． 

1041 51 101637 シトステロール     本品は，主としてβ-シトステロール（Ｃ29Ｈ500：414.71）からなる． 

1042 31 520549 シトラール     本品は，シトラール（Ｃ１０Ｈ１６Ｏ）９６．０％以上を含む． 

1043 51 500207 シトロネラール     本品は，定量するとき，シトロネラール（Ｃ10Ｈ180：154.25）85.0％以上を含む． 

1044 51 500208 シトロネロール     本品は，主としてシトロネロールからなり，その他のテルペンアルコール類を含む．本品は，定量するとき，シトロ

ネロール（Ｃ10Ｈ20Ｏ：156.27）として 94.0％以上を含む． 

1045 51 520550 シナノキエキス     本品は，Tilia cordata Mill．，Tilia platyllos Scop.又は Tilia europaea Linne'（Tiliaceae）の花又は葉から，水，「エ

タノール」，「グリセリン」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得

られるエキスである． 

1046 31 999999 １.８シネオール ユーカリプトール   本品は,１,８－シネオール（C１０H１８O）８５.０％以上を含む。 

1047 51 500209 シノキサート     本品は，定量するとき，シノキサート（Ｃ14Ｈ1804：250.29）95.0～105.0％を含む. 

1048 51 502079 ジノナン酸プロピレングリコール ジペラルゴン酸プロピレン

グリコール 

ジノナン酸ＰＧ、ジペラルゴン酸ＰＧ 本品は，ノナン酸とプロピレングリコールのジエステルである． 

1049 51 540046 ジパラメトキシケイ皮酸モノ２－エチルヘキ

サン酸グリセリル 

  ジパラメトキシケイ皮酸エチルヘキサ

ン酸グリセリル、ジパラメトキシ桂皮酸

エチルヘキサン酸グリセリル 

本品は，グリセリン 1 分子，パラメトキシケイ皮酸 2 分子及び２-エチルヘキサン酸 1 分子から構成されるトリグリ

セリドである．本品は，定量するとき，ジパラメトキシケイ皮酸モノ-２-エチルヘキサン酸グリセリル（Ｃ31Ｈ3808：

538.63）93.0％以上を含む． 

1050 51 500210 ジパルミチン酸アスコルビル ビタミンＣジパルミチン酸

エステル 

ビタミンＣジパルミテート 本品は，「パルミチン酸」と「アスコルビン酸」のジエステルである．本品を乾燥したものは，定量するとき，ジパル

ミチン酸-Ｌ-アスコルビル（Ｃ38Ｈ6808：652.94）97.0％以上を含む． 

1051 51 105744 ジパルミチン酸ピリドキシン ビタミンＢ６ジパルミチン酸

エステル 

ビタミンＢ６ジパルミテート 本品は，「パルミチン酸」と「ピリドキシン」のジエステルである．本品を乾燥したものは，定量するとき，ジパルミチ

ン酸ピリドキシン（Ｃ40Ｈ71ＮＯ5：646.00）97.0％以上を含む． 

1052 51 508054 ジパルミチン酸ポリエチレングリコール１５０ ジパルミチン酸トリエチレ

ングリコール 

ジパルミチン酸ＰＥＧ１５０、ジパルミチ

ン酸ＰＥＧ（３）、ジパルミチン酸トリグリ

コール 

本品は，主としてパルチミン酸とポリエチレングリコール 150 のジエステルからなる． 

1053 51 504172 ジヒドロキシエチルラウリルアミンオキシド液     本品は，主としてジヒドロキシエチルラウリルアミンオキシドの水溶液である． 

1054 51 501066 ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノン     本品を乾燥したものは，定量するとき，2,2'-ジヒドロキシ-4,4'-ジメトキシベンゾフェノン（Ｃ15Ｈ1405：274.27）

95.0～105.0％を含む． 
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1055 51 501067 ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノンジスル

ホン酸ナトリウム 

２，２'－ジヒドロキシ-４，４'

－ジメトキシベンゾフェノン

-５，５'－ジスルホン酸ナト

リウム 

ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノン

ジスルホン酸Ｎａ 

本品は，ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノンをスルホン化したもののナトリウム塩である． 

1056 51 501068 ジヒドロキシベンゾフェノン     本品は，主として 2,4-ジヒドロキシベンゾフェノン（Ｃ13Ｈ1003：214.22）である． 

1057 51 500212 ジヒドロコレステロール     本品を乾燥したものは，定量するとき，ジヒドロコレステロール（Ｃ27Ｈ480：388.68）として 95.0％以上を含む． 

1058 51 532074 ジヒドロラノステロール     本品は，「ラノステロール」を還元して得られるトリテルペンアルコールである．本品を乾燥したものは，定量する

とき，ジヒドロラノステロール（Ｃ30Ｈ520：428.73）95.0％以上を含む． 

1059 51 540044 ジ－ｄｌ－ピロリドンカルボン酸アルミニウム

液 

  ジ－ｄｌ－ＰＣＡ・Ａｌ液 本品は，ジ-dＬ-ピロリドンカルボン酸アルミニウムの 40％水溶液であり，定量するとき，ジ-dＬ-ピロリドンカルボ

ン酸アルミニウム（Ｃ10Ｈ13ＡｌＮ2Ｏ7：300.20）として 38～42％を含む． 

1060 51 532293 ジフェニルポリシロキサン・ジメチルポリシロ

キサン共重合体 

  ジフェニルポリシロキサン・ジメチコン

共重合体 

本品は，10～20 モルのジフェニルシロキサンと 250～350 モルのジメチルシロキサンからなる共重合体である． 

1061 51 005217 ジブチルヒドロキシトルエン   ＢＨＴ 本品は，主としてジブチルヒドロキシトルエン（Ｃ15Ｈ240：220.35）からなる． 

1062 51 101938 ジプロピレングリコール   ＤＰＧ 本品は，主としてジプロピレングリコール（Ｃ6Ｈ1403：134.17）からなる． 

1063 51 523121 ジヘプタデシルケトン ステアロン   本品は，主としてジヘプタデシルケトン（Ｃ35Ｈ700：506.93）からなる． 

1064 51 532075 ジペンタエリトリット（２－エチルヘキサン

酸・ベヘン酸）エステル 

  （エチルヘキサン酸・ベヘン酸）ジペ

ンタエリトリット、（エチルヘキサン酸・

ベヘン酸）ジペンタエリスリチル 

本品は，２-エチルヘキサン酸及びベヘン酸からなる混合脂肪酸とジペンタエリトリットとのエステルである． 

1065 51 504174 ジペンタエリトリット脂肪酸エステル（１）   脂肪酸ジペンタエリスリチル-１ 本品は，主として 12-ヒドロキシステアリン酸，ステアリン酸，ロジン酸からなる混合酸とジペンタエリトリットのエス

テルからなる． 

1066 51 508055 ジペンタエリトリット脂肪酸エステル（２）   脂肪酸ジペンタエリスリチル-２ 本品は，主としてイソステアリン酸と 12-ヒドロキシステアリン酸からなる混合脂肪酸とジペンタエリトリットのエステ

ルからなる． 

1067 99 999999 ジポリヒドロキシステアリン酸ポリエチレング

リコール 

  ジポリヒドロキシステアリン酸ＰＥＧ 本品は、主としてポリエチレングリコールとポリヒドロキシステアリン酸のジエステルで、平均分子量は４５００であ

る。 

1068 51 509063 ジミリスチン酸アルミニウム   ジミリスチン酸Ａｌ 本品は，主としてジミリスチン酸アルミニウムからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，アルミニウム（Ａｌ：

25.98）4.5～7.0％を含む． 

1069 51 523371 ジミリスチン酸プロピレングリコール   ジミリスチン酸ＰＧ 本品は，主として「ミリスチン酸」と「プロピレングリコール」のジエステル（Ｃ39Ｈ7604：496.81）からなる． 

1070 51 508056 ジメチルアミノエチルメタクリレート処理シル

クパウダー 

  メタクリル酸ジメチルアミノエチル処理

シルク末、ジメチルアミノエチルメタク

リレート処理シルク末 

本品は，カイコガ Bombyx mori （Bombycidae）のまゆから得られる絹を精練し，微細化した後，ジメチルアミノエ

チルメタクリレートで表面処理したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）12.0～

16.0％を含む． 

1071 51 005219 ジメチルエーテル   ＤＭＥ 本品は，主として，ジメチルエーテル（Ｃ2Ｈ6O）からなる. 

1072 51 504268 ジメチルオクタン酸オクチルドデシル ネオデカン酸オクチルドデ

シル 

  本品は，定量するとき，ジメチルオクタン酸オクチルドデシル（Ｃ30Ｈ60Ｏ2：452.80）を 90.0％以上含む. 

1073 51 500215 ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル   ネオデカン酸ヘキシルデシル 本品は，主として 2,2-ジメチルオクタン酸と 2-へキシルデカノールのエステル（Ｃ26Ｈ52Ｏ2：396.69）からなる． 

1074 51 520553 ジメチルジステアリルアンモニウムヘクトラ

イト 

塩化ジステアリルジメチル

アンモニウム処理ヘクトラ

イト 

ジステアリルジメチルアンモニウムヘ

クトライト 

本品は，ヘクトライト中の主としてナトリウムイオンからなるカチオンをジステアリルジメチルアンモニウムでイオン

交換して得られるものである． 

1075 51 520554 ジメチルジステアリルアンモニウムベントナ

イト 

塩化ジステアリルジメチル

アンモニウム処理ベントナ

イト 

ジステアリルジメチルアンモニウムベ

ントナイト 

本品は，ベントナイト中の主としてナトリウムイオンからなるカチオンをジステアリルジメチルアンモニウムでイオン

交換て得られるものである． 

1076 51 532260 ジメチルシラノール・ヒアルロン酸縮合液     本品は，主としてジメチルシラノールのヒアルロン酸ジエステルの水溶液で，ムコ多糖を含むものもある． 

1077 99 999999 ジメチルシロキサン・メチル（ウンデシルグリ

セリルエーテル）シロキサン共重合体 

  ジメチルシロキサン・メチルウンデシ

ルグリセリルエーテルシロキサン共重

合体 

本品は、ジメチルシロキサンとメチル（ウンデシルグリセリルエーテル）シロキサンの共重合体である。 

1078 51 532294 ジメチルシロキサン・メチル［３－［３－｛Ｎ－

カルボキシラトメチル-Ｎ－（２－ヒドロキシ

エチル）-Ｎ－メチルアンモニオ｝-２－ヒドロ

キシプロポキシ］プロピル］シロキサン共重

酢酸ベタイングラフト化ポ

リシロキサン液 

ジメチルシロキサン・メチルカルボキ

シラトメチルヒドロキシエチルメチルア

ンモニオヒドロキシプロポキシプロピ

ルシロキサン共重合体液 

本品は，主としてジメチルシロキサンとメチル［3-［3-｛N-カルボキシラトメチル-N-（2-ヒドロキシエチル）-N-メチ

ルアンモニオ｝-2-ヒドロキシプロポキシ］プロピル］シロキサンとの共重合体からなる． 
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合体液 

1079 51 508057 ジメチルシロキサン・メチルステアロキシシ

ロキサン共重合体 

ジメチル／ステアロキシポ

リシロキサン 

  本品は，ジメチルシロキサンとメチルステアロキシシロキサンの共重合体である． 

1080 51 508058 ジメチルシロキサン・メチルセチルオキシシ

ロキサン共重合体 

    本品は，ジメチルシロキサンとメチルセチルオキシシロキサンの共重合体である． 

1081 51 508059 ジメチルステアリルアミン   ステアリルジメチルアミン 本品は，主としてジメチルステアリルアミン（Ｃ200Ｈ43N：297.56）からなる． 

1082 51 520561 Ｎ，Ｎ－ジメチル-Ｎ－ラウロイル-ＤＬ－リ

ジン 

  ジメチルラウロイル-ＤＬ－リジン 本品は，主として N，N-ジメチル-N-ラウロイル-ＤＬ-リジンからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）7.1～8.0％を含む． 

1083 51 523122 ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリジ

ンプロピオン酸２－エチルヘキシル 

（Ｚ）-４－（３，４－ジメトキ

シベンジリデン）-２，５－ジ

オキソ-１－イミダゾリジン

プロピオン酸２－エチルヘ

キシル 

ジメトキシベンジリデンジオキソイミダ

ゾリジンプロピオン酸エチルヘキシル

本品は，定量するとき，（Z）-4-（3，4-ジメトキシベンジリデン）-2，5-ジオキソ-1-イミダゾリジンプロピオン酸２-エ

チルヘキシル（Ｃ23Ｈ32Ｎ2Ｏ6：432.51）98.0％以上を含む． 

1084 51 520562 シモツケソウエキス シモツケエキス   本品は，セイヨウナツユキソウ Filipendula ulmaria Maximowicz（Rosaceae）の花序から「プロピレングリコール」，

「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの水溶液で抽出して得られるエキスである． 

1085 51 520563 ジモンタン酸エチレングリコール・ジモンタ

ン酸ブタンジオール混合物 

  ジモンタン酸グリコール・ジモンタン酸

ＢＧ混合物 

本品は，主としてモンタン酸と「1,3-ブタンジオール」及びエチレングリコールからなるジエステルの混合物であ

る． 

1086 51 105085 シャクヤクエキス シャクヤク浸出液   本品は，シャクヤク Paeonia lactiflora Pallas（Paeonia albiflora Pallas var． trichocarpa Bunge ）又はその他近縁

植物（Paeoniaceae）の根から，水，「エタノール」，「１，３-ブチレングリコール」，又はこれらの混液にて抽出して

得られるエキスである． 

1087 51 500216 臭化アルキルイソキノリニウム液     本品は，主として臭化ラウリルイソキノリニウムからなる臭化アルキルイソキノリウムを「イソプロパノール」，エタノ

ール，水又はこれらの混液に溶かしたものである．本品は，定量するとき，表示量の 90～120％に対応する臭化

アルキルイソキノリニウム〔臭化ラウリルイソキノリニウム（Ｃ21Ｈ32ＢｒＮ：378.39）として〕を含む． 

1088 1 001317 臭化カリウム   臭化Ｋ 本品を乾燥したものは定量するとき，臭化カリウム（ＫＢｒ）９９．０％以上を含む． 

1089 51 504180 臭化ステアリルトリメチルアンモニウム     本品は，主として臭化ステアリルトリメチルアンモニウムからなり，通常「イソプロパノール」，「エタノール」，水又

はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき，臭化ステアリルトリメチルアンモニウム（Ｃ21Ｈ46ＢｒＮ：392.50）と

して，表示量の 90～110％を含む． 

1090 51 540197 臭化セチルトリメチルアンモニウム液     本品は，主として臭化セチルトリメチルアンモニウムからなり，通常，「イソプロパノール」，エタノール，水又はこ

れらの混液を含む．本品は，定量するとき，臭化セチルトリメチルアンモニウム（Ｃ19Ｈ42ＢｒＮ：364.45）として表

示量の 90～110％を含む． 

1091 51 510043 臭化セチルトリメチルアンモニウム末     本品は，主として臭化セチルトリメチルアンモニウムからなり，本品を乾燥したものは，定量するとき，臭化セチル

トリメチルアンモニウム（Ｃ19Ｈ42ＢｒＮ：364.45）96.0％以上を含む． 

1092 51 102022 臭化ドミフェン     本品は，主として臭化ドミフェンからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，臭化ドミフェン（Ｃ22Ｈ40ＢｒＮ

Ｏ：414.46）として 95.0～105.0％を含む． 

1093 51 504181 臭化ラウリルトリメチルアンモニウム ラウリルトリメチルアンモニ

ウムブロマイド 

  本品は，定量するとき，臭化ラウリルトリメチルアンモニウム（Ｃ15Ｈ34ＮＢｒ：308.34）として表示量の 90～110％を

含む． 

1094 51 500219 シュウ酸ナトリウム   シュウ酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，シュウ酸ナトリウム（Ｃ2Na2Ｏ4：134.00）99.0％以上を含む． 

1095 51 102774 重質炭酸カルシウム   重質炭酸Ｃａ 本品は，炭酸カルシウムの原石を粉砕して製したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，炭酸カル

シウム（CaCＯ3：100.09）97.0％以上を含む． 

1096 51 001398 重質炭酸マグネシウム   重質炭酸Ｍｇ 本品は，含水塩基性炭酸マグネシウム又は含水正炭酸マグネシウムからなる．本品は，定量するとき，酸化マグ

ネシウム（ＭｇO：40.30）として 40.0～43.5％を含む． 

1097 51 502171 重質流動イソパラフィン 水素添加ポリブテン 水添ポリブテン 本品は，イソブテンとn-ブテンを共重合した後，水素添加して得られる側鎖を有する炭化水素の混合物である． 

1098 51 500223 臭素酸ナトリウム   臭素酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，臭素酸ナトリウム（NaBrＯ3：150.89）98.5％以上を含む． 

1099 51 523123 縮合リシノレイン酸ポリグリセリル     本品は，主としてリシノレイン酸の 5 量体とポリグリセリンのエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 6 であ

る． 

1100 51 510044 ジュズダマエキス     本品は，ジュズダマ Coix lacryma-jobi L. var. susutama Honda （Gramineae）からエタノール溶液にて抽出して

得られたエキスを蒸発乾固したものの 50％エタノール溶液である． 

1101 51 520567 ジュズダマ油     本品は，ジュズダマ Coix lacryma-jobi Linne´（Gramineae）の種子から得た脂肪油である． 
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1102 51 001325 酒石酸     本品を乾燥したものは，定量するとき，酒石酸（Ｃ4Ｈ606：150.09）99.7％以上を含む． 

1103 51 532255 酒石酸ジアルキル（１２，１３）     本品は，主として酒石酸と炭素数 12，13 の分岐アルキル基を有するアルコールのジエステルである． 

1104 51 532254 酒石酸ジアルキル（１４，１５）     本品は，主として酒石酸と炭素数 14，15 のアルキル基を有するアルコールのジエステルである． 

1105 1 120115 ショウキョウ 生姜 乾生姜 本品はショウガ Zingiber officinale Roscoe (Zingiberaceae) の根茎である． 

1106 51 510045 ショウキョウエキス   ショウキョウエキス 本品は，ショウガ Zingiber officinale Roscoe （Zingiberaceae）の根茎から水，「エタノール」又はこれらの混液にて

抽出して得られるエキスである． 

1107 51 106536 ショウキョウチンキ   ショウキョウエキス 本品は，ショウガ Zingiber officinale Roscoe（Zingiberaceae）の根茎をエタノールで浸出して製したチンキ剤で，

本品 1000mL は，日本薬局方ショウキョウを粗末にしたもの 200g に薄めた「エタノール」（37→50）約 600mL を加

え，時々かき混ぜながら可溶性成分がじゅうぶんに溶けるまで放置して布ごしし，残留物を薄めた「エタノール」

（37→50）少量で洗い，圧搾し，浸出液及び洗液を合わせ，2 日間放置した後，ろ過し，更に薄めた「エタノー

ル」（37→50）を加えて全量を 1000mL として製する． 

1108 99 999999 硝酸カリウム   硝酸Ｋ 本品を乾燥したものは、定量するとき、硝酸カリウム（KNO３：１０１.１０）を９９.０％を以上含む。 

1109 51 520568 焼成セリサイト 焼成絹雲母   本品は，「セリサイト」を 1000℃で 2 時間焼成したものである． 

1110 51 002231 焼セッコウ     本品は，主として CaＳＯ4・1/2Ｈ2O からなる． 

1111 99 999999 ショウブエキス末     本品はショウブ Acorus calamus L.var.angustatus Besser の乾燥根茎を精製水にて抽出し,粉末としたものであ

る。 

1112 99 999999 ショウブ抽出液   ショウブエキス ショウブ：Acorus Calamus Linne var.angustatus Besser の根茎（菖蒲根）：を３０v/v％エタノールにて抽出したも

のである。 

1113 51 520569 ショウブ根エキス     本品は，ショウブ Acorus calamus Linne´var. angustatus Besser（Araceae）の根茎から，エタノール溶液にて抽出

して得られるエキスである． 

1114 51 121053 ショウブ根末     本品は，ショウブ Acorus calamus Linne´var. angustatus Besser 又はその他同属植物（Araceae）の根茎を粉末

にしたものである． 

1115 51 507066 蒸留ハッカ水     本品はセイヨウハッカ Mentha piperita L.（ Labiatae）を水蒸気蒸留によって得られる水層成分である． 

1116 51 520576 植物性スクワラン     本品は，「オリブ油」，「コメヌカ油」，「コムギ胚芽油」，「ゴマ油」などの植物油から抽出されたスクワレンを水素添

加したものである．本品は定量するとき，スクワラン（Ｃ30Ｈ62：422.81）75.0％以上を含有する． 

1117 99 999999 植物抽出液 HS     本品は下記に示す各生薬をそれぞれ別個に９０v/v％エタノールで抽出し、得られた成分を５０v/v％エタノール

に溶かし規定量としたのち、各抽出液を等量ずつ混合したものである。 

1118 99 999999 植物抽出液＜ノナコンプレックス＞     本品は下記に示す各植物をそれぞれ５０％１,３－ブチレングリコールで抽出し、得られた抽出液を等量ずつ混

合したものでる。 

1119 51 523126 植物油脂肪酸グリセリル・植物油脂肪酸ポ

リエチレングリコール混合物 

植物油・ポリエチレングリコ

ールエステル混合物 

植物油脂肪酸グリセリル・植物油脂

肪酸ＰＥＧ混合物、植物油・ＰＥＧエス

テル混合物 

本品は，植物油と分子量 300～400 のポリエチレングリコールとのエステル交換により得られるもので，主として，

不飽和脂肪酸のグリセリドと，不飽和脂肪酸とポリエチレングリコールのモノ，ジエステルからなる． 

1120 51 502082 ショ糖酢酸イソ酪酸エステル     本品は，酢酸及びイソ酪酸の混合物とショ糖のエステルである． 

1121 51 005227 ショ糖脂肪酸エステル     本品は，脂肪酸とショ糖のエステルからなる. 

1122 51 523127 ジラウリン酸グリセリル     本品は，主として「ラウリン酸」とグリセリンのジエステル（Ｃ27Ｈ5205：456.70）からなる． 

1123 51 501072 ジラウリン酸ジエチレングリコール   ジラウリン酸ジグリコール 本品は，主として「ラウリン酸」と「ジエチレングリコール」のジエステルからなる． 

1124 51 502083 ジラウリン酸ポリエチレングリコール ポリオキシエチレンジラウリ

ン酸 

ジラウリン酸ＰＥＧ、ＰＯＥジラウリン酸 本品は，主として「ラウリン酸」とポリエチレングリコールのジエステルからなる．酸化エチレンの平均付加モル数

は 4～70 である． 

1125 51 520581 シラカバエキス バーチエキス   本品は，ヨーロッパシラカバ Betula pendula Roth．又はその他同属植物（Betulaceae）の葉，樹皮又は木部から

水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液で抽出して得られる

エキスである． 

1126 51 532076 シラカバエキス（２） バーチエキス シラカバエキス-２ 本品は，ヨーロッパシラカバBetula alba Linne´ （Betulaceae）の葉及び樹液から水と「１，３-ブチレングリコール」

の混液で抽出して得られるエキスである． 

1127 51 520582 シラカバ樹液     本品は，ヨーロッパシラカバ Betula pendula Linne´（Betulaceae）の幹より採取した樹液である． 

1128 99 999999 紫蘭根エキス     本品は,シラン（紫蘭）Bletilla striata（Thunb.）Ｒｅｉｃｈｂ.fil.の球根を乾燥したものから,水にて抽出して得られるエ

キスである. 

1129 51 500227 シリコーン樹脂     本品は，主としてメチルポリシロキサンに微粉状の二酸化ケイ素を配合し，熱処理等を施したものである． 
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1130 51 509064 ジリシノレイン酸ポリエチレングリコール   ジリシノレイン酸ＰＥＧ 本品は，主としてリシノレイン酸と「ポリエチレングリコール 1000」のジエステルからなり，「プロピレングリコール」

及び水を含む 

1131 51 509065 ジリノール酸・エチレンジアミン縮合物     本品は，「リノール酸」を主とする不飽和脂肪酸の 2 量体とエチレンジアミンの等モル縮合物である． 

1132 51 532267 シリル化処理無水ケイ酸     本品は，「無水ケイ酸」の表面をシリル化剤により処理して得られるものである． 

1133 51 507067 シルク抽出液     本品は，カイコガ Bombyx  mori  Linnaeus（Bombycidae）から得られる絹繊維を希硫酸溶液で抽出して得られ

たペプタイド溶液であり，窒素（Ｎ：14.01）として，0.3～0.7w/v％含む． 

1134 51 520585 シルク末 絹粉、シルクパウダー   本品は，カイコガ Bombyx  mori  Linnaeus（Bombycidae）のまゆから得られる絹繊維より得たフィブロインの粉

体である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）13.0～20.0％を含む． 

1135 99 999999 ジンギベルプルプレウム根エキス     本品は,Zingiber purpureum Roxb.（Zingiberaceae） の根茎を９０vol％エタノール溶液にて抽出し,得られた成分

を１,３ーブチレングリコールに溶かしたものである. 

1136 99 999999 親水性乳酸菌発酵米     本品は、コメ（Oryza sativa Linne.（Gramineae））の種子から得られる精白米を乳酸菌で発酵させたのち、水洗、

乾燥、粉砕して得られた乳酸菌発酵米に粧原基「Lーアルギニン」及び粧配規「マルチトール液」を配合した粉

体である。 

1137 51 540199 親油型モノオレイン酸グリセリル   親油型オレイン酸グリセリル 本品は，主として「オレイン酸」とグリセリンのモノエステルからなり，ジエステル，トリエステル等も含む． 

1138 51 540200 親油型モノステアリン酸グリセリル   親油型ステアリン酸グリセリル 本品は，主として「ステアリン酸」とグリセリンのモノエステルからなり，ジエステル，トリエステル等も含む. 

1139 51 520587 スイカズラエキス     本品は，スイカズラ Lonicera japonica Thunberg 又はその他同属植物（Caprifoliaceae）の花，葉又は茎から水，

「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液で抽出して得られるエキ

スである． 

1140 51 100446 水酸化アルミニウム   水酸化Ａｌ 本品を乾燥したものは，定量するとき，水酸化アルミニウム〔Ａｌ（OH）3：78.00 〕98.0％以上を含む． 

1141 51 001346 水酸化カリウム   水酸化Ｋ 本品は，定量するとき，総アルカリ（KOH として）85.0％以上を含み，このうち炭酸カリウム（K2CＯ3：138.21）は，

3.5％以下である． 

1142 51 002217 水酸化カルシウム 消石灰 水酸化Ｃａ 本品は，定量するとき，水酸化カルシウム〔Ca（OH）2：74.09〕90.0％以上を含む． 

1143 51 500232 水酸化クロム   水酸化Ｃｒ 本品は，主としてオキシ水酸化クロム〔Cr2O（OH）4〕からなる．本品は，定量するとき，三二酸化クロム（Cr2Ｏ3：

151.99）として 65.0％以上を含む． 

1144 51 532077 水酸化大豆リン脂質     本品は，「大豆リン脂質」に水酸基を導入したものである． 

1145 51 001347 水酸化ナトリウム   水酸化Ｎａ 本品は，定量するとき，総アルカリ（NaOH として）95.0％以上を含み，このうち炭酸ナトリウム（Na2CＯ3：105.99）

は 3.0％以下である． 

1146 1 001347 水酸化ナトリウム   水酸化Ｎａ 本品は定量するとき,水酸化ナトリウム（NaOH）９５.０％以上を含む. 

1147 51 103940 水酸化マグネシウム   水酸化Ｍｇ 本品を乾燥したものは，定量するとき，水酸化マグネシウム（Ｍｇ（OH）2：58.32）95.0％以上を含む． 

1148 51 523129 水素添加エステルガム   水添エステルガム 本品は，主として不均化デヒドロアビエチン酸及びテトラヒドロアビエチン酸からなる混合物のグリセリンエステル

を水素添加したものである． 

1149 51 505076 水素添加ジテルペン   水添ジテルペン 本品は，ジペンテンの重合により得られるジテルペンの混合物を水素添加して得られる飽和炭化水素である． 

1150 51 509066 水素添加スチレン・メチルスチレン・インデ

ン共重合体 

  水添スチレン・メチルスチレン・インデ

ン共重合体 

本品は，スチレン・メチルスチレン・インデン共重合体を水素添加したものである． 

1151 51 504185 水素添加大豆油脂肪酸グリセリル モノ水添大豆油脂肪酸グ

リセリン 

水添大豆油脂肪酸グリセリル 本品は，主として，水素添加した大豆油脂肪酸のモノグリセライドよりなる． 

1152 51 520589 水素添加大豆リゾリン脂質 水素添加酵素処理大豆リ

ン脂質 

水添大豆リゾリン脂質、水添酵素処

理大豆リン脂質 

本品は，「大豆リン脂質」を酵素処理して得たリゾリン脂質を水素添加したものである． 

1153 51 506017 水素添加大豆リン脂質   水添大豆リン脂質 本品は，「大豆リン脂質」を水素添加したものである． 

1154 99 999999 水素添加大豆リン脂質 M     本品は、「大豆リン脂質」を水素添加したもので、主としてリン脂質からなる。 

1155 51 509067 水素添加トリテルペン混合物   水添トリテルペン混合物 本品は，リモネンの重合により得られるトリテルペンの混合物に水素添加して得られる飽和炭化水素である． 

1156 51 520591 水素添加ホホバ油   水添ホホバ油 本品は，「ホホバ油」を水素添加して得られるものである． 

1157 51 505093 水素添加ヤシ油   水添ヤシ油 本品は，「ヤシ油」を水素添加して得たものである． 

1158 51 520592 水素添加ヤシ油脂肪酸   水添ヤシ油脂肪酸 本品は，「ヤシ油脂肪酸」を水素添加して得られる飽和脂肪酸である． 

1159 51 110019 水素添加ラノリンアルコール   水添ラノリンアルコール 本品は，「ラノリンアルコール」をに水素を添加して得られるたものである．本品を乾燥したものは，定量すると

き，コレステロール（Ｃ27Ｈ46O：386.65）30.0％以上を含む． 

1160 51 540202 水素添加卵黄油   水添卵黄油 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson の卵黄から得た油を水素添加したものである。 
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1161 51 523130 水素添加卵黄レシチン 水素添加卵黄リン脂質 水添卵黄レシチン、水添卵黄リン脂

質 

本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson （Phasianidae）の卵黄から得たリン脂質を水素添加したもので

ある．本品は，定量するとき，リン脂質として，表示量の 90.0％以上を含む． 

1162 51 523131 水素添加ロジン   水添ロジン 本品は，「ロジン」を水素添加したものである． 

1163 51 510046 水溶性エラスチン     本品は，ｳｼ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin の頸部の腱より抽出したエラスチンを，可溶化したもので

ある．本品は，定量するとき，エラスチン 3.5～5.5mg/mL を含む． 

1164 51 503070 水溶性コラーゲン     本品は，ウシ Bos Taurus Linne´var．domesticus Gmelin（Bovidae）又はブタ Susscrofa Linne´var．domesticus

（Suidae）の皮膚，骨髄組織から抽出したコラーゲンを乾燥したものである．本品を乾燥したものは，定量すると

き，窒素（Ｎ：14.01）14.0～19.0％を含む． 

1165 99 999999 水溶性コラーゲン液     本品は、キンメダイ目キンメダイ科（Bericidae）の魚の皮から酢酸溶液で抽出して得られるコラーゲンの水溶液で

ある。 

1166 51 522038 水溶性コラーゲン液（１）   水溶性コラーゲン液-１ 本品は，ウシ Bos taurus Linne´ var.domesticus Gmelin（Bovidae）又はブタ Susscrofa Linne´var.domesticus 

（Suidae）の皮膚，骨髄組織から水，「エタノール」又はこれらの混液で抽出したコラーゲンの水溶液である．本品

は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.02～4.2％を含む． 

1167 51 532295 水溶性コラーゲン液（３）   水溶性コラーゲン液-３ 本品は，カレイ目ウシノシタ科（Cynoglossidae）の魚の皮から酢酸溶液で抽出して得られるコラーゲンの水溶液

である．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.02～1.0％を含む． 

1168 99 999999 水溶性コラーゲン液（４）   水溶性コラーゲン液-４ 本品は、キハダ Thunnus albacares （Bonnaterre）の魚皮から水で抽出したコラーゲンの水溶液である。本品

は、定量するとき、窒素（N：１４.０１）０.０２％～１.０％を含む。 

1169 99 999999 水溶性プロテオグリカン     本品は、フカヒレの軟骨から抽出されたプロテオグリカンの水溶液である。 

1170 51 106971 スギナエキス     本品は，スギナ Equisetum arvense Linne´（Equisetaceae）の全草より水，「エタノール」，「プロピレングリコー

ル」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液，もしくは 1％尿素含有エタノール溶液，1％尿素含有 1,3-

ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1171 51 111033 スキムミルク   脱脂粉乳 本品は，脱脂牛乳を乾燥したものである． 

1172 31 999999 スクラロース     本品を無水物換算したものは、スクラロース（C１２H１９Cl３O８）９８．０～１０２．０％を含む。 

1173 51 106906 スクワラン     本品は，アイザメ（Centrophorus）その他の主として深海に生息するサメ類の肝油から得たスクワレンを水素添加

して得られる飽和炭化水素で，主成分は，スクワラン（Ｃ30Ｈ62：422.81）からなる． 

1174 51 508064 スクワレン     本品は，サメ類の肝油をけん化し，不けん化物を減圧蒸留して得られた不飽和炭化水素（Ｃ30Ｈ50：410.72）で

ある. 

1175 51 503072 スコルジニン     本品は，ニンニク Allium scorodplasum Linne'，Allium sativum Linne' （Liliaceae）の鱗茎を脱皮，破砕し，30～

50℃で 1～2 昼夜熟成した後，約 130℃の高圧蒸気にて水蒸気蒸留を行い，揮発性物質を除去し，水蒸気蒸

留残留物を圧搾，ろ過した抽出液に活性炭を加え，活性炭に吸着したものを 50～60％メタノール液で溶出し，

この操作を 2～3 回繰り返して精製した液を低温で減圧濃縮した液をメタノール中に低温でかき混ぜながら加え

るとき，生じた結晶性析出物を低温減圧乾燥した後，粉砕して粉末としたものである． 

1176 51 523376 スズ酸ナトリウム   スズ酸Ｎａ 本品は，定量するとき，スズ酸ナトリウム（Na2SＮＯ3・3Ｈ2O：266.73）95.0％以上を含む． 

1177 51 507068 スチレン重合体エマルション   ポリスチレンエマルション 本品は，スチレン重合体のエマルションである． 

1178 51 523132 スチレン・ビニルピロリドン共重合体   スチレン・ＶＰ共重合体 本品はビニルピロリドンとスチレンの共重合体である． 

1179 51 540047 スチレン・ブタジエン共重合体エマルション     本品は，スチレンとブタジエンの共重合体のエマルションである． 

1180 51 505095 スチレン・メチルスチレン・インデン共重合

体 

ポリスチレンビニルトルエ

ン樹脂 

  本品は，スチレン，ビニルトルエン，メチルスチレン及びインデンの共重合体であり，本品の平均分子量は約

1400 である． 

1181 51 002219 ステアリルアルコール     本品は，主としてステアリルアルコール（Ｃ18Ｈ380：270.49）からなる． 

1182 51 532078 ステアリルジヒドロキシエチルベタイン液 ステアリルジヒドロキシエチ

ルアミノ酢酸液 

  本品は，主としてステアリルジヒドロキシエチルアミノ酢酸の水溶液からなる． 

1183 51 520607 ステアリルジメチルアミン     本品は，主としてステアリルジメチルアミン（Ｃ20Ｈ43N：297.56）からなる． 

1184 51 503074 ステアリルジメチルアミンオキシド     本品は，主としてステアリルジメチルアミンオキシドの水溶液で，本品を定量するとき，ステアリルジメチルアミン

オキシド（Ｃ20Ｈ43ＮＯ：313.56）として表示量の 90～110％を含む． 

1185 51 504195 ステアリルジメチルベタインナトリウム液   ステアリルジメチルベタインＮａ液 本品は，主としてステアリルジメチルアミノ酢酸ナトリウムの水溶液からなる. 

1186 51 540048 ステアリルトリメチルアンモニウムサッカリン

液 

ステアリルトリメチルアンモ

ニウムサッカリネート液 

ステアリルアンモニウムサッカリン液 本品は，主としてステアリルトリメチルアンモニウムサッカリンからなり，通常「イソプロパノール」，「エタノール」，

水又はこれらの混液を含む．本品は定量するとき，ステアリルトリメチルアンモニウムサッカリン（Ｃ28Ｈ50Ｎ203

Ｓ：494.77）として表示量の 90～110 ％を含む. 
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1187 51 532079 ステアリルベタイン液 ステアリルジメチルアミノ酢

酸液 

  本品は，主としてステアリルジメチルアミノ酢酸の水溶液からなる．本品は，定量するとき，表示量の 90.0～

110.0％に対応するステアリルジメチルアミノ酢酸を含む． 

1188 51 501075 ステアリル硫酸ナトリウム   ステアリル硫酸Ｎａ 本品は，主としてステアリル硫酸ナトリウム（Ｃ18Ｈ37NaＯ4Ｓ：372.54）からなる． 

1189 51 002220 ステアリン酸     本品は，主としてステアリン酸（Ｃ18Ｈ36Ｏ2：284.48）からなる． 

1190 51 107765 ステアリン酸亜鉛   ステアリン酸Ｚｎ 本品は，主として「ステアリン酸」の亜鉛塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，亜鉛（Ｚｎ：65.41）10.0

～12.5％を含む． 

1191 51 500239 ステアリン酸アスコルビル   ビタミンＣステアレート 本品を乾燥したものは，定量するとき，ステアリン酸-Ｌ-アスコルビル（Ｃ24Ｈ4207：442.59）93.0％以上を含む． 

1192 51 501076 ステアリン酸アミド ステアリン酸アマイド   本品は，主としてステアリン酸よりなる脂肪酸の酸アミドである． 

1193 51 100462 ステアリン酸アルミニウム   ステアリン酸Ａｌ 本品は，主としてジステアリン酸アルミニウムからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，アルミニウム（Ａｌ：

26.98）3.5～6.0％を含む． 

1194 51 501079 ステアリン酸エチル     本品は，主としてステアリン酸とエタノールのエステル（Ｃ20Ｈ40Ｏ2：312.53）からなる． 

1195 51 540049 ステアリン酸２－エチルヘキシル   ステアリン酸エチルヘキシル 本品は，主としてステアリン酸と２-エチルヘキシルアルコールのエステル（Ｃ26Ｈ52Ｏ2：396.69）からなる． 

1196 51 105523 ステアリン酸カリウム   ステアリン酸Ｋ 本品は，主としてステアリン酸のカリウム塩（Ｃ18Ｈ35KＯ2：322.57）からなる． 

1197 51 002221 ステアリン酸カルシウム   ステアリン酸Ｃａ 本品は，主として「ステアリン酸」のカルシウム塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，カルシウム（Ca：

40.08）6.4～7.1％を含む． 

1198 51 504199 ステアリン酸グリコール酸アミドエステル ステアリン酸グリコール酸

アミド 

  本品は，「ステアリン酸」と「グリコール酸」とのエステルをアミド化したものである．本品を乾燥したものは，定量す

るときステアリン酸グリコール酸アミドエステル（Ｃ20Ｈ39ＮＯ3：341.53）95.0％以上を含む． 

1199 51 500242 ステアリン酸グリチルレチニル ３－ステアロイルオキシグ

リチルレチン酸 

ステアロイルオキシグリチルレチン酸 本品を乾燥したものは，定量するとき，ステアリン酸グリチルレチニル（Ｃ48Ｈ8005：737.15）95.0％以上を含む． 

1200 51 504201 ステアリン酸硬化ヒマシ油 モノステアリン酸硬化ヒマ

シ油 

ステアリン酸水添ヒマシ油 本品は，「硬化ヒマシ油」と「ステアリン酸」のモノエステルからなる． 

1201 51 500243 ステアリン酸コレステリル     本品は，主として「ステアリン酸」と「コレステロール」のエステル（Ｃ45Ｈ80Ｏ2：653.12）からなる． 

1202 51 500244 ステアリン酸ジエタノールアミド     本品は，主として「ステアリン酸」と当量のジエタノールアミンとを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

1203 51 532080 ステアリン酸ジエタノールアミド（１：２型）     本品は，主として 1 モルのステアリン酸と 2 モルのジエタノールアミンとを縮合して得られる 1：2 型アルキロール

アミドである． 

1204 51 504202 ステアリン酸ジエチルアミノエチルアミド     本品は，主としてステアリン酸ジエチルアミノエチルアミド（Ｃ24Ｈ50Ｎ20：382.67）からなる． 

1205 51 501082 ステアリン酸ジエチレングリコール   ステアリン酸ジグリコール 本品は，主として「ステアリン酸」と「ジエチレングリコール」のモノエステル（Ｃ22Ｈ4404：372.58）からなる． 

1206 51 532081 ステアリン酸ジメチルアミノプロピルアミド     本品は，主としてステアリン酸ジメチルアミノプロピルアミド（Ｃ23Ｈ48Ｎ20：368.64）からなる． 

1207 51 520609 ステアリン酸ステアリル     本品は，主として「ステアリン酸」と「ステアリルアルコール」のエステル（Ｃ36Ｈ72Ｏ2：536.96）からなる． 

1208 51 504204 ステアリン酸ステアロイルエタノールアミド     本品は，主としてステアリン酸とステアリン酸モノエタノールアミドのエステルからなる． 

1209 51 504205 ステアリン酸トリエタノールアミン   ステアリン酸ＴＥＡ 本品は，主として「ステアリン酸」のトリエタノールアミン塩からなる． 

1210 51 106754 ステアリン酸ナトリウム   ステアリン酸Ｎａ 本品は，主として「ステアリン酸」のナトリウム塩からなる． 

1211 51 523133 ステアリン酸バクモンドウエキスエステル   ステアリン酸バクモンドウエキス 本品は，「ステアリン酸」と「バクモンドウエキス」のエステルである．本品は定量するとき，ショ糖として 15～25％

を含む． 

1212 51 111038 ステアリン酸バチル     本品は，主として「ステアリン酸」と「バチルアルコール」のモノエステルからなる． 

1213 51 101100 ステアリン酸ブチル     本品は，主として「ステアリン酸」と「ブタノール」のエステル（Ｃ22Ｈ44Ｏ2：340.58）からなる 

1214 51 540050 ステアリン酸２－ヘキシルデシル ステアリン酸イソセチル ステアリン酸ヘキシルデシル 本品は，主としてステアリン酸とイソセチルアルコールのエステル（Ｃ34Ｈ68Ｏ2：508.90）からなる． 

1215 51 504344 ステアリン酸ポリオキシエチレンステアリル

エーテル 

  ステアリン酸ＰＯＥステアリルエーテル 本品は，主としてステアリン酸とポリオキシエチレンステアリルエーテルとのエステルであり，酸化エチレンの平均

付加モル数は 4～9 である． 

1216 51 504206 ステアリン酸ポリオキシエチレンセチルエ

ーテル 

  ステアリン酸ＰＯＥセチルエーテル 本品は，主として「ステアリン酸」とポリオキシエチレンセチルエーテルのエステルである． 

1217 51 002223 ステアリン酸マグネシウム   ステアリン酸Ｍｇ 本品は，主として「ステアリン酸」のマグネシウム塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，マグネシウム

（Ｍｇ：24.31）4.0～5.0％を含む. 

1218 51 523134 ステアリン酸マグネシウム被覆酸化ジルコ

ニウム・酸化セリウム 

ステアリン酸マグネシウム

被覆ジルコニア・セリア 

ステアリン酸Ｍｇ被覆酸化Ｚｒ・酸化セ

リウム、ステアリン酸Ｍｇ被覆ジルコニ

ア・セリア 

本品は，酸化ジルコニウム及び酸化セリウムを混合，焼結し，粉砕したものに，ステアリン酸マグネシウムを被覆

処理したものである．本品を強熱したものは，定量するとき，酸化ジルコニウム（ZrＯ2：123.22）35.0～49.0％及

び酸化セリウム（CeＯ2：172.11）51.0～65.0％を含む． 

1219 51 500247 ステアリン酸モノエタノールアミド   ステアリン酸エタノールアミド 本品は，主として「ステアリン酸」と当量の「エタノールアミン」とを縮合して得られるアルキロールアミドである． 
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1220 51 503079 ステアリン酸リンゴ酸グリセリル     本品は，主として「ステアリン酸」とリンゴ酸の混合物とグリセリンからなるエステルである． 

1221 51 520620 Ｎ－ステアロイル-Ｎ－メチルタウリンナトリ

ウム 

  ステアロイルメチルタウリンＮａ 本品は，定量するとき，Ｎ-ステアロイル-Ｎ-メチルタウリンナトリウム（Ｃ21Ｈ42ＮＮａＯ4Ｓ：427.62）として，表示量

の 90.0～110.0％を含む． 

1222 99 999999 ステアロイルオキシヘプタコサノイルフィト

スフィンゴシン 

    本品は酵母（Saccharomyces）の一種である Pichia 種の代謝産物を加熱ろ過することにより無菌処理して得たフ

ィトスフィンゴシンをステアロイルヘプタコサンでアシル化し、主として Nーステアロイルオキシヘプタコサノイルフ

ィトスフィンゴシン（C６３H１２５NO６：分子量９９２.７）からなる。 

1223 51 523135 ステアロイル加水分解コラーゲンカリウム液   ステアロイル水解コラーゲンＫ液 本品は，「ステアリン酸」と「加水分解コラーゲン末」との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は，定量する

とき，窒素（Ｎ：14.01）1.2～2.7％を含む． 

1224 51 523136 ステアロイル加水分解コラーゲンナトリウム   ステアロイル水解コラーゲンＮａ 本品は，「ステアリン酸」と「加水分解コラーゲン末」との縮合物のナトリウム塩である．本品は，定量するとき，窒

素（Ｎ：14.01）5.0～12.0％を含む． 

1225 51 520616 Ｎ－ステアロイル-Ｌ－グルタミン酸   ステアロイルグルタミン酸 本品は，主として N-ステアロイル-Ｌ-グルタミン酸からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）3.1～3.4％を含む． 

1226 51 532082 Ｎ－ステアロイル-Ｌ－グルタミン酸アルミニ

ウム被覆セリサイト 

  ステアロイルグルタミン酸Ａｌ被覆セリ

サイト 

本品は，「セリサイト」をＮ-ステアロイル-Ｌ-グルタミン酸アルミニウムで被覆処理したものである. 

1227 51 532083 Ｎ－ステアロイル-Ｌ－グルタミン酸アルミニ

ウム被覆タルク 

  ステアロイルグルタミン酸Ａｌ被覆タル

ク 

本品は「タルク」をＮ-ステアロイル-Ｌ-グルタミン酸アルミニウムで被覆処理したものである． 

1228 51 523137 Ｎ－ステアロイル-Ｌ－グルタミン酸カリウム   ステアロイルグルタミン酸Ｋ 本品は，主として N-ステアロイル-Ｌ-グルタミン酸カリウムからなり，本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）2.0～3.5％を含む． 

1229 51 511035 ステアロイルグルタミン酸ジオクチルドデシ

ル 

    本品は，主として「Ｎ-ステアロイル-Ｌ-グルタミン酸」と「オクチルドデカノール」のジエステルからなる． 

1230 51 500248 Ｎ－ステアロイル-Ｌ－グルタミン酸ナトリウ

ム 

  ステアロイルグルタミン酸Ｎａ 本品は，主として N-ステアロイル-Ｌ-グルタミン酸ナトリウムからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒

素（Ｎ：14.01）2.8～3.2％を含む． 

1231 51 520617 Ｎ－ステアロイル-Ｌ－グルタミン酸二ナトリ

ウム 

  ステアロイルグルタミン酸２Ｎａ 本品は，主として「Ｎ-ステアロイル-Ｌ-グルタミン酸」のナトリウム塩からなる．本品を乾燥したものは，定量すると

き，窒素（Ｎ：14.01）2.8～3.1％を含む． 

1232 51 511036 ステアロイルジヒドロキシイソブチルアミドス

テアリン酸モノエステル 

ステアリン酸ジオキシイソ

ブチルアミドステアリン酸

モノエステル 

  本品は，主としてステアリン酸ジヒドロキシイソブチルアミドのモノエステルからなる． 

1233 51 540001 １２－ステアロイルステアリン酸２－ヘキシ

ルデシル 

１２－ステアロイルオキシス

テアリン酸イソセチル 

ステアロイルステアリン酸ヘキシルデ

シル 

本品は，主として 12-ステアロイルオキシステアリン酸と「ヘキシルデカノール」のエステル（Ｃ52Ｈ102Ｏ4：

791.36）からなる． 

1234 51 532084 １２－ステアロイルステアリン酸イソステアリ

ル 

１２－ステアロイルオキシス

テアリン酸イソステアリル

ステアロイルステアリン酸イソステアリ

ル 

本品は，主として 12-ステアロイルオキシステアリン酸と「イソステアリルアルコール」のエステル（Ｃ54Ｈ10604：

819.42）からなる． 

1235 51 508066 １２－ステアロイルステアリン酸オクチルド

デシル 

  ステアロイルステアリン酸オクチルド

デシル 

本品は，主として 12-ステアロイルステアリン酸と「オクチルドデカノール」のエステル（Ｃ56Ｈ110Ｏ4：847.47）から

なる． 

1236 51 532086 １２－ステアロイルステアリン酸ステアリル １２－ステアロイルオキシス

テアリン酸ステアリル 

ステアロイルステアリン酸ステアリル 本品は，主として 12-ステアロイルオキシステアリン酸と「ステアリルアルコール」のエステル（Ｃ54Ｈ10604：

819.42）からなる． 

1237 51 520619 ステアロイル乳酸ナトリウム   ステアロイル乳酸Ｎａ 本品は，主として「ステアリン酸」と乳酸ナトリウムのエステルからなる． 

1238 51 532203 Ｎ－ステアロイルフィトスフィンゴシン   ステアロイルフィトスフィンゴシン 本品は，酵母 Saccharomyces の代謝産物を加熱ろ過して得たフィトスフィンゴシンをステアリン酸でアシル化した

もので，主として N-ステアロイルフィトスフィンゴシン（Ｃ36Ｈ73ＮＯ4：583.97）からなる． 

1239 51 504208 ステアロイルロイシン     本品を乾燥したものは，定量するとき，N-ステアロイル-Ｌ-ロイシン（Ｃ24Ｈ47ＮＯ3：397.63）90.0％以上を含む. 

1240 51 523139 ステアロキシトリメチルシラン     本品は，「ステアリルアルコール」とヘキサメチルジシラザンの縮合物（Ｃ21Ｈ460Ｓｉ：342.67）である． 

1241 51 520621 ステアロキシメチルポリシロキサン   ステアロキシジメチコン 本品は，主として直鎖状のメチルポリシロキサンのメチル基の一部をステアロキシ基で置換したものである． 

1242 51 111653 ステビアエキス     本品は，ステビア Stevia rebaudiana Bertoni（Compositae）の地上部から水にて抽出して得られるエキスである． 

1243 99 999999 ステビアエキス     本品は、ステビア（Stevia rebaudiana Bertoni）の地上部を水にて抽出し、乾燥したものであり、ステビオサイド

（Stevioside）、レバウディオサイド A（Rebaudioside A）等数種の甘味成分を含むステビア抽出物である。 

1244 51 520624 ストロベリー果汁 イチゴ果汁   本品は，オランダイチゴ Fragaria chiloensis Duch．var．ananassa Bailey（Rosaceae）の果実（生）から圧搾して得

られる果汁である． 

1245 51 110234 スペアミント油     本品は，ミドリハッカ Mentha spicata Linne´又は Mentha gentilis Forsk （Labiatae）の全草を水蒸気蒸留して得

た精油である．本品は定量するときカルボン（Ｃ10Ｈ140：150.22）55vol％以上を含む. 
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1246 51 540051 スルホコハク酸ジ（２－エチルヘキシル）ナ

トリウム 

ジオクチルスルホコハク酸

ナトリウム 

スルホコハク酸ジエチルヘキシルＮ

ａ、ジオクチルスルホコハク酸Ｎａ 

本品は，主としてジ（２-エチルヘキシル）スルホコハク酸のナトリウム塩からなる．本品を乾燥したものを定量する

ときジ（２-エチルヘキシル）スルホコハク酸ナトリウム（Ｃ20Ｈ37ＮａＯ7Ｓ：444.56）96.0 ％以上を含む． 

1247 51 540052 スルホコハク酸ジ（２－エチルヘキシル）ナ

トリウム液 

ジオクチルスルホコハク酸

ナトリウム液 

スルホコハク酸ジエチルヘキシルＮａ

液、ジオクチルスルホコハク酸Ｎａ液

本品は，「スルホコハク酸ジ（２-エチルヘキシル）ナトリウム」の溶液で，「イソプロパノール」，「エタノール」，「プ

ロピレングリコール」，水又はこれらの混液を含む．本品は定量するとき，スルホコハク酸ジ（２-エチル）ヘキシル

ナトリウム（Ｃ20Ｈ37ＮａＯ7Ｓ：444.56）として表示量の 90％～110％を含む． 

1248 51 511037 スルホコハク酸ポリオキシエチレンモノオレ

イルアミドジナトリウム（２Ｅ．Ｏ．）液 

  スルホコハク酸ＰＯＥ（２）オレイルアミ

ド２Ｎａ液 

本品は，主としてスルホコハク酸ポリオキシエチレンモノオレイルアミドジナトリウムの水溶液である．酸化エチレ

ンの平均付加モル数は，2 である． 

1249 51 540053 スルホコハク酸ポリオキシエチレンラウロイ

ルエタノールアミド二ナトリウム（５Ｅ．Ｏ．）

液 

  スルホコハク酸ＰＯＥ（５）ラウロイルエ

タノールアミド２Ｎａ液 

本品は，スルホコハク酸ポリオキシエチレンラウロイルエタノールアミド二ナトリウムの水溶液である．酸化エチレ

ンの平均付加モル数は，5 である．定量するとき，スルホコハク酸ポリオキシエチレンラウロイルエタノールアミド

二ナトリウム（5Ｅ．Ｏ．）（Ｃ28Ｈ51ＮＮa2Ｏ13Ｓ：687.75）として表示量の 90～110 ％を含む. 

1250 51 504210 スルホコハク酸ラウリル二ナトリウム   スルホコハク酸ラウリル２Ｎａ 本品は，主としてスルホコハク酸ラウリル二ナトリウムからなり，水を含むものもある．本品を定量するとき，スルホ

コハク酸ラウリル二ナトリウム（Ｃ16Ｈ28Na2Ｏ7Ｓ：410.43）として表示量の 90～110 ％を含む． 

1251 51 500249 Ｌ－スレオニン Ｌ－トレオニン スレオニン、トレオニン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-スレオニン（Ｃ4Ｈ9ＮＯ3：119.12）98.0％以上を含む. 

1252 51 001370 精製水     本品は，日本薬局方常水を蒸留，イオン交換，超ろ過又はそれらの組み合わせにより精製して得たものであ

る． 

1253 1 001480 精製白糖     本品は精製された白糖である． 

1254 51 520656 セイヨウキズタエキス アイビーエキス   本品は，セイヨウキズタ Hedera  helix Linne（Araliaceae）の葉，茎から水，「エタノール」，「プロピレングリコー

ル」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1255 51 106281 セイヨウサンザシエキス     本品は，セイヨウサンザシ Crataegus oxyacantha Linne´（Rosaceae）の花，葉，又は果実から水，「エタノール」，

「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1256 51 503084 セイヨウニワトコエキス     本品は，セイヨウニワトコ Sambucus nigra L.の花又は果実から水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３

-ブチレングリコール」，「ヘキシレングリコール」又はこれらの混液で抽出して得られたエキスである． 

1257 51 503085 セイヨウネズエキス     本品は，セイヨウネズ Juniperus communis L．の果実から水又はプロピレングリコール溶液にて抽出して得られる

エキスである． 

1258 51 520657 セイヨウノコギリソウエキス     本品は，セイヨウノコギリソウ Achillea millefolium Linne（Compositae）の頭花又は全草から水，「エタノール」，「プ

ロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液若しくは 1％尿素含有エタノール溶液，1％

尿素含有１，３-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1259 51 106266 セイヨウハッカエキス     本品は，セイヨウハッカ Mentha piperita Linne´（Labiatae）の葉から水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，

「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1260 51 520658 セージエキス サルビアエキス   本品は，セージ Salvia  officinalis  Linne´（Labiatae）の花，葉又は全草から，水，「エタノール」，「プロピレング

リコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液若しくは 1％尿素含有エタノール溶液，1％尿素含有

１，３-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1261 51 520660 セージ水     本品は，セージ Salvia officinalis Linne´（Labiatae）の葉から水で抽出して得られたエキスを，水蒸気蒸留して得

られる液である． 

1262 51 520661 セージ末     本品は，セージ Salvia officinalis  Linne´（Labiatae）の葉を粉末としたものである． 

1263 51 523140 セージ油     本品は，セージ Salvia officinalis Linne´（Labiatae）の葉から水蒸気蒸留して得た精油である． 

1264 51 540194 合成ゼオライト ゼオライト   本品は，主として含水ケイ酸アルミニウムナトリウムからなる合成ゼオライトである． 

1265 51 504212 セスキイソステアリン酸ソルビタン     本品は，主としてイソステアリン酸とソルビタンのモノ及びジエステルの混合物である． 

1266 51 504213 セスキオレイン酸グリセリル セスキオレイン酸グリセリン   本品は，主として「オレイン酸」とグリセリンのモノ及びジエステルの混合物である． 

1267 51 502089 セスキオレイン酸ジグリセリル     本品は，「オレイン酸」と「ジグリセリン」のモノ，ジエステルの混合物である． 

1268 51 002228 セスキオレイン酸ソルビタン     本品は，主として「オレイン酸」とソルビタン及びソルバイドのジエステル及びモノエステルからなる． 

1269 51 106820 セスキステアリン酸ソルビタン     本品は，主として「ステアリン酸」とソルビタン及びソルバイドのジエステル及びモノエステルからなる． 

1270 51 503088 セスキステアリン酸メチルグルコシド     本品は，主としてステアリン酸とメチルグルコシドのモノエステル及びジエステルからなる． 

1271 51 106749 セスキ炭酸ナトリウム   セスキ炭酸 Na 本品は，定量するとき，セスキ炭酸ナトリウム（Na２CO３･NaHCO３･２H２O:２２６.０３）９７.０％以上を含む． 

1272 51 002229 セタノール     本品は，主としてセチルアルコール（Ｃ16Ｈ340：242.44）からなる． 

1273 51 500597 セチルトリメチルアンモニウムサッカリン液     本品は，主としてセチルトリメチルアンモニウムサッカリンからなり，通常「イソプロパノール」，「エタノール」，「精

製水」又はこれらの混液を含む．本品は定量するとき，セチルトリメチルアンモニウムサッカリン（Ｃ26Ｈ47Ｎ2Ｏ3

Ｓ：466.72）として表示量の 90～110％を含む． 
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1274 51 106629 セチル硫酸ナトリウム   セチル硫酸Ｎａ、セチル硫酸塩 本品は，主としてセチル硫酸ナトリウム（Ｃ16Ｈ33NaＯ4Ｓ：344.49）からなるアルキル硫酸ナトリウムである． 

1275 51 512017 セチルリン酸カリウム   セチルリン酸Ｋ 本品は，主としてモノセチルリン酸カリウム（Ｃ16Ｈ34KＯ4P：360.51）からなる． 

1276 51 504217 セチルリン酸ジエタノールアミン モノセチルリン酸ジエタノ

ールアミン 

セチルリン酸ＤＥＡ 本品は，主としてセチルリン酸のジエタノールアミン塩（Ｃ20Ｈ46ＮＯ6P：427.56）からなる. 

1277 99 999999 石けん液     本品は、主としてラウリン酸及びミリスチン酸のカリウム塩の等量混合物からなる石けんの水溶液である。 

1278 51 500255 石けん用素地     本品は，主として脂肪酸のナトリウム塩からなる． 

1279 51 520716 セトキシメチルポリシロキサン セチルオキシメチルポリシ

ロキサン 

セトキシジメチコン 本品は，主として直鎖状のメチルポリシロキサンのメチル基の一部をセトキシ基で置換したものである． 

1280 51 101316 セトステアリルアルコール   セテアリルアルコール 本品は，主として「セタノール」及び「ステアリルアルコール」からなる． 

1281 51 523141 セトステアリルグルコシド・セトステアリルア

ルコール 

  セテアリルグルコシド・セテアリルアル

コール 

本品は，セトステアリルグルコシドとセトステアリルアルコールの混合物である． 

1282 51 504218 セトステアリル硫酸ナトリウム   セトステアリル硫酸Ｎａ、セテアリル硫

酸Ｎａ 

本品は，主として「セトステアリルアルコール」のスルホン化物のナトリウム塩からなる． 

1283 51 520718 ゼニアオイエキス ウスベニアオイエキス   本品は，ウスベニアオイ Malva sylvestris Linne´（Malvaceae）の花又は花及び葉から水，「エタノール」，「プロピ

レングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1284 51 520720 ゼニアオイ末 ウスベニアオイ末   本品は，ウスベニアオイ Malva sylvestris Linne´（Malvaceae）の葉を粉末にしたものである． 

1285 51 110240 セバシン酸ジイソプロピル     本品は，主としてセバシン酸とイソプロパノールのジエステル（Ｃ16Ｈ3004：286.41）である． 

1286 51 110241 セバシン酸ジエチル     本品は，主としてセバシン酸と「エタノール」のジエステル（Ｃ14Ｈ2604：258.35）からなる． 

1287 51 540054 セバシン酸ジ２－エチルヘキシル セバシン酸ジオクチル セバシン酸ジエチルヘキシル 本品は，主としてセバシン酸と２-エチルヘキサノールのジエステル（Ｃ26Ｈ5004：426.67）からなる． 

1288 99 999999 セファランチン     本品は防己科植物タマサキツヅラフジ（Stephania cepharantha Hayata）の塊根を粗切りしたのち乾燥し、これを

メタノール、エーテル等で抽出精製したもので、ビスコクラウリン型アルカロイド（主としてセファランチン〔注１〕）を

含む粉末である。本品を乾燥したものは定量するときビスコクラウリン型アルカロイド９５.０％以上を含む。 

1289 51 001382 ゼラチン     本品は，動物の骨，皮膚，じん帯又はけんを酸又はアルカリで処理して得られた粗コラーゲンを水で加熱抽出

して製したものである． 

1290 51 106230 セラック     本品は，ラックカイガラムシ Laccifer lacca Kerr（Coccidae）の分泌物を精製したものである. 

1291 99 999999 セラミド２     本品は、（２S,３R）－ジヒドロスフィンゴシン（（２S,３R）-２－アミノオクタデカン-１,３－ジオール）とステアリン酸（オ

クタデカン酸）がアミド結合した化合物からなる。本品は定量するとき、（２S,３R）-２－オクタデカノイルアミノオク

タデカン-１,３－ジオール（C３６H７３NO３：５６７.９８）として９０.０％以上を含む。 

1292 51 520721 セリサイト     本品は，天然に産する微結晶含水ケイ酸アルミニウム・カリウムである． 

1293 51 500260 ＤＬ－セリン     本品を乾燥したものは，定量するとき，ＤＬ-セリン（Ｃ3Ｈ7ＮＯ3：105.09）98.0～102.0％を含む． 

1294 51 003615 Ｌ－セリン   セリン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-セリン（Ｃ3Ｈ7ＮＯ3：105.09）98.0～102.0％を含む． 

1295 51 520723 セルロース末     本品は，酢酸セルロースをアルカリで加水分解して得られるものである． 

1296 51 101307 セレシン     本品は，地ロウから得た固形の炭化水素類の混合物である． 

1297 51 504220 セロチン酸     本品は，主としてセロチン酸（Ｃ26Ｈ52Ｏ2：396.69）からなる． 

1298 51 523142 セロリエキス オランダミツバエキス   本品は，オランダミツバ Aplum graveolens Linne´ （Umbelliferae）の茎から，1％尿素含有エタノール溶液又は

1％尿素含有１，３-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1299 1 002236 センキュウ 川?   本品はセンキュウ Cnidium officinale Makino （Umbelliferae）の根茎を,通例,湯通ししたものである. 

1300 51 520724 センキュウエキス     本品は，センキュウ Cnidium officinale Makino（Umbelliferae）の根茎から水，「エタノール」，「１，３-ブチレングリ

コール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1301 99 999999 センキュウエキス散     本品は日局センキュウ：Cnidium officinale の根茎：を３０v/v％エタノールで抽出し、得られたエキスを芒硝末

（乾燥硫酸ナトリウム）にて倍散したものである。 

1302 51 520725 センキュウ水     本品は，センキュウ Cnidium officinale Makino（Umbelliferae）の根茎から水にて抽出して得られたエキスを水蒸

気蒸留して得られる液である． 

1303 99 999999 センキュウ抽出液   センキュウエキス 本品は、センキュウ Cnidium officinale Makino （Umbelliferae）の根茎の３０w/v％エタノール溶液による抽出液

である。 

1304 51 520727 センブリエキス     本品は，センブリ Swertia japonica Makino（Gentianaceae）の全草から水，「エタノール」，「無水エタノール」又は

これらの混液で抽出して得られるエキスである． 
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1305 99 999999 センブリエキス     本品は日局・センブリ末［センブリ Ｓｗｅｒｔｉａ japonica Makino （Ｇｅｎｔｉａｎａｃｅａｅ）の開花期の全草を粉末とした

もの]を無水エタノールで抽出して得られた成分を日局・マクロゴール１５００に１０％含有させたペーストである。 

1306 99 999999 センブリエキス M     本品は、日局「センブリ」［センブリ Ｓｗｅｒｔｉａ japonica Makino （Ｇｅｎｔｉａｎａｃｅａｅ）の開花期の全草を粉末とした

もの]を無水エタノールで抽出して得られた成分を日局「マクロゴール１５００」に１０％含有させたペーストであ

る。 

1307 99 999999 センブリ抽出液   センブリエキス 本品はセンブリ Swertia japonica Makino （Gentianaceae）の開花期の全草を乾燥し,粗末としたものから無水エ

タノールにて抽出して得られた成分を７０vol％エタノール溶液（無水エタノール：精製水＝７：３）に溶かしたもの

である. 

1308 99 999999 センブリ抽出リキッド     本品はセンブリ Swertia japonica Makino （Gentianaceae）開花期の全草を乾燥し,粗末としたものから無水エタ

ノール抽出して得られたエキスを粧原基１,３－ブチレングリコールに溶解し,液状（リキッドタイプ）としたものであ

る。本品１ｇは原生薬約３.３ｇに相当する。 

1309 99 999999 桑白皮エキス     本品は日局｢桑白皮｣の含有成分を７０％エタノールで抽出し、さらに得られる抽出液を酢酸エチルで抽出した

エキスで、サンゲノン C を０.１６～０.５０ｍｇ/ｍｌ含み、n－ヘキサンエキス含量は１２～３６％である。 

1310 51 509071 側鎖高級アルコール（Ｃ３２～Ｃ３６）混合物   側鎖高級アルコール（３２～３６）、側

鎖アルコール（３２～３６） 

本品は，「セタノール」及び「ステアリルアルコール」を縮合して得た側鎖高級アルコールの混合物で，主として 2

分子のセタノールの縮合物（Ｃ32Ｈ66Ｏ），1 分子のセタノールと 1 分子のステアリルアルコールの縮合物（Ｃ34

Ｈ70Ｏ）及び 2 分子のステアリルアルコールの縮合物（Ｃ36Ｈ74Ｏ）からなる． 

1311 51 500262 ソルビット ソルビトール   本品を乾燥したものは，定量するとき，ソルビット（Ｃ6Ｈ14Ｏ6：182.17）97.0％以上を含む. 

1312 51 500263 ソルビット液   ソルビトール液 本品は，「ソルビット」の水溶液である．本品は，定量するとき，表示量の 97～103％に対応するソルビット（Ｃ6Ｈ

14Ｏ6：182.17）を含む． 

1313 1 500263 D－ソルビトール液 Ｄ－ソルビット液   本品は定量するとき，表示量の９７～１０３％に対応する D－ソルビトール（Ｃ６Ｈ１４Ｏ６：１８２．１７）を含む． 

1314 51 532191 ソルビトール発酵多糖液     本品は，ソルビトールをクレブシエラ属（Klebsiella）の菌で発酵して得られる多糖類の溶液である． 

1315 51 005803 ソルビン酸     本品は，定量するとき，ソルビン酸（Ｃ6Ｈ8Ｏ2：112.13）98.5％以上を含む． 

1316 51 105522 ソルビン酸カリウム   ソルビン酸Ｋ、ソルビン酸塩 本品を乾燥したものは，定量するとき，ソルビン酸カリウム（Ｃ6Ｈ7KＯ2： 150.22）98.0％以上含む． 

1317 51 501089 タートル油     本品は，アオウミガメ Chelonium atheae（Soborigidae）の皮下脂肪組織などから得た脂肪油である． 

1318 51 523143 タートル油脂肪酸エチルエステル   タートル油脂肪酸エチル 本品は，アオウミガメ Chelonia japonica Thunberg（Chelonidae）の筋肉並びに生殖器から得たタートル油の脂肪

酸のエチルエステルである． 

1319 99 999999 ダイウイキョウ     本品はダイウイキョウ：Illicium verum Hook.fil.（Illiciaceae）の果実を乾燥したものである。 

1320 51 504221 第三ブタノール   第３ブタノール 本品は，主として第三ブタノールである． 

1321 51 520734 ダイズエキス   大豆エキス 本品は，ダイズ Glycine max Merrill（Leguminosae）の種子から水にて抽出して得られるエキスである． 

1322 51 540203 大豆たん白加水分解物   大豆たん白水解物、大豆蛋白加水

分解物 

本品は，食品用脱脂大豆を水に分散させ「水酸化ナトリウム」でｐＨを調整してからたん白分解酵素トリプシンを

加えて，そのたん白質を加水分解する．分解後，加熱して酵素活性を失わせる．これを，ろ過し，ろ液を減圧下

で濃縮する．ｐＨ4.0 ～4.5 に調整する．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01 ）として 2.4 ～3.4 ％を含む． 

1323 51 532087 大豆たん白加水分解物（２）   大豆たん白水解物-２ 本品は，脱脂大豆のたん白をたん白分解酵素により，部分的に加水分解したものである．本品を乾燥したもの

は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）12.0～16.0％を含む． 

1324 99 999999 大豆蛋白加水分解物（末）   大豆たん白水解物末 本品は，食品用脱脂大豆から得られるたん白質を水に分散させ，枯草菌たん白質分解酵素を加えて加水分解

する。加水分解後，１００℃以上に加熱することにより酵素活性を失わせる。これをろ過し，噴霧乾燥する。 

1325 51 001390 大豆油     本品は，ダイズ Glycine max Merrill（Leguminosae）の種子から得た脂肪油である． 

1326 51 520737 大豆リゾリン脂質液     本品は，「大豆リン脂質」を酵素処理して得たリゾリン脂質のグリセリン溶液である．本品は，定量するとき，リン

（P：30.97）として 0.7～1.3％を含む． 

1327 51 110654 大豆リン脂質     本品は，ダイズ Glycine max Merrill（Leguminosae）から得られるものであり，主としてリン脂質からなる． 

1328 51 111089 タイソウエキス ナツメエキス   本品は，ナツメ Zizyphus jujuba Miller var．inermis Rehder 又はその他の近縁植物（Rhamnaceae）の果実から

水，エタノール，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである. 

1329 51 508067 ダイマー酸ジイソプロピル     本品は，主として「リノール酸」を 2～3 分子重合して得られたダイマー酸に，イソプロパノールを結合させたジエ

ステルである． 

1330 99 999999 ダイマージリノール酸ジ（イソステアリル・フ

ィトステリル） 

    本品は、主としてリノール酸を２～３分子重合して得られたダイマー酸に、フィトステロール、イソステアリルアルコ

ールを結合させたジエステルである。 

1331 99 999999 ダイマージリノール酸（フィトステリル／イソ

ステアリル／セチル／ステアリル／ベヘニ

    本品は、主としてリノール酸を２～３分子重合して得られたダイマー酸とフィトステロール、イソステアリルアルコー

ル、セタノール、ステアリルアルコール及びベヘニルアルコールからなる混合アルコールとのエステルである。 
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ル） 

1332 51 520755 タイムエキス（１） ワイルドザイムエキス タイムエキス-１ 本品は，Thymus serpyllum Linne´（Labiatae）の地上部から水，「エタノール」，「１，３-ブチレングリコール」又は

これらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1333 51 520756 タイムエキス（２） タチジャコウソウエキス タイムエキス-２ 本品は，タチジャコウソウ Thymus vulgaris Linne´（Labiatae）の地上部から水，「エタノール」，「プロピレングリコ

ール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液若しくは，1％尿素含有エタノール溶液，1％尿素含有１，

３-ブチレングリコール溶液で抽出して得られるエキスである． 

1334 99 999999 タイムエキス末     本品は別添規格（３）-１「タイム」（Thymus vulgaris Linne （´）（Labiatae））の全草の水抽出液を乾燥粉末とした

ものである。 

1335 51 510051 タイム油     本品は，イブキジャコウソウ Thyme serpyllum Linne´又は，タチジャコウソウ Thyme vulgaris Linne´ （Labiatae）

の全草を水蒸気蒸留して得た精油である．本品は，定量するとき，チモール及びカルバクロール総量 20vol％

以上を含む． 

1336 51 107154 タウリン アミノエチルスルホン酸   本品を乾燥したものは，定量するとき，2-アミノエタンスルホン酸（Ｃ2Ｈ7ＮＯ3Ｓ：125.15）98.5％以上を含む． 

1337 51 511038 脱脂コメヌカ   脱脂米ヌカ 本品は，「コメヌカ」を脱脂して得られたものである． 

1338 51 006003 脱脂粉乳     本品は，牛乳を脱脂し，乾燥したものである． 

1339 51 522040 脱樹脂キャンデリラロウ     本品は，「キャンデリラロウ」中の樹脂部分を取り除いたものである． 

1340 99 999999 タマサキツヅラフジアルカロイド     本品は、ツヅラフジ科植物（Stephania cepharantha Hayata）の塊根をメタノールにて抽出精製したものである。

本品を乾燥したものは定量するとき、ビスコクラウリン型アルカロイド（セファランチン C３７H３８O６N２：６０６.７２と

して）９５％以上含む。 

1341 51 001393 タルク     本品は，天然の含水ケイ酸マグネシウムであり，少量のケイ酸アルミニウムを含むことがある. 

1342 51 532209 タルク・ケイフッ化カリウム焼成物   タルク・ケイフッ化Ｋ焼成物 本品は，「タルク」とケイフッ化カリウムの焼成物である． 

1343 51 504223 炭酸エチレン     本品は，主として炭酸エチレン（Ｃ3Ｈ4Ｏ8 ：88.06）である． 

1344 1 002251 炭酸カリウム   炭酸Ｋ 本品を乾燥したものは定量するとき，炭酸カリウム (K２CO３） ９９．０％以上を含む． 

1345 31 101144 炭酸カルシウム   炭酸Ｃａ 本品を乾燥したものは，炭酸カルシウム (ＣａＣＯ３） ９８．０～１０２．０％を含む． 

1346 51 520757 炭酸グアニジン グアニジン炭酸塩   本品は，主として炭酸グアニジン（Ｃ2Ｈ10N6・Ｈ2CＯ3：180.17）からなる． 

1347 51 532195 炭酸ジアルキル（１４，１５）     本品は，主として炭酸と炭素数 14，15 のアルキル基を有するアルコールのジエステルからなる． 

1348 1 001395 炭酸水素ナトリウム 重炭酸ナトリウム、重曹 炭酸水素Ｎａ、重炭酸 Na 本品は定量するとき,炭酸水素ナトリウム（NaHCO３）９９.０％以上を含む. 

1349 31 001395 炭酸水素ナトリウム 重炭酸ナトリウム、重炭酸

ソーダ 

炭酸水素Ｎａ、重炭酸Ｎａ 本品を乾燥したものは,炭酸水素ナトリウム（NaHCO３）９９.０％以上を含む. 

1350 51 001395 炭酸水素ナトリウム   炭酸水素Ｎａ 本品は，定量するとき，炭酸水素ナトリウム（NaHCＯ3：84.01）99.0％以上を含む． 

1351 31 002252 炭酸ナトリウム 結晶物：炭酸ソーダ、無水

物：ソーダ灰 

炭酸ソーダ、ソーダ灰、炭酸Ｎａ 本品には,結晶物（１水塩）及び無水物があり,それぞれを炭酸ナトリウム（結晶）及び炭酸ナトリウム（無水）と称す

る. 

1352 51 002252 炭酸ナトリウム   炭酸Ｎａ 本品は，定量するとき，炭酸ナトリウム（Na2CＯ3・10Ｈ2O：286.14）99.0～103.0％を含む． 

1353 1 002252 炭酸ナトリウム   炭酸Ｎａ 本品は定量するとき，炭酸ナトリウム（Ｎａ２ＣＯ３）９９．０～１０３．０％以上を含む． 

1354 51 105631 炭酸プロピレン     本品は，「プロピレングリコール」と炭酸との環状エステルである． 

1355 1 001397 炭酸マグネシウム   炭酸 Mg 本品は含水塩基性炭酸マグネシウム又は含水正炭酸マグネシウムである.本品は定量するとき,酸化マグネシウ

ム（MgO：４０.３０）４０.０～４４.０％を含む. 

1356 51 002255 チアントール     本品は，ジメチルチアントレン及びジトルエンジスルフィドからなる．本品は，定量するとき，イオウ（Ｓ：32.07）

23.5～26.5％を含む． 

1357 51 107291 チオキソロン     本品を乾燥したものは，定量するとき，6-ヒドロキシ-1,3-ベンゾキサチオール-2-オン（Ｃ7Ｈ4Ｏ3Ｓ：168.17）

98.0％以上を含む． 

1358 51 504227 チオジプロピオン酸ジラウリル     本品は，主として 3，3'-チオジプロピオン酸と「ラウリルアルコール」とのジエステル（Ｃ30Ｈ58Ｏ4Ｓ：514.84）から

なる． 

1359 51 107266 チオ尿素     本品は，主としてチオ尿素からなる． 

1360 51 001407 チオ硫酸ナトリウム   チオ硫酸Ｎａ 本品は，チオ硫酸ナトリウムの 5 水和物（Na2S2Ｏ3・5Ｈ2Ｏ：248.18）である。本品を乾燥したものを定量すると

き，チオ硫酸ナトリウム（Na2S2Ｏ3：158.11）99.0％以上を含む． 

1361 51 509073 チタン・酸化チタン焼結物   Ｔｉ・酸化Ｔｉ焼結物 本品は，チタン末と「酸化チタン」の混合物（1：5）を減圧下で 3～5 時間，900～1000℃で焼結したものである． 

1362 51 504228 チタン酸コバルト   チタン酸Ｃｏ 本品は，「酸化チタン」と炭酸コバルトの混合物（12 ：13 ）を大気中約 900 ～1000℃で 1～3 時間加熱して焼結
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したもので，主としてチタン酸コバルト（ＣｏＴｉＯ3：154.80）からなる. 

1363 51 523145 チタン酸リチウムコバルト   チタン酸Ｌｉ・Ｃｏ 本品は，「酸化チタン」，炭酸コバルト及び炭酸リチウムの混合物を加熱焼成し，粉砕して得られるもので，主と

してチタン酸リチウムコバルト（Ｌｉ2ＣｏＴｉ3Ｏ8：344.41）からなる． 

1364 51 523146 窒化ホウ素     本品を乾燥したものは，定量するとき，窒化ホウ素（BN：24.82）95.0％以上を含む． 

1365 51 001409 窒素     本品は，定量するとき，窒素（Ｎ2：28.01）99.5v/v％以上を含む． 

1366 51 001411 チモール     本品は，定量するとき，チモール（Ｃ10Ｈ14O：150.22）98.0％以上を含む． 

1367 51 523147 チャエキス（１）   茶エキス-１ 本品は，チャノキ Thea sinensis Linne´（Theaceae）の葉から製したもの（緑茶）から水，エタノール溶液，プロピレ

ングリコール溶液又はグリセリン溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1368 51 523148 チャエキス（２）   茶エキス-２ 本品は，チャノキ Thea sinensisO．Kuntze（Theaceae）の葉から製したもの（緑茶）からエタノールで抽出して得ら

れるエキスである． 

1369 51 520764 チャ乾留液   茶乾留液 本品は，チャノキ Thea sinensis Linne´（Theaceae）の葉（生）を減圧下，乾留によって得られる液で，エタノール

又はプロピレングリコールを含むものもある． 

1370 51 520765 チャ実エキス   茶実エキス 本品は，チャノキ Thea sinensis Linne´（Theaceae）の種子の脱脂物から水で抽出して得られるエキスである． 

1371 51 522041 チャ実油 茶油 茶実油 本品は，チャノキ Thea sinensis Linne´（Theaceae）の種子から得た脂肪油である． 

1372 99 999999 茶抽出エキス末     本品は、茶（Camellia sinesis）の葉を熱水にて抽出・精製処理した後、乾燥粉末した茶抽出乾燥品である。 

1373 51 532088 長鎖α－ヒドロキシ脂肪酸（１４～２５）   α－ヒドロキシ脂肪酸（１４～２５） 本品は，ラノリンをけん化して得られる脂肪酸から，ヒドロキシ脂肪酸を分画したもので主として，炭素数 14～25

の α-ヒドロキシ直鎖脂肪酸，α-ヒドロキシイソ脂肪酸及び α-ヒドロキシアンチイソ脂肪酸の混合物からなる． 

1374 51 532089 長鎖α－ヒドロキシ脂肪酸（１４～２５）コレ

ステリル 

  α－ヒドロキシ脂肪酸（１４～２５）コレ

ステリル 

本品は，｢長鎖α-ヒドロキシ脂肪酸（14～25）｣と「コレステロール」のエステルからなる 

1375 51 532090 長鎖分岐脂肪酸（１２～３１）   分岐脂肪酸（１２～３１） 本品は，ラノリンをけん化して得られる脂肪酸から，ヒドロキシ脂肪酸以外の分岐脂肪酸を分画したもので，主と

して，炭素数 12～31 のイソ脂肪酸及びアンチイソ脂肪酸の混合物からなる． 

1376 51 532091 長鎖分岐脂肪酸（１２～３１）２－エチルヘ

キシル 

ラノリン分岐脂肪酸（１２～

３１）オクチル 

分岐脂肪酸（１２～３１）エチルヘキシ

ル 

本品は，主として｢長鎖分岐脂肪酸（12～31）｣と２-エチルヘキサノールのエステルからなる． 

1377 51 532092 長鎖分岐脂肪酸（１２～３１）コレステリル 長鎖分岐脂肪酸コレステリ

ル 

分岐脂肪酸（１２～３１）コレステリル 本品は，主として｢長鎖分岐脂肪酸（12～31）｣と「コレステロール」のエステルからなる． 

1378 51 505104 チョウジエキス     本品は，チョウジ Syzygium aromaticum Merrill et Perry（Eugenia caryophyllata Thunberg）（Myrtaceae）のつぼ

みを乾燥したものをエタノール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1379 51 001412 チョウジ油     本品は，Syzygium aromaticum Merrill et Perry〔Eugenia caryophyllata Thunberg （Myrtaceae）〕のつぼみ又は

葉を水蒸気蒸留して得られる精油である．本品を定量するとき，総オイゲノール 80.0vol％以上を含む． 

1380 51 532181 チョレイエキス     本品は，チョレイマイタケ Polyporus umbellatus Fries （Polyporaceae）の菌核をエタノール溶液で抽出して得ら

れるエキスである． 

1381 51 520771 Ｌ－チロシン   チロシン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-チロシン（Ｃ9Ｈ11ＮＯ3：181.19）98.5％以上を含む． 

1382 1 001394 沈降炭酸カルシウム   沈降炭酸 Ca 本品は定量するとき，炭酸水素ナトリウム（ＮａＨＣＯ３）９９．０％以上を含む． 

1383 1 120130 チンピ 陳皮   本品はウンシュウミカン Citrus unshiu Markovich 又は Citrus reticulata Blanco （Rutaceae）の成熟した果皮であ

る. 

1384 51 101346 チンピエキス     本品は，ウンシュウミカン Citrus unshiu Markovich 又はその他近縁植物（Rutaceae）の成熟した果皮から水，「エ

タノール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1385 99 999999 チンピエキス     本品は、［日局］チンピ：ウンシュウミカン Citrus unshiu Markovich （Citrus aurantium Linne Subsp.nobilis 

Makino）又は、その近縁植物（Rutaceae）の成熟した果皮の３０v/v％エタノール抽出物を１,３－ブチレングリコ

ールにて溶かしたものである。 

1386 99 999999 チンピエキス散     本品は日局チンピ（Citrus unshiu Markovich）の水抽出液にデキストリンを添加して乾燥粉末としたもので、チン

ピエキス４５～５５％を含む。 

1387 99 999999 チンピエキス散     本品は日局チンピ：ウンミュウミカン Citrus unshiu Markovich （Citrus aurantium Linne subsp.nobilis Makino）

又は近縁植物（Rutaceae）の成熟した果皮：を３０v/v％エタノールで抽出し、得られたエキスを芒硝末（乾燥硫

酸ナトリウム）にて倍散したものである。 

1388 99 999999 チンピ抽出液   チンピエキス 本品は日局チンピ：ウンキュウミカン Citrus unshiu Markovich （Citrus aurantium Linne subsp.nobilis Makino）又

はその近縁植物（Rutaceae）の成熟した果皮：を３０v/v％エタノールにて抽出したものである。 

1389 51 101347 チンピ末     本品は，ウンシュウミカン Citrus unshiu Markovich 又はその他近縁植物（Rutaceae）の成熟した果皮を粉末とし
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たものである． 

1390 99 999999 チンピ流エキス     本品は、ウンシュウミカン Citrus unshiu Marcov.（Citrus aurantium Linne subsp.nobilis marcov.）又はその他近

縁植物（Rutaceae）の成熟した果皮の流エキスである。本品１ｍｌ中に原生薬１ｇの可溶性成分を含む。 

1391 51 520772 月見草油     本品は，ツキミソウ Oenothera tetraptera Cav.,Oenothera hookeri Torr. & Gray 又はその他同属植物

（Onagraceae）の種子から得た脂肪油である． 

1392 51 520773 ツバキエキス   椿エキス 本品は，ツバキ Camellia japonica Linne´（Theaceae）の種子の脱脂物から水にて抽出して得られるエキスであ

る． 

1393 51 002265 ツバキ油   椿油 本品は，ツバキ Camellia japonica Linne´（Theaceae）の種皮を除いた種子から得た脂肪油である． 

1394 51 520774 ツボクサエキス センテラエキス   本品は，ツボクサ Centella asiatica Linne´ （Umbelliferae）の葉及び茎からエタノール又はプロピレングリコール

溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1395 53 108688 ディート     本品は定量するとき,ディート（C１２H１７NO）９７.０％以上を含む。 

1396 51 509075 低温焼成酸化亜鉛   低温焼成酸化Ｚｎ 本品は，湿式法で得られた塩基性炭酸亜鉛を 300～400°C で強熱したものである．本品は，定量するとき，酸

化亜鉛（ＺｎＯ：81.41）として 96.0％以上を含む． 

1397 51 532227 低酸価キャンデリラロウ     本品は，「キャンデリラロウ」から樹脂分を除去したので，主としてヘントリアコンタンなどの炭化水素からなり，ロ

ウも含む． 

1398 51 532206 低酸価ミツロウ     本品は，「ミツロウ」にグリシドールを加えた後，熱処理して得たもので，主として低酸価ミツロウからなる． 

1399 51 532093 低窒素ヒドロキシエチルセルロースジメチ

ルジアリルアンモニウムクロリド 

塩化ジメチルジアリルアン

モニウム・ヒドロキシエチル

セルロース共重合体 

塩化低窒素ヒドロキシエチルセルロ

ースジメチルジアリルアンモニウム 

本品は，ヒドロキシエチルセルロースに塩化ジメチルジアリルアンモニウムを重合して得られるカチオン性のポリ

マーであり，平均分子量は約 100000～140000 である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）

0.5～1.5％を含む． 

1400 51 532094 低比重流動パラフィン（１）   低比重流動パラフィン-１ 本品は，石油から得た揮発性の炭化水素の混合物である． 

1401 51 532095 低比重流動パラフィン（２）   低比重流動パラフィン-２ 本品は，石油から得た液状の炭化水素類の混合物である． 

1402 51 520775 低融点パラフィン パラフィンワックス１１５°Ｆ   本品は，石油から得た固形の炭化水素類の混合物である． 

1403 51 504229 デオキシリボ核酸   ＤＮＡ 本品は，魚類の精巣から抽出して得られるポリヌクレオチドである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）14.5％以上，リン（P：30.97）9.0％以上を含む． 

1404 51 540056 デオキシリボ核酸カリウム   ＤＮＡ・Ｋ 本品は，サケ科 Salmonidae などの魚類の精巣から得られるポリヌクレオチドのカリウム塩である． 本品は窒素

（Ｎ：14.01 ）13.5～14.9％，リン（P：30.97 ）8.0 ～9.0 ％を含む． 

1405 51 509076 デオキシリボ核酸ナトリウム   ＤＮＡ・Ｎａ 本品は，サケ科 Salmonidae などの魚類の精巣から得られるポリヌクレオチドのナトリウム塩である．本品は定量

するとき，窒素（Ｎ：14.01）13.5～16.0％，リン（P：30.97 ）8.4 ～9.3％を含む． 

1406 51 540057 デカイソステアリン酸デカグリセリル     本品は，主として「イソステアリン酸」とポリグリセリンのデカエステルからなり，そのグリセリンの平均重合度は 10

である． 

1407 51 520777 デカオレイン酸ポリグリセリル デカオレイン酸デカグリセ

リル 

  本品は，主として「オレイン酸」とポリグリセリンのデカエステルからなり，そのグリセリンの平均重合度は 10 であ

る． 

1408 51 511043 デカステアリン酸デカグリセリル     本品は，「ステアリン酸」とデカグリセリンのデカエステルからなる． 

1409 51 520778 デカメチルシクロペンタシロキサン   シクロペンタシロキサン 本品は，シロキサン結合を骨格とした環状の重合物で，主としてデカメチルシクロペンタシロキサン（Ｃ10Ｈ3005

Ｓｉ5：370.77）からなる． 

1410 51 520779 デカメチルテトラシロキサン   テトラシロキサン 本品は，シロキサン結合を骨格とした直鎖状の重合物で，主としてデカメチルテトラシロキサン（Ｃ10Ｈ3003Ｓｉ4：

310.69）からなる． 

1411 51 101750 デキストラン     本品は，Leuconostoc mesenteroides Van Tiegham によるショ糖の発酵によって生産された多糖類を部分加水分

解したものである． 

1412 51 520780 デキストラン塩化ヒドロキシプロピルトリメチ

ルアンモニウムエーテル 

カチオン化デキストラン   本品は，主として「デキストラン」とグリシジルトリメチルアンモニウムクロライドのポリエーテルからなる．本品を乾

燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.2～2.8％を含む． 

1413 51 006601 デキストラン硫酸ナトリウム   デキストラン硫酸Ｎａ 本品は，「デキストラン」のスルホン化物のナトリウム塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，イオウ（Ｓ：

32.07）として 15.0～20.0％を含む． 

1414 51 540005 ２－デシルテトラデカノール   デシルテトラデカノール 本品は，2-デシルテトラデカノール（Ｃ24Ｈ500：354.65）からなる． 

1415 51 540059 テトライソステアリン酸ジグリセリル     テトライソステアリン酸ジグリセリル 

1416 51 540060 テトライソステアリン酸ペンタエリトリット イソステアリン酸ペンタエリ

スリトール 

  本品は，主として「イソステアリン酸」とペンタエリトリットのテトラエステル（Ｃ77Ｈ14808：1201.99）からなる. 
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1417 51 505106 テトラ２－エチルヘキサン酸ジグリセロール

ソルビタン 

テトラオクタン酸ジグリセロ

ールソルビタン 

テトラエチルヘキサン酸ジグリセロー

ルソルビタン、テトラエチルヘキサン

酸ジグリセリルソルビタン 

本品は，主として２-エチルヘキサン酸と及びソルビタンと「ジグリセリン」からなるのエーテル化合物とのテトラエ

ステルからなる． 

1418 51 540058 テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリトリッ

ト 

テトラオクタン酸ペンタエリ

スリット 

テトラエチルヘキサン酸ペンタエリトリ

ット、テトラエチルヘキサン酸ペンタエ

リスリチル 

本品は，主として２-エチルヘキサン酸とペンタエリトリトールのテトラエステル（Ｃ37Ｈ6808：640.93）からなる． 

1419 51 500278 テトラオレイン酸ポリオキシエチレンソルビ

ット 

  テトラオレイン酸ＰＯＥソルビット 本品は，主として「オレイン酸」とポリオキシエチレンソルビットのテトラエステルである． 

1420 51 532210 テトラキス（２－ヒドロキシプロピル）エチレン

ジアミン 

  テトラキスヒドロキシプロピルエチレン

ジアミン、テトラキスＰＧエチレンジアミ

ン 

本品を乾燥したものは，定量するとき，テトラキス（2-ヒドロキシプロピル）エチレンジアミン（Ｃ14Ｈ32Ｎ204：

292.41）99.0％以上を含む． 

1421 51 532097 テトラステアリン酸ポリオキシエチレンソル

ビット 

ポリオキシエチレンソルビ

ットテトラステアリン酸エス

テル 

テトラステアリン酸ＰＯＥソルビット 本品は，主として「ステアリン酸」とポリオキシエチレンソルビットのテトラエステルである．酸化エチレンの付加モ

ル数は 60 である． 

1422 51 540061 テトラステアリン酸ポリオキシエチレンペン

タエリトリット 

  テトラステアリン酸ＰＯＥペンタエリトリ

ット、テトラステアリン酸ＰＯＥペンタエ

リスリチル 

本品は，主として「ステアリン酸」とポリオキシエチレンペンタエリトリットのテトラエステルで，酸化エチレンの平均

付加モル数は，150 である． 

1423 51 523150 Ｎ－（テトラデシロキシヒドロキシプロピル）-

Ｎ－ヒドロキシエチルデカナミド 

  テトラデシロキシＰＧヒドロキシエチル

デカナミド 

本品は，主として N-（3-テトラデシロキシ-2-ヒドロキシプロピル）-N-2-ヒドロキシエチルデカナミド（Ｃ29Ｈ59ＮＯ

4：485.78）からなる． 

1424 51 523151 テトラデセン     本品は，主として 1-デトラデセン（Ｃ14Ｈ28：196.37）からなる． 

1425 51 500279 テトラデセンスルホン酸ナトリウム α－オレフィンスルホン酸

ナトリウム 

テトラデセンスルホン酸Ｎａ 本品は，主してテトラデセンスルホン酸ナトリウム（Ｃ14Ｈ27ＮａＯ3Ｓ：298.42）及びヒドロキシテトラデカンスルホン

酸ナトリウム（Ｃ14Ｈ29ＮａＯ4Ｓ：316.43）からなり，乾燥したものを定量するとき，テトラデセンスルホン酸ナトリウム

として 90.0％以上を含む． 

1426 51 508068 テトラデセンスルホン酸ナトリウム液   テトラデセンスルホン酸Ｎａ液 本品は，主として炭素数14からなるα-オレフィンを無水硫酸でスルホン化した後，水酸化ナトリウムで中和し加

水分解したものである．本品を定量するとき，テトラデセンスルホン酸ナトリウム（Ｃ14Ｈ27ＮａＯ3Ｓ：298.42）として

表示量の 90～110 ％を含む．  

1427 51 501094 テトラヒドロキシベンゾフェノン     本品を乾燥したものは，定量するとき，テトラヒドロキシベンゾフェノン（Ｃ13Ｈ1005：246.22）95.0～105.0 ％を含

む． 

1428 51 523152 テトラヒドロテトラメチルシクロテトラシロキサ

ン 

    本品は，シロキサン骨格を持った環状化合物で，テトラヒドロテトラメチルシクロテトラシロキサン（Ｃ4Ｈ1604Ｓｉ4：

252.21）からなる． 

1429 51 532297 テトラ２－へキシルデカン酸アスコルビル テトライソパルミチン酸アス

コルビル 

テトラへキシルデカン酸アスコルビ

ル、ビタミンＣテトラへキシルデカン

酸、ビタミンＣテトライソパルミテート 

本品は，主として 2-ヘキシルデカン酸と「アスコルビン酸」のテトラエステル（Ｃ70Ｈ128010：1129.76）からなる． 

1430 51 540062 テトラミリスチン酸ペンタエリトリット   テトラミリスチン酸ペンタエリスリチル 本品は，主として「ミリスチン酸」とペンタエリトリットのテトラエステルからなる. 

1431 51 504236 テトラメチルトリヒドロキシヘキサデカン     本品は，定量するとき，テトラメチルトリヒドロキシヘキサデカン（Ｃ20Ｈ4203：330.55）98.0％以上を含む．  

1432 51 523153 ７－デヒドロコレステロール プロビタミンＤ３ デヒドロコレステロール 本品は，主として 7-デヒドロコレステロール（Ｃ27Ｈ440：384.64）からなる． 

1433 51 101702 デヒドロ酢酸     本品は，定量するとき，デヒドロ酢酸（Ｃ8Ｈ8Ｏ4：168.15）98.5％以上を含む． 

1434 51 006604 デヒドロ酢酸ナトリウム   デヒドロ酢酸Ｎａ、デヒドロ酢酸塩 本品は，定量するとき，デヒドロ酢酸ナトリウム（Ｃ8Ｈ7ＮａＯ4・Ｈ2O：208.14）98.0～102.0％を含む. 

1435 51 520787 デュークエキス     本品は，Ransium domesticum Jack var. duku（Meliaceae）果皮から，エタノール溶液にて抽出して得られるエキ

スである． 

1436 51 532200 テルミナリアエキス     本品は，コバテイシ Terminalia sericea Brunch （Combretaceae）の樹皮及び根からメタノールで抽出して得られ

るエキスを，乾燥して得られた粉末である． 

1437 51 002267 テレビン油     本品は，Pinus 族の植物（Pinaceae）の材又はバルサムを水蒸気蒸留して得た精油である． 

1438 51 532298 テンチャエキス     本品は，Rubus suavissimus Shugan Lee. （Rosaceae）の葉を熱湯に浸漬した後，葉を乾燥し，更に加熱したもの

を熱湯にて抽出して得られるエキスである．「１，３-ブチレングリコール」を含むものもある． 

1439 51 001239 天然ケイ酸アルミニウム   天然ケイ酸Ａｌ 本品は，天然に産する含水ケイ酸アルミニウムである． 

1440 51 104455 天然ゴムラテックス   ゴムラテックス 本品は，ゴムノキ Hevea brasiliensis（Mue11-Arg）の幹より滲出した乳状の液を濃縮し，アンモニア水を加えたも

のである． 
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1441 51 104457 天然ビタミンＥ     本品は，ダイズGlycine max . Merrilその他の植物から得られる混合トコフェロールである．本品を定量するとき，

総トコフェロールとして 68.0％以上を含む． 

1442 51 520791 デンプン・アクリル酸ナトリウムグラフト重合

体 

  デンプン・アクリル酸Ｎａグラフト重合

体 

本品は，デンプンにアクリル酸及び微量のメチレンビスアクリルアミドをグラフト重合した後，水酸化ナトリウムで

部分中和したものである． 

1443 51 504240 デンプン牛脂脂肪酸エステル     本品は，デンプンと「牛脂脂肪酸」からなるエステルである． 

1444 51 532098 トウガシエキス ハクガシエキス   本品は，トウガ Benincasa cerifera Savi の種子又は Benincasa cerifera Savi forma emarginata K.Kimura et 

Sugiyama（Cucurbitaceae）の種子から水にて抽出して得られるエキスである． 

1445 1 120133 トウガラシ 蕃椒   本品はトウガラシ Capsicum annuum Linne （Solanaceae）の果実である．本品は換算した生薬の乾燥物に対

し，総カプサイシン（カプサイシン及びジヒドロカプサイシン）０．１０％以上を含む． 

1446 51 002270 トウガラシチンキ   トウガラシエキス 本品は，トウガラシ Capsicum annuum Linne´（Solanaceae）又はその変種の果実をエタノールで浸出して製した

チンキ剤で，本品は，日本薬局方トウガラシを中切にしたもの 100g に「エタノール」約 600mL を加え，時々かき

混ぜながら可溶性成分がじゅうぶんに溶けるまで放置して布ごしし，残留物を「エタノール」少量で洗い，圧搾

し，浸出液及び洗液を合わせ，2 日間放置した後ろ過し，更に「エタノール」を加えて全量を 1000mL として製す

る． 

1447 1 520794 トウキ 当帰   本品はトウキ Angelica acutiloba Kitagawa 又はホッカイトウキ Angelica acutiloba Kitagawa var.sugiyamae Hikino 

（Umbelliferae）の根を,通例,湯通ししたものである. 

1448 51 520795 トウキエキス（１）   トウキエキス-１ 本品は，トウキ Angelica acutiloba Kitagawa 又はその他近縁植物（Umbelliferae）の根から水，「エタノール」，「プ

ロピレングリコール」，又は「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1449 51 520796 トウキエキス（２）   トウキエキス-２ 本品は，トウキ Angelica acutiloba Kitagawa 又はその他近縁植物（Umbelliferae）の根から n-ヘキサン及び n-ブ

タノール可溶部を除いた後，水，「エタノール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1450 99 999999 トウキエキス散     本日は日局トウキ：Angelica acutiloba Kitagawa の根：を３０v/v％エタノールで抽出し、得られたエキスを芒硝

末（乾燥硫酸ナトリウム）にて倍散したものである。 

1451 51 520797 トウキ水     本品は，トウキ Angelica acutiloba Kitagawa（Umbelliferae）の根茎から水にて抽出して得られたエキスより，水蒸

気蒸留して得られる液である． 

1452 99 999999 トウキ抽出液   トウキエキス 本品は日局トウキ：当帰 Angelica acutiloba Kitagawa 又はその他近縁植物（Umbelliferae）の根（通例湯通しし

たもの）：を３０w/v％エタノール溶液にて抽出したものである。 

1453 99 999999 トウキ抽出液 LP     本品はトウキ：当帰 Angelica acutiloba Kitagawa 又はその他近縁植物（Umbelliferae）の根（通例、湯通ししたも

の）：の３０v/v％エタノール抽出物を流動パラフィンにて溶かしたものである。 

1454 99 999999 トウキ流エキス     本品は、トウキ Angelica acutiloba KITAGAWA 又はその他近縁植物（Umbelliferae）の乾燥根の流エキスであ

る。本品１ｍ１中に原生薬１ｇの可溶性成分を含む。 

1455 51 520798 トウキンセンカエキス     本品は，トウキンセンカ Calendula officinalis Linne´（Compositae）の頭花から水，「エタノール」，「プロピレングリ

コール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1456 51 511044 トウキンセンカ末     本品は，トウキンセンカ Calendula officinalis L. （Compositae）の花を乾燥し，粉末にしたものである． 

1457 51 006800 銅クロロフィリンナトリウム   銅クロロフィリンＮａ 本品は，クロロフィルより得たクロロフィリンを銅に置換し，ナトリウム塩にしたものである。 

1458 51 532099 銅クロロフィリンナトリウム・亜硫酸水素ナト

リウム複合物 

  銅クロロフィリンＮａ・亜硫酸水素Ｎａ

複合物 

本品は，「銅クロロフィリンナトリウム」を「亜硫酸水素ナトリウム」で処理して得たものである． 

1459 51 532100 冬虫夏草エキス     本品は，トウチュウカソウ Cordyceps sinensis （Berk.） Sacc.（Clavicipitaceae）の子実体と，その寄主であるコウ

モリガ科 Hepialidae の昆虫，Hepialus armoricanus Oberthur などの幼虫の複合体をエタノール溶液で抽出した

エキスからなる．本品は，定量するとき，マンニトール（Ｃ6Ｈ1406：182.17）0.06～0.21％を含む． 

1460 99 999999 糖転移ステビア     本品は、粧配規「ステビアエキス」にグルコースを付加して製したものである。 

1461 51 532101 豆乳発酵液     本品は，ダイズ Glycine max Merrill（Leguminosae）の種子から得た豆乳を乳酸菌 Lactobacillus delbrueckii で発

酵して得た培養液にエタノールを加え，ろ過して得られるエキスである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）

0.01～0.04％を含む． 

1462 99 999999 豆乳ビフィズス菌発酵液     本品は、大豆 Glycine max Merrill （Leguminosae）の種子から得た豆乳を、ビフィズス菌Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ 

breve で発酵して得た培養液に、１,３－ブチレングリコールを加え、ろ過して得られるエキスである。本品は定量

するとき、ショ糖（C１２H２２O１１：３４２.３０）０.１５～０.３５％を含む。 

1463 51 520802 豆乳末     本品は，ダイズ Glycine max Merrill（Leguminosae）の種子を水浸後，磨砕し，水を加えて加熱し，不溶性残渣を

除いて製した乳液を乾燥した粉末である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 7.0～8.0％を含む. 
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1464 51 107376 トウニンエキス     本品は，モモ Prunus persica Batsch 又は Prunus persica Batsch var.davidiana Maximowicz（Rosaceae）の種子

から水，「エタノール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1465 51 520803 トウヒエキス     本品は，Citrus aurantium Linne´又はダイダイ Citrus aurantium Linne´var.daidai Makino（Rutaceae）の成熟した

果皮から水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出し

て得られるエキスである． 

1466 51 104861 トウヒ油     本品は，ダイダイ Citrus aurantium L. var. daidai Makino （Citrus aurantium L. subsp. amara Engler）（Rutaceae）

の成熟した果皮を水蒸気蒸留して得た精油である．本品を定量するとき，Ｄ-リモネン（Ｃ10Ｈ16：136.23）90.0％

以上を含む． 

1467 51 532194 トウモロコシエキス   コーンエキス 本品は，トウモロコシ Zea mays Linne´ （Gramineae）の種子から水で抽出して得られるエキスである． 

1468 51 001438 トウモロコシデンプン   コーンデンプン、コーンスターチ 本品は，トウモロコシ Zea mays Linne´（Gramineae）の種子から得たデンプンである． 

1469 51 507076 トウモロコシ穂軸粒   コーン穂軸粒 本品は，トウモロコシ Zea mays Linne′（Gramineae）の穂軸を破砕し，整粒したものである． 

1470 51 107373 トウモロコシ末   コーン末 本品は，トウモロコシ Zea mays Linne´（Gramineae）の種子の粉末である． 

1471 51 002275 トウモロコシ油   コーン油 本品は，トウモロコシ Zea mays Linne´（Gramineae）の種子から得た脂肪油である． 

1472 26 120217 ドクカツ     本品はウド Aralia cordata Thunberg （Araliaceae）の,通例,根茎である. 

1473 51 520811 ドクダミエキス     本品は，ドクダミ Houttuynia cordata Thunberg（Saururaceae）の開花期の地上部から水，エタノール溶液，1,3-

ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1474 51 532102 ドクダミ末 ジュウヤク末   本品は，ドクダミ Houttuynia cordata Thunberg（Saururaceae）の花期の地上部を粉末にしたものである． 

1475 99 999999 ｄｌ－α－トコフェリルリン酸ナトリウム   ビタミン E リン酸 Na、ビタミン E リン酸

ナトリウム、ｄｌ－α－トコフェリルリン酸

Ｎａ 

本品は、㎗－α－トコフェリルリン酸ナトリウム（C２９H５０O５PNa：５３２.６７）と、㎗－α－トコフェリルリン酸ジナト

リウム（C２９H４９O５PNa２：５５４.６６）からなる。 

1476 51 109575 ｄ－δ－トコフェロール   ビタミンＥ 本品は，大豆油，ナタネ油又は綿実油の脱臭留出油から抽出して得られるＤ-δ-トコフェロール（Ｃ27Ｈ46Ｏ7：

402.65）からなる．本品は，定量するとき，総トコフェロール（Ｄ-δ-トコフェロールとして）96.0％以上を含み，総ト

コフェロール量の 90.0％以上のＤ-δ-トコフェロールを含む． 

1477 51 109577 ｄｌ－α－トコフェロール   トコフェロール、ビタミンＥ 本品は，定量するとき，dＬ-α-トロフェロール（Ｃ29Ｈ50Ｏ2：430.71）96.0％以上を含む． 

1478 51 508069 トサカ抽出液     本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson のトサカをたん白分解酵素で分解して得た溶液である． 

1479 51 510054 トサカ抽出末     本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson のトサカから得たムコ多糖類である。本品は，ムコ多糖類とし

て 35～55％を含む. 

1480 99 999999 菟絲子抽出物 M     本品は、マメダオシ Cuscuta australis R.Brown の種子から抽出して得た脂肪を精製したものである。 

1481 51 520813 トショウ油     本品は，Juniperus oxycedrus Linne´（Cupressaceae）の木部から得られる揮発性油である． 

1482 99 999999 ドッカツエキス末     本品はウド Aralia cordata Thunberg （Araliaceae）の乾燥根茎：独活 Araliae cordatae Rhizoma を精製水にて抽

出し、粉末としたものである。 

1483 51 520814 ドデカメチルシクロヘキサシロキサン   シクロヘキサシロキサン 本品は，シロキサン結合を骨格とした環状の重合物で，主としてドデカメチルシクロヘキサシロキサン（Ｃ12Ｈ

3606Ｓｉ6：444.92）からなる． 

1484 51 109803 ドデシルベンゼンスルホン酸     本品は，定量するとき，換算した乾燥物に対し，ドデシルベンゼンスルホン酸（Ｃ18Ｈ3003Ｓ：326.49）96.0％以

上を含む． 

1485 51 540063 ドデシルベンゼンスルホン酸トリエタノール

アミン液 

  ドデシルベンゼンスルホン酸ＴＥＡ液 本品は，主として「ドデシルベンゼンスルホン酸」のトリエタノールアミン塩からなる水溶液である．本品は，定量

するとき，ドデシルベンゼンスルホン酸トリエタノールアミン（Ｃ24Ｈ45ＮＯ6Ｓ：475.68）として表示量の 90～

110 ％を含む． 

1486 51 106656 ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム   ドデシルベンゼンスルホン酸Ｎａ、ラウ

リルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ラ

ウリルベンゼンスルホン酸Ｎａ 

本品は，主として「ドデシルベンゼンスルホン酸」のナトリウム塩（Ｃ18Ｈ29ＮａＯ3Ｓ：348.48）からなる． 

1487 51 540064 ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム液   ドデシルベンゼンスルホン酸Ｎａ液、

ラウリルベンゼンスルホン酸ナトリウム

液、ラウリルベンゼンスルホン酸Ｎａ液

本品は，「ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム」の水溶液である．本品は定量するときドデシルベンゼンスルホ

ン酸ナトリウム（Ｃ18Ｈ29ＮａＯ3Ｓ：348.48）として表示量の 90～110％を含む． 

1488 51 520815 トマトエキス     本品は，トマト Lycopersicon esculentum Miller（Solanum lycopersicum Linne´）（Solanaceae）の果実（生）から

水，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1489 51 520816 トマト果汁     本品は，トマト Lycopersicon esculentum Miller（Solanum lycopersicum Linne´）（Solanaceae）の果実（生）から圧

搾，ろ過して得られる果汁である． 
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1490 51 002277 トラガント     本品は，トラガント Astragalus gummifer Labillardie｀re（Leguminosae）又は同属植物の幹から得た分泌物であ

る． 

1491 51 504244 トリアセチルグリセリル   トリ酢酸グリセリル 本品は，主として「酢酸」とグリセリンのトリエステル（Ｃ9Ｈ1406：218.20）からなる． 

1492 51 504245 トリアセチルリシノレイン酸グリセリル   トリ酢酸リシノレイン酸グリセリル 本品は，主としてリシノール酸をアセチル化したもののトリグリセライド（Ｃ63Ｈ110Ｏ12：1059.54）である． 

1493 51 505112 トリイソステアリン酸グリセリル     本品は，主として「イソステアリン酸」とグリセリンからなるトリエステル（Ｃ57Ｈ110Ｏ6：891.48）である. 

1494 51 508071 トリイソステアリン酸硬化ヒマシ油   トリイソステアリン酸水添ヒマシ油 本品は，主として「イソステアリン酸」と「硬化ヒマシ油」からなるトリエステルである． 

1495 51 532104 トリイソステアリン酸ジグリセリル     本品は，主として「イソステアリン酸」と「ジグリセリン」のトリエステルからなる． 

1496 51 503098 トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン   トリイソステアリン酸ＴＭＰ 本品は，主として「イソステアリン酸」とトリメチロールプロパンのトリエステル（Ｃ60Ｈ11606：933.56）からなる． 

1497 51 502095 トリイソステアリン酸ポリオキシエチレングリ

セリル 

  トリイソステアリン酸ＰＯＥグリセリル 本品は，主として「イソステアリン酸」とポリオキシエチレングリセリンのトリエステルからなる．酸化エチレンの平均

付加モル数は，5～60 である． 

1498 51 504246 トリイソステアリン酸ポリオキシエチレン硬化

ヒマシ油 

  トリイソステアリン酸ＰＯＥ硬化ヒマシ

油、トリイソステアリン酸ＰＯＥ水添ヒマ

シ油 

本品は，主として「イソステアリン酸」と「ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油」のトリエステルからなる．酸化エチレン

の平均付加モル数は，15～60 である． 

1499 51 532103 トリイソステアリン酸ポリオキシエチレンソル

ビタン 

  トリイソステアリン酸ＰＯＥソルビタン 本品は，主として「イソステアリン酸」とソルビタンのトリエステルに酸化エチレンを付加したものである．酸化エチ

レンの平均付加モル数は 160 である． 

1500 51 520817 トリイソパルミチン酸グリセリル     本品は，主としてイソパルミチン酸とグリセリンのトリエステル（Ｃ51Ｈ9806：807.32）からなる． 

1501 51 107458 トリイソプロパノールアミン   ＴＩＰＡ 本品は，主としてトリイソプロパノールアミンからなり，通例，ジイソプロパノールアミン及びモノイソプロパノールア

ミンを含む．本品は，定量するとき，トリイソプロパノールアミン（Ｃ9Ｈ21ＮＯ3：191.27）として 95.0～105.0％を含

む． 

1502 51 540069 トリウンデカン酸グリセリル     本品は，主としてウンデカン酸とグリセリンのトリエステル（Ｃ36Ｈ68Ｏ6：596.93）からなる． 

1503 51 001446 トリエタノールアミン   ＴＥＡ 本品は，主としてトリエタノールアミンからなり，通例，ジエタノールアミン及びモノエタノールアミンを含む．本品

は，定量するとき，トリエタノールアミン（Ｃ6Ｈ15ＮＯ3：149.19）として 99.0～105.0％を含む． 

1504 51 520818 トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル トリオクタン酸グリセリル トリエチルヘキサン酸グリセリル 本品は，主として，２-エチルヘキサン酸とグリセリンのトリエステル（Ｃ27Ｈ5006：470.68）からなる． 

1505 51 503099 トリ２－エチルヘキサン酸トリメチロールプ

ロパン 

トリオクタン酸トリメチロー

ルプロパン 

トリエチルヘキサン酸ＴＭＰ、トリオク

タン酸ＴＭＰ 

本品は，２-エチルヘキサン酸とトリメチロールプロパンのトリエステル（Ｃ30Ｈ5606：512.76）からなる． 

1506 51 107446 トリエチレングリコール   トリグリコール 本品は，主としてトリエチレングリコール（Ｃ6Ｈ14Ｏ4：150.17）からなる． 

1507 51 504247 トリオキシステアリン酸グリセリル     本品は，主として「ヒドロキシステアリン酸」とグリセリンのトリエステル（Ｃ57Ｈ1109：939.48）からなる． 

1508 51 106822 トリオレイン酸ソルビタン     本品は，主として「オレイン酸」とソルビタンからなるトリエステルである． 

1509 51 108413 トリオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン

（２０Ｅ．Ｏ．） 

  トリオレイン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン 本品は，主として「トリオレイン酸ソルビタン」に酸化エチレンを付加重合したもので，酸化エチレンの平均付加

モル数は，20 である． 

1510 51 520820 トリオレイン酸ポリグリセリル     本品は，主として「オレイン酸」とポリグリセリンのトリエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 10 である． 

1511 51 540066 トリ（カプリル・カプリン酸）グリセリル     本品は，主として，カプリル酸と「カプリン酸」の混合脂肪酸とグリセリンのトリエステルで，主としてトリ（カプリル・

カプリン酸）グリセリンからなる． 

1512 51 540067 トリ（カプリル・カプリン酸）グリセリル・トリス

テアリン酸グリセリル混合物 

    本品は，主としてトリ（カプリル・カプリン酸）グリセリルとトリステアリン酸グリセリルの混合物である． 

1513 51 540065 トリ（カプリル・カプリン・ミリスチン・ステアリ

ン酸）グリセリル 

    本品は，カプリル酸約 25％，「カプリン酸」約 15％，「ミリスチン酸」約 20％及び「ステアリン酸」約 40％の混合脂

肪酸と，グリセリンからなるトリグリセリドである． 

1514 51 505117 トリカプリル酸グリセリル     本品は，主としてカプリル酸とグリセリンのトリエステル（Ｃ27Ｈ50Ｏ6：470.68）からなる． 

1515 51 505119 トリ牛脂脂肪酸グリセリル     本品は，主として「牛脂脂肪酸」とグリセリンのトリエステルからなる. 

1516 51 107430 トリクロロカルバニリド   トリクロカルバン 本品を乾燥したものは，定量するとき，トリクロロカルバニリド（Ｃ13Ｈ9Cl3Ｎ2O：315.58）95.0％以上を含む． 

1517 51 540070 トリクロロヒドロキシジフェニルエーテル   トリクロサン 本品を乾燥したものは，定量するとき，トリクロサン（Ｃ12Ｈ7Ｃｌ3Ｏ2：289.54）98.0～104.0％を含む． 

1518 51 532201 ２，４，６－トリス［４－（２－エチルヘキシル

オキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－ト

リアジン 

  トリスエチルヘキシルオキシカルボニ

ルアニリノトリアジン 

本品は，定量するとき 2,4,6-トリス［4-（２-エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］-1,3,5-トリアジン（Ｃ48Ｈ

66N606：823.07）として 95.0％以上を含む． 

1519 51 503100 トリステアリン酸グリセリル     本品は，主として「ステアリン酸」とグリセリンのトリエステル（Ｃ57Ｈ110Ｏ6：891.48）からなる． 

1520 51 106823 トリステアリン酸ソルビタン     本品は，主として「ステアリン酸」とソルビタンのトリエステルからなる． 

1521 51 540071 トリステアリン酸デカグリセリル     本品は，主として「ステアリン酸」とデカグリセリンのトリエステルからなる． 
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1522 51 503101 トリステアリン酸ポリオキシエチレングリセリ

ル 

  トリステアリン酸ＰＯＥグリセリル 本品は, 主として「ステアリン酸」とポリオキシエチレングリセリンからなるトリエステルである． 

1523 51 502100 トリステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタ

ン 

  トリステアリン酸ＰＯＥソルビタン 本品は， 主として「ステアリン酸」とポリオキシエチレンソルビタンからなるトリエステルである． 

1524 51 500298 トリステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタ

ン（２０Ｅ．Ｏ．） 

  トリステアリン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン 本品は，主として「トリステアリン酸ソルビタン」に酸化エチレンを付加重合したもので，酸化エチレンの平均付加

モル数は，20 である． 

1525 51 523155 トリステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタ

ン（１６０Ｅ．Ｏ．） 

  トリステアリン酸ＰＯＥ（１６０）ソルビタ

ン 

本品は，主としてソルビタンのステアリン酸トリエステルに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレ

ンの平均付加モル数は 160 である． 

1526 51 520823 トリステアリン酸ポリオキシエチレンソルビッ

ト 

  トリステアリン酸ＰＯＥソルビット 本品は，主として「ステアリン酸」とポリオキシエチレンソルビットのトリエステルからなる．酸化エチレンの平均付

加モル数は 3 である． 

1527 51 503102 トリパルミチン酸グリセリル     本品は，主として「パルミチン酸」とグリセリンのトリエステル（Ｃ51Ｈ99Ｏ6：807.33）からなる． 

1528 51 520825 トリパルミチン酸ピリドキシン ピリドキシントリパルミテー

ト 

ビタミンＢ６トリパルミテート 本品は，「パルミチン酸」とピリドキシンのトリエステルである．本品を乾燥したものは，定量するとき，トリパルミチ

ン酸ピリドキシン（Ｃ56Ｈ101ＮＯ6：884.40）95.0％以上を含む． 

1529 51 002280 Ｌ－トリプトファン   トリプトファン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-トリプトファン（Ｃ11Ｈ12Ｎ2Ｏ2：204.23）98.5％以上を含む． 

1530 51 505124 トリベヘン酸グリセリル     本品は，主として「ベヘニン酸」とグリセリンのトリエステルからなる． 

1531 51 509080 トリポリオキシエチレンアルキル（１２～１５）

エーテルリン酸（８Ｅ．Ｏ．） 

  トリＰＯＥ（８）アルキル（１２～１５）エー

テルリン酸 

本品は，主として炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

のリン酸トリエステルからなり，酸化エチレンの平均付加モル数は 8 である． 

1532 51 508072 トリ（ポリオキシエチレンイソステアリン酸）ト

リメチロールプロパン（３Ｅ．Ｏ．） 

  トリＰＯＥ（３）イソステアリン酸ＴＭＰ 本品は，主としてポリオキシエチレントリメチロールプロパンと「イソステアリン酸」のトリエステルからなる．酸化エ

チレンの平均付加モル数は，3 である． 

1533 51 540072 トリミリスチン酸グリセリル     本品は，主として「ミリスチン酸」とグリセリンのトリエステル（Ｃ45Ｈ8606：723.17）からなる． 

1534 51 511049 トリミリスチン酸ポリオキシエチレントリメチロ

ールプロパン（５Ｅ．Ｏ．） 

  トリミリスチン酸ＰＯＥ（５）ＴＭＰ 本品は，主として「ミリスチン酸」とポリオキシエチレントリメチロールプロパンとのトリエステルからなる．酸化エチ

レンの平均付加モル数は 5 である. 

1535 51 509081 トリ（ミンク油脂肪酸・パルミチン酸）グリセリ

ル 

  トリミンク油脂肪酸・パルミチン酸グリ

セリル 

本品は，主としてミンク油脂肪酸と「パルミチン酸」の混合物とグリセリンのトリエステルである． 

1536 51 523156 トリメチルグリシン ベタイン   本品を乾燥したものは，定量するとき，トリメチルグリシン（Ｃ5Ｈ11ＮＯ2：117.15）98.0％以上を含む． 

1537 51 520827 トリメチルシロキシケイ酸   トリシロキサン 本品は，シロキサン構造を主骨格とした架橋構造をもつ化合物で〔（CＨ3）3ＳｉＯ1/2〕x･〔ＳｉＯ2〕y であらわされ，

X は 1～3，Y は 0.5～8 である． 

1538 51 532105 トリメリト酸トリトリデシル     本品は，主としてトリメリト酸とトリデシルアルコールのトリエステル（Ｃ48Ｈ8406：757.18）からなる． 

1539 51 505127 トリヤシ油脂肪酸グリセリル     本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」とグリセリンのトリエステルからなる． 

1540 51 504256 トリラウリルアミン     本品は，主としてトリラウリルアミン（Ｃ36Ｈ75Ｎ：521.99）からなる． 

1541 51 504257 トリラウリン酸グリセリル     本品は，主として「ラウリン酸」とグリセリンのトリエステルからなる． 

1542 51 540068 トリ（リシノレイン・カプロン・カプリル・カプリ

ン酸）グリセリル 

    本品は，主としてリシノレン酸，カプロン酸，カプリル酸及び「カプリン酸」からなる混合脂肪酸とグリセリンとのトリ

エステルである． 

1543 51 107368 トルエン     本品は，トルエン（Ｃ7Ｈ8：92.14）である． 

1544 51 520833 トルメンチラエキス     本品は，トルメンチラ Potentilla tormentilla Schrk（Rosaceae）の根から，水にて抽出して得られるエキスである． 

1545 51 532239 トレハロース     本品は，主として，トレハロース（Ｃ12Ｈ22011･2Ｈ2O：378.33）からなる． 

1546 51 532106 トレハロース液     本品は，「トレハロース」の水溶液である． 

1547 51 532183 トレハロース硫酸ナトリウム   トレハロース硫酸Ｎａ 本品は，「トレハロース」の硫酸エステルのナトリウム塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，イオウ（Ｓ：

32.07）18.0～22.5％を含む． 

1548 99 999999 トレメラエキス-Ⅱ     本品は、シロキクラゲ Tremella fuciformis Berk.（シロキクラゲ目 Tremellales,シロキクラゲ科 Tremellaceae）の

子実体に含まれる多糖体の抽出液である。 

1549 51 520835 ナイロン末     本品は，ポリアミド系の重合体である． 

1550 51 002281 ナタネ油     本品は，セイヨウアブラナ Brassica napus Linne'又は Brassica campestris Linne'（Cruciferae）の種子から得られ

た脂肪油である． 

1551 51 520836 納豆エキス     本品は，ダイズ Glycine  max  Merrill （Legminosae）の種子をナットウ菌 Bacillus natto Sawamura で発酵して

得た納豆の 20％エタノール溶液エキスに「無水エタノール」を加えて析出する塊状粘質物を 10％エタノール溶

液に分散させて得られる液である． 
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1552 51 500301 軟質ラノリン脂肪酸     本品は，ラノリンをけん化して得た軟質の脂肪ようの物質を精製したものである． 

1553 51 506019 軟質ラノリン脂肪酸コレステリル     本品は，主として「軟質ラノリン脂肪酸」と「コレステロール」のモノエステルからなる． 

1554 51 001461 ニコチン酸     本品を乾燥したものは，定量するとき，ニコチン酸（Ｃ6Ｈ5ＮＯ2：123.11）99.5％以上を含む． 

1555 51 001463 ニコチン酸アミド     本品を乾燥したものは，定量するとき，ニコチン酸アミド（Ｃ6Ｈ6Ｎ20：122.13）98.0％以上を含む． 

1556 51 110588 ニコチン酸ｄｌ－α－トコフェロール ビタミンＥニコチネート ビタミンＥニコチン酸エステル 本品は，定量するとき，ニコチン酸 dＬ-α-トコフェロール（Ｃ35Ｈ53ＮＯ3：535.80）95.0％以上を含む 

1557 51 007206 ニコチン酸ベンジル     本品は，定量するとき，ニコチン酸ベンジル（Ｃ13Ｈ11ＮＯ2：213.23）96.0％以上を含む. 

1558 51 504263 ニコチン酸メチル     本品は，乾燥したものは，定量するとき，ニコチン酸メチル（Ｃ7Ｈ7ＮＯ2：137.14）97.5％以上を含む． 

1559 51 532185 二酸化ケイ素被覆炭化ケイ素     本品は，β型炭化ケイ素に二酸化ケイ素を 9：1 の割合で被覆したものである． 

1560 51 540204 ニ炭酸一水素三ナトリウム セスキ炭酸ナトリウム セスキ炭酸Ｎａ、二炭酸一水素三Ｎａ 本品は，定量するとき，セスキ炭酸ナトリウム（Na2CＯ3･NaHCＯ3･2Ｈ2O：226.03）97.0％以上を含む． 

1561 51 104611 ニトロセルロース     本品は，セルロースの硝酸エステルで，通例，「イソプロパノール」又はその他の溶剤で潤したものである． 

1562 99 999999 乳酵母エキス     本品は、酵母 Kluyveromyces lactis 及びＫｌｕｙｖｅｒｏｍｙｃｅｓ fragilis の菌体を乾燥して粉末にしたものから［精

製水］にて抽出し、［エタノール］を加えたものである。 

1563 51 001468 乳酸     本品は，乳酸及び無水乳酸の混合物で，定量するとき，乳酸（Ｃ3Ｈ603：90.08）85.0～92.0％を含む． 

1564 51 532257 乳酸アルキル（１２，１３）     本品は，主として，「乳酸」と炭素数 12,13 の分岐アルキル基を有するアルコールのエステルである． 

1565 51 100452 乳酸アルミニウム   乳酸Ａｌ 本品は，乳酸アルミニウム（Ｃ9Ｈ15ＡｌＯ9：294.19）からなる．本品は定量するとき，換算した脱水物に対し，アル

ミニウム（Ａｌ：26.98）8.9～9.4％及び乳酸（Ｃ3Ｈ6Ｏ3：90.08）89.0～93.7％を含む． 

1566 51 504266 乳酸オクチルドデシル     本品は，主として「乳酸」と「2-オクチルドデカノール」のエステル（Ｃ23Ｈ46Ｏ3：370.61）からなる． 

1567 99 999999 乳酸球菌発酵液 D２     本品は、乳酸球菌の発酵液である。 

1568 51 101322 乳酸セチル     本品は，主として「乳酸」と「セタノール」のエステル（Ｃ19Ｈ3803：314.50）からなる． 

1569 51 106682 乳酸ナトリウム液   乳酸Ｎａ液 本品は，定量するとき，表示量の 97.0～103.0％に対応する乳酸ナトリウム（Ｃ3Ｈ5ＮａＯ3：112.06）を含む． 

1570 51 500308 乳酸ミリスチル     本品は，主として「乳酸」と「ミリスチルアルコール」のエステル（Ｃ17Ｈ3403：286.45）からなる． 

1571 51 503104 乳酸ラウリル     本品は，主として乳酸と「ラウリルアルコール」のエステル（Ｃ15Ｈ30Ｏ3：258.40）からなる．  

1572 51 510057 乳脂     本品は，牛乳から得られる脂を精製したものである． 

1573 51 520842 乳脂肪エマルション     本品は，牛乳から乳脂肪分以外の成分を除去したものである．本品は，定量するとき，乳脂肪分として，18.0％

以上を含む． 

1574 51 523157 乳たん白     本品は，脱脂した牛乳から得たたん白質を，噴霧乾燥したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，

窒素（Ｎ：14.01）13.0～15.0％を含む． 

1575 51 001472 乳糖     本品は，主として乳糖（Ｃ12Ｈ22011・Ｈ2O：360.31）からなる． 

1576 51 002286 尿素     本品は，定量するとき，尿素（CＨ4Ｎ20：60.06）99.0％以上を含む 

1577 99 999999 ニンジンエキス   人参エキス 本品はオタネニンジン Panax ginseng C.A.Meyer （Panax schinseng Nees）（Araliaceae）の根の含有成分を５０

vol％エタノール溶液にて低温抽出して得られた成分を２０vol％エタノール溶液に溶かしたものである.本品は定

量するとき,ギンセノシド Rg１（C４２H７２O１４：８０１.０３）として０.０５～０.１２w/v％を含む. 

1578 51 104577 ニンジンエキス   人参エキス 本品は，オタネニンジン Panax ginseng C.A.Meyer （Panax schinseng Nees） （Araliaceae）の根又は根（生）を

蒸して乾燥したものから水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「1.3-ブチレングリコール」又はこれらの混

液又は「無水エタノール」にて抽出して得られるエキスである． 

1579 99 999999 ニンジン抽出液   ニンジンエキス 本品はオタネニンジン Panax ginseng C.A. Meyer （Panax schinseng Nees）（Araliaceae）の含有成分を５０

v/v％エタノールにて低温抽出して得られた成分を１０v/v％エタノールに溶かしたものであり、ジンセノサイド Rg

１（C４２H７２O１４：８０１.０３）として０.０５～０.１２w/v％含む。 

1580 51 104583 ニンジン末   人参末 本品は，オタネニンジン Panax ginseng C.A.Meyer （Panax schines Nees （Araliaceae）） の根を粉砕たもので

ある． 

1581 99 999999 ニンニク B１エキス末     本品は別添規格（（１）-１）｢ニンニク｣（Allium sativum Linne （´））（Liliaceae）の鱗茎抽出液に塩酸チアミンを添

加して乾燥粉末としたもので、塩酸チアミン４.０５～４.９５％を含む。 

1582 51 104591 ニンニクエキス     本品は，ニンニク Allium scorodoplasum L. 又は Allium sativum L.（Liliaceae） の鱗茎から水，「無水エタノー

ル」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られたエキスであ

る． 

1583 51 001224 濃グリセリン     本品は，グリセリン（Ｃ3Ｈ803：92.09）95.0％以上を含む（比重による）． 

1584 51 500312 γ－ノナラクトン アルデヒドＣ-１８   本品は，定量するとき，γ-ノナラクトン（Ｃ9Ｈ16Ｏ2：156.22）97.0％以上を含む． 
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1585 51 520849 ノナン酸コレステリル     本品は，主としてノナン酸と「コレステロール」のエステル（Ｃ36Ｈ6202：526.88）からなる． 

1586 51 532107 ノナン酸ジヒドロコレステリル     本品は，主としてノナン酸と「ジヒドロコレステロール」のエステル（Ｃ36Ｈ64Ｏ2：528.89）からなる． 

1587 51 502108 ノナン酸バニリルアミド   ヒドロキシメトキシベンジルノナミド、ノ

ニル酸バニリルアミド 

本品を乾燥したものは，定量するとき，ノニル酸バニリルアミド（Ｃ17Ｈ27ＮＯ3：293.40）95.0％以上を含む. 

1588 51 520850 ノバラエキス     本品は，Rosa canina Linne´（Rosaceae）の果実から，水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレ

ングリコール」又はこれらの混液，もしくは「エチレングリコール」及び「エタノール」の混液（7：3）にて抽出して得

られるエキスである． 

1589 51 532231 ノバラ油     本品は，Rosa canina Linne´ （Rosaceae）の果実を水蒸気蒸留して得た精油である． 

1590 51 500314 パーシック油     本品は，ホンアンズ Prunus armeniaca Linne´，モモ Prunus persica Batch 及びその変種（Rosaceae）の核仁から

得た脂肪油である． 

1591 51 532190 パーフルオロアルキルエーテルポリオキシ

エチレンリン酸 

  パーフルオロアルキルエーテルＰＯＥ

リン酸 

本品は，モノ（パーフルオロアルキルエーテルポリオキシエチレン）リン酸とジ（パーフルオロアルキルエーテル

ポリオキシエチレン）リン酸の混合物である． 

1592 51 532108 パーフルオロアルキルシラン被覆セリサイト     本品は，「セリサイト」をパーフルオロアルキルシランで被覆処理したものである． 

1593 99 999999 パーフルオロアルキルシランポリシロキサン

被覆セリサイト 

    本品は、粧配規「セリサイト」をパーフルオロアルキルシランポリシロキサンで被覆処理したものである。 

1594 51 523158 パーフルオロアルキルリン酸エステルジエ

タノールアミン塩 

  パーフルオロアルキルリン酸ＤＥＡ 本品は，モノパーフルオロアルキルエチルリン酸エステルのジエタノールアミン塩とジパーフルオロアルキルエ

チルリン酸エステルのジエタノールアミン塩との混合物からなり，通常，水を含む． 

1595 51 523159 パーフルオロポリエーテル     本品は，主として酸化ヘキサフルオロプロピレンと酸化ジフルオロメチレンの共重合体からなる．酸化ジフルオロ

メチレン 1 モルに対する酸化ヘキサフルオロプロピレンの重合度比は，20～40 である． 

1596 51 508078 パーム核油     本品は，アブラヤシ Elaeis guineensis Jacq．（Palmae）の果実の核を圧搾して得た脂肪油である． 

1597 51 504270 パーム核油脂肪酸     本品は，「パーム核油」から得られる高級脂肪酸の混合物で，主としてラウリン酸（Ｃ12Ｈ24Ｏ2：200.32）からな

る． 

1598 51 523160 パーム核油脂肪酸アシル-Ｎ－カルボキシ

エチル-Ｎ－ヒドロキシエチルエチレンジア

ミンナトリウム液 

パーム核油アルキルＮ－

カルボキシエチルＮ－ヒド

ロキシエチルイミダゾリニウ

ムベタインナトリウム 

パーム核油脂肪酸アシルカルボキシ

エチルヒドロキシエチルエチレンジア

ミンＮａ液 

本品は，主としてパーム核油脂肪酸アシル-N-カルボキシエチル-N-ヒドロキシエチルエチレンジアミンナトリウ

ムの水溶液からなる．本品は定量するとき，パーム核油脂肪酸アシル-N-カルボキシエチル-N-ヒドロキシエチ

ルエチレンジアミンナトリウムとして，表示量の 90.0～110.0％を含む． 

1599 51 523161 パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタイン

液 

    本品は，パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタインの水溶液である．本品を定量するとき，パーム核油脂肪酸ア

ミドプロピルベタインを 27～33％含む． 

1600 51 523162 パーム核油脂肪酸ジエタノールアミド（１）   パーム核油脂肪酸ジエタノールアミド

-１ 

本品は，「パーム核油脂肪酸」と当量の「ジエタノールアミン」とを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

1601 51 523163 パーム核油脂肪酸ジエタノールアミド（２）   パーム核油脂肪酸ジエタノールアミド

-２ 

本品は，主としてパーム核油脂肪酸とジエタノールアミンとを縮合して得られる 1：2 型アルキロールアミドである. 

1602 51 523164 パーム脂肪酸     本品は，主として｢パーム核油｣と｢パーム油｣から得られる脂肪酸の混合物である． 

1603 51 504271 パーム油     本品は，アブラヤシ Elaeis guinensis Jacq.の果実の果肉から得られる脂肪油である． 

1604 51 520855 パール末   真珠末 本 品 は ， ア コ ヤ ガ イ  Pinctada martenesii Dunker, カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ Margaritifera margarifera Linne' 

（Unionidae）, クロチョウガイ Pinctada margaritifera Linne' （Pteriidae） 及び シナカラスガイ Crystaria 

plicataLeach （Unionidae）の真珠層又は真珠を粉砕したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，炭

酸カルシウム（ＣａＣＯ3：100.09）85.0％以上を含む． 

1605 51 540073 パイロフェライト質クレイ     本品は，主として天然に産する含水ケイ酸アルミニウムからなる. 

1606 99 999999 ハクガイシ加水分解エキス   ハクガイシ水解エキス 本品は、アブラナ科（Cruciferae）に属するアブラナ属（Brassica）のハクガイシ Sinapis alba L.（Brassica hirta 

MOENCH,B.alba BOISS）の種子を水抽出し、加水分解処理して得られた液である。 

1607 51 520861 バクガ液汁   麦芽液汁 本品は，オオムギ Hordeum vulgara Linne' （Gramineae） の芽（生）を圧搾して得られる液汁である. 

1608 51 508076 バクガエキス   麦芽エキス 本品は，オオムギ Hordeum vulgare Linne' （Gramineae）の芽を「エタノール」にて約 70℃で抽出して得られるエ

キスである． 

1609 51 523165 バクガ根エキス   麦芽根エキス 本品は，オオムギ Hordeum vulgare Linne´（Gramineae）の根から水で抽出して得たエキスである． 

1610 51 500313 白糖     本品は，主としてショ糖（Ｃ12Ｈ22011：342.30）からなる． 

1611 51 523392 白糖発酵液     本品は，「白糖」を水で溶解し，酵母 Saccharomyces により発酵した後，得られた液をろ過したものである． 

1612 51 111921 バクモンドウエキス     本品は，ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus Ker-Gawler 又はその他同属植物（Liliaceae）の根の膨大部から水で
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抽出して得られるエキスである．本品は，定量するとき，糖類（ショ糖として）85.0～105.0％を含む． 

1613 51 520864 馬脂     本品は，ウマ Equus caballos Linne ´ （Equidae ）の脂肉から得られる脂肪を精製したものである． 

1614 51 520866 パセリエキス（１） オランダゼリエキス（１） パセリエキス-１、オランダゼリエキス-

１ 

本品は，オランダゼリ（パセリ）Petroselinum sativum Hoffman（Umbelliferae）の葉から水，「１，３-ブチレングリコ

ール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1615 51 520867 パセリエキス（２） オランダゼリエキス（２） パセリエキス-２、オランダゼリエキス-

２ 

本品は，オランダゼリ（パセリ）Petroselinum sativum Hoffman （Umbelliferae） の根から水，「プロピレングリコー

ル」及び「モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビタン（20Ｅ．Ｏ．）」の混液（81：15：4）にて抽出して得られるエキ

スである. 

1616 51 520868 ハダカムギ葉汁濃縮物     本品は，ハダカムギ Hordeum vulgare Linne´ var. nudum Hooker f.（Graminea）の葉を圧搾して得られる液を噴

霧乾燥したもの又はこれを更に水に溶解した後，ろ過し，得られたろ液を濃縮又は噴霧乾燥したものである． 

1617  000000 八アセチル化ショ糖変性アルコール     本品は，「エタノール」に八アセチル化ショ糖を加え，変性させたものである． 

1618 51 500315 ハチミツ     本品は，ヨーロッパミツバチ Apis mellifera Linne´又はトウヨウミツバチ Apis indica Radoszkowski（Apidae）がその

巣に集めた甘味物を採集したものである． 

1619 51 500316 バチルアルコール グリセリンモノステアリルエ

ーテル 

  本品は，主としてグリセリンのα-モノステアリルエーテル（Ｃ21Ｈ4403：344.57）からなる． 

1620 1 120141 ハッカ 薄荷   本品はハッカ Mentha arvensis Linne var.piperascens Malinvaud （Labiatae）の地上部である. 

1621 51 105562 ハッカ末     本品は，ハッカ Mentha arvensis Linne´var．piperascens Malinvaud 又はその種間雑種（Labiatae）の地上部を粉

末にしたものである． 

1622 51 001488 ハッカ油     本品は，Mentha arvensis Linne´ 及び Mentha piperita を水蒸気蒸留して得られる精油である．本品は定量す

るとき，総メントール（メントール（Ｃ10Ｈ20Ｏ：156.27）として）50.0％以上を含む． 

1623 51 510060 ハトムギ油     本品は，ハトムギ Coix lacryma-jobi Linne´ var. ma-yuen Stapf （Gramineae） の種子から得られる脂肪油であ

る． 

1624 51 107548 バニリン ワニリン   本品は，主としてバニリン（Ｃ8Ｈ803：152.15）からなる. 

1625 51 507080 パパイヤ末     本品は，パパイヤ Carica papaya L. （Caricaseae） の果肉及び果皮を乾燥させ，粉末としたものである．本品を

定量するとき，粗たん白として 60.0～70.0％を含む． 

1626 51 105015 パパイン     本品は，主としてパパイヤ Carina papaya L. （Caricaceae） の果汁から得られるたん白質分解酵素からなる．

本品は定量するとき，40000Pa.U.N./g 以上の活性を有する． 

1627 51 508077 パプリカ色素     本品はトウガラシ Capsicum frutescens Linne （Solanaceae）の果実をヘキサンで抽出した後，ヘキサンを留去し

て得られるカロチノイド系色素を「大豆油」に溶解したものである． 

1628 51 532248 ハマナスエキス マイカイカエキス   本品は，ハマナス Rosa rugosa Thunberg （Rosaceae）の花からエタノール溶液にて抽出して得られたエキスであ

る． 

1629 51 507082 ハマメリスエキス     本品は，ハマメリス Hamamelis virginiana L. （Hamamelidaceae）の葉又は葉及び樹皮から水，「プロピレングリコ

ール」，「１，３-ブチレングリコール」，「エタノール」又はこれらの混液で抽出したものである． 

1630 51 502109 ハマメリス水 ウイッチヘーゼル水   本品は，ハマメリス Hamamelis virginiana L. （Hamamelidaceae） の葉，樹皮，根及び枝等を水蒸気蒸留して得

た液 又は，これに「エタノール」を加えたものである． 

1631 51 520877 ハマメリス末     本品は，ハマメリス Hamamelis virginiana L. （Hamamelidaceae）の樹皮を粉末としたものである． 

1632 51 522114 歯磨用塩化ナトリウム   歯磨用塩化Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，塩化ナトリウム（NaCl：58.44）98.0％以上を含む． 

1633 51 500318 歯磨用リン酸水素カルシウム   歯磨用リン酸水素Ｃａ 本品は，リン酸水素カルシウムに，リン酸，ピロリン酸若しくはポリリン酸のアルカリ塩，カルシウム塩又はマグネ

シウム塩を添加して製したものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸水素カルシウム（CaHＰＯ4：

136.06）として 93.0％以上を含む． 

1634 51 520880 馬油     本品は，ウマ Equus caballus（Equoidae）のたてがみ及び尾の基部，あるいは皮下脂肪層から得た脂肪油であ

る． 

1635 51 104960 パラアミノ安息香酸   ＰＡＢＡ 本品を乾燥したものは，定量するとき，パラアミノ安息香酸（Ｃ7Ｈ7ＮＯ2：137.14）98.5％以上を含む． 

1636 51 500319 パラアミノ安息香酸エチル   エチルＰＡＢＡ 本品を乾燥したものは，定量するとき，パラアミノ安息香酸エチル（Ｃ9Ｈ11ＮＯ2：165.19）99.0％以上を含む． 

1637 51 520881 パラアミノ安息香酸グリセリル   グリセリルＰＡＢＡ 本品を乾燥したものは，定量するとき，パラアミノ安息香酸グリセリル（Ｃ10Ｈ13ＮＯ4：211.22）90.0％以上を含

む． 

1638 51 520882 バラエキス     本品は，セイヨウバラ Rosa centifolia Linne´（Rosaceae）の花から水，「プロピレングリコール」又はこれらの混液

にて抽出して得られるエキスである． 
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1639 51 103117 パラオキシ安息香酸イソブチル   イソブチルパラベン、パラベン 本品は，パラオキシ安息香酸イソブチル（Ｃ11Ｈ14Ｏ3：194.23）99.0％以上を含む。 

1640 51 103134 パラオキシ安息香酸イソプロピル   イソプロピルパラベン、パラベン 本品は，パラオキシ安息香酸イソプロピル（Ｃ10Ｈ12Ｏ3：180.20）99.0％以上を含む。 

1641 51 002292 パラオキシ安息香酸エチル   エチルパラベン、パラベン 本品は，パラオキシ安息香酸エチル（Ｃ9Ｈ10Ｏ3：166.17）99.0％以上を含む。 

1642 51 002293 パラオキシ安息香酸ブチル   ブチルパラベン、パラベン 本品は，パラオキシ安息香酸ブチル（Ｃ11Ｈ14Ｏ3：194.23）99.0％以上を含む。 

1643 1 002294 パラオキシ安息香酸プロピル   プロピルパラベン、パラベン 本品を乾燥したものは定量するとき，パラオキシ安息香酸プロピル （Ｃ１０Ｈ１２Ｏ３） ９９．０％以上を含む． 

1644 51 002294 パラオキシ安息香酸プロピル   プロピルパラベン、パラベン 本品は，パラオキシ安息香酸プロピル（Ｃ10Ｈ12Ｏ3：180.20）99.0％以上を含む。 

1645 51 111233 パラオキシ安息香酸ベンジル   ベンジルパラベン、パラベン 本品は，定量するとき，パラオキシ安息香酸ベンジル（Ｃ14Ｈ1203：228.24）99.0％以上を含む． 

1646 1 002295 パラオキシ安息香酸メチル   メチルパラベン、パラベン 本品を乾燥したものは定量するとき，パラオキシ安息香酸メチル （Ｃ８Ｈ８Ｏ３） ９９．０％以上を含む． 

1647 51 002295 パラオキシ安息香酸メチル   メチルパラベン、パラベン 本品は，パラオキシ安息香酸メチル（Ｃ8Ｈ8Ｏ3：152.15）99.0％以上を含む。 

1648 51 504277 パラオキシ安息香酸メチルナトリウム     本品を乾燥したものは，定量するとき，パラオキシ安息香酸メチルナトリウム（Ｃ8Ｈ7ＮａＯ3：174.13）99.0％以上

を含む． 

1649 51 002296 パラクロルフェノール   クロロフェノール 本品は，定量するとき，パラクロルフェノール（Ｃ6Ｈ5C10：128.56）99.0％以上を含む． 

1650 51 500595 パラジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘ

キシル 

パラジメチルアミノ安息香

酸オクチル 

ジメチルＰＡＢＡエチルヘキシル 本品は，定量するとき，パラジメチルアミノ安息香酸２-エチルヘキシル（Ｃ17Ｈ27ＮＯ2：277.40）95.0％以上を含

む． 

1651 51 501105 パラジメチルアミノ安息香酸アミル   ジメチルＰＡＢＡアミル 本品は，定量するとき，パラジメチルアミノ安息香酸アミル（Ｃ14Ｈ21ＮＯ2：235.32）70.0％を含む． 

1652 51 504279 パラヒドロキシアニソール     本品は，主としてパラヒドロキシアニソールからなる。 

1653 51 001495 パラフィン     本品は，石油から得た固形の炭化水素類の混合物である． 

1654 51 500328 パラフェノールスルホン酸亜鉛   フェノールスルホン酸亜鉛 本品は，定量するとき，パラフェノールスルホン酸亜鉛（Ｃ12Ｈ10Ｏ8Ｓ2Ｚｎ・8Ｈ2Ｏ：555.86）98.0％以上を含む． 

1655 51 504280 パラフェノールスルホン酸ナトリウム（二水

和物） 

  パラフェノールスルホン酸Ｎａ・２水和

物 

本品は，主としてパラフェノールスルホン酸のナトリウム塩（Ｃ6Ｈ5ＮａＯ4Ｓ･2Ｈ2O：232.19）からなる．本品を乾燥

したものは，定量するとき，パラフェノールスルホン酸ナトリウム（Ｃ6Ｈ5ＮａＯ4Ｓ：196.16）として 98.0～102.0％を

含む． 

1656 51 500329 パラメチルアセトフェノン     本品は，定量するとき，パラメチルアセトフェノン（Ｃ9Ｈ10O：134.18）98.0％以上を含む． 

1657 51 509084 パラメトキシケイ皮酸イソプロピル・ジイソプ

ロピルケイ皮酸エステル混合物 

  パラメトキシケイ皮酸イソプロピル・ケ

イ皮酸ジイソプロピル混合物、パラメト

キシ桂皮酸イソプロピル・桂皮酸ジイ

ソプロピル混合物 

本品は，定量するとき，パラメトキシケイ皮酸イソプロピル 72.0～79.0％，2，4-ジイソプロピルケイ皮酸エチル

15.0～21.0％，2,4-ジイソプロピルケイ皮酸メチル 3.0～9.0％を含む． 

1658 51 500607 パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル パラメトキシケイ皮酸オク

チル 

パラメトキシケイ皮酸エチルヘキシ

ル、パラメトキシ桂皮酸エチルヘキシ

ル 

本品は，定量するとき，パラメトキシケイ皮酸２-エチルヘキシル（Ｃ18Ｈ2603：290.40）98.0％以上を含む． 

1659 51 520132 パリエタリアエキス     本品は，パリエタリア Parietaria officinalis Linne´（Urticaceae）の葉から，プロピレングリコール溶液又は 1,3-ブ

チレングリコール溶液により抽出して得られるエキスである． 

1660 51 104981 パルミチン酸     本品は，主としてパルミチン酸（Ｃ16Ｈ32Ｏ2：256.42）からなる． 

1661 51 500331 パルミチン酸亜鉛   パルミチン酸Ｚｎ 本品は，主としてパルミチン酸（Ｃ16Ｈ32Ｏ2：256.42）の亜鉛塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，

亜鉛（Ｚｎ：65.41）10.5～13.0％を含む． 

1662 51 100653 パルミチン酸アスコルビル   ビタミンＣパルミテート 本品を乾燥したものは，定量するとき，パルミチン酸-Ｌ-アスコルビル（Ｃ22Ｈ3807：414.53）93.0％以上を含む． 

1663 51 502110 パルミチン酸アミド     本品は，主としてパルミチン酸アミド（Ｃ16Ｈ33ＮＯ：255.44）からなる． 

1664 51 503110 パルミチン酸イソステアリル     本品は，主として「パルミチン酸」と「イソステアリルアルコール」のエステル（Ｃ34Ｈ68Ｏ2：508.90）からなる． 

1665 51 103133 パルミチン酸イソプロピル     本品は，主として「パルミチン酸」と「イソプロパノール」のエステル（Ｃ19Ｈ38Ｏ2：298.50）からなる． 

1666 51 540074 パルミチン酸２－エチルヘキシル パルミチン酸オクチル パルミチン酸エチルヘキシル 本品は，主として「パルミチン酸」と２-エチルヘキサノールのエステル（Ｃ24Ｈ48Ｏ2：368.64）からなる． 

1667 51 510063 パルミチン酸カリウム   パルミチン酸Ｋ 本品は，主として「パルミチン酸」のカリウム塩（Ｃ16Ｈ31KＯ2：294.51）からなる． 

1668 51 101323 パルミチン酸セチル     本品は，主として「パルミチン酸」と「セタノール」のエステル（Ｃ32Ｈ64Ｏ2：480.85）からなる． 

1669 51 109836 パルミチン酸デキストリン     本品は，主として「パルミチン酸」と「デキストリン」のエステルからなる． 

1670 51 502112 パルミチン酸ナトリウム   パルミチン酸Ｎａ 本品は，主として「パルミチン酸」のナトリウム塩（Ｃ16Ｈ31NaＯ2：278.41）からなる． 

1671 51 532109 パルミチン酸２－ヘキシルデシル パルミチン酸イソセチル パルミチン酸ヘキシルデシル 本品は，主として「パルミチン酸」と 2-ヘキシルデカノールのエステル（Ｃ32Ｈ64Ｏ2：480.85）からなる． 

1672 51 502113 パルミチン酸ポリエチレングリコール   パルミチン酸ＰＥＧ 本品は，主として「パルミチン酸」とポリエチレングリコールとのモノエステルからなる． 

1673 51 532110 パルミチン酸モノエタノールアミド パルミチン酸エタノールア

ミド 

  本品は，主として「パルミチン酸」と当量の「モノエタノールアミン」を縮合して得られるアルキロールアミド（Ｃ18Ｈ

37ＮＯ2：299.49）である． 
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1674 51 001501 パルミチン酸レチノール   ビタミンＡパルミチン酸エステル、ビタ

ミンＡパルミテート 

本品は，パルミチン酸レチノール又はパルミチン酸レチノールに植物油を加えたものである．本品は，定量する

とき，表示ビタミン A 単位の 95～105％を含む． 

1675 51 520891 Ｎ－パルミトイル-Ｌ－アスパラギン酸ジエ

チル 

  パルミトイルアスパラギン酸ジエチル 本品は主として，N-パルミトイル-Ｌ-アスパラギン酸ジエチル（Ｃ34Ｈ45ＮＯ5：427.62）からなる．本品を乾燥した

ものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）3.11～3.31％を含む． 

1676 51 504291 Ｎ－パルミトイルアスパラギン酸ジトリエタノ

ールアミン液 

  パルミトイルアスパラギン酸２ＴＥＡ液 本品は，N-パルミトイルアスパラギン酸ジトリエタノールアミンの水溶液である．本品は，定量するとき，表示量の

90～110％の N-パルミトイルアスパラギン酸ジトリエタノールアミン（Ｃ32Ｈ67Ｎ3011：669.89）を含む． 

1677 51 511053 パルミトイルメチルタウリンナトリウム   パルミトイルメチルタウリンＮａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，パルミトイルメチルタウリンナトリウム（Ｃ19Ｈ38NNaＯ4Ｓ：399.56）92.5％

以上を含む． 

1678 51 001502 バレイショデンプン   ジャガイモデンプン、バレイショスター

チ 

本品は，バレイショ Solanum tuberosum Linne´（Solanaceae）の塊茎から得たデンプンである． 

1679 51 100156 ハロカルバン   クロフルカルバン 本品を乾燥したものは，定量するとき，ハロカルバン（Ｃ14Ｈ9Ｃ12F3Ｎ2O：349.14）98.0～104.0％を含む． 

1680 51 001503 パンクレアチン     本品は，主としてブタ Sus scrofa Linne´ var. domestius Gray（Suidae）のすい臓から製したもので，でんぷん消化

力，たん白消化力及び脂肪消化力がある酵素剤である．通例，適当な賦形剤で薄めてある． 

1681 51 508079 パン酵母処理ヒマシ油     本品は，「ヒマシ油」一部と日局生理食塩液一部を混合し，パン酵母 0.2 部を加え，加温処理した後，分離精製

して得た油である． 

1682 99 999999 バンジロウ葉エキス     本品は別添規格（１）バンジロウ葉を７０v/v％エタノールにて抽出して得られたものであり、本品は定量すると

き、１００ｍｌ中に総ポリフェノール７００～１１００ｍｇを含む。 

1683 51 105007 パンテチン液     本品は，主としてパンテチンの水溶液で，本品を定量するとき，表示量の 90～110％に対応するパンテチン（Ｃ

22Ｈ42Ｎ4Ｏ8S2：554.72）を含む． 

1684 51 523166 Ｄ－パンテテイン-Ｓ－スルホン酸カルシウ

ム液 

  Ｄ－パンテテインスルホン酸Ｃａ液 本品は，主としてＤ-パンテテイン-S-スルホン酸カルシウム（Ｃ22Ｈ42CaＮ4Ｏ14S4：754.93）を 70％含む水溶液

からなる．本品の換算した脱水物は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）7.1～8.0％及びカルシウム（Ca：40.08）4.3

～6.0％を含む． 

1685 51 532111 パンテテイン-Ｓ－スルホン酸ナトリウム液   パンテテインスルホン酸Ｎａ液 本品は，主としてＤ-パンテテイン-S-スルホン酸ナトリウム（Ｃ11Ｈ21Ｎ2ＮａＯ7S2：380.41）を 70％含む水溶液か

らなる．本品の換算した脱水物は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）7.1～8.0％を含む． 

1686 51 500338 Ｄ－パントテニルアルコール     本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，Ｄ-パントテニルアルコール（Ｃ4Ｈ19ＮＯ4：205.25）97.0％以上

を含む． 

1687 51 500599 ＤＬ－パントテニルアルコール     本品を乾燥したものは，定量するとき，ＤＬ-パントテニルアルコール（Ｃ9Ｈ19ＮＯ4：205.25）97,0％以上を含む． 

1688 51 501110 パントテニルエチルエーテル     本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，パントテニルエチルエーテル（Ｃ11Ｈ23ＮＯ4：233.30）97.0％以

上を含む． 

1689 99 999999 パントテニルエチルエーテル     本品は、定量するとき換算した脱水物に対しパントテニルエチルエーテル（C１１H２３NO４）９７.０％以上を含む. 

1690 51 001505 パントテン酸カルシウム   パントテン酸Ｃａ 本品は，パントテン酸カルシウム（Ｃ18Ｈ32CaＮ2Ｏ10：476.53）である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒

素（Ｎ：14.01）5.7～6.0％及びカルシウム（Ca：40.08）8.2～8.6％を含む． 

1691 51 520893 ヒアルロン酸ナトリウム（１）   ヒアルロン酸Ｎａ-１ 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）のトサカより得られるヒアルロン酸のナトリウム塩

である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01 ）2.8 ～4.0 ％及びグルクロン酸（Ｃ6Ｈ10Ｏ7：

194.14）43.0～51.0％を含む． 

1692 51 520894 ヒアルロン酸ナトリウム（２）   ヒアルロン酸Ｎａ-２ 本品は，乳酸球菌 Streptococcus zooepidemicus 又は Streptococcus equi を用いる発酵法により得られるヒアル

ロン酸のナトリウム塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01 ）3.0 ～4.0 ％及びグルクロ

ン酸（Ｃ6Ｈ1007：194.14）40.0～50.0％を含む． 

1693 51 522042 ヒアルロン酸ナトリウム（３）   ヒアルロン酸Ｎａ-３ 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）のトサカより得られるヒアルロン酸のナトリウム塩

である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.8～4.0％及びグルクロン酸（Ｃ6Ｈ10Ｏ7：

194.14）37.0～43.0％を含む． 

1694 51 520895 ヒアルロン酸ナトリウム液   ヒアルロン酸Ｎａ液 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson のトサカより得られるヒアルロン酸ナトリウムの水溶液である．本

品を定量するとき，ヒアルロン酸ナトリウムとして 1.0～1.5％を含む． 

1695 99 999999 ビオ GL エキス     本品は、アマチャヅル Gynostemma pentaphyllum Makino （Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ）の茎とヘチマ Luffa cylindrica 

M.Roemen（Cucurbitaceae）の子葉との融合細胞より抽出して得られるエキスに、「１,３－ブチレングリコール」を

加えたものである。 

1696 99 999999 ビオ GL エキス（２）   ビオＧＬエキス-２ 本品は、アマチャヅル Gynostemma pentaphyllum Makino （Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ）の茎とヘチマ Luffa cylindrica 

M..Roemen（Cucurbitaceae）の子葉との融合細胞より精製水（粧原基）で抽出して得られるエキスに、１,３－ブチ
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レングリコール（粧原基）を加えたものである。 

1697 51 008200 ビオチン   ビタミンＨ 本品を乾燥したものは，定量するとき，ビオチン（Ｃ10Ｈ16Ｎ2Ｏ3Ｓ：244.31）98.0％以上を含む. 

1698 51 522043 ヒキオコシエキス（１） 延命草エキス（１） ヒキオコシエキス-１、延命草エキス-１ 本品は,ヒキオコシ Isodon japonicus Hara（Amethystamtus japonicus Nakai,Plectranthus japonicus（Burm.）

Koidz）,又はクロバナヒキオコシ Isodon trichocarpus Kudo（Plectranthus trichocarpus Maxim.）（Labiatae）の地上

部から水,「エタノール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1699 51 522044 ヒキオコシエキス（２） 延命草エキス（２） ヒキオコシエキス-２、延命草エキス-２ 本品は,ヒキオコシ Isodon japonicus Hara 又はクロバナヒキオコシ Isodon trichocarpus Kudo （Labiatae）の地上

部から「酢酸エチル」にて抽出した後，「酢酸エチル」を留去し，「エタノール」及び水を加えたものである． 

1700 51 505139 ビサボロール     本品は，主としてビサボロール（Ｃ15Ｈ260：222.37）からなり，本品を定量するとき，78.0％以上を含む． 

1701 51 523167 非晶型酸化チタン   非晶型酸化Ｔｉ 本品を乾燥したものは，定量するとき，酸化チタン（ＴｉＯ2：79.87）88.0％以上を含む． 

1702 51 504293 ビスコースレーヨン     本品は，セルロースをビスコース法により再生した繊維である. 

1703 51 003617 Ｌ－ヒスチジン   ヒスチジン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-ヒスチジン（Ｃ6Ｈ9Ｎ3Ｏ2：155.15）98.5％以上を含む． 

1704 51 505026 ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂オレイン

酸エステル 

    本品は，ビスフェノール A とエピクロルヒドリンから生成したエポキシ化合物と，「オレイン酸」のエステルである． 

1705 51 505029 ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂ステアリン

酸エステル（１） 

  ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂ステ

アリン酸エステル-１ 

本品は，ビスフェノールＡとエピクロルヒドリンから生成したエポキシ化合物と，ステアリン酸のエステルである． 

1706 51 505030 ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂リシノレイ

ン酸エステル 

    本品は，ビスフェノールＡとエピクロルヒドリンから生成したエポキシ樹脂と，リシノレイン酸のエステルである． 

1707 51 001509 ビタミンＡ油     本品は，水産動物の新鮮な肝臓及び幽門垂から得た脂肪油か，あるいはその脂肪油，その濃縮物又はビタミ

ン A の脂肪酸エステルに肝油類又は植物油を加えたものである．本品は，定量するとき，表示ビタミン A 単位の

90～120％を含む． 

1708 51 532112 ヒドロアビエチルアルコール ハイドロアビエチルアルコ

ール 

  本品は，「ロジン」の還元により得られるヒドロアビエチルアルコールの混合物で，主としてテトラヒドロアビエチル

アルコール，ジヒドロアビエチルアルコールからなり，デヒドロアビエチルアルコールも含む． 

1709 51 532113 Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－［３－（ジヒドロキシ

メチルシリル）プロポキシ］プロピル］加水分

解カゼイン 

  ジヒドロキシメチルシリルプロポキシヒ

ドロキシプロピル水解カゼイン、ジヒド

ロキシメチルシリルプロポキシＰＧ水

解カゼイン 

本品は，「加水分解カゼイン」に 3-グリシドキシプロピルメチルジヒドロキシシランを付加したものである．本品

は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）5.0～15.0％を含む． 

1710 51 532114 Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－［３－（ジヒドロキシ

メチルシリル）プロポキシ］プロピル］加水分

解コラーゲン 

  ジヒドロキシメチルシリルプロポキシヒ

ドロキシプロピル水解コラーゲン、ジヒ

ドロキシメチルシリルプロポキシＰＧ水

解コラーゲン 

本品は，「加水分解コラーゲン末」に 3-グリシドキシプロピルメチルジヒドロキシシランを付加したものである．本

品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）5.0～15.0％を含む． 

1711 51 532299 Ｎ－［２－ヒドロキシ-３－［３－（ジヒドロキシ

メチルシリル）プロポキシ］プロピル］加水分

解シルク 

  ジヒドロキシメチルシリルプロポキシヒ

ドロキシプロピル水解シルク、ジヒドロ

キシメチルシリルプロポキシＰＧ水解

シルク 

本品は，「加水分解シルク」に 3-グリシドキシプロピルメチルヒドロキシシランを付加したものである．本品は，定

量するとき，窒素（Ｎ：14.01）5.0～15.0％を含む． 

1712 51 520911 ヒドロキシアパタイト ハイドロオキシアパタイト   本品は，主としてヒドロキシアパタイト（3Ca3（ＰＯ4）2・Ca（OH）2：1004.62 ）からなる． 

1713 51 540075 ヒドロキシエタンジホスホン酸液     本品は，1-ヒドロキシエタン-1，1-ジホスホン酸の水溶液で，本品を定量するとき，表示量の 90～110 ％に対応

する 1-ヒドロキシエタン-1，1-ジホスホン酸（Ｃ2Ｈ807P2：206.03）を含む． 

1714 51 540076 ヒドロキシエタンジホスホン酸四ナトリウム液 １－ヒドロキシエタン-１，１

－ジホスホン酸四ナトリウ

ム液 

ヒドロキシエタンジホスホン酸４Ｎａ液 本品は，「ヒドロキシエタンジホスホン酸」のテトラナトリウム塩の水溶液で，定量するとき，表示量の 90～110 ％

に対応する 1-ヒドロキシエタン-1,1-ジホスホン酸四ナトリウム（Ｃ2Ｈ4Na4Ｏ7P2：293.96）を含む． 

1715 51 500600 ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸三

ナトリウム液 

  ＨＥＤＴＡ・３Ｎａ液 本品は，定量するとき，表示量の 90～110％に対応するヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸三ナトリウム三

水塩（Ｃ10Ｈ15Ｎ2Na307・3Ｈ2O：398.25）を含む． 

1716 51 532240 ヒドロキシエチルキトサン液     本品は，｢キトサン｣の酸化エチレン付加物の水溶液又は，これに「エタノール」を加えたものである．本品は，定

量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.02～0.09％を含む． 

1717 51 504297 ヒドロキシエチルジフェニルイミダゾリン     本品を乾燥したものは，定量するとき，1-ヒドロキシエチル-4，5-ジフェニルイミダゾール（Ｃ17Ｈ16Ｎ2O：

264.32）98.0％以上を含む． 

1718 51 102993 ヒドロキシエチルセルロース     本品は，セルロースのヒドロキシエチルエーテルである． 

1719 51 509085 ヒドロキシエチルセルロースエチルエーテ     本品は，「ヒドロキシエチルセルロース」のエチルエーテルである． 
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ル 

1720 51 500601 ヒドロキシエチルセルロースジメチルジアリ

ルアンモニウムクロリド 

  塩化ヒドロキシエチルセルロースジメ

チルジアリルアンモニウム 

本品は，ヒドロキシエチルセルロースに塩化ジメチルジアリルアンモニウムをグラフト重合して得られるカチオン

性の重合体であり，平均分子量は約 100000～140000 である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）1.4～2.2％を含む． 

1721 51 500343 ヒドロキシシトロネラール     本品は，定量するとき，ヒドロキシシトロネラール（Ｃ10Ｈ20Ｏ2：172.26）90.0％以上を含む． 

1722 99 999999 ヒドロキシステアリルフィトスフィンゴシン     本品は酵母（Saccharomyces）の一種である Pichia 種ｌの代謝産物を加熱ろ過することにより無菌処理して得られ

たフィトスフィンゴシンを２ーヒドロキシステアリン酸でアシル化し、主として N－ヒドロキシステアリルフィトスフィン

ゴシン（C３６H７３NO５：分子量６００.０）からなる。構造式を別紙に示す。（略） 

1723 51 520918 ヒドロキシステアリン酸 オキシステアリン酸   本品は，主として 12-ヒドロキシステアリン酸（Ｃ18Ｈ3603：300.48）からなる． 

1724 51 523168 ヒドロキシステアリン酸２－エチルヘキシル オキシステアリン酸オクチ

ル 

ヒドロキシステアリン酸エチルヘキシ

ル 

本品は，主として「ヒドロキシステアリン酸」と２-エチルヘキサノールのエステル（Ｃ26Ｈ5203：412.69）からなる． 

1725 51 504298 ヒドロキシステアリン酸コレステリル オキシステアリン酸コレス

テリル 

  本品は，主として「ヒドロキシステアリン酸」と「コレステロール」のエステル（Ｃ45Ｈ8003：669.13）からなる． 

1726 51 520921 ２－（２－ヒドロキシドデシルメチルアミノ）エ

チルリン酸ナトリウム液 

  ヒドロキシドデシルメチルアミノエチル

リン酸Ｎａ液 

本品は，主として 2-（2-ヒドロキシドデシルメチルアミノ）エチルリン酸ナトリウムの水溶液からなる． 

1727 51 523169 ヒドロキシプロピルキトサン液     本品は，｢キトサン｣の酸化プロピレン付加物の水溶液である．本品は定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.1～0.3％

を含む. 

1728 51 002303 ヒドロキシプロピルセルロース     本品は，セルロースのヒドロキシプロピルエーテルである． 

1729 51 504299 ヒドロキシプロピルデンプン     本品は，「トウモロコシデンプン」のヒドロキシプロピルエーテルである．本品を乾燥したものは，定量するとき，ヒ

ドロキシプロピル基（Ｃ3Ｈ70：59.09）として 2.0～7.0％を含む． 

1730 51 008206 ヒドロキシプロピルメチルセルロース     本品は，セルロースのメチル及びヒドロキシプロピルの混合エーテルである． 

1731 51 500345 ２－（２－ヒドロキシ-５－メチルフェニル）ベ

ンゾトリアゾール 

  ドロメトリゾール、ヒドロキシメチルフェ

ニルベンゾトリアゾール 

本品を乾燥したものは，定量するとき，2-（2-ヒドロキシ-5-メチルフェニル）ベンゾトリアゾール（Ｃ13Ｈ11Ｎ30：

225.25）95.0～104.0％を含む． 

1732 51 523170 ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸 オキシベンゾンスルホン酸   本品を乾燥したものは，定量するとき，ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸（Ｃ14Ｈ1206Ｓ：308.31）を 90.0

～110.0％以上を含有する． 

1733 51 523171 ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸

（三水塩） 

  ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスル

ホン酸３水塩 

本品を乾燥したものは，定量するとき，ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸（Ｃ14Ｈ1809Ｓ：362.35）95.0％

以上を含む． 

1734 51 500602 ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸

ナトリウム 

オキシベンゾンスルホン酸

ナトリウム 

ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスル

ホン酸Ｎａ、オキシベンゾンスルホン

酸Ｎａ 

本品を乾燥したものは，定量するとき，ヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸ナトリウム（Ｃ14Ｈ11ＮａＯ6Ｓ：

330.29）90％以上を含む． 

1735 51 504303 ヒドロキシラノリン     本品は，「ラノリン」をヒドロキシル化したものである． 

1736 51 532115 ビニルアルコール・ビニルアミン共重合体

塩酸塩 

  ビニルアルコール・ビニルアミン共重

合体ＨＣｌ 

本品は，酢酸ビニルと N-ビニルホルムアミドの共重合体のけん化，加水分解物の塩酸塩からなる。本品は，そ

の平均分子量は 60000～150000 である． 

1737 51 520526 ビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエ

チルメタクリル酸共重合体ジエチル硫酸塩

液 

  ＶＰ・メタクリル酸ジメチルアミノエチル

共重合体ジエチル硫酸液 

本品は主として，ビニルピロリドンとＮ，Ｎ-ジメチルアミノエチルメタクリル酸の共重合体のジエチル硫酸塩から

なり，水又は「エタノール」を含む．本品は定量するとき，換算した乾燥物につき，窒素（14.01）8.8～12.0％を含

む． 

1738 51 502117 ビニルピロリドン・スチレン共重合体エマル

ション 

  ＶＰ・スチレン共重合体エマルション 本品は，ビニルピロリドンとスチレンの共重合体のエマルションである． 

1739 51 523172 ビニルピロリドン・ヘキサデセン共重合体   ＶＰ・ヘキサデセン共重合体 本品は，主として，ビニルピロリドンとヘキサデセンとの共重合体である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）2.0～3.0％を含む． 

1740 51 504304 ビニルメチルエーテル・マレイン酸エチル

共重合体液 

  メトキシエチレン・ＭＡ共重合体エチ

ルエステル液 

本品は，ビニルメチルエーテルとマレイン酸モノエチルからなる共重合体のエタノール溶液である． 

1741 51 504305 ビニルメチルエーテル・マレイン酸ブチル

共重合体液 

メトキシエチレン無水マレ

イン酸共重合体ブチルエ

ステル液 

メトキシエチレン・ＭＡ共重合体ブチ

ルエステル液 

本品は，ビニルメチルエーテルと無水マレイン酸の共重合体をブタノールでモノエステル化したもののエタノー

ル溶液である． 

1742 51 102832 ヒノキチオール     本品を乾燥したものは，定量するとき，ヒノキチオール（Ｃ10Ｈ12Ｏ2：164.20）98.0～105.0％を含む． 

1743 51 523173 ヒノキ末     本品は，ヒノキ Chamaecyparis obtusa Siebold et Zucca 又はその同属植物（Cupressaceae）の幹及び枝を乾燥

し，粉末としたものである． 
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1744 51 532236 ヒノキ水     本品は，ヒノキ Chamaecyparis obtusa Siebold et Zuccarini （Cupressaceae）の幹及び枝から水で抽出して得ら

れたエキスを，水蒸気蒸留して得られる液で，「１，３-ブチレングリコール」を含むものもある． 

1745 51 504306 ピバリン酸イソステアリル ネオペンタン酸イソステア

リル 

  本品は，主としてピバリン酸と「イソステアリルアルコール」のエステル（Ｃ23Ｈ46Ｏ2：354.61）からなる． 

1746 51 504307 ピバリン酸イソデシル     本品は，主としてピバリン酸とイソデシルアルコールのエステル（Ｃ15Ｈ30Ｏ2：242.40）からなる． 

1747 51 532116 ピバリン酸２－オクチルドデシル ネオペンタン酸２－オクチ

ルドデシル 

ピバリン酸オクチルドデシル 本品は，主としてピバリン酸と 2-オクチルドデカノールのエステル（Ｃ25Ｈ50Ｏ2：382.66）からなる． 

1748 51 509088 ビフィズス菌エキス     本品は，ビフィズス菌 Bifidobacterium bifidum から得られたエキスの水溶液である．本品を定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）として 0.04～0.08％を含む． 

1749 51 001515 ヒマシ油     本品は，トウゴマ Ricinus communis Linne´（Euphorbiaece）の種子を圧搾して得た脂肪油である． 

1750 51 540077 ヒマシ油・オリブ油エステル交換物     本品は，主として「ヒマシ油」と「オリブ油」をエステル交換して得られるものである． 

1751 51 540078 ヒマシ油脂肪酸ナトリウム液   ヒマシ油脂肪酸Ｎａ液 本品は，主としてヒマシ油脂肪酸のナトリウム塩の水溶液で，定量するとき，ヒマシ油脂肪酸ナトリウム 27～33％

を含む． 

1752 51 509090 ヒマシ油脂肪酸ポリプロピレングリコール

（５．５Ｐ．Ｏ．） 

  ヒマシ油脂肪酸ＰＰＧ（５．５） 本品は，ヒマシ油脂肪酸に酸化プロピレンを付加重合して得られる．酸化プロピレンの平均付加モル数は，5.5

である． 

1753 51 501113 ヒマシ油脂肪酸メチル     本品は，ヒマシ油脂肪酸のメチルエステルで，主としてリシノレイン酸メチルからなる． 

1754 51 532117 ヒマラヤヒラタケ培養液     本品は，ウスヒラタケ Pleurotus pulmonarius （Fr．）Que´i Pleurotaceae を豆乳および「ブドウ糖」の水溶液中で

培養し，除菌ろ過して得られる培養液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.01～0.06％を含む． 

1755 51 507086 ヒマワリ油粕     本品は，ヒマワリ Helianthus annuus Linne' （Compositae）の種子を圧搾して脱油した後，乾燥，粉末としたもの

である． 

1756 51 520923 ヒマワリ油（１） サンフラワー油 ヒマワリ油-１ 本品は，ヒマワリ Helianthus annuus Linne'（Compositae）の種子から得た脂肪油である． 

1757 51 520924 ヒマワリ油（２）   ヒマワリ油-２ 本品は，オレイン酸を多く含むヒマワリ Helianthus annuus Linne´（Compositae）の種子から得た脂肪油である． 

1758 99 999999 ヒマワリ油脂肪酸     本品は、オレイン酸を多く含むヒマワリ Helianthus annuus Linne （Compositae）の種子から得た脂肪油を、加水

分解し精製して得られた脂肪酸である。 

1759 51 532118 ビャクダンエキス 白檀抽出液   本品は，ビャクダン Santalum album Linne´（Santalaceae）の心材から水で抽出して得られたエキスで，通常グリ

セリンを含む． 

1760 51 001259 氷酢酸     本品は，定量するとき，酢酸（Ｃ2Ｈ4Ｏ2：60.05）99.0％以上を含む． 

1761 51 107764 ピリチオン亜鉛   ピリチオンＺｎ 本品を乾燥したものは，定量するとき，ピリチオン亜鉛（Ｃ10Ｈ8Ｎ2Ｏ2Ｓ2Ｚｎ：317.72）95.0％以上を含む． 

1762 51 500603 ピリチオン亜鉛水性懸濁液 ジンクピリチオン液 ピリチオンＺｎ水性懸濁液、Ｚｎピリチ

オン液 

本品は，定量するとき，ビス（2-ピリジルチオ-1-オキシド）亜鉛（Ｃ10Ｈ8Ｎ2Ｏ2Ｓ2Ｚｎ：317.72）として表示量の

93.0～102.0％を含む． 

1763 51 105740 ピリドキシン   ビタミンＢ６ 本品を乾燥したものは，定量するとき，ピリドキシン（Ｃ8Ｈ11ＮＯ3：169.18）98.0％以上を含む． 

1764 51 520925 微粒子酸化チタン   微粒子酸化Ｔｉ 本品は，「酸化チタン」を更に微粉状にしたものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，酸化チタン（ＴｉＯ

2：79.87）90.0％以上を含む． 

1765 51 532119 微粒子ベンガラ     本品は，「ベンガラ」を微粉状にしたものである．本品を乾燥したものは，定量するとき，三二酸化鉄（Fe203：

159.69）90.0％以上を含む． 

1766 51 002310 ピロ亜硫酸ナトリウム   ピロ亜硫酸Ｎａ 本品は，定量するとき，ピロ亜硫酸ナトリウム（Na2S205：190.11）95.0％以上を含む． 

1767 99 999999 ピロクトン オラミン   ピロクトンオラミン 本品を乾燥したものは定量するとき、ピロクトン オラミン（C１４H２３NO２・C２H７NO：２９８.４２）９８.０％以上を含

む。 

1768 51 503114 ピログルタミン酸イソステアリン酸ポリオキシ

エチレングリセリル 

  ＰＣＡイソステアリン酸ＰＯＥグリセリル 本品は，主としてピログルタミン酸及び「イソステアリン酸」ととポリオキシエチレングリセリンのジエステルからな

る．本品を乾燥したものは，窒素（Ｎ：14.01）0.84％以上を含む． 

1769 51 502118 ピログルタミン酸イソステアリン酸ポリオキシ

エチレン硬化ヒマシ油 

  ＰＣＡイソステアリン酸ＰＯＥ硬化ヒマ

シ油、ＰＣＡイソステアリン酸ＰＯＥ水

添ヒマシ油 

本品は，主としてピログルタミン酸及び「イソステアリン酸」と「ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油」のジエステルから

なる． 

1770 51 504309 ピログルタミン酸オレイン酸グリセリル オレイン酸ピロリドンカル

ボン酸グリセリル 

ＰＣＡオレイン酸グリセリル 本品は，主として「ピロリドンカルボン酸」と「モノオレイン酸グリセリル」のエステル（Ｃ26Ｈ4506N：467.64）からな

る． 

1771 51 540006 ＤＬ－ピロリドンカルボン酸   ＤＬ-ＰＣＡ 本品を乾燥したものは，定量するとき，ＤＬ-ピロリドンカルボン酸（Ｃ5Ｈ7ＮＯ3：129.11）として 97.0～103.0％を

含む． 
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1772 51 532164 Ｌ－ピロリドンカルボン酸   ＰＣＡ 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-ピロリドンカルボン酸（Ｃ5Ｈ7ＮＯ3：129.11）として 97.0％以上含む． 

1773 51 504310 ｄｌ－ピロリドンカルボン酸エチル   ｄｌ－ＰＣＡエチル 本品を乾燥したものは，定量するとき，dＬ-ピロリドンカルボン酸エチル（Ｃ7Ｈ11ＮＯ3：157.17））98.0％以上を含

む． 

1774 51 520926 ｄｌ－ピロリドンカルボン酸カリウム   ｄｌ-ＰＣＡ・Ｋ 本品を乾燥したものは，定量するとき，dＬ-ピロリドンカルボン酸カリウム（Ｃ5Ｈ6KＮＯ3：167.20）97.0～103.0％

を含む． 

1775 51 503115 ＤＬ－ピロリドンカルボン酸トリエタノールア

ミン 

  ＤＬ-ＰＣＡ・ＴＥＡ 本品は，主としてＤＬ-ピロリドンカルボン酸トリエタノールアミンからなる．本品は，定量するとき，ＤＬ-ピロリドン

カルボン酸トリエタノールアミン（Ｃ11Ｈ22Ｎ206：278.30）として表示量の 90～110 ％を含む． 

1776 51 505144 ＤＬ－ピロリドンカルボン酸ナトリウム・アラ

ントイン 

  ＤＬ－ＰＣＡ・Ｎａアラントイン 本品は，アラントイン（Ｃ4Ｈ6Ｎ4Ｏ3）とＤＬ-ピロリドンカルボン酸ナトリウム（Ｃ5Ｈ6ＮＮａＯ3）の分子化合物であ

る．本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，ＤＬ-ピロリドンカルボン酸ナトリウム・アラントイン（Ｃ9Ｈ12Ｎ5

ＮａＯ6：309.21）として 97.0～103.0％を含む． 

1777 51 540007 ＤＬ－ピロリドンカルボン酸ナトリウム液   ＤＬ－ＰＣＡ・Ｎａ液 本品は，「ＤＬ-ピロリドンカルボン酸」のナトリウム塩の水溶液である．本品は，定量するとき，ＤＬ-ピロリドンカル

ボン酸ナトリウム（Ｃ5Ｈ6ＮＮａＯ3：151.10）として 48.0～52.0％を含む． 

1778 51 532300 Ｌ－ピロリドンカルボン酸ラウリル ラウリルピロリドンカルボン

酸 

ＰＣＡラウリル 本品は，主として「Ｌ-ピロリドンカルボン酸」と「ラウリルアルコール」のエステル（Ｃ17Ｈ31ＮＯ3：297.43）からな

る． 

1779 51 502120 ピロリン酸カルシウム   ピロリン酸Ｃａ 本品は，ピロリン酸のカルシウム塩である．本品を乾燥したものは，下記の定量法で定量するとき，2 法ともにピ

ロリン酸カルシウム（Ca2P207：254.10）95％以上を含む． 

1780 51 106742 ピロリン酸ナトリウム   ピロリン酸Ｎａ 本品は，ピロリン酸ナトリウムの 10 水和物である．本品を乾燥したものは，定量するとき，ピロリン酸ナトリウム

（Na4P207：265.90）として 98.0％以上を含む． 

1781 51 520929 ビワ葉エキス     本品は，ビワ Eriobotrya japonica Lindley（Rosaceae）の葉から水，「エタノール」，「１，３-ブチレングリコール」又

はこれらの混液若しくは「無水エタノール」にて抽出して得られるエキスである 

1782 99 999999 ファレノプシスエキストラクト（２）   ファレノプシスエキストラクト-２ 本 品 は 、 コ チ ョ ウ ラ ン （ Phalaenopsis amabilis Blume, ま た は そ の 近 縁 植 物 （ Phalae-nopsis schilleriana 

Reichb.f.,Phalaenopsis lueddemanniana Reichb.f.,Phalae-nopsis equestris Reichb.f.,Phalaenopsis intermedia 

Veitch.）及びこれらの交配植物）の全草から１，３－ブチレングリコール溶液で抽出したエキスである。 

1783 51 502121 フィチン酸     本品は，「コメヌカ」等から得られたイノシトールのヘキサリン酸エステルである。本品は，定量するとき表示量の

90～110 ％のフィチン酸（Ｃ6Ｈ18Ｏ24Ｐ6：660.04）を含む． 

1784 51 105179 フィトステロール     本品は，植物油脂から抽出して得たステロールで，主としてβ-シトステロール（Ｃ29Ｈ500：414.71），スチグマス

テロール（Ｃ29Ｈ480：412.70）及びカンペステロール（Ｃ28Ｈ480：400.68）からなる． 

1785 99 999999 フィトステロール配糖体     本品は,コメヌカ油より抽出精製して得られる物質で,主として,フィトステロール配糖体,スフィンゴ糖脂質などの脂

質を含む. 

1786 1 001521 フェナセチン     本品を乾燥したものは定量するとき，フェナセチン （Ｃ１０Ｈ１３ＮＯ２） ９８．０％以上を含む． 

1787 51 105151 フェニルエチルアルコール     本品は，定量するとき，フェニルエチルアルコール（Ｃ8Ｈ10O：122.16）98.0％以上を含む． 

1788  000000 フェニルエチルアルコール変性アルコール     本品は，「エタノール」にフェニルエチルアルコールを加え，変性させたものである． 

1789 51 001534 フェノール   石炭酸 本品は，定量するとき，フェノール（Ｃ6Ｈ6O：94.11）98.0％以上を含む． 

1790 51 520933 フェノキシイソプロパノール     本品は，定量するとき，1-フェノキシ-2-プロパノール（Ｃ9Ｈ12Ｏ2：152.19）99.0％以上を含む． 

1791 51 100125 フェノキシエタノール     本品は，定量するとき，2-フェノキシエタノール（Ｃ8Ｈ10Ｏ2：138.16）96.0％以上を含む． 

1792 51 522113 フキタンポポエキス     本品は，フキタンポポ Tussilago farfara Linne´ （Compositae）の花又は花及び葉から水，「プロピレングリコー

ル」，「１，３-ブチレングリコール」若しくはこれらの混液又は 1％尿素含有エタノール溶液により抽出したエキス

である． 

1793 51 101064 ブクリョウエキス     本品は，マツホド Poria cocos Wolf（Polyporaceae）の菌核で，通例，外層をほとんど除いたものから水，「エタノ

ール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1794 99 999999 フサザキスイセン根エキス     フサザキスイセン Narcissus Tazetta の根（鱗茎）を水で抽出して得られるエキスである． 

1795 99 999999 不織布     本品はパルプをビスコース化し、接着剤を使用せず、短繊維スパンボンド方式により、セルロース系繊維を素材

とし、布状に形成したシートである。 

1796 51 507087 ブタジエン・アクリロニトリル共重合体     本品は，ブタジエンとアクリロニトリルの共重合体である． 

1797 51 101088 ブタノール     本品は，主として n-ブタノール（Ｃ4Ｈ10O：74.12）からなる． 

1798  000000 ｔ－ブタノール変性アルコール     本品は，「エタノール」にｔ－ブタノールを加え，変性させたものである． 

1799 99 999999 ブタプラセンタエキス-１     本品は、健常なブタ（注） Sus scrofa Linne var.domesticus Gray （Suidae）の胎盤から凍結、融解などの方法に

より、無菌的に「精製水」で、抽出して得られるエキスである。 
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1800 51 101815 フタル酸ジエチル     本品は，定量するとき，フタル酸ジエチル（Ｃ12Ｈ1404：222.24）99.0％以上を含む． 

1801  000000 フタル酸ジエチル変性アルコール     本品は，「エタノール」にフタル酸ジエチルを加え，変性させたものである． 

1802 51 002326 フタル酸ジブチル     本品の乾燥したものは，定量するとき，フタル酸ジブチル（Ｃ16Ｈ2204：278.34）99.0％以上を含む． 

1803 51 101884 フタル酸ジメチル     本品は，定量するとき，フタル酸ジメチル（Ｃ10Ｈ1004：194.18）99.0％以上を含む． 

1804 51 101097 ブチルヒドロキシアニソール   ＢＨＡ 本品は，主としてブチルヒドロキシアニソール（Ｃ11Ｈ16Ｏ2：180.24）からなる． 

1805 51 500605 ４-ｔｅｒｔ－ブチル-４’－メトキシジベンゾイ

ルメタン 

  ｔ－ブチルメトキシジベンゾイルメタン 本品を乾燥したものは，定量するとき，4-tert-ブチル-4'-メトキシジベンゾイルメタン（Ｃ20Ｈ2203：310.39）として

97.0～104.0 ％を含む． 

1806 51 100040 １，３－ブチレングリコール   ＢＧ 本品は，主として 1,3-ブチレングリコール（Ｃ4Ｈ10Ｏ2：90.12）からなる． 

1807 51 520936 ブッチャーブルームエキス     本品は，ナギイカダ Ruscus aculeatus Linne´（Liliaceae）の根茎から水，エタノール溶液又はプロピレングリコー

ル溶液にて抽出して得られるエキスである． 

1808 51 532199 ブッチャーブルームエキス（２）   ブッチャーブルームエキス-２ 本品は，ナギイカダ Ruscus aculeatus Linne´ （Liliaceae）の根茎からメタノールで抽出して得られるエキスを，

乾燥して得られた粉末である． 

1809 51 523177 ブドウエキス     本品は，ブドウ Vitis vinifera Linne´（Vitaceae）の果実（生）を細切し，50％プロピレングリコール溶液で抽出して

得られるエキスである． 

1810 51 520938 ブドウ種子油 グレープシードオイル   本品は，ブドウ Vitis vinifera Linne'（Vitaceae）の種子から得た脂肪油である． 

1811 51 523178 ブドウ水     本品は，ブドウ Vitis vinifera Linne´（Vitaceae）の果実（生）から，水蒸気蒸留して得られる留液である． 

1812 51 001540 ブドウ糖     本品は，主としてブドウ糖（Ｃ6Ｈ1206：180.16）からなる． 

1813 51 520941 ブドウ葉エキス     本品は，ブドウ Vitis vinifera Linne´（Vitaceae）の葉から水，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコー

ル」又はこれらの混液にて抽出して得られたエキスである． 

1814 51 532230 ブナエキス     本品は，ブナ Fagus sylvatica Linne´（Fagaceae）の幼芽から水で抽出して得られたエキスを濃縮した後，有機

酸を除去して得られたものである．本品は，窒素（Ｎ：14.01）として，0.02％以上を含有する． 

1815 51 523396 フノリ粉     本品は，フクロノリ Gloiopeltis furcata その他粘性を有する諸種紅藻類植物の全草から得た粉末である． 

1816 51 523179 部分加水分解キチン 部分脱アセチル化キチン 部分水解キチン 本品は，キチンを加水分解して部分的に脱アセチル化して得られるものである．本品を乾燥したものの脱アセ

チル化率は，30.0～60.0％である． 

1817 51 523180 部分水素添加アビエチン酸メチル 水素添加アビエチン酸メ

チル 

部分水添アビエチン酸メチル 本品は，主として，アビエチン酸メチルエステル（Ｃ21Ｈ32Ｏ2：316.48）の部分水素添加物からなる． 

1818 51 532120 部分水素添加エゴマ油   部分水添エゴマ油 本品は，「エゴマ油」を，部分水素添加したものである． 

1819 51 523181 部分水素添加牛脂脂肪酸   部分水添牛脂脂肪酸 本品は，｢牛脂脂肪酸｣を部分水素添加して得られるものである． 

1820 51 509091 部分水素添加スクワレン   部分水添スクワレン 本品は，「スクワレン」を部分的に水素添加したものである． 

1821 51 523182 部分水素添加パーム油脂肪酸 硬化パーム油脂肪酸 部分水添パーム油脂肪酸 本品は，「パーム油脂肪酸」を部分水素添加したものである． 

1822 51 523183 部分水素添加馬油   部分水添馬油 本品は，「馬油」を部分水素添加したものである． 

1823 51 523184 部分水素添加ホホバ油   部分水添ホホバ油 本品は，「ホホバ油」を部分水素添加して得られるエステルである． 

1824 51 523185 部分中和型ポリオキシエチレンオレイルエ

ーテルリン酸ナトリウム 

  部分中和型ＰＯＥオレイルエーテルリ

ン酸Ｎａ 

本品は，主としてオレイルアルコールに酸化エチレンを付加して得られる誘導体のリン酸エステルナトリウム塩か

らなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 7 である． 

1825 51 523186 部分中和型ポリオキシエチレンラウリルエ

ーテルリン酸ナトリウム 

  部分中和型ＰＯＥラウリルエーテルリ

ン酸Ｎａ 

本品は，主として「ラウリルアルコール」に酸化エチレンを付加して得られる誘導体のリン酸エステルのナトリウム

塩からなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 4 である． 

1826 51 102419 フマル酸     本品は，定量するとき，フマル酸（Ｃ4Ｈ404：116.07）99.0％以上を含む． 

1827 51 532196 フマル酸ジアルキル（１２～１５）     本品は，主として「フマル酸」と炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルコールのジエステルからなる． 

1828 51 523187 プラセンタエキス（１） 胎盤抽出液（１） プラセンタエキス-１、胎盤抽出液-１ 本品は，ブタ Sus scrofa  Linne´ var.domesticus  Gray（Suidae）の胎盤から凍結，融解などの方法により，無菌

的に水で，抽出して得られるエキスである．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.01～0.40％を含む． 

1829 51 523188 プラセンタエキス（２） 胎盤抽出液（２） プラセンタエキス-２、胎盤抽出液-２ 本品は，ブタ Sus scrofa  Linne´ var.domesticus  Gray（Suidae）の胎盤から凍結，融解などの方法により，無菌

的に水で，抽出して得られるエキスである．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.02～0.15％及びアルカリフ

ォスファターゼ 1000 キングアームストロング単位以上を含む． 

1830 51 504321 フラビンアデニンジヌクレオチド二ナトリウム

二水塩 

  フラビンアデニンジヌクレオチド２Ｎａ

２水塩 

本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，フラビンアデニンジヌクレオチド二ナトリウム（Ｃ27Ｈ31Ｎ9 Na2Ｏ

15P2：829.51）90％以上を含む． 

1831 51 501117 プリスタン     本品は，主としてウバザメ Cetorhinus maximus Gunner 等深海に棲息するサメ類の肝油から得られる飽和炭化

水素で，主成分は 2，6，10，14 -テトラメチルペンタデカン（Ｃ19Ｈ40）である． 
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1832 51 520945 プルーンエキス セイヨウスモモエキス   本品は，セイヨウスモモ Prunus domestica Lindl.（Rosaceae）の果実を水で抽出して得られるエキスである． 

1833 51 520946 プルーン酵素分解物     本品は，セイヨウスモモ Prunus domestica Lindl.（Rosaceae）の果肉を繊維素分解酵素で分解して得られるもの

である． 

1834  000000 ブルシン変性アルコール     本品は，「エタノール」にブルシンを加え，変性させたものである． 

1835 51 108494 プルラン トリグルコ多糖   本品は，Aureobasidium pullulans 又は Pullularia pullulans を培養するとき，菌体外に生産される中性単純多糖

で，その構造は，α-1,4 結合による 3 個のグルコースからなるマルトトリオースが α-1,6 結合で繰り返し鎖状に

結合したものである． 

1836  000000 フレーバーＨ－Ｎｏ．１４変性アルコール     本品は，「エタノール」にフレーバーＨ－Ｎｏ．１４を加え，変性させたものである． 

1837 99 999999 フレッシュ E     本品は、茶（The sisensis L.）の枝葉を減圧下にて、乾留を行い、留分１部にエチルアルコール２４部を加え混合

したものである。 

1838 51 523191 プロテアーゼ（１）   プロテアーゼ-１ 本品は，枯草菌 Bacillus subtills の産生する酵素をろ過精製したもので，通例，賦形剤を含む．本品は，定量す

るとき，プロテアーゼとして，表示単位の 90.0～110.0％を含む． 

1839 51 523192 プロテアーゼ（２）   プロテアーゼ-２ 本品は，放線菌 Streptomyces griseolus の産生する酵素をろ過精製したもので，通例，賦形剤を含む．本品は，

定量するとき，プロテアーゼとして，表示単位の 90.0～110.0％を含む． 

1840 51 504322 プロパノール ｎ－プロピルアルコール     

1841  000000 プロパノール変性アルコール     本品は，「エタノール」にプロパノールを加え，変性させたものである． 

1842 51 510066 プロパン     本品を定量するとき，プロパン（Ｃ3Ｈ8：44.10）95.0％以上を含む． 

1843 51 532122 プロピオン酸アラキル プロピオン酸エイコサニル   本品は，主としてプロピオン酸とエイコサノールのエステル（Ｃ23Ｈ46Ｏ2：354.61）からなる． 

1844 51 510067 プロピオン酸ポリオキシプロピレンミリスチ

ルエーテル（２Ｐ．Ｏ．） 

  プロピオン酸ＰＯＰ（２）ミリスチルエー

テル 

本品は，「ミリスチルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合して得られるエーテルのプロピオン酸エステルで

ある．酸化プロピレンの平均付加モル数は 2 である． 

1845 51 002328 プロピレングリコール   ＰＧ 本品は，主としてプロピレングリコール（Ｃ3Ｈ8Ｏ2：76.09）からなる． 

1846 51 003618 Ｌ－プロリン   プロリン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Ｌ-プロリン（Ｃ5Ｈ9ＮＯ2：115.13）98.5％以上を含む． 

1847 51 523194 ヘイフラワーエキス     本品は，イネ科（Gramineae）の牧草で，ハルガヤ属（Anthoxanthum），カモガヤ属（Dactylis），スズメテッポウ属

（Alopecurus），スズメチャヒキ属（Bromus）及びカモジグサ属（Agropyron）に属する植物の地上部を水で抽出し

たエキスに「プロピレングリコール」及び「白糖」を加えたものである． 

1848 51 520951 ヘーゼルナッツ油     本品は，ヘーゼルナッツ Guevina avellana  Mol （Proteaceae）の種子から得られる脂肪油である． 

1849 51 510068 ヘキサオキシステアリン酸ジペンタエリトリッ

ト 

  ヘキサオキシステアリン酸ジペンタエ

リスリチル 

本品は，主として「ヒドロキシステアリン酸」とジペンタエリトリトールのヘキサエステル（Ｃ118Ｈ226019：1949.05）

からなる． 

1850 51 001561 ヘキサクロロフェン     本品を乾燥したものは，定量するとき，ヘキサクロロフェン（Ｃ13Ｈ6Ｃ16Ｏ2：406.90）98.0％以上を含む． 

1851 51 500365 ヘキサステアリン酸ポリオキシエチレンソル

ビット 

  ヘキサステアリン酸ＰＯＥソルビット 本品は，主として「ステアリン酸」とポリオキシエチレンソルビットのへキサエステルである． 

1852 51 523195 Ｎ－（ヘキサデシロキシヒドロキシプロピル）

-Ｎ－ヒドロキシエチルデカナミド 

  ヘキサデシロキシＰＧヒドロキシエチ

ルデカナミド 

本品は，主として N-（3-ヘキサデシロキシ-2-ヒドロキシプロピル）-N-2-ヒドロキシエチルデカナミド（Ｃ31Ｈ63Ｎ

Ｏ4：513.84）からなる． 

1853 51 523196 Ｎ－（ヘキサデシロキシヒドロキシプロピル）

-Ｎ－ヒドロキシエチルヘキサデカナミド 

  ヘキサデシロキシＰＧヒドロキシエチ

ルヘキサデカナミド 

本品は，主として N-（3-ヘキサデシロキシ-2-ヒドロキシプロピル）-N-2-ヒドロキシエチルヘキサデカナミド（Ｃ37

Ｈ75ＮＯ4：598.00）からなる． 

1854 51 100105 ヘキシルデカノール     本品は，主として 2-へキシルデカノール（Ｃ16Ｈ840：242.44）からなる 

1855 51 532171 （２－ヘキシルデカン酸・セバシン酸）ジグリ

セリルオリゴエステル 

（イソパルミチン酸・セバシ

ン酸）ジグリセリルオリゴエ

ステル 

（ヘキシルデカン酸・セバシン酸）ジグ

リセリルオリゴエステル 

本品は，主として，2-ヘキシルデカン酸及びセバシン酸と「ジグリセリン」からなるオリゴエステルである． 

1856 51 523197 ２－ヘキシルデシルリン酸アルギニン   ヘキシルデシルリン酸アルギニン 本品は，主として，2-ヘキシルデシルリン酸のアルギニン塩からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，ア

ルギニン（Ｃ6Ｈ14Ｎ4Ｏ2：174.20）30.0～40.0％を含む． 

1857 51 500367 ヘキシレングリコール     本品は，主としてヘキシレングリコール（Ｃ6Ｈ14Ｏ2：118.17）からなる． 

1858 51 105064 ペクチン     本品は，主にオレンジ，レモン，ライム等のかんきつ類又はリンゴ等から得られたコロイド性多糖類で，主としてＤ

-ガラクツロン酸及びそのメチルエステルからなる． 

1859 51 520954 ヘクトライト     本品は，天然に産するコロイド性含水ケイ酸マグネシウムである． 

1860 51 520959 ヘチマエキス（１） ヘチマ抽出液 ヘチマエキス-１ 本品は，ヘチマ Luffa cylindrica （L.） Roemen（Cucurbitaceae）の地上部から水，「エタノール」，「プロピレングリ

コール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 
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1861 51 510069 ヘチマエキス（２）   ヘチマエキス-２ 本品は，ヘチマ Luffa cylindrica M．Roemen（Cucurbitaceae）の全草を水で抽出して乾燥し，これをメタノール

で抽出して得られたものを乾燥し，更にこれに「ブタノール」と水を加え，得られた「ブタノール」層を乾燥し，これ

を「エタノール」及び水の混液に溶解したものである．  

1862 51 505148 ヘチマ水     本品は，ヘチマ Luffa cylindrica M．Roemen（Cucurbitaceae）の茎を切り，流出した液を採取したものである． 

1863 51 520960 ヘチマ末     本品は，ヘチマ Luffa cylindrica M．Roemen （Cucurbitaceae ）の果実を粉末としたものである． 

1864 51 503119 ベニバナ赤   紅花赤 本品は，ベニバナ Carthamus tinctorius Linne´ （Compositae）の花から抽出して得られた赤色色素である． 

1865 51 509092 ベニバナ赤処理セルロースパウダー   ベニバナ赤処理セルロース末、紅花

赤処理セルロース末 

本品は，「結晶セルロース」をベニバナ Carthamus tinctorius L.（Compositae）の花の水抽出液に浸漬した後，ろ

過して乾燥したものである． 

1866 51 520963 ベニバナエキス（１）   ベニバナエキス-１、紅花エキス-１ 本品は，ベニバナ Carthamus tinctorius Linne´（Compositae）の花をそのまま又は黄色色素の大部分を除き，圧

搾して板状としたものから，エタノール溶液又は１，３-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスであ

る． 

1867 51 520964 ベニバナエキス（２）   ベニバナエキス-２、紅花エキス-２ 本品は，ベニバナ Carthamus tinctorius Linne´（Compositae）の全草から，エタノール溶液により抽出して得られ

るエキスである． 

1868 51 540079 ベニバナエキス（３）   ベニバナエキス-３、紅花エキス-３ 本品は，ベニバナ Carthamus tinctorius Linne´（Compositae）の花をそのまま又は黄色色素の大部分を除き，圧

搾して板状としたものから「無水エタノール」，にて抽出して得られるエキスである． 

1869 51 505149 ベニバナ黄 サフロールイエロー 紅花黄 本品は，ベニバナ Carthamus tinctorius Linne' （Compositae）の花期の管状花より抽出して得られる黄色色素

である． 

1870 51 520968 ヘプタステアリン酸ポリグリセリル ヘプタステアリン酸デカグ

リセリル 

  本品は，主として「ステアリン酸」とポリグリセリンのヘプタエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 10 であ

る． 

1871 51 532123 ２－ヘプタデシル-Ｎ－ヒドロキシエチル-Ｎ

－カルボキシラートメチルイミダゾリニウムク

ロライド・２－ヘプタデシル-Ｎ，Ｎ－ビスヒド

ロキシエチルイミダゾリニウム塩 

  塩化ヘプタデシルヒドロキシエチルカ

ルボキシラートメチルイミダゾリニウ

ム・ヘプタデシルビスヒドロキシエチル

イミダゾリニウム塩 

本品は，主として，2 位に炭素数 17 のアルキル基を有する 1-ヒドロキシエチルイミダゾリンをカルボキシメチル化

及びアセチル化して得られるもので，通常，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」，水又はこれら

の混液を含む． 

1872 51 504328 ヘプタン酸ステアリル     本品は，主としてヘプタン酸と「ステアリルアルコール」のエステル（Ｃ25Ｈ50Ｏ2：382.66）よりなる． 

1873 51 109250 ベヘニルアルコール     本品は，主としてベヘニルアルコール（Ｃ22Ｈ460：326.60）からなる. 

1874 51 520970 ベヘニルジメチルアミンオキシド液     本品は，主としてベヘニルジメチルアミンオキシドからなり「エタノール」若しくは「プロピレングリコール」及び水を

含む． 

1875 51 100762 ベヘニン酸     本品は，高級飽和脂肪酸の混合物で，主としてべへニン酸（Ｃ22Ｈ44Ｏ2：340.58）からなる． 

1876 51 523198 ベヘニン酸エイコサニル ベヘン酸エイコサニル   本品は，主として，「ベヘニン酸」とエイコサノ-ルのエステル（Ｃ42Ｈ84Ｏ2：621.12）からなる． 

1877 51 505150 ベヘン酸グリセリル     本品は，主としてベヘン酸とグリセリンのモノエステル及びジエステルからなる． 

1878 51 540080 ペラルゴン酸２－エチルヘキシル ペラルゴン酸オクチル ペラルゴン酸エチルヘキシル 本品は，主としてペラルゴン酸と２-エチルへキシルアルコールのエステル（Ｃ17Ｈ34Ｏ2：270.45）からなる． 

1879 51 109870 ベンガラ 三二酸化鉄   本品は，主として三二酸化鉄（Fe203）からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，三二酸化鉄（Fe203：

159.69）90.0％以上を含む． 

1880 51 520501 ベンガラ・カルミン被覆雲母チタン ベンガラ・カルミン被覆マ

イカチタン 

ベンガラ・カルミン被覆雲母Ｔｉ 本品は，「雲母チタン」を「ベンガラ」と｢カルミン｣で被覆したものである． 

1881 51 520505 ベンガラ・黒酸化鉄・コンジョウ被覆雲母チ

タン 

ベンガラ・黒酸化鉄・コン

ジョウ被覆マイカチタン 

ベンガラ・黒酸化鉄・紺青被覆雲母Ｔ

ｉ、ベンガラ・黒酸化Ｆｅ・紺青被覆雲

母Ｔｉ 

本品は，「雲母チタン」を「ベンガラ」と「黒酸化鉄」及び「コンジョウ」で被覆したものである． 

1882 51 520503 ベンガラ・黒酸化鉄被覆雲母チタン ベンガラ・黒酸化鉄被覆マ

イカチタン 

ベンガラ・黒酸化鉄被覆雲母Ｔｉ、ベ

ンガラ・黒酸化Ｆｅ被覆雲母Ｔｉ 

本品は，「雲母チタン」を「ベンガラ」と「黒酸化鉄」で被覆したものである． 

1883 51 522046 ベンガラ・コンジョウ被覆雲母チタン ベンガラ・コンジョウ被覆マ

イカチタン 

ベンガラ・紺青被覆雲母Ｔｉ 本品は，「雲母チタン」を「ベンガラ」と「コンジョウ」で被覆したものである． 

1884 51 520508 ベンガラ被覆雲母 ベンガラ被覆マイカ   本品は，「マイカ」を「ベンガラ」で被覆したものである． 

1885 51 520509 ベンガラ被覆雲母チタン ベンガラ被覆マイカチタン ベンガラ被覆雲母Ｔｉ 本品は，「雲母チタン」を「ベンガラ」で被覆したものである． 

1886 51 001574 ベンジルアルコール     本品は，定量するとき，ベンジルアルコール（Ｃ7Ｈ80：108.14）97.0％以上を含む． 

1887 51 523199 ベンジルオキシエタノール     本品は，定量するとき，ベンジルオキシエタノール（Ｃ9Ｈ12Ｏ2：152.19）95.0％以上を含む． 

1888 51 520974 ベンジルジメチルステアリルアンモニウム

ヘクトライト 

    本品は，ヘクトライト中の主としてナトリウムイオンからなるカチオンをベンジルジメチルステアリルアンモニウムで

イオン交換したベンジルジメチルステアリルアンモニウムヘクトライトである． 
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1889 51 532301 ペンタイソステアリン酸ポリグリセリル     本品は，主として「イソステアリン酸」とポリグリセリンのペンタエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 10 で

ある． 

1890 51 540081 ペンタ-２－エチルヘキサン酸ジグリセロー

ルソルビタン 

ペンタオクタン酸ジグリセ

ロールソルビタン 

ペンタエチルヘキサン酸ジグリセロー

ルソルビタン 

本品は，主としてソルビタンと「ジグリセリン」からなるエーテル化合物と２-エチルヘキサン酸のペンタエステルで

ある． 

1891 51 540082 ペンタエリトリトールクエン酸高級脂肪酸エ

ステル・ミツロウ・ノニオン乳化剤混合物 

  （クエン酸・高級脂肪酸）ペンタエリトリ

ット・ミツロウ・ノニオン乳化剤混合物、

（クエン酸・高級脂肪酸）ペンタエリス

リチル・ミツロウ・ノニオン乳化剤混合

物 

本品は，クエン酸ジステアリル・ヤシ油脂肪酸ペンタエリトリトール約 40％，「セスキオレイン酸ソルビタン」約

35％，「サラシミツロウ」約 20％及び「ステアリン酸アルミニウム」約 5％からなる混合物である． 

1892 51 520975 ペンタオレイン酸ポリオキシエチレンソルビ

ット 

  ペンタオレイン酸ＰＯＥソルビット 本品は，主として「オレイン酸」とポリオキシエチレンソルビットのペンタエステルからなる．酸化エチレンの平均

付加モル数は 40 である． 

1893 51 520976 ペンタオレイン酸ポリグリセリル     本品は，主として「オレイン酸」とポリグリセリンのペンタエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 6～10 であ

る． 

1894 51 510071 ペンタステアリン酸デカグリセリル     本品は，主として「ステアリン酸」とデカグリセリンのペンタエステルからなる． 

1895 51 511056 γ－ペンタデカラクトン     本品は，定量するとき，γ-ペンタデカラクトン（Ｃ15Ｈ28Ｏ2：240.38）96.0％以上を含む． 

1896 51 520979 ｎ－ペンタン   ペンタン 本品は，定量するとき，n-ペンタン（Ｃ5Ｈ12：72.15）95.0％以上を含む． 

1897 51 532168 １，２－ペンタンジオール ペンチレングリコール   本品は定量するとき，1，2-ペンタンジオール（Ｃ5Ｈ12Ｏ2：104.15）95.0％以上を含む． 

1898 51 001579 ベントナイト     本品は，天然に産するコロイド性含水ケイ酸アルミニウムである． 

1899 51 001586 ホウ砂     本品は，定量するとき，ホウ砂（Na2B407・10Ｈ2O：381.37）98.5～110.0％を含む． 

1900 51 520983 飽和脂肪酸グリセリル     本品は，主として「ステアリン酸」，「パルミチン酸」，「ミリスチン酸」及び「ラウリン酸」からなる混合脂肪酸のモノ，

ジ及びトリグリセリドの混合物である． 

1901 51 510072 飽和脂肪酸セチル     本品は，炭素数 12～18 の飽和脂肪酸と「セタノール」のエステルである． 

1902 51 523201 ホエイ（１）   ホエイ-１ 本品は，生乳又は脱脂粉乳水溶液に，乳酸菌 Lactobacillus bulgaricus を接種培養して得る発酵乳から固形分

を除いて得た乳漿である． 

1903 51 523202 ホエイ（２） 乳清 ホエイ-２ 本品は，牛乳たん白質の水溶液又は脱脂粉乳及びブドウ糖の水溶液を，乳酸連鎖球菌 Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ ｔｈ

ｅｒｍｏｐｈｉｌｕｓ又は乳酸桿菌Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ ｂｕｌｇａｒｉｃｕｓで発酵させた液をろ過したものである． 

1904 51 532124 ホエイ（３）   ホエイ-３ 本品は，牛乳にたん白凝固剤レンネット及び乳酸菌 Lactococcus lactis，Lactcoccus cremoris，Streptococcus 

thermophilus，Leuconostoc mesenteroides 及び Lactobacillus bulgaricus のいずれか一つ又は組み合わせて加

え，発酵して得られた乳清から乳清たん白を除去し，乾燥したものである．本品は，定量するとき，カルシウム

（Ca：40.08）0.3～1.5％，マグネシウム（Ｍｇ：24.31）0.1～0.5％及び窒素（Ｎ：14.01）1.0～3.0％含む． 

1905 51 523203 ホエイ末     本品は，「ホエイ（1）」を粉末にしたものである． 

1906 51 523204 ボダイジュ水     本品は，フユボダイジュ Tilia cordata Miller（Tiliaceae）の花から水にて抽出して得られたエキスより，水蒸気蒸

留して得られる留液である． 

1907 51 523205 ボタンエキス   牡丹エキス 本品は，ボタン Paeonia suffruticosa Andrews（Paeonia moutan Sims）（Paeoniaceae）の根皮からエタノール溶液

で抽出して得られるエキスである． 

1908 51 508082 没食子酸オクチル     本品は，主として没食子酸と n-オクタノールのエステル（Ｃ15Ｈ2205：282.33）からなる． 

1909 51 104604 没食子酸プロピル     本品は，主として没食子酸プロピル（Ｃ10Ｈ1205：212.20）からなる． 

1910 51 102874 ホップエキス     本品は，ホップＨｕｍｕｌｕｓ ｌｕｐｕｌｕｓ Linne' （Moraceae）の雌花穂から水，「エタノール」，「プロピレングリコー

ル」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

1911 51 102875 ホップ末     本品は，ホップ Humulus lupulus Linne´（Moraceae）の雌花穂を粉末にしたものである． 

1912 51 507092 ホホバアルコール     本品は，「ホホバ油」から得られる高級アルコールで，主としてオクタデセノール，エイコセノール，ドコセノール，

テトラコセノールからなる． 

1913 51 520987 ホホバ油     本品は，ホホバＳｉｍｍｏｎｄｓｉａ ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ又はＳｉｍｍｏｎｄｓｉａ ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ Ｎｕｔｔａｌｌ（Ｅｕｐｈｏｒｂｉａｃｅａｅ）の種子

から得たエステルである． 

1914 51 108622 ポリアクリル酸     本品は，主としてアクリル酸又はメタクリル酸の重合体である． 

1915 51 520988 ポリアクリル酸アミド   ポリアクリルアミド 本品は，アクリル酸アミドの重合体である． 

1916 51 522047 ポリアクリル酸アルキル     本品は，アクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4）又はメタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4）の重合体である． 
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1917 51 522048 ポリアクリル酸アルキル液     本品は，アクリル酸アルキル（Ｃ1～4，8）又はメタクリル酸アルキル（Ｃ1～4，8）の重合体のトルエン溶液である． 

1918 51 522049 ポリアクリル酸アルキルエマルション     本品は，主としてアクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8）又はメタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，Ｃ8）の重合体のエマ

ルションである． 

1919 51 109243 ポリアクリル酸液     本品は，アクリル酸又はメタクリル酸の重合体の水，エタノール又はこれらの混液の溶液である． 

1920 51 522116 ポリアクリル酸エチルエマルション     本品は，主としてポリアクリル酸エチルのエマルションからなる． 

1921 51 522050 ポリアクリル酸エマルション（１）   ポリアクリル酸エマルション-１ 本品は，アクリル酸又はメタクリル酸の重合体のエマルションである． 

1922 51 522051 ポリアクリル酸エマルション（２）   ポリアクリル酸エマルション-２ 本品は，アクリル酸又はメタクリル酸の重合体のエマルションである． 

1923 51 520993 ポリアクリル酸塩     本品は，アクリル酸又はメタクリル酸の重合体のアンモニウム塩，カリウム塩，ナトリウム塩又はこれらの混合物で

ある． 

1924 51 106734 ポリアクリル酸ナトリウム   ポリアクリル酸Ｎａ 本品は，アクリル酸重合物のナトリウム塩である． 

1925 51 522117 ポリアクリル酸ブチルエマルション     本品は，主としてポリアクリル酸ブチルのエマルションである． 

1926 51 532172 ポリアスパラギン酸ナトリウム液   ポリアスパラギン酸Ｎａ液 本品は，ポリアスパラギン酸のナトリウム塩の水溶液で，本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.3～3.0％を含

む． 

1927 51 505155 ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂     本品は，アジピン酸とジエチルトリアミンからなるポリアミドにエピクロルヒドリンを付加・縮合して得られるポリアミ

ドエピクロルヒドリン樹脂である． 

1928 51 522052 ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂液（１）   ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂液-１ 本品は，「ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂」の水溶液である． 

1929 51 522053 ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂液（２）   ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂液-２ 本品は，「ポリアミドエピクロルヒドリン樹脂」の水溶液である． 

1930 51 108623 ポリイソプレン     本品は，主として 2-メチル-2，3-ブタジエンの重合体で，その平均分子量は，300～25000 である． 

1931 51 540083 ポリエチレンイミン液   ＰＥＩ液 本品は，エチレンイミンの分岐状重合物の水溶液である．本品は，定量するとき，ポリエチレンイミン（（Ｃ2Ｈ5Ｎ）

n）として 27～33％を含む． 

1932 51 108860 ポリエチレングリコール２００   ＰＥＧ-４、ポリエチレングリコール 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，190～210 である． 

1933 51 108556 ポリエチレングリコール３００   ＰＥＧ-６、ポリエチレングリコール 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，280～320 である． 

1934 51 110357 ポリエチレングリコール４００   ＰＥＧ-８、ポリエチレングリコール 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，380～420 である． 

1935 51 110358 ポリエチレングリコール６００   ＰＥＧ-１２、ポリエチレングリコール 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，570～630 である． 

1936 51 105285 ポリエチレングリコール１０００   ＰＥＧ（２０）、ＰＥＧ１０００ 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，950～1050 である． 

1937 51 109876 ポリエチレングリコール１５００   ＰＥＧ（３０）、ＰＥＧ１５００ 本品は，酸化エチレンの重合体で，重合度が 5～6 のもの及び 28～36 のものの等量混合物である. 

1938 51 105288 ポリエチレングリコール１５４０   ＰＥＧ（３１）、ＰＥＧ１５４０ 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，1290～1650 である． 

1939 51 502125 ポリエチレングリコール２０００   ＰＥＧ（４０）、ＰＥＧ２０００ 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は 1850～2150 である． 

1940 51 105315 ポリエチレングリコール４０００   ＰＥＧ（８０）、ＰＥＧ４０００ 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，2600～3800 である． 

1941 51 109877 ポリエチレングリコール６０００   ＰＥＧ（１２０）、ＰＥＧ６０００ 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，7300～9300 である． 

1942 51 508083 ポリエチレングリコール１１０００   ＰＥＧ（２２０）、ＰＥＧ１１０００ 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は 9300～12500 である． 

1943 51 105289 ポリエチレングリコール２００００   ＰＥＧ（４００）、ＰＥＧ２００００ 本品は，酸化エチレンの重合体で，平均分子量は，15500～25000 である． 

1944 51 505157 ポリエチレングリコール・エピクロルヒドリン・

牛脂アルキルアミン・ジプロピレントリアミン

縮合物 

  ＰＥＧ・エピクロルヒドリン・牛脂アルキ

ルアミン・ジプロピレントリアミン縮合

物 

本品は，ポリエチレングリコール，エピクロルヒドリン，牛脂アルキルアミン及びジプロピレントリアミンの縮合物で

ある． 

1945 51 540084 ポリエチレングリコール・エピクロルヒドリン・

ヤシ油アルキルアミン・ジプロピレントリアミ

ン液 

  ＰＥＧ・エピクロルヒドリン・ヤシ油アル

キルアミン・ジプロピレントリアミン液

本品は，「ポリエチレングリコール 600」，エピクロルヒドリン，炭素数 8～18 のヤシ油アルキルアミン及びジプロピ

レントリアミンとの縮重合物の 50％水溶液である． 

1946 51 507095 ポリエチレンテレフタレート・アルミニウム・

エポキシ積層末 

  ＰＥＴ・Ａｌ・エポキシ積層末 本品は，アルミニウムを蒸着したポリエチレンテレフタレートフィルムに必要に応じて「黄酸化鉄」で又は法定色

素で着色したエポキシ樹脂を被膜処理し，微細な薄片にしたものである． 

1947 51 509099 ポリエチレンテレフタレート・金積層末   ＰＥＴ・金積層末 本品は，ポリエチレンテレフタレートに金を蒸着したフィルムを粉末状に切断したものである．本品は，定量する

とき，金（Au：196.97）4.5～5.5％を含む． 

1948 51 520998 ポリエチレンテレフタレート・ポリオレフィン

積層フィルム末 

ポリエチレンテレフタレー

ト・ポリオレフィン積層末 

ＰＥＴ・ポリオレフィン積層末 本品は，ポリエチレンテレフタレートとポリオレフィンの積層フィルムを粉末状に切断したものである． 

1949 51 520999 ポリエチレンテレフタレート・ポリメチルメタ

クリレート積層フィルム末 

  ＰＥＴ・ポリメチルメタクリレート積層

末、ＰＥＴ・ポリメタクリル酸メチル積層

末 

本品は，ポリエチレンテレフタレートとポリメチルメタクリレートの積層フィルムを粉末状に切断したものである． 
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1950 51 507098 ポリエチレン・ポリエステル積層末     本品は，ポリエチレン及びテレフタル酸とペンタエリトリトールからなるポリエステルの積層フィルムを粉末状に切

断したものである． 

1951 51 507099 ポリエチレン・ポリエチレンテレフタレート積

層末 

  ポリエチレン・ＰＥＴ積層末 本品は，ポリエチレンテレフタレートとポリエチレンの積層フィルムを粉末状に切断したものである． 

1952 51 105310 ポリエチレン末     本品は，エチレンを重合して得られるポリエチレンである． 

1953 51 508087 ポリエチレンワックス     本品は，エチレンを重合して得られる低融点のポリエチレンである． 

1954 51 506024 ポリ塩化ジメチルメチレンピペリジニウム液 ポリ塩化Ｎ，Ｎ′－ジメチ

ル-３，５－メチレンピペリ

ジニウム 

  本品は，平均分子量約 20 万～28 万のポリ塩化ジメチルメチレンピペリジニウムの溶液である．本品は，定量す

るとき，塩化ジメチルメチレンピペリジニウム（Ｃ8Ｈ16ＣｌＮ：161.67）として表示量の 90～110％を含む． 

1955 51 523406 ポリオキシエチレンアセチル化ラノリン（７

Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（７）アセチル化ラノリン、ＰＯＥ

（７）酢酸ラノリン 

本品は，「酢酸ラノリン」に酸化エチレンを付加重合して得られたもので，酸化エチレンの平均付加モル数は 7

である． 

1956 51 508088 ポリオキシエチレンアラキルエーテル（２０

Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２０）アラキルエーテル 本品は，主としてアラキルアルコールからなる高級脂肪族アルコールに酸化エチレンを付加重合たものである．

酸化エチレンの平均付加モル数は 20 である． 

1957 51 120052 ポリオキシエチレンアラキルエーテル・ステ

アリルアルコール混合物 

  ＰＯＥアラキルエーテル・ステアリルア

ルコール混合物 

本品は，ポリオキシエチレンアラキルエーテル及び「ステアリルアルコール」の混合物である． 

1958 51 500606 ポリオキシエチレンアルキル（１２，１３）エー

テル（１０Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）アルキル（１２，１３）エーテ

ル 

本品は，主として炭素数 12 及び 13 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合したもので，

酸化エチレンの平均付加モル数は 10 である． 

1959 51 532125 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１４）エ

ーテル 

  ＰＯＥアルキル（１２～１４）エーテル 本品は，主として炭素数 12～14 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

である．酸化エチレンの付加モル数は 3～12 である． 

1960 51 509100 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１４）エ

ーテル（３Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３）アルキル（１２～１４）エーテ

ル 

本品は，主として炭素数 12～14 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

である．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である。 

1961 51 508091 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１４）エ

ーテル（１２Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１２）アルキル（１２～１４）エー

テル 

本品は，主として炭素数 12～14 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

である．酸化エチレンの平均付加モル数は 12 である。 

1962 51 523208 ポリオキシエチレン-ｓｅｃ－アルキル（１４）

エーテル 

  ＰＯＥ・ｓｅｃ－アルキル（１４）エーテル 本品は，直鎖のパラフィンを酸化して得られる平均炭素数 14 の第 2 級アルコールに酸化エチレンを付加重合し

たものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 3～9 である． 

1963 51 523206 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１５）エ

ーテル酢酸プロピル 

  ＰＯＥアルキル（１２～１５）エーテル酢

酸プロピル 

本品は，主としてポリオキシエチレンアルキル（12～15）エーテル酢酸プロピルからなる．酸化エチレンの平均付

加モル数は 8 である． 

1964 51 523207 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１５）エ

ーテル酢酸ヘキサデシル 

  ＰＯＥアルキル（１２～１５）エーテル酢

酸ヘキサデシル 

本品は，主としてポリオキシエチレンアルキル（12～15）エーテル酢酸ヘキサデシルからなる．酸化エチレンの

平均付加モル数は 8 である． 

1965 51 508092 ポリオキシエチレンアルキル（１２，１３）エー

テル硫酸ジエタノールアミン（３Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３）アルキル（１２，１３）エーテ

ル硫酸ＤＥＡ 

本品は，主として炭素数 12 及び 13 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られる

ものの硫酸エステルのジエタノールアミン塩からなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である．本品は定量

するとき，ポリオキシエチレンアルキル（12，13）エーテル硫酸ジエタノールアミン（3Ｅ．Ｏ．.）（平均分子量：

510.29）として表示量の 90～110％を含む． 

1966 51 508093 ポリオキシエチレンアルキル（１１，１３，１５）

エーテル硫酸トリエタノールアミン（１Ｅ．

Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１）アルキル（１１，１３，１５）エ

ーテル硫酸ＴＥＡ 

本品は，主として炭素数 11，13 及び 15 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得ら

れるものの硫酸エステルのトリエタノールアミン塩からなる．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンアルキル

（11,13,15）エーテル硫酸トリエタノールアミン（1Ｅ．Ｏ．）（平均分子量：485.53）として表示量の 90～110％を含

む． 

1967 51 508094 ポリオキシエチレンアルキル（１２，１３）エー

テル硫酸トリエタノールアミン（３Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３）アルキル（１２，１３）エーテ

ル硫酸ＴＥＡ 

本品は，主として炭素数 12 及び 13 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られる

ものの硫酸エステルのトリエタノールアミン塩からなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である．本品は，定

量するとき，表示量の 90～110％のポリオキシエチレンアルキル（12，13）エーテル硫酸トリエタノールアミン（3

Ｅ．Ｏ．）を含む． 

1968 51 507101 ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸

トリエタノールアミン（３Ｅ．Ｏ．）液 

  ＰＯＥ（３）アルキルエーテル硫酸ＴＥ

Ａ液 

本品は，主としてポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸トリエタノールアミンの水溶液である．酸化エチレン

の平均付加モル数は 3 である．本品は定量するとき表示量の 90～110％ポリオキシエチレンアルキルエーテル

硫酸トリエタノールアミンを含む． 

1969 51 508095 ポリオキシエチレンアルキル（１２，１３）エー

テル硫酸トリエタノールアミン・ナトリウム（３

Ｅ．Ｏ．），アルキル（１２，１３）硫酸ナトリウ

ム混合物液 

  ＰＯＥ（３）アルキル（１２，１３）エーテ

ル硫酸ＴＥＡ・Ｎａ，アルキル（１２，１

３）硫酸Ｎａ混合物液 

本品は，主として炭素数 12，13 のアルキル基を有するアルコール又はこれに酸化エチレンを付加重合して得ら

れるものの硫酸エステルのナトリウム塩又は硫酸エステルのトリエタノールアミン塩の水溶液の混合物である．本

品を，定量するとき，表示量の 90～110％のポリオキシエチレンアルキル（12，13）エーテル硫酸トリエタノールア

ミン・ナトリウム（3Ｅ．Ｏ．），アルキル（12，13）硫酸ナトリウムを含む． 
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1970 51 508097 ポリオキシエチレンアルキル（１１～１５）エ

ーテル硫酸ナトリウム（３Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３）アルキル（１１～１５）エーテ

ル硫酸Ｎａ 

本品は，主として炭素数 11～15 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

の硫酸エステルのナトリウム塩からなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である．本品は定量するとき，ポリ

オキシエチレンアルキル（11～15）エーテル硫酸ナトリウム（3Ｅ．Ｏ．）（平均分子量：450）として表示量の 90～

110％のを含む． 

1971 51 508096 ポリオキシエチレンアルキル（１１，１３，１５）

エーテル硫酸ナトリウム（１Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１）アルキル（１１，１３，１５）エ

ーテル硫酸Ｎａ 

本品は，主として炭素数 11，13 及び 15 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得ら

れるものの硫酸エステルのナトリウム塩からなる．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンアルキル

（11,13,15）エーテル硫酸ナトリウム（1Ｅ．Ｏ．）（平均分子量：358.34）として表示量の 90～110％のポリオキシエ

チレンアルキル（11,13,15）エーテル硫酸ナトリウム（1Ｅ．Ｏ．）を含む． 

1972 51 521003 ポリオキシエチレンアルキル（１２，１３）エー

テル硫酸ナトリウム（２Ｅ．Ｏ．）液 

  ＰＯＥ（２）アルキル（１２，１３）エーテ

ル硫酸Ｎａ液 

本品は，主として炭素数 12，13 のアルキル基を有するポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸ナトリウムの水

溶液である．酸化エチレンの平均付加モル数は，2 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンアルキル

（12，13）エーテル硫酸ナトリウム（ 2Ｅ．Ｏ．）（平均分子量： 376.10）として表示量の 90～110％を含む． 

1973 51 508098 ポリオキシエチレンアルキル（１２，１３）エー

テル硫酸ナトリウム（３Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３）アルキル（１２，１３）エーテ

ル硫酸Ｎａ 

本品は，主として炭素数 12 及び 13 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られる

ものの硫酸エステルのナトリウム塩からなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である．本品は，定量すると

き，ポリオキシエチレンアルキル（12,13）エーテル硫酸ナトリウム（3Ｅ．Ｏ．）（平均分子量：432）として表示量の

90～110％を含む． 

1974 51 508099 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１４）エ

ーテル硫酸ナトリウム（３Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３）アルキル（１２～１４）エーテ

ル硫酸Ｎａ 

本品は，主として炭素数 12～14 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

の硫酸エステルのナトリウム塩からなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である．本品は定量するとき，ポリ

オキシエチレンアルキル（12～14）エーテル硫酸ナトリウム（3Ｅ．Ｏ．）（平均分子量：428.21）として表示量の 90

～110％を含む． 

1975 51 508100 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１５）エ

ーテル硫酸ナトリウム（３Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３）アルキル（１２～１５）エーテ

ル硫酸Ｎａ 

本品は，主として炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

の硫酸エステルのナトリウム塩である．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である．本品を定量するとき，ポリオ

キシエチレンアルキル（12～15）エーテル硫酸ナトリウム（3Ｅ．Ｏ．）（平均分子量：439.4）として表示量の 90～

110％を含む． 

1976 51 508101 ポリオキシエチレンアルキル（１２，１３）エー

テルリン酸（１０Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）アルキル（１２，１３）エーテ

ルリン酸 

本品は，主として炭素数 12 及び 13 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られる

もののリン酸エステルからなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 10 である． 

1977 51 510073 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１５）エ

ーテルリン酸 

  ＰＯＥアルキル（１２～１５）エーテルリ

ン酸 

本品は，主として炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

のリン酸エステルである． 

1978 51 508103 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１５）エ

ーテルリン酸（８Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（８）アルキル（１２～１５）エーテ

ルリン酸 

本品は，主として炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

のリン酸エステルからなる．酸化エチレンの平均付加モル数は，8 である。 

1979 51 508104 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１５）エ

ーテルリン酸（１０Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）アルキル（１２～１５）エー

テルリン酸 

本品は，主として炭素数 12～15 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

のリン酸エステルからなる．酸化エチレンの平均付加モル数は，10 である。 

1980 51 510074 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１６）エ

ーテルリン酸 

  ＰＯＥアルキル（１２～１６）エーテルリ

ン酸 

本品は，主として炭素数 12～16 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

のリン酸エステルからなる． 

1981 51 509101 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１６）エ

ーテルリン酸（６Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（６）アルキル（１２～１６）エーテ

ルリン酸 

本品は，主として炭素数 12～16 のアルキル基を有するアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもの

のリン酸エステルからなる． 

1982 51 521043 ポリオキシエチレンアルキル（１２～１４）ス

ルホコハク酸二ナトリウム液 

  ＰＯＥアルキル（１２～１４）スルホコハ

ク酸２Ｎａ液 

本品は，炭素数 12～14 のポリオキシエチレンアルキルスルホコハク酸二ナトリウムの水溶液である．本品を定量

するとき，表示量の 90.0～110.0％に対応するポリオキシエチレンアルキルスルホコハク酸二ナトリウムを含む．

酸化エチレンの平均付加モル数は 1～7 である． 

1983 51 500386 ポリオキシエチレンアルキルフェニルエー

テルリン酸 

  ＰＯＥアルキルフェニルエーテルリン

酸 

本品は，主として炭素数 8～12 のアルキル基を有するフェノールに酸化エチレンを付加重合して得られる誘導

体のリン酸エステルからなる． 

1984 51 500387 ポリオキシエチレンアルキルフェニルエー

テルリン酸トリエタノールアミン 

  ＰＯＥアルキルフェニルエーテルリン

酸ＴＥＡ 

本品は，主として炭素数 8～12 のアルキル基を有するフェノールに酸化エチレンを付加重合して得られる誘導

体のリン酸エステルトリエタノールアミン塩からなる． 

1985 51 500388 ポリオキシエチレンアルキルフェニルエー

テルリン酸ナトリウム 

  ＰＯＥアルキルフェニルエーテルリン

酸Ｎａ 

本品は，主として炭素数 8～12 のアルキル基を有するフェノールに酸化エチレンを付加重合して得られる誘導

体のリン酸エステルナトリウム塩からなる． 

1986 51 507103 ポリオキシエチレン（アルキロール・ラノリン

アルコール）エーテル（１６Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１６）（アルキロール・ラノリンア

ルコール）エーテル、ＰＯＥ（１６）（ア

ルキル・ラノリル）エーテル 

本品は，ラノリンアルコール及び高級アルコール（「セタノール」，「オレイルアルコール」，「ステアリルアルコー

ル」）の混合物に酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 16 である． 

1987 51 532302 ポリオキシエチレンアルモンド油   ＰＯＥアルモンド油 本品は，主として「アルモンド油」に酸化エチレンを付加重合したもので，酸化エチレンの平均付加モル数は 60

である． 
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1988 51 521008 ポリオキシエチレンイソステアリルエーテル   ＰＯＥイソステアリルエーテル 本品は，主として「イソステアリルアルコール」に酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均

付加モル数は 2～25 である． 

1989 51 509102 ポリオキシエチレン液状ラノリン（７５Ｅ．

Ｏ．） 

  ＰＯＥ（７５）液状ラノリン 本品は，「液状ラノリン」に酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数は，75 であ

る。 

1990 51 521013 ポリ（オキシエチレン・オキシプロピレン）メ

チルポリシロキサン共重合体 

  ＰＯＥ・ＰＯＰジメチコン共重合体 本品は，主として直鎖状メチルポリシロキサンのメチル基の一部を，ポリ（オキシエチレン・オキシプロピレン）基

に置換した重合体である． 

1991 51 505159 ポリオキシエチレンオクチルエーテルリン

酸 

  ＰＯＥオクチルエーテルリン酸 本品は，主としてオクチルアルコールに酸化エチレンを付加重合して得られるもののリン酸エステルからなる． 

1992 51 502128 ポリオキシエチレンオクチルドデシルエー

テル 

  ＰＯＥオクチルドデシルエーテル 本品は，主として「オクチルドデカノール」に酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加

モル数は，5～25 である． 

1993 51 105381 ポリオキシエチレンオクチルフェニルエー

テル 

  ＰＯＥオクチルフェニルエーテル 本品は，オクチルフェノールに酸化エチレンを付加重合したものである． 

1994 51 505160 ポリオキシエチレンオクチルフェニルエー

テル硫酸ナトリウム液 

  ＰＯＥオクチルフェニルエーテル硫酸

Ｎａ液 

本品は，主としてポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル硫酸ナトリウムの水溶液である．酸化エチレンの

平均付加モル数は，2 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル硫酸ナトリ

ウム（Ｃ20Ｈ33ＮａＯ6Ｓ：424.53）として表示量の 90～110％を含む． 

1995 51 105384 ポリオキシエチレンオレイルアミン   ＰＯＥオレイルアミン 本品は，主としてオレイルアミンに酸化エチレンを重合して得られるものである．酸化エチレンの平均付加モル

数は，5～15 である． 

1996 51 105385 ポリオキシエチレンオレイルエーテル   ＰＯＥオレイルエーテル 本品は，主として「オレイルアルコール」に酸化エチレンを付加重合したものである． 

1997 51 500391 ポリオキシエチレンオレイルエーテルリン酸   ＰＯＥオレイルエーテルリン酸 本品は，主として「オレイルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られる誘導体のリン酸エステルからな

る． 

1998 51 503123 ポリオキシエチレンオレイルエーテルリン酸

ジエタノールアミン 

  ＰＯＥオレイルエーテルリン酸ＤＥＡ 本品は，主として「オレイルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られる誘導体のリン酸エステルのジエ

タノールアミン塩からなる． 

1999 51 110366 ポリオキシエチレンオレイルエーテルリン酸

ナトリウム 

  ＰＯＥオレイルエーテルリン酸Ｎａ 本品は，主として「オレイルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られる誘導体のリン酸エステルナトリ

ウム塩からなる． 

2000 51 504338 ポリオキシエチレンオレイルセチルエーテ

ル 

  ＰＯＥオレイルセチルエーテル 本品は，主として「オレイルアルコール」及び「セタノール」からなる混合物に酸化エチレンを付加重合したもの

である．酸化エチレンの平均付加モル数は，2～24 である． 

2001 51 504340 ポリオキシエチレンオレイン酸グリセリル   ＰＯＥオレイン酸グリセリル 本品は，主としてモノオレイン酸グリセリルに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加

モル数は，5～30 である。 

2002 51 523209 ポリオキシエチレン（カプリル／カプリン酸）

グリセリル 

ポリオキシエチレンカプリ

ル／カプリン酸グリセリン

ＰＯＥ（カプリル・カプリン酸）グリセリル 本品は，主としてカプリル酸及びカプリン酸のモノ，ジ及びトリグリセリドの混合物に酸化エチレンを付加重合し

たものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 4～8 である． 

2003 51 540086 ポリオキシエチレンカプリル酸グリセリル   ＰＯＥカプリル酸グリセリル、ポリオキ

シエチレンカプリル酸グリセリン 

本品は，主として「カプリル酸」とグリセリンのエステルに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレン

の平均付加モル数は 6 である． 

2004 51 540157 ポリオキシエチレン・還元ラノリン   ＰＯＥ還元ラノリン、ＰＯＥ水添ラノリン 本品は，還元ラノリンに酸化エチレンを付加重合させたものである．酸化エチレンの平均付加モル数は，5～40

である。 

2005 51 508106 ポリオキシエチレン牛脂アルキルジエタノ

ールアミン（２Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２）牛脂アルキルＤＥＡ 本品は，主としてポリオキシエチレン牛脂アルキルジエタノールアミンからなる．本品は，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）として 3.0～4.0％を含む． 

2006 51 523211 ポリオキシエチレン牛脂脂肪酸グリセリル   ＰＯＥ牛脂脂肪酸グリセリル 本品は，「牛脂脂肪酸」とグリセリンのエステルに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均

付加モル数は 82 である． 

2007 51 521017 ポリオキシエチレン牛脂脂肪酸グリセリル

液 

  ＰＯＥ牛脂脂肪酸グリセリル液 本品は，主として牛脂脂肪酸グリセリルに酸化エチレンを付加重合したものの水溶液である．酸化エチレンの平

均付加モル数は 82～130 である． 

2008 51 509103 ポリオキシエチレングリセリン（２６Ｅ．Ｏ．）   ＰＯＥ（２６）グリセリン、ＰＯＥ（２６）グリ

セリル 

本品は，グリセリンに酸化エチレンを約 26 モル付加重合したものである． 

2009 51 105359 ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油   ＰＯＥ硬化ヒマシ油、ＰＯＥ水添ヒマシ

油 

本品は，「硬化ヒマシ油」に酸化エチレンを付加重合したものである． 

2010 25 108405 ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油６０ ポリオキシエチレングリセリ

ントリオキシステアリン酸６

０ 

POE（６０）硬化ヒマシ油、POE（６０）

水添ヒマシ油 

本品はヒマシ油に水素を添加して得た硬化油に,酸化エチレンを付加重合させて得た非イオン界面活性剤で,

酸化エチレンの平均付加モル数は約６０である. 

2011 51 509104 ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油コハク酸   ＰＯＥ（５０）硬化ヒマシ油コハク酸、Ｐ 本品は，「ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油」と無水コハク酸より得られるエステルである．酸化エチレンの平均付
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（５０Ｅ．Ｏ．） ＯＥ（５０）水添ヒマシ油コハク酸 加モル数は 50 である． 

2012 51 504341 ポリオキシエチレンコレスタノールエーテル   ＰＯＥコレスタノールエーテル 本品は，コレスタノールに酸化エチレンを付加重合したものである． 

2013 51 501124 ポリオキシエチレンコレステリルエーテル   ＰＯＥコレステリルエーテル 本品は，主として「コレステロール」に酸化エチレンを付加重合したものである． 

2014 51 508107 ポリオキシエチレンジエタノールアミンラウリ

ン酸エステル（４Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（４）ＤＥＡラウリン酸エステル 本品は，主としてポリオキシエチレンジエタノールアミンのラウリン酸エステルからなる．酸化エチレンの平均付

加モル数は 4 である． 

2015 51 532126 ポリオキシエチレンジオレイン酸メチルグル

コシド 

  ＰＯＥジオレイン酸メチルグルコシド 本品は，主としてジオレイン酸メチルグルコシドに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平

均付加モル数は 120 である． 

2016 51 504343 ポリオキシエチレンジノニルフェニルエー

テル 

  ＰＯＥジノニルフェニルエーテル 本品は，主としてジノニルフェノールに酸化エチレンを付加重合したものである． 

2017 51 521019 ポリオキシエチレンステアリルアミン   ＰＯＥステアリルアミン 本品は，主としてステアリルアミンに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数

は 2 である． 

2018 51 105420 ポリオキシエチレンステアリルエーテル   ＰＯＥステアリルエーテル 本品は，主として「ステアリルアルコール」に酸化エチレンを付加重合したものである 

2019 51 110368 ポリオキシエチレンステアリルエーテルリン

酸 

  ＰＯＥステアリルエーテルリン酸 本品は，主として「ステアリルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られるもののリン酸エステルからな

る． 

2020 51 500396 ポリオキシエチレンステアリン酸アミド   ＰＯＥステアリン酸アミド 本品は，主として「ステアリン酸」をアミド化して得られる脂肪酸アミドに酸化エチレンを付加重合したものである． 

2021 51 521022 ポリオキシエチレンスルホコハク酸β－シト

ステリル二ナトリウム液 

  ＰＯＥスルホコハク酸β－シトステリル

２Ｎａ液 

本品は，ポリオキシエチレンスルホコハク酸β-シトステリル二ナトリウムの水溶液である．本品を定量するとき，

表示量の 90～110％に対応するポリオキシエチレンスルホコハク酸 β-シトステリル二ナトリウム（Ｃ33Ｈ6607ＳＮ

ａ・（Ｃ2Ｈ4O）n）を含む． 

2022 51 540087 ポリオキシエチレンスルホコハク酸ラウリル

二ナトリウム液 

ポリオキシエチレンラウリ

ルスルホコハク酸二ナトリ

ウム液 

ＰＯＥスルホコハク酸ラウリル２Ｎａ液、

ＰＯＥラウリルスルホコハク酸２Ｎａ液

本品は，ポリオキシエチレンスルホコハク酸ラウリル二ナトリウムからなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 1

～3 である．本品を定量するとき，表示量の 90.0～110.0％を含む。 

2023 51 532127 ポリオキシエチレンセスキステアリン酸メチ

ルグルコシド 

セスキステアリン酸ポリオ

キシエチレンメチルグルコ

シド 

ＰＯＥセスキステアリン酸メチルグルコ

シド、セスキステアリン酸ＰＯＥメチル

グルコシド 

本品は，主としてモノステアリン酸メチルグルコシド及びジステアリン酸メチルグルコシドに酸化エチレンを付加

重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 20 である． 

2024 51 008806 ポリオキシエチレンセチルエーテル   ＰＯＥセチルエーテル 本品は，「セタノール」に酸化エチレンを付加重合したものである 

2025 51 500398 ポリオキシエチレンセチルエーテルリン酸   ＰＯＥセチルエーテルリン酸 本品は，主として「セタノール」に酸化エチレンを付加重合して得られるもののリン酸エステルからなる． 

2026 51 500399 ポリオキシエチレンセチルエーテルリン酸

ナトリウム 

  ＰＯＥセチルエーテルリン酸Ｎａ 本品は，主として「セタノール」に酸化エチレンを付加重合して得られるもののリン酸エステルのナトリウム塩から

なる． 

2027 51 504346 ポリオキシエチレンセチルステアリルジエ

ーテル 

  ＰＯＥセチルステアリルジエーテル 本品は，主としてポリエチレングリコールのセチルステアリルジエーテルである． 

2028 51 501125 ポリオキシエチレンセトステアリルエーテル   ＰＯＥセトステアリルエーテル 本品は，主としてセトステアリルアルコールに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付

加モル数は，2～30 である。 

2029 51 532266 ポリオキシエチレンセトステアリルヒドロキシ

ミリスチレンエーテル 

ポリオキシエチレン牛脂ア

ルキルヒドロキシミリスチレ

ンエーテル 

ＰＯＥセトステアリルヒドロキシミリスチ

レンエーテル、ＰＯＥ牛脂アルキルヒ

ドロキシミリスチレンエーテル 

本品は，「セトステアリルアルコール」に酸化エチレンを付加重合した後，更にα-酸化ミリスチレンを付加させた

ものである．酸化エチレンの平均重合度は 60 である． 

2030 51 500400 ポリオキシエチレンソルビットミツロウ   ＰＯＥソルビットミツロウ 本品は，「ソルビット」に酸化エチレンを付加重合して得られるポリオキシエチレンソルビットと「ミツロウ」を反応さ

せたものである． 

2031 51 508109 ポリオキシエチレンソルビトールラノリン（４０

Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（４０）ソルビトールラノリン 本品は，ポリオキシエチレンソルビトールとラノリンとの縮合物である．酸化エチレンの平均付加モル数は 40 で

ある． 

2032 51 523409 ポリオキシエチレン大豆油脂肪酸アミン（５

Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（５）大豆油脂肪酸アミン 本品は，大豆油脂肪酸アミンに酸化エチレンを付加重合して得られたもので，酸化エチレンの平均付加モル数

は 5 である． 

2033 51 540088 ポリオキシエチレンドデシルフェニルエー

テル 

  ＰＯＥドデシルフェニルエーテル 本品は，ドデシルフェニルエーテルに酸化エチレンを付加重合して得られたもので，酸化エチレンの平均付加

モル数は 2～4 である． 

2034 51 505163 ポリオキシエチレントリデシルエーテル   ＰＯＥトリデシルエーテル、ポリオキシ

エチレントリデシルエーテル 

本品は，主としてトリデシルアルコールに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モ

ル数は，3～15 である． 

2035 51 522105 ポリオキシエチレントリデシルエーテル酢

酸 

  ＰＯＥトリデシルエーテル酢酸 本品は，トリデシルアルコールに酸化エチレンを付加重合し，モノクロル酢酸を反応させて得られたものである． 

2036 51 520310 ポリオキシエチレントリデシルエーテル酢   ＰＯＥトリデシルエーテル酢酸Ｎａ 本品は，主としてポリオキシエチレントリデシルエーテル酢酸のナトリウム塩からなる．酸化エチレンの平均付加
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酸ナトリウム モル数は 3～6 である． 

2037 51 105377 ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテ

ル 

  ＰＯＥノニルフェニルエーテル 本品は，ノニルフェノールに酸化エチレンを付加重合したものである． 

2038 51 540089 ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテ

ル硫酸アンモニウム（４Ｅ．Ｏ．）液 

  ＰＯＥ（４）ノニルフェニルエーテル硫

酸アンモニウム、ポリオキシエチレン

ノニルフェニルエーテル硫酸アンモ

ニウム（４Ｅ．Ｏ．） 

本品は，主としてノニルフェニルエーテルに酸化エチレンを付加重合して得られるものの硫酸エステルのアンモ

ニウム塩である．酸化エチレンの平均付加モル数は，4 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンノニ

ルフェニルエーテル硫酸アンモニウム（4Ｅ．Ｏ．）（平均分子量：493.65）として表示量の 90.0～ 100.0％を含

む． 

2039 51 523212 ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテ

ル硫酸ナトリウム液 

  ＰＯＥノニルフェニルエーテル硫酸Ｎ

ａ液 

本品は，主としてポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル硫酸ナトリウムの水溶液である．酸化エチレンの平

均付加モル数は 4 である．本品を定量するとき，ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル硫酸ナトリウムとし

て表示量の 90.0～110.0％を含む． 

2040 51 105340 ポリオキシエチレンヒマシ油   ＰＯＥヒマシ油 本品は，「ヒマシ油」に酸化エチレンを付加重合したものである 

2041 51 503130 ポリオキシエチレンフィトスタノール   ＰＯＥフィトスタノール 本品は，主としてフィトスタノールに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数

は，15～30 である． 

2042 51 503131 ポリオキシエチレンフィトステロール   ＰＯＥフィトステロール 本品は，「フィトステロール」に酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 5～

30 である． 

2043 51 501126 ポリオキシエチレンブチルエーテル   ＰＯＥブチルエーテル 本品は，主として「ブタノール」に酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 5

～89 である． 

2044 51 540085 ポリオキシエチレン２－ヘキシルデシルエ

ーテル 

ポリオキシエチレンイソセ

チルエーテル 

ＰＯＥヘキシルデシルエーテル、ＰＯ

Ｅイソセチルエーテル 

本品は，主として「ヘキシルデカノール」に酸化エチレンを付加重合したものであり，酸化エチレンの平均付加

モル数は 5～50 である． 

2045 51 105339 ポリオキシエチレンベヘニルエーテル   ＰＯＥベヘニルエーテル 本品は，「ベヘニルアルコール」に酸化エチレンを付加重合させたものである．酸化エチレンの平均付加モル数

は 5～50 である． 

2046 51 540158 ポリオキシエチレン飽和脂肪酸（１０～１８）

グリセリル 

  ＰＯＥ飽和脂肪酸（１０～１８）グリセリ

ル 

本品は，主として炭素数 10～18 の飽和脂肪酸のモノグリセリドに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化

エチレンの平均付加モル数は，6 である． 

2047 51 505166 ポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレン

液状ラノリン 

  ＰＯＥ・ＰＯＰ液状ラノリン 本品は，「液状ラノリン」に酸化エチレン及び酸化プロピレンを付加重合したものである． 

2048 51 540090 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレン２

－エチルヘキシルエーテルリン酸（４Ｅ．

Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（４）ＰＯＰ（３０）エチルヘキシル

エーテルリン酸 

本品は，主として２-エチルヘキシルアルコールに酸化エチレン及び酸化プロピレンを付加重合して得られるも

ののリン酸エステルであり，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 30 及び約 4 であ

る。 

2049 51 508110 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンオ

リゴサクシネート（３Ｅ．Ｏ．）（２０Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３）ＰＯＰ（２０）オリゴサクシネー

ト 

本品は，「コハク酸」とポリオキシアルキレングリコールとのオリゴエステルである．酸化プロピレン及び酸化エチ

レンの平均重合度は，それぞれ約 20 及び約 3 である。 

2050 51 504349 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレン還

元ラノリン 

  ＰＯＥ・ＰＯＰ還元ラノリン、ＰＯＥ・ＰＯＰ

水添ラノリン 

本品は，「還元ラノリン」に酸化エチレン及び酸化プロピレンを付加重合したものである。 

2051 51 540100 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１）ＰＯＰ（２） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 及び 1 である． 

2052 51 540112 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（３Ｅ．Ｏ．）（１７Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（３）ＰＯＰ（１７） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 17 及び 3 である． 

2053 51 540113 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（４Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（４）ＰＯＰ（２） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 及び 4 である． 

2054 51 540115 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（５Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（５）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 30 及び 5 である． 

2055 51 540116 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（５Ｅ．Ｏ．）（３５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（５）ＰＯＰ（３５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 35 及び 5 である． 

2056 51 540117 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング ポリオキシエチレンポリオ ＰＯＥ（６）ＰＯＰ（２） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ
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リコール（６Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） キシプロピレングリコール

エーテル 

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 及び 6 である． 

2057 51 540118 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（６Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（６）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 30 及び約 6 である． 

2058 51 540119 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（７Ｅ．Ｏ．）（５０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（７）ＰＯＰ（５０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 50 及び 7 である． 

2059 51 540120 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（８Ｅ．Ｏ．）（１７Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（８）ＰＯＰ（１７） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 17 及び 8 である． 

2060 51 540121 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（８Ｅ．Ｏ．）（５５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（８）ＰＯＰ（５５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度はそれぞれ 55 及び 8 である． 

2061 51 540091 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１０Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（２） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 及び 10 である． 

2062 51 540092 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１０Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 30 及び 10 である 

2063 51 540093 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１０Ｅ．Ｏ．）（６５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（６５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 65 及び 10 である． 

2064 51 540094 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１０Ｅ．Ｏ．）（７０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（７０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 70 及び 10 である 

2065 51 540095 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１２Ｅ．Ｏ．）（３５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１２）ＰＯＰ（３５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 35 及び 12 である． 

2066 51 540098 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１６Ｅ．Ｏ．）（１７Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１６）ＰＯＰ（１７） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 17 及び 16 である 

2067 51 540099 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１６Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１６）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化エチレンと酸化プロピレンの共重合体であり，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度

は，それぞれ約 30 及び約 16 である． 

2068 51 502132 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１９Ｅ．Ｏ．）（２１Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１９）ＰＯＰ（２１） 本品は，酸化エチレンと酸化プロピレンの共重合体であり，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度

は，それぞれ約 21 及び約 19 である。 

2069 51 522059 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２０Ｅ．Ｏ．）（９Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（９） 本品は，酸化エチレンと酸化プロピレンの共重合体であり，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度

は，それぞれ約 9 及び約 20 である． 

2070 51 540103 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２０Ｅ．Ｏ．）（２０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（２０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 20 である． 

2071 51 522060 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２０Ｅ．Ｏ．）（６０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（６０） 本品は，酸化エチレンと酸化プロピレンの共重合体であり，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度

は，それぞれ約 60 及び約 20 である． 

2072 51 540104 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２０Ｅ．Ｏ．）（６５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（６５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 65 及び 20 である． 
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エーテル 

2073 51 522061 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２２Ｅ．Ｏ．）（１６Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２２）ＰＯＰ（１６） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 16 及び約 22 である． 

2074 51 522062 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２２Ｅ．Ｏ．）（２１Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２２）ＰＯＰ（２１） 本品は，酸化エチレンと酸化プロピレンの共重合体であり，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度

は，それぞれ約 21 及び約 22 である。 

2075 51 522063 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２２Ｅ．Ｏ．）（２５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２２）ＰＯＰ（２５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 25 及び約 22 である． 

2076 51 540105 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２３Ｅ．Ｏ．）（１７Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２３）ＰＯＰ（１７） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 17 及び 23 である 

2077 51 523412 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２３Ｅ．Ｏ．）（２１Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリプ

ロピレングリコール（２３Ｅ．

Ｏ．）（２１Ｐ．Ｏ．） 

ＰＯＥ（２３）ＰＯＰ（２１） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化エチレン及び酸化プロピレンの平均付加モル数は，それぞれ 23 及び 21 である 

2078 51 540106 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２５Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２５）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 30 及び 25 である 

2079 51 522064 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２６Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２６）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 30 及び約 26 である． 

2080 51 522065 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２６Ｅ．Ｏ．）（３１Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２６）ＰＯＰ（３１） 本品は，ポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの

平均重合度は，それぞれ約 31 及び約 26 である． 

2081 51 522066 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２８Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２８）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 30 及び約 28 である． 

2082 51 540108 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（３０Ｅ．Ｏ．）（３３Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（３０）ＰＯＰ（３３） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 33 及び 30 である 

2083 51 540109 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（３０Ｅ．Ｏ．）（３５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（３０）ＰＯＰ（３５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 35 及び 30 である． 

2084 51 540110 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（３０Ｅ．Ｏ．）（５５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（３０）ＰＯＰ（５５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 55 及び 30 である． 

2085 51 540111 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（３５Ｅ．Ｏ．）（４０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（３５）ＰＯＰ（４０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 40 及び 35 である 

2086 51 522067 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（３８Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（３８）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 38 及び約 30 である． 

2087 51 522068 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（４０Ｅ．Ｏ．）（５４Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（４０）ＰＯＰ（５４） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 54 及び約 40 である． 

2088 51 523213 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（４８Ｅ．Ｏ．）（３５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（４８）ＰＯＰ（３５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 35 及び約 48 である． 
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2089 51 540114 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（５０Ｅ．Ｏ．）（４０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（５０）ＰＯＰ（４０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 40 及び 50 である． 

2090 51 522069 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１５０Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１５０）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 30 及び約 150 である． 

2091 51 540096 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１５０Ｅ．Ｏ．）（３５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１５０）ＰＯＰ（３５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 35 及び 150 である 

2092 25 108269 ポリオキシエチレン（１６０）ポリオキシプロピ

レン（３０）グリコール 

  ＰＯＥ（１６０）ＰＯＰ（３０） 本品は水にプロピレンオキシドを付加重合させて得られるポリプロピレングリコールにエチレンオキシドを付加重

合したもので，ＨＯ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ん（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｍ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ’Ｈで表され，プロピレンオキシド及びエチレンオキ

シドの平均重合度は，それぞれ約３０及び約１６０である． 

2093 51 540097 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１６０Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１６０）ＰＯＰ（３０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 30 及び 160 である． 

2094 51 522070 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１６０Ｅ．Ｏ．）（３１Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１６０）ＰＯＰ（３１） 本品は，ポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの

平均重合度は，それぞれ約 31 及び約 160 である． 

2095 51 522071 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（１９０Ｅ．Ｏ．）（６０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（１９０）ＰＯＰ（６０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 60 及び約 190 である． 

2096 51 540101 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２００Ｅ．Ｏ．）（４０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２００）ＰＯＰ（４０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 40 及び 200 である． 

2097 51 540102 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２００Ｅ．Ｏ．）（７０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２００）ＰＯＰ（７０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 70 及び 200 である． 

2098 51 522072 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（２４０Ｅ．Ｏ．）（６０Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（２４０）ＰＯＰ（６０） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したもので，酸

化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 60 及び約 240 である． 

2099 51 540107 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リコール（３００Ｅ．Ｏ．）（５５Ｐ．Ｏ．） 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレングリコール

エーテル 

ＰＯＥ（３００）ＰＯＰ（５５） 本品は，酸化プロピレンを重合して得られるポリプロピレングリコールに酸化エチレンを付加重合したものであ

る．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 55 及び 300 である． 

2100 51 501127 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレング

リセリルエーテル（２４Ｅ．Ｏ．）（２４Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２４）ＰＯＰ（２４）グリセリルエー

テル 

本品は，グリセリンに酸化エチレン及び酸化プロピレンを付加重合したもので，平均重合度は，それぞれ約 24

である。 

2101 51 540122 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンス

テアリルエーテル 

  ＰＯＥ・ＰＯＰステアリルエーテル 本品は，主として「ステアリルアルコール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを付加重合したものである．酸化

プロピレンの平均付加モル数は 30～38 であり，酸化エチレンの平均付加モル数は 3～6 である． 

2102 51 522074 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンス

テアリルエーテル（３４Ｅ．Ｏ．）（２３Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３４）ＰＯＰ（２３）ステアリルエー

テル 

本品は，主として「ステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレンを付加重合し

たもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 23 及び約 34 である。 

2103 51 105428 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル 

  ＰＯＥ・ＰＯＰセチルエーテル 本品は，主として「セタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを付加重合したものである． 

2104 51 540127 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（１Ｅ．Ｏ．）（１Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１）ＰＯＰ（１）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度はそれぞれ 1 である． 

2105 51 540128 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（１Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１）ＰＯＰ（２）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 及び 1 である. 

2106 51 540129 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（１Ｅ．Ｏ．）（４Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１）ＰＯＰ（４）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 4 及び 1 である． 

2107 51 540130 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ   ＰＯＥ（１）ＰＯＰ（８）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン
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チルエーテル（１Ｅ．Ｏ．）（８Ｐ．Ｏ．） を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 8 及び 1 である． 

2108 51 540135 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（５Ｅ．Ｏ．）（１Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（５）ＰＯＰ（１）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 1 及び 5 である． 

2109 51 540136 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（５Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（５）ＰＯＰ（２）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 及び 5 である． 

2110 51 540137 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（５Ｅ．Ｏ．）（４Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（５）ＰＯＰ（４）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 4 及び 5 である． 

2111 51 540138 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（５Ｅ．Ｏ．）（８Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（５）ＰＯＰ（８）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 8 及び 5 である． 

2112 51 540123 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（１０Ｅ．Ｏ．）（１Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（１）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 1 及び 10 である． 

2113 51 540124 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（１０Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（２）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 及び 10 である． 

2114 51 540125 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（１０Ｅ．Ｏ．）（４Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（４）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 4 及び 10 である． 

2115 51 540126 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（１０Ｅ．Ｏ．）（８Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（８）セチルエーテル 本品は，セタノール又はセトステアリルアルコールに酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレンを付

加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 8 及び約 10 である． 

2116 51 540131 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（２０Ｅ．Ｏ．）（１Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（１）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 1 及び 20 である． 

2117 51 540132 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（２０Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（２）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 及び 20 である． 

2118 51 540133 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（２０Ｅ．Ｏ．）（４Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（４）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 4 及び 20 である 

2119 51 540134 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテル（２０Ｅ．Ｏ．）（８Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（８）セチルエーテル 本品は，「セタノール」又は「セトステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合した後，更に酸化エチレン

を付加重合させたもので，酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 8 及び 20 である． 

2120 51 503134 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセ

チルエーテルリン酸 

ポリオキシエチレンポリオ

キシプロピレンセチルエー

テルリン酸（１０Ｅ．Ｏ．，５

Ｐ．Ｏ．）、ポリオキシエチ

レンポリオキシプロピレン

セチルエーテルリン酸（２０

Ｅ．Ｏ．，５Ｐ．Ｏ．） 

ＰＯＥ・ＰＯＰセチルエーテルリン酸、Ｐ

ＯＥ（１０）ＰＯＰ（５）セチルエーテルリ

ン酸、ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（５）セチルエ

ーテルリン酸 

本品は，主として「セタノール」に酸化エチレン，酸化プロピレンを付加重合して得られる誘導体のリン酸エステ

ルからなる．酸化プロピレンの平均付加モル数は 5 であり，酸化エチレンの平均付加モル数は 10～20 である． 

2121 51 523214 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンデ

シルエーテル酢酸プロピル 

  ＰＯＥ・ＰＯＰデシルエーテル酢酸プロ

ピル 

本品は，主としてポリオキシエチレンポリオキシプロピレンデシルエーテル酢酸プロピルからなる．酸化プロピレ

ン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ約 2 及び約 6 である。 

2122 51 503135 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンデ

シルテトラデシルエーテル 

  ＰＯＥ・ＰＯＰデシルテトラデシルエー

テル 

本品は，2-デシルテトラデシルアルコールに酸化エチレン及び酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化

プロピレンの平均付加モル数は 6～20 であり，酸化エチレンの平均付加モル数は 10～30 である． 

2123 51 523215 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレントリ

メチロールプロパン 

  ＰＯＥ・ＰＯＰ・ＴＭＰ、（ＰＯＥ・ＰＯＰ）Ｔ

ＭＰ 

本品は，トリメチロールプロパンに酸化エチレン及び酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレン

の付加モル数は 25～68 であり，酸化エチレンの付加モル数は 10～25 である． 

2124 51 502134 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル 

  ＰＯＥ・ＰＯＰブチルエーテル 本品は，「ブタノール」に酸化エチレン及び酸化プロピレンを付加重合したものである． 

2125 51 540143 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（２Ｅ．Ｏ．）（２Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２）ＰＯＰ（２）ブチルエーテル 本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 2 である． 

2126 51 540149 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（４Ｅ．Ｏ．）（４Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（４）ＰＯＰ（４）ブチルエーテル 本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 4 である． 

2127 51 540150 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（５Ｅ．Ｏ．）（５Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（５）ＰＯＰ（５）ブチルエーテル 本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均付加モル数は，それぞれ 5 である． 

2128 51 540151 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（９Ｅ．Ｏ．）（１０Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（９）ＰＯＰ（１０）ブチルエーテル 本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 10 及び 9 である． 
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2129 51 540139 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（１０Ｅ．Ｏ．）（７Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）ＰＯＰ（７）ブチルエーテル 本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 7 及び 10 である. 

2130 51 540140 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（１２Ｅ．Ｏ．）（１２Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１２）ＰＯＰ（１２）ブチルエーテ

ル 

本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 12 である． 

2131 51 540141 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（１７Ｅ．Ｏ．）（１７Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１７）ＰＯＰ（１７）ブチルエーテ

ル 

本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 17 である． 

2132 51 540142 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（２０Ｅ．Ｏ．）（１５Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（１５）ブチルエーテ

ル 

本品は，ブタノールに酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロピ

レン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 15 及び 20 である 

2133 51 540144 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（３０Ｅ．Ｏ．）（３０Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３０）ＰＯＰ（３０）ブチルエーテ

ル 

本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 30 である． 

2134 51 540145 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（３５Ｅ．Ｏ．）（２８Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３５）ＰＯＰ（２８）ブチルエーテ

ル 

本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 28 及び 35 である． 

2135 51 540146 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（３６Ｅ．Ｏ．）（３６Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３６）ＰＯＰ（３６）ブチルエーテ

ル 

本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 36 である． 

2136 51 540147 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（３７Ｅ．Ｏ．）（３８Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３７）ＰＯＰ（３８）ブチルエーテ

ル 

本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 38 及び 37 である． 

2137 51 540148 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブ

チルエーテル（４５Ｅ．Ｏ．）（３３Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（４５）ＰＯＰ（３３）ブチルエーテ

ル 

本品は，「ブタノール」に酸化プロピレン及び酸化エチレンを同時に反応させ付加重合させたもので，酸化プロ

ピレン及び酸化エチレンの平均重合度は，それぞれ 33 及び 45 である． 

2138 51 508112 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンヘ

キシレングリコールエーテル（３００Ｅ．Ｏ．）

（７５Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（３００）ＰＯＰ（７５）ヘキシレング

リコール 

本品は，「ヘキシレングリコール」に酸化プロピレン及びエチレン酸化を付加重合したもので，平均重合度は，そ

れぞれ約 75 及び約 200 である。 

2139 51 540152 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンペ

ンタエリトリトールエーテル（５Ｅ．Ｏ．）（６５

Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（５）ＰＯＰ（６５）ペンタエリトリトー

ルエーテル 

本品は，ペンタエリトリトールに酸化プロピレン及び酸化エチレンを付加重合したもので，その平均重合度は，そ

れぞれ約 65 及び約 5 である。 

2140 51 523216 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンラ

ウリルエーテル 

  ＰＯＥ・ＰＯＰラウリルエーテル 本品は，「ラウリルアルコール」に酸化エチレン及び酸化プロピレンを付加重合させたものである．酸化プロピレ

ンの平均付加モル数は 5～25，酸化エチレンの平均付加モル数は 3～25 である． 

2141 51 504352 ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンラ

ノリン 

ポリオキシエチレンポリプ

ロピレンラノリン（５０Ｅ．

Ｏ．、１２Ｐ．Ｏ．） 

ＰＯＥ・ＰＯＰラノリン、ＰＯＥ（５０）ＰＯＰ

（１２）ラノリン 

本品は，ラノリンに酸化プロピレン及び酸化エチレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均付加モ

ル数は 12 であり，酸化エチレンの平均付加モル数は 50 である． 

2142 51 511057 ポリオキシエチレンミツロウ（８Ｅ．Ｏ．）   ＰＯＥ（８）ミツロウ 本品は，「ミツロウ」に酸化エチレンを付加したものであり，酸化エチレンの平均付加モル数は 8 である。 

2143 51 504353 ポリオキシエチレンミリスチルエーテル ポリエチレングリコールミリ

スチルエーテル 

ＰＯＥミリスチルエーテル 本品は，主として「ミリスチルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得たものである． 

2144 51 523217 ポリオキシエチレンミリスチルエーテル硫酸

ナトリウム液 

  ＰＯＥミリスチルエーテル硫酸Ｎａ液 本品は，主としてポリオキシエチレンミリスチルエーテル硫酸ナトリウムの水溶液からなる．酸化エチレンの平均

付加モル数は 3～4 である．本品は，定量するとき，表示量の 90.0～110.0％に対応するポリオキシエチレンミリ

スチルエーテル硫酸ナトリウム（Ｃ14Ｈ2904ＳＮａ・（Ｃ2Ｈ4O）n）を含む． 

2145 51 540153 ポリオキシエチレンミリスチルエーテル硫酸

ナトリウム（３Ｅ．Ｏ．）液 

  ＰＯＥ（３）ミリスチルエーテル硫酸Ｎａ

液、ポリオキシエチレンミリスチルエー

テル硫酸ナトリウム（３Ｅ．Ｏ．） 

本品は，主としてポリオキシエチレンミリスチルエーテル硫酸ナトリウムからなり，酸化エチレンの平均付加モル

数は 3 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンミリスチルエーテル硫酸ナトリウム（（3Ｅ．Ｏ．）として表

示量の 90～110％を含む． 

2146 51 503136 ポリオキシエチレンメチルグルコシド   ＰＯＥメチルグルコシド 本品は，メチルグルコシドに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 10～

20 である． 

2147 51 532304 ポリオキシエチレンメチルシロキサン・ポリ

オキシプロピレンオレイルメチルシロキサ

ン・ジメチルシロキサン共重合体 

  ＰＯＥメチルシロキサン・ＰＯＰオレイル

メチルシロキサン・ジメチルシロキサン

共重合体 

本品は，主として「メチルポリシロキサン」のメチル基の一部を，ポリオキシプロピレンオレイル基及びポリオキシ

エチレン基で置換した型の重合体である．酸化プロピレン及び酸化エチレンの平均付加モル数は 4 及び 10 で

ある． 

2148 51 521039 ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン

共重合体 

  ＰＯＥ・ジメチコン共重合体 本品は，主として直鎖状のメチルポリシロキサンのメチル基の一部を，炭素又は酸素を介してポリオキシエチレ

ン基で置換した型の重合体である． 

2149 51 523218 ポリオキシエチレンモノ硬化（パーム油・パ

ーム核油）脂肪酸グリセリル 

  ＰＯＥ硬化（パーム油・パーム核油）脂

肪酸グリセリル、ＰＯＥ水添（パーム

油・パーム核油）脂肪酸グリセリル 

本品は，主として硬化パーム油脂肪酸及び硬化パーム核油脂肪酸とグリセリンのモノエステルに酸化エチレン

を付加重合して得られたものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 6 である． 
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2150 51 523219 ポリオキシエチレンモノヤシ油脂肪酸グリ

セリル 

  ＰＯＥヤシ油脂肪酸グリセリル 本品は，主としてモノヤシ油脂肪酸グリセリルに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均

付加モル数は 7～78 モルである． 

2151 51 521040 ポリオキシエチレンヤシ油アルキルアミン   ＰＯＥヤシ油アルキルアミン 本品は，主としてヤシ油アルキルアミンに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モ

ル数は 2～15 である． 

2152 51 540154 ポリオキシエチレンヤシ油アルキルジメチ

ルアミンオキシド液 

アルキルエトキシジメチル

ア ミ ン オ キ シ ド 液 （ ３ Ｅ ．

Ｏ．） 

ＰＯＥヤシ油アルキルジメチルアミン

オキシド液 

本品は，ポリオキシエチレンヤシ油アルキルジメチルアミンオキシドの水溶液であり，酸化エチレンの平均付加

モル数は 3 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンヤシ油アルキルジメチルアミンオキシド（3Ｅ．Ｏ．）

22.0～28.0％を含む． 

2153 51 507105 ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸アミド（５

Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（５）ヤシ油脂肪酸アミド 本品は，ヤシ油脂肪酸アミド又はヤシ油脂肪酸モノエタノールアミドに，酸化エチレンを付加重合して得られる

ものであり，酸化エチレンの平均付加モル数は約 5 である． 

2154 51 521046 ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸イソプロ

パノールアミドスルホコハク酸二ナトリウム

液 

  ＰＯＥヤシ油脂肪酸イソプロパノール

アミドスルホコハク酸２Ｎａ液 

本品は，主としてポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸イソプロパノールアミドスルホコハク酸二ナトリウムの水溶液

で，酸化エチレンの平均付加モル数は 4 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸イソ

プロパノールアミドスルホコハク酸二ナトリウムとして，表示量の 90.0～110.0％を含む． 

2155 51 504401 ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸グリセリル モノヤシ油脂肪酸ポリオキ

シエチレングリセリン 

ＰＯＥヤシ油脂肪酸グリセリル、ポリオ

キシエチレンヤシ油脂肪酸グリセリン

本品は，主としてモノヤシ油脂肪酸グリセリンに酸化エチレンを付加重合して得られる．酸化エチレンの平均付

加モル数は 7～30 である． 

2156 51 504357 ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸ジエタノ

ールアミド 

  ＰＯＥヤシ油脂肪酸ジエタノールアミ

ド 

本品は，主として「ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド」に酸化エチレンを付加重合したものである． 

2157 51 508113 ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸ソルビタ

ン（２０Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２０）ヤシ油脂肪酸ソルビタン 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸ソルビタン」に酸化エチレンを付加重合したもので，その平均付加モル数は約

20 である。 

2158 51 540155 ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸モノエタ

ノールアミド 

  ＰＯＥヤシ油脂肪酸エタノールアミド 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド」に酸化エチレンを付加重合したもので，酸化エチレンの

平均付加モル数は，2～20 である． 

2159 51 521047 ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸モノエタ

ノールアミド硫酸ナトリウム液 

  ＰＯＥヤシ油脂肪酸エタノールアミド

硫酸Ｎａ液 

本品は，主としてポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド硫酸ナトリウムの水溶液からなる．酸化

エチレンの平均付加モル数は 3 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸モノエタノー

ルアミド硫酸ナトリウム（平均分子量：484.77）として，表示量の 90.0～110.0％を含む． 

2160 51 507106 ポリオキシエチレン（５）ヤシ油脂肪酸モノ

エタノールアミドリン酸エステル 

  ＰＯＥ（５）ヤシ油脂肪酸エタノールア

ミドリン酸エステル 

本品は，「ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド」に，酸化エチレンを付加重合して得られたものとリン酸とのエステ

ルであり，酸化エチレンの平均重合度は約 5 である。 

2161 51 105370 ポリオキシエチレンラウリルエーテル   ＰＯＥラウリルエーテル 本品は，主として「ラウリルアルコール」に酸化エチレンを付加重合したものである． 

2162 51 523220 ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸   ＰＯＥラウリルエーテル酢酸 本品は，主として，ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸からなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 2.5～

10 である． 

2163 51 532128 ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸カ

リウム液 

  ＰＯＥラウリルエーテル酢酸Ｋ液 本品は，主として「ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸」のカリウム塩の水溶液である．酸化エチレンの平

均付加モル数は 4.5～10 である． 

2164 51 521048 ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸

ナトリウム 

  ＰＯＥラウリルエーテル酢酸Ｎａ 本品は，主として「ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸」のナトリウム塩からなり，水を含むものもある．酸化

エチレンの平均付加モル数は，3～16 である． 

2165 51 530009 ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸

ナトリウム液（１０Ｅ．Ｏ．） 

  ＰＯＥ（１０）ラウリルエーテル酢酸Ｎａ

液 

本品は，主としてポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸ナトリウムの水溶液である．酸化エチレンの平均付加

モル数は，10 である．本品は，定量するとき，表示量の 90～110％に対応するポリオキシエチレンラウリルエー

テル酢酸ナトリウム（10Ｅ．Ｏ．）〔C34Ｈ67ＮａＯ13：694.88〕を含む． 

2166 51 511058 ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸

ナトリウム（１６Ｅ．Ｏ．）液 

  ＰＯＥ（１６）ラウリルエーテル酢酸Ｎａ

液 

本品は，主として「ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸」のナトリウム塩の水溶液である．酸化エチレンの平

均付加モル数は 16 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸ナトリウム（Ｃ46Ｈ

91NaＯ19：971.19）19.8～24.2％を含む 

2167 51 521050 ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ア

ンモニウム液 

  ＰＯＥラウリルエーテル硫酸アンモニ

ウム液 

本品は，「ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸」のアンモニウム塩の水溶液である．酸化エチレンの平均付

加モル数は 2～3 である．本品は，定量するとき，表示量の 90.0～110.0％に対応するポリオキシエチレンラウリ

ルエーテル硫酸アンモニウムを含む． 

2168 51 523221 ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸

ジエタノールアミン・ヤシ油脂肪酸ジエタノ

ールアミド混合物 

  ＰＯＥラウリルエーテル硫酸ＤＥＡ・ヤ

シ油脂肪酸ジエタノールアミド混合

物、ポリオキシエチレンラウリルエー

テル硫酸ＤＥＡ・ヤシ油脂肪酸ジエタ

ノールアミド混合物 

本品は，「ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸」のジエタノールアミン塩と「ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミ

ド」からなる混合物である．ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸の酸化エチレンの平均付加モル数は4であ

る． 

2169 51 500466 ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ト

リエタノールアミン 

  ラウレス硫酸ＴＥＡ、ポリオキシエチレ

ンラウリルエーテル硫酸塩、ラウレス

本品は，主としてポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸トリエタノールアミンからなる．本品は，定量するとき，

表示量の 90～110％に対応するポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸トリエタノールアミン〔Ｃ18Ｈ41ＮＯ7S・
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硫酸トリエタノールアミン （Ｃ2Ｈ4O）n〕を含む． 

2170 51 500467 ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸

ナトリウム 

  ラウレス－５硫酸Ｎａ、ラウレス－７硫

酸Ｎａ、ラウレス－８硫酸Ｎａ、ラウレス

－１２硫酸Ｎａ、ラウレス硫酸Ｎａ、ポリ

オキシエチレンラウリルエーテル硫酸

塩 

本品は，主としてポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウムからなる．本品は，定量するとき，表示量の

90～110％に対応するポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム〔Ｃ12Ｈ25ＮａＯ4Ｓ・（Ｃ2Ｈ4O）n〕を含

む． 

2171 51 500468 ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン酸   ＰＯＥラウリルエーテルリン酸 本品は，主として「ラウリルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られる誘導体のリン酸エステルからな

る． 

2172 51 521051 ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン酸

トリエタノールアミン 

  ＰＯＥラウリルエーテルリン酸ＴＥＡ 本品は，主として「ラウリルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られる誘導体のリン酸エステルのトリエ

タノールアミン塩からなる． 

2173 51 500469 ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン酸

ナトリウム 

  ＰＯＥラウリルエーテルリン酸Ｎａ 本品は，主として「ラウリルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られるもののリン酸エステルのナトリウ

ム塩からなる． 

2174 51 523415 ポリオキシエチレンラウリン酸アミド（２Ｅ．

Ｏ．） 

  ＰＯＥ（２）ラウリン酸アミド 本品は，ラウリン酸アミドに酸化エチレンを付加重合したもので，酸化エチレンの平均付加モル数は，2 である． 

2175 51 523222 ポリオキシエチレンラウリン酸モノエタノー

ルアミド 

  ＰＯＥラウリン酸エタノールアミド 本品は，主として「ラウリン酸」と当量のモノエタノールアミンを縮合して得られるラウリン酸モノエタノールアミドに

酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 2～10 である． 

2176 51 532129 ポリオキシエチレンラウリン酸モノエタノー

ルアミド硫酸ナトリウム液 

  ＰＯＥラウリン酸エタノールアミド硫酸

Ｎａ液 

本品は，主としてポリオキシエチレンラウリン酸モノエタノールアミド硫酸のナトリウム塩の水溶液からなる．酸化

エチレンの平均付加モル数は 3 である．本品は，定量するとき，ポリオキシエチレンラウリン酸モノエタノールアミ

ド硫酸ナトリウム（平均分子量：477.4）として，表示量の 90～110％を含む． 

2177 51 105365 ポリオキシエチレンラノリン   ＰＥＧ－５ラノリン、ＰＥＧ－１０ラノリン、

ＰＥＧ－２０ラノリン、ＰＥＧ－２４ラノリ

ン、ＰＥＧ－２７ラノリン、ＰＥＧ－３０ラノ

リン、ＰＥＧ－３５ラノリン、ＰＥＧ－４０ラ

ノリン、ＰＥＧ－５０ラノリン、ＰＥＧ－５５

ラノリン、ＰＥＧ－６０ラノリン、ＰＥＧ－７

５ラノリン、ＰＥＧ－８５ラノリン、ＰＥＧ－

１００ラノリン、ＰＥＧ－１５０ラノリン 

本品は，「ラノリン」に酸化エチレンを付加重合したものである． 

2178 51 500471 ポリオキシエチレンラノリンアルコール   ラネス-５、ラネス-１０、ラネス-１５、ラ

ネス-１６、ラネス-２０、ラネス-２５、ラ

ネス-４０ 

本品は，主として「ラノリンアルコール」に酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モ

ル数は，5～40 である． 

2179 51 540156 ポリオキシエチレンラノリンアルコール（２）   ラネス-５、ラネス-１０、ラネス-１５、ラ

ネス-１６、ラネス-２０、ラネス-２５、ラ

ネス-４０、ラネス-５０、ラネス-６０、ラ

ネス-７５ 

本品は，「ラノリンアルコール」に酸化エチレンを付加重合したものである． 

2180 51 523223 ポリオキシエチレンリシノレイン酸アミド ポリオキシエチレンリシノ

ール酸アミド 

ＰＯＥリシノレイン酸アミド、ＰＯＥリシノ

ール酸アミド 

本品は，リシノレイン酸アミドに酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付加モル数は 7

である． 

2181 51 521055 ポリオキシブチレンポリグリセリンモノステア

リルエーテル 

  ポリオキシブチレンポリグリセリンステ

アリルエーテル 

本品は，主としてポリオキシブチレンポリグリセリンモノステアリルエーテルからなる．酸化ブチレンとグリセリンの

平均重合度は，それぞれ 14 及び 13 である． 

2182 51 523224 ポリオキシプロピレンカルボキシアルキル

（１４～１８）ジグルコシド 

  ＰＯＰカルボキシアルキル（１４～１８）

ジグルコシド 

本品は，主として，ポリオキシプロピレンカルボキシアルキル（14～18）ジグリコシドからなる． 

2183 51 501129 ポリオキシプロピレングリセリルエーテル ポリオキシプロピレングリセ

リン 

ＰＯＰグリセリルエーテル 本品は，グリセリンに酸化プロピレンを付加重合したものである． 

2184 51 501130 ポリオキシプロピレングリセリルエーテルリ

ン酸 

  ＰＯＰグリセリルエーテルリン酸 本品は，グリセリンに酸化プロピレンを付加重合したもののリン酸エステルである． 

2185 51 504359 ポリオキシプロピレン硬質ラノリン   ＰＯＰ硬質ラノリン、ＰＯＰ水添ラノリン 本品は，「硬質ラノリン」に酸化プロピレンを付加重合したものである． 

2186 51 523225 ポリオキシプロピレンジグリセリルエーテル   ＰＯＰジグリセリルエーテル 本品は，「ジグリセリン」に酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均付加モル数は 9～

14 である． 

2187 51 521058 ポリオキシプロピレンステアリルエーテル   ＰＯＰステアリルエーテル 本品は，主として「ステアリルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合したものである． 
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2188 51 509108 ポリオキシプロピレンセチルエーテル（１０

Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＰ（１０）セチルエーテル 本品は，「セタノール」に酸化プロピレンを付加重合したものである。酸化プロピレンの平均付加モル数は 10 で

ある。 

2189 51 505167 ポリオキシプロピレンソルビット   ＰＯＰソルビット 本品は，「ソルビット」に酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均付加モル数は 6～60

である。 

2190 51 509109 ポリオキシプロピレンソルビトール・ヒマシ油

（８Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＰ（８）ソルビトール・ヒマシ油 本品は，「ソルビット」に酸化プロピレンを付加重合して得られるポリオキシプロピレンソルビットと「ヒマシ油」を反

応させて得られるものであり，酸化プロピレンの平均付加モル数は 8 である。 

2191 51 523226 ポリオキシプロピレンデカグリセリルエーテ

ル 

  ＰＯＰデカグリセリルエーテル 本品は，デカグリセリンに酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均付加モル数は 70 で

ある． 

2192 51 540159 ポリオキシプロピレンブチルエーテル（１）   ＰＯＰブチルエーテル-１ 本品は，「ブタノール」に酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均付加モル数は，2～

33 である． 

2193 51 540160 ポリオキシプロピレンブチルエーテル（２）   ＰＯＰブチルエーテル-２ 本品は，「ブタノール」に酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均付加モル数は，40～

52 である 

2194 51 540161 ポリオキシプロピレンブチルエーテル（３）   ＰＯＰブチルエーテル-３ 本品は，「ブタノール」に酸化プロピレンを付加重合して得られるものである． 

2195 51 503141 ポリオキシプロピレンブチルエーテルリン酸   ＰＯＰブチルエーテルリン酸 本品は，ポリプロピレングリコールブチルエーテルのリン酸エステルである． 

2196 51 511059 ポリオキシプロピレンミリスチルエーテル（３

Ｐ．Ｏ．） 

  ＰＯＰ（３）ミリスチルエーテル 本品は，主として「ミリスチルアルコール」に酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均モ

ル数は 3 である． 

2197 51 503142 ポリオキシプロピレンメチルグルコシド ポリオキシプロピレンメチ

ルグルコースエーテル 

ＰＯＰメチルグルコシド 本品は，メチルグルコシドに酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均付加モル数は 10

～25 である． 

2198 51 521059 ポリオキシプロピレン・メチルポリシロキサン

共重合体 

  ＰＯＰ・ジメチコン共重合体 本品は，主として直鎖状のメチルポリシロキサンのメチル基の一部を，ポリオキシプロピレン基で置換した型の重

合体である． 

2199 51 508115 ポリオキシプロピレンラノリン（５Ｐ．Ｏ．）   ＰＯＰ（５）ラノリン 本品は，「ラノリン」に酸化プロピレンを付加重合したものである．酸化プロピレンの平均モル数は 5 である。 

2200 51 503143 ポリオキシプロピレンラノリンアルコールエ

ーテル 

  ＰＯＰラノリルエーテル 本品は，「ラノリンアルコール」に酸化プロピレンを付加重合したものである． 

2201 51 532303 ポリ（オキンエチレン・オキシプロピレン）・

ブチレン・メチルポリシロキサン共重合体 

  ＰＯＥ・ＰＯＰ・ブチレン・ジメチコン共

重合体 

本品は，主として両末端にヒドロキシル基を有するメチルポリシロキサンとポリ（オキシエチレン・オキシプロピレ

ン）をブチレンで結合したブロック共重合体である． 

2202 51 521062 ポリグリセリン     本品は，グリセリンを脱水縮合して得られるもので，グリセリンの平均重合度は 2～10 である． 

2203 99 999999 ポリグルコシルオキシエチルメタクリレート

液 

    本品は,ポリグルコシルオキシエチルメタクリレートを「グリセリン」及び｢精製水｣の混液に溶かした液である. 

2204 51 505054 ポリグルタミン酸エチル     本品は，γ-グルタミン酸エチルの重合体で，その分子量は約 150000 である．本品を乾燥したものは，定量す

るとき，窒素（Ｎ：14.01）として，9.5～10.1％含む． 

2205 51 502138 ポリ酢酸ビニル   ポリＶＡ 本品は，主として酢酸ビニルの重合体である。 

2206 51 522077 ポリ酢酸ビニル液   ポリＶＡ液 本品は，「ポリ酢酸ビニル」のエタノール溶液である． 

2207 51 522078 ポリ酢酸ビニルエマルション   ポリＶＡエマルション 本品は，「ポリ酢酸ビニル」を水又はアルコール溶液中に乳化分散させたもので，「ポリビニルアルコール」を含

む． 

2208 51 521064 ポリスチレン     本品は，スチレンの重合体である． 

2209 51 540162 ポリスチレン樹脂エマルション   ポリスチレンエマルション、ポリスチレ

ン樹脂エマルジョン 

本品は，スチレン重合体（重合度：4000～5000，平均分子量：500000）のエマルジョンである． 

2210 1 001594 ポリソルベート８０     本品は無水ソルビトールの水酸基の一部をオレイン酸でエステル化したもののポリオキシエチレンエーテルで

ある。 

2211 51 523227 ポリテトラフルオロエチレン ポリ四フッ化エチレン   本品は，主としてテトラフルオロエチレンの重合体からなる． 

2212 51 532305 ポリヒドロキシステアリン酸 ポリオキシステアリン酸   本品は，「ヒドロキシステアリン酸」の重合体で，その平均重合度は 6 である． 

2213 51 008804 ポリビニルアルコール     本品は，「ポリ酢酸ビニル」を加水分解して得たもので，ビニルアルコールの直鎖重合物である 

2214 51 105460 ポリビニルイソブチルエーテル     本品は，主としてイソブチルアルコールとアセチレンから合成されたビニルイソブチルエーテルを重合したもの

である． 

2215 51 008805 ポリビニルピロリドン   ＰＶＰ 本品は，ビニルピロリドンの直鎖重合物である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として

12.0～12.7％を含む 

2216 51 504362 ポリビニルブチラール     本品は，「ポリビニルアルコール」とブチルアルデヒドの縮合物である． 
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2217 51 111801 ポリプロピレン     本品は，プロピレンの重合体であり，その平均重合度は 6 である． 

2218 51 501131 ポリプロピレングリコール   ＰＰＧ 本品は，酸化プロピレンの重合体である． 

2219 51 523228 ポリプロピレン末     本品は，プロピレンを重合して得られるものである． 

2220 51 521068 ポリメタクリル酸アミド     本品は，メタクリル酸アミドの重合体である． 

2221 51 509115 ポリメタクリル酸メチル・ポリエステル積層末

（１） 

  ポリメタクリル酸メチル・ポリエステル

積層末-１ 

本品は，ポリメタクリル酸メチルとテレフタル酸，「ステアリン酸」，「パルミチン酸」及びペンタエリトリトールからな

るポリエステルの積層フィルムを粉末状に切断したものである． 

2222 51 509116 ポリメタクリル酸メチル・ポリエステル積層末

（２） 

  ポリメタクリル酸メチル・ポリエステル

積層末-２ 

本品は，ポリメタクリル酸メチルとテレフタル酸とペンタエリトリトールからなるポリエステルの層状粒子である． 

2223 51 521111 ポリメタクリロイルエチルジメチルベタイン液     本品は，N-メタクリロイルエチル-Ｎ，Ｎ-ジメチルアンモニウム-α-N-メチルカルボキシベタインの重合体で，

水，「エタノール」又はこれらの混液の溶液である． 

2224 99 999999 ポリメタクリロイルオキシエチルホスホリルコ

リン液 

    本品は,ポリメタクリロイルオキシエチルホスホリルコリンの水溶液である. 

2225 99 999999 ポリメタクリロイル-Ｌ－リジン   ポリメタクリロイルリジン 本品は,メタクリロイル-L－リジンの重合体である. 

2226 99 999999 ポリメチルシルセスキオキサン     本品は、シロキサン結合を骨格とした網目状構造の高分子量体で、（CH３SiO１．５）ｎで表される。分子量は、

１，０００，０００以上である。 

2227 51 106738 ポリリン酸ナトリウム   ポリリン酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，五酸化リン（P2Ｏ5：141.94）として 53.0～80.0％を含む． 

2228 51 101968 ｄｌ－ボルネオール     本品は，定量するとき，ボルネオール（Ｃ10Ｈ180：154.25）95.0％以上を含む． 

2229 51 002348 ボレイ末 カキガラ末   本品は，カキ Ostrea gigas Thunberg（Ostreidae）の貝がらの白色部を，粉砕，洗浄，整粒したものである． 

2230 51 500492 マイカ     本品は，天然に産する含水ケイ酸アルミニウムカリウムである． 

2231 51 104226 マイクロクリスタリンワックス     本品は，石油から得た固形の炭化水素類の混合物で，主としてイソパラフィンからなる． 

2232 51 521074 マカデミアナッツ油     本品は，マカデミア Macadamia ternifolia F．Muell（Proteaceae）の種子から得た脂肪油である． 

2233 51 523230 マカデミアナッツ油脂肪酸コレステリル     本品は，主として，「マカデミアナッツ油」から得られた脂肪酸と，「コレステロール」のエステルからなる． 

2234 51 532130 マカデミアナッツ油脂肪酸ジヒドロコレステ

リル 

    本品は，主として「マカデミアナッツ油」から得られた脂肪酸と「ジヒドロコレステロール」のエステルからなる． 

2235 51 532131 マカデミアナッツ油脂肪酸フィトステリル     本品は，主として「マカデミアナッツ油」から得られた脂肪酸とフィトステロールとのエステルからなる． 

2236 51 523231 マグネシア・シリカ     本品は，「無水ケイ酸」及び「酸化マグネシウム」の混合物からなる．本品は，定量するとき，換算した強熱物に

対し，二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：60.08）86.0～93.0％及び酸化マグネシウム（ＭｇO：40.30）7.0～10.0％を含む． 

2237 1 001601 マクロゴール１５００ ポリエチレングリコール１５

００ 

ＰＥＧ１５００、ＰＥＧ（３０） 本品はエチレンオキシドと水との付加重合体で，ＨＯＣＨ２（ＣＨ２ＯＣＨ２）ｎＣＨ２ＯＨで表され，ｎが５～６及び２

８～３６の等量混合物である． 

2238 99 999999 まごじゃくしエキス-Ⅱ   マゴジャクシエキス-Ⅱ 本品はマゴジャクシ Ganoderam neo-japonicum Imaz.のエキスである。 

2239 51 105194 マツエキス   松エキス 本品は，セイヨウアカマツ Pinus sylvestris Linne´ （Pinaceae）の球果から水，「プロピレングリコール」，「１，３-ブ

チレングリコール」又はこれらの混液，若しくは，1％尿素含有エタノール溶液，1％尿素含有１，３-ブチレングリ

コール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

2240 51 532306 マツリカエキス サンパギータエキス   本品は，マツリカ Jasminum sambac Aiton（Oleaceae）の花からヘキサンで抽出した後，ヘキサンを留去したもの

に，エタノールを加えたものである． 

2241 51 521076 マフノリ     本品は，マフノリ Gloiopeltis aenax Agardh（Endocladiaceae）の全藻を乾燥したものである． 

2242 51 103981 マムシ油     本品は，マムシ Agkistrodon blomhoffii Boie 又はその他同属動物（Crotalinae）の脂肪組織から得た脂肪油であ

る． 

2243 99 999999 マヨラナエキス     本品は,マヨラナ：マジョラム Origanum majorana Linne （´）（Labiatae）：の葉を８５vol％エタノール溶液にて抽

出したエキスを５０vol％１,３ーブチレングリコール溶液に溶かしたものである. 

2244 51 532205 マリアアザミエキス オオアザミエキス   本品は，オオアザミ Silybum marianum Gaertn（Compositae）の果実からアセトンで抽出して得られるエキスを乾

燥させたものである． 

2245 51 109329 マルチトール     本品は，「マルチトール液」を結晶化・粉末化したものである． 

2246 51 521077 マルチトール液     本品は，でんぷんより得られる「マルトース」を還元して得られたものの水溶液である． 

2247 51 532307 マルチトールヒドロキシアルキル（１２，１４）

エーテル液 

    本品は，「マルチトール」に，1-エポキシドデカン及び 1-エポキシテトラデカンの混合物を付加して得られたマル

チトールヒドロキシアルキル（炭素数 12，14）エーテルの 60％水溶液である． 

2248 51 103961 マルトース 麦芽糖   本品は，デンプンを糖化して得た麦芽糖である． 
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2249 51 532204 マルトース・ショ糖縮合物     本品は，固定化酵素法により「マルトース」とショ糖を縮合して得られるオリゴ糖である． 

2250 51 540163 マレイン酸ジ２－エチルヘキシル マレイン酸ジオクチル マレイン酸ジエチルヘキシル 本品は，主としてマレイン酸と２-エチルヘキシルアルコールのジエステルからなる． 

2251 51 509117 マレイン酸変性エステルガム     本品は，「エステルガム」をマレイン酸で変性させたものである． 

2252 51 521078 マロニエエキス セイヨウトチノキエキス   本品は，セイヨウトチノキ Aesculus hippocastanum Linne （Hippocastanaceae）の種子，葉又は樹皮から水，「無

水エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」，「グリセリン」又はこれらの混液にて抽出し

て得られるエキスである 

2253 51 532189 マロニエエキス・シトステロール・大豆リン脂

質混合物 

    本品は，セイヨウトチノキ Aesculus hippocastanum Linne´（Hippocastanaceae）の種子からメタノールで抽出して

得られるエキス末と「シトステロール」及び「大豆リン脂質」の混合物である． 

2254 99 999999 マロニエエキス末     本品は,セイヨウトチノキ：Aesculus hippocastanum Linne （´）（Hippocastanaceae）の乾燥種子を抽出し,乾燥,粉

末化したのもである.本品は,定量するとき,換算した乾燥物に対し,トリテルペングリコシドの混合物［エスシン（主

配糖体 C〈sita〉５５＜／sita＞H＜sita＞８６＜／sita＞O＜sita＞２４＜／sita＞：１１３１.２７）として］１４～２６％含

む. 

2255 51 521079 マンガンバイオレット ピロリン酸マンガンアンモ

ニウム 

  本品は，主としてピロリン酸のマンガン及びアンモニウムの塩からなる 

2256 99 999999 マンゴスチンエキス     本品は、マンゴスチン Garcinia mangostana（オトギリソウ科）の果皮から得た抽出液である。 

2257 51 111412 Ｄ－マンニット     本品を乾燥したものは，定量するとき， Ｄ-マンニット（Ｃ6Ｈ14Ｏ6：182.17）98.0％以上を含む． 

2258 51 521083 水飴     本品は，デンプンを糖化したもので，主としてデキストリン及びマルトースからなる． 

2259 51 500495 ミツロウ     本品は，トウヨウミツバチ Apis indica Radoszkowski（Apidae），ヨーロッパミツバチ Apis  mellifera Linne などのミ

ツバチの巣から得たろうを精製したものである． 

2260 99 999999 雅の湯エキスパウダー     本品は、温泉水を濃縮し乾燥して製したものである。 

2261 51 104372 ミリスチルアルコール     本品は，主としてミリスチルアルコール（Ｃ14Ｈ300：214.39）からなる高級脂肪族アルコールの混合物である。 

2262 51 521089 ミリスチルジメチルアミンオキシド液     本品は，ミリスチルジメチルアミンオキシド（Ｃ16Ｈ35ＮＯ：257.46）の水溶液である． 

2263 51 532132 ミリスチルベタイン液 ミリスチルジメチルアミノ酢

酸液 

  本品は，主としてミリスチルジメチルアミノ酢酸からなる水溶液である． 

2264 51 502143 ミリスチル硫酸ナトリウム   ミリスチル硫酸Ｎａ 本品は，主としてミリスチル硫酸ナトリウム（Ｃ14Ｈ29NaＯ4Ｓ：316.43）からなる． 

2265 51 104368 ミリスチン酸     本品は，主としてミリスチン酸（Ｃ14Ｈ28Ｏ2：228.37）からなる． 

2266 51 500497 ミリスチン酸亜鉛   ミリスチン酸Ｚｎ 本品は，主として「ミリスチン酸」と「イソステアリルアルコール」のエステル（Ｃ32Ｈ64Ｏ2：480.85）からなる． 

2267 51 523233 ミリスチン酸アルミニウム   ミリスチン酸Ａｌ 本品は，主として「ミリスチン酸」のアルミニウム塩からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，アルミニウム

（Ａｌ：26.98）3.5～6.5％を含む． 

2268 51 508117 ミリスチン酸イソステアリル     本品は，主として「ミリスチン酸」と「イソステアリルアルコール」のエステル（Ｃ32Ｈ64Ｏ2：480.85）からなる． 

2269 51 509120 ミリスチン酸イソトリデシル     本品は，主として「ミリスチン酸」とイソトリデシルアルコールのエステル（Ｃ27Ｈ54Ｏ2：410.72）からなる． 

2270 51 521091 ミリスチン酸イソプロパノールアミン液     本品は，主としてミリスチン酸モノイソプロパノールアミン，ミリスチン酸ジイソプロパノールアミン及びミリスチン酸

トリイソプロパノールアミンの混合物の 50％水溶液からなる．本品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.6～2.3％を

含む. 

2271 51 009100 ミリスチン酸イソプロピル     本品は，主として「ミリスチン酸」と「イソプロパノール」のエステル（Ｃ17Ｈ34Ｏ2：270.45）からなる． 

2272 51 100124 ミリスチン酸オクチルドデシル     本品は，主として「ミリスチン酸」と「オクチルドデカノール」のエステル（Ｃ34Ｈ68Ｏ2：508.90）からなる． 

2273 51 504372 ミリスチン酸カリウム   ミリスチン酸Ｋ 本品は，主として「ミリスチン酸」のカリウム塩からなる． 

2274 51 510075 ミリスチン酸カルシウム   ミリスチン酸Ｃａ 本品は，主として「ミリスチン酸」のカルシウム塩からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，カルシウム

（Ca：40.08）7.2～8.1％を含む． 

2275 51 501134 ミリスチン酸グリセリル モノミリスチン酸グリセリル   本品は，主として「ミリスチン酸」とグリセリンのモノエステルからなる． 

2276 51 501135 ミリスチン酸ジエタノールアミド     本品は，主として「ミリスチン酸」と当量のジエタノールアミンを縮合して得られるアルキロールアミド（Ｃ18Ｈ37Ｎ

Ｏ3：315.49）である． 

2277 51 500500 ミリスチン酸セチル     本品は，主として「ミリスチン酸」と「セタノール」のエステル（Ｃ30Ｈ60Ｏ2：452.80）からなる. 

2278 51 523234 ミリスチン酸デキストリン     本品は，主として「ミリスチン酸」とデキストリンのエステルからなる． 

2279 51 504373 ミリスチン酸デシル     本品は，主として「ミリスチン酸」とデカノールのエステル（Ｃ24Ｈ48Ｏ2：368.64）からなる． 

2280 51 504374 ミリスチン酸ブチル     本品は，主として「ミリスチン酸」と「ブタノール」のエステル（Ｃ18Ｈ36Ｏ2：284.48）からなる． 

2281 51 540164 ミリスチン酸２－ヘキシルデシル ミリスチン酸イソセチル ミリスチン酸ヘキシルデシル 本品は，主として「ミリスチン酸」と「ヘキシルデカノール」のエステル（Ｃ30Ｈ60Ｏ2：452.80）からなる． 
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2282 51 510076 ミリスチン酸ポリエチレングリコール   ミリスチン酸ＰＥＧ 本品は，主として「ミリスチン酸」とポリエチレングリコールのモノエステルからなる．酸化エチレンの平均付加モ

ル数は 2～70 である． 

2283 51 510077 ミリスチン酸ポリオキシエチレンミリスチルエ

ーテル（３Ｅ．Ｏ．） 

  ミリスチン酸ＰＯＥ（３）ミリスチルエー

テル 

本品は，「ミリスチルアルコール」に酸化エチレンを付加重合して得られるエーテルのミリスチン酸エステルであ

る．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である. 

2284 51 500501 ミリスチン酸マグネシウム   ミリスチン酸Ｍｇ 本品は，主として「ミリスチン酸」のマグネシウム塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，マグネシウム

（Ｍｇ：24：31）4.5～6.0％を含む． 

2285 51 104370 ミリスチン酸ミリスチル     本品は，主として「ミリスチン酸」と「ミリスチルアルコール」のエステル（Ｃ28Ｈ56Ｏ2：424.74）からなる． 

2286 51 540165 ミリスチン酸ラフィノース     本品は，「ミリスチン酸」とラフィノースのエステルである． 

2287 51 509121 ミリストイル加水分解コラーゲン液   ミリストイル水解コラーゲン液 本品は，加水分解コラーゲンと「ミリスチン酸」との縮合物の 20％エタノール溶液である．本品を乾燥したもの

は，定量するとき，窒素（N：14：01）を 1.6～1.8％を含む． 

2288 51 523235 ミリストイル加水分解コラーゲンカリウム液   ミリストイル水解コラーゲンＫ液 本品は，加水分解コラーゲンと「ミリスチン酸」との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は，定量するとき，

窒素（Ｎ：14.01）1.6～3.0％を含む． 

2289 51 523236 Ｎ－ミリストイル-Ｌ－グルタミン酸   ミリストイルグルタミン酸 本品は，主として N-ミリストイル-Ｌ-グルタミン酸からなり，本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：

14.01）3.5～4.5％を含む． 

2290 51 523237 Ｎ－ミリストイル-Ｌ－グルタミン酸カリウム   ミリストイルグルタミン酸Ｋ 本品は，主として「N-ミリストイル-Ｌ-グルタミン酸」のカリウム塩からなり，本品を乾燥したものは，定量するとき，

窒素（Ｎ：14.01）2.8～3.8％を含む． 

2291 51 500503 Ｎ－ミリストイル-Ｌ－グルタミン酸ナトリウム   ミリストイルグルタミン酸Ｎａ 本品は，主として N-ミリストイル- Ｌ-グルタミン酸のナトリウム塩からなる。本品を乾燥したものは，定量するとき，

窒素（Ｎ：14.01）3.4～3.7％を含む． 

2292 51 523238 ミリストイルサクシニルアテロコラーゲン液     本品は，コラーゲンのテロペプタイドを酵素により取り除いて得た水溶性コラーゲンを，ミリストイル化した後サク

シニル化した，ミリストイルサクシニルアテロコラーゲンの水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）

0.11～0.17％を含む． 

2293 51 504375 ミリストイルメチルアミノ酢酸ナトリウム ミリストイルサルコシンナト

リウム 

ミリストイルメチルアミノ酢酸Ｎａ、ミリス

トイルサルコシンＮａ 

本品は，主としてミリストイルメチルアミノ酢酸ナトリウム（Ｃ17Ｈ32NNaＯ3：321.43）からなる． 

2294 51 532308 Ｎ－ミリストイル-Ｎ－メチル－β－アラニン   ミリストイルメチル－β－アラニン 本品は，主として N-ミリストイル-N-メチル-β-アラニン（Ｃ18Ｈ35ＮＯ3：313.48）からなる. 

2295 51 523239 Ｎ－ミリストイル-Ｎ－メチル－β－アラニン

ナトリウム 

  ミリストイルメチル－β－アラニンＮａ 本品は，主として，N-ミリストイル-N-メチル-β-アラニンナトリウム（Ｃ18Ｈ34NNaＯ3：335.46）からなる． 

2296 51 508118 ミリストイルメチル－β－アラニンナトリウム

液 

  ミリストイルメチル－β－アラニンＮａ

液 

本品は，主として「Ｎ-ミリストイル-Ｎ-メチル-β-アラニンナトリウム」の水溶液である． 

2297 51 504377 ミリストイルメチルタウリンナトリウム   ミリストイルメチルタウリンＮａ 本品は，主として N-ミリストイルメチルタウリンのナトリウム塩からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，N-

ミリストイルメチルタウリンナトリウム（Ｃ17Ｈ34ＮＮａＯ4Ｓ：371.51）92.0％以上を含む． 

2298 51 104247 ミンク油     本品は，ミンク Mustela vison（Mustelidae）の皮下脂肪組織から得た脂肪油を精製したものである． 

2299 51 504378 ミンク油脂肪酸エチル     本品は，主として「ミンク油」から得た脂肪酸とエタノールのエステルからなる 

2300 51 510078 ミンクワックス     本品は，ミンク Malstela vison の新鮮な脂肪組織から得た，ミンク油の高融点部分を分離精製したものである． 

2301 51 521096 ムクロジエキス     本品は，ムクロジ Sapindus mukurossi Gaertner（Sapindaceae）の果皮から水，「エタノール」又はこれらの混液で

抽出して得られるエキスである． 

2302 51 523240 ムコ多糖体 酸性ムコポリサッカライド   本品は，ウシ Bos taurus Linne' var. domesticus Gmelin （Bovidae）又はブタ Sus scrofa Linne´var．domesticus 

Gray（Suidae）の皮膚，結合組織，十二指腸粘膜，すい臓，肝臓などの臓器又は，魚類の軟骨から酵素処理又

は，アルカリ処理によって得られるムコ多糖類（ヒアルロン酸，コンドロイチン硫酸，その他のムコ多糖体）を乾燥

したものである． 

2303 51 523241 ムコ多糖体液 ムコ多糖抽出液   本品は，ウシ Bos taurus Linne' var．domesticus Gmelin（Bovidae）又は，ブタ Sus scrofa Linne' var．domesticus 

Gray（Suidae）の皮膚，軟骨，結合組織，幽門，十二指腸粘膜，眼球ガラス体などの臓器から酵素処理又はアル

カリ処理によって得られるムコ多糖類（ヒアルロン酸，コンドロイチン硫酸，その他のムコ多糖体）の水溶液で，エ

タノール又はグリセリンを含むものもある． 

2304 51 110698 無水亜硫酸ナトリウム   無水亜硫酸Ｎａ 本品は，定量するとき，亜硫酸ナトリウム（Na2ＳＯ3：126.04）97.0％以上を含む． 

2305 51 001076 無水エタノール     本品は，15℃でエタノール（Ｃ2Ｈ60：46.07）99.5vol％以上を含む（比重による）． 

2306 51 001216 無水クエン酸     本品は，定量するとき，無水クエン酸（Ｃ6Ｈ807：192.12）99.5％以上を含む。 

2307 51 100549 無水ケイ酸     本品を強熱したものは，定量するとき，二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：60.08）96.0％以上を含む． 

2308 51 521099 無水ケイ酸アルミニウム   無水ケイ酸Ａｌ 本品は，天然に産する含水ケイ酸アルミニウム又はカオリンを熱処理したものである． 
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2309 51 532133 無水ケイ酸被覆雲母 無水ケイ酸被覆マイカ   本品は，「マイカ」に「無水ケイ酸」を被覆処理したものである． 

2310 51 532134 無水ケイ酸被覆（酸化セリウム・酸化チタ

ン）ゾル 

  無水ケイ酸被覆（酸化セリウム・酸化

Ｔｉ）ゾル 

本品は，「酸化セリウム」及び「酸化チタン」を「無水ケイ酸」で被覆処理したものを水に分散して得たものである． 

2311 51 532135 無水ケイ酸被覆酸化（鉄・チタン）ゾル   無水ケイ酸被覆酸化（Ｆｅ・Ｔｉ）ゾル 本品は，主として水溶液中で生成させた鉄・チタン複合酸化物を無水ケイ酸で被覆処理して得られるゾルであ

る.本品を定量するとき,酸化チタン（ＴｉＯ2：79.87）3.5～25.0％を含む. 

2312 51 523242 無水ケイ酸・ベンガラ被覆雲母     本品は，「マイカ」に「ベンガラ」及び「無水ケイ酸」を被覆処理したものである． 

2313 51 523243 無水ケイ酸・ベンガラ被覆チタンセリサイト   無水ケイ酸・ベンガラ被覆Ｔｉセリサイ

ト 

本品は，チタンセリサイトに「ベンガラ」及び「無水ケイ酸」を被覆処理したものである． 

2314 51 540055 チオ硫酸ナトリウム（無水） 無水チオ硫酸ナトリウム 無水チオ硫酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，チオ硫酸ナトリウム（Na2S203：158.11）95.0％以上を含む． 

2315 51 106743 無水ピロリン酸ナトリウム   無水ピロリン酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，ピロリン酸ナトリウム（Na4P207：265.90）97.0％以上を含む． 

2316 51 521101 無水マルトース     本品は，定量するとき，換算した脱水物に対し，無水マルトース（Ｃ12Ｈ22011：342.30）92.0％以上を含む． 

2317 51 507108 無水マレイン酸・ジイソブチレン共重合体

ナトリウム液 

  ＭＡ・ジイソブチレン共重合体Ｎａ液 本品は，無水マレイン酸-ジイソブチレン共重合体のナトリウム塩の水溶液である． 

2318 51 521102 無水メタケイ酸ナトリウム   無水メタケイ酸Ｎａ 本品は，定量するとき，二酸化ケイ素（ＳｉＯ2：60.08）として 44.0～53.0％，酸化ナトリウム（Na2O： 61.98）として

45.0～54.0％を含む 

2319 99 999999 無水硫酸ナトリウム   無水硫酸 Na 本品を乾燥したものは、定量するとき、硫酸ナトリウム（Na２SO４：１４２.０４）９９.０％以上を含む。 

2320 51 106760 無水硫酸ナトリウム   無水硫酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，硫酸ナトリウム（Na2ＳＯ4：142.04）99.0％以上を含む． 

2321 51 111809 無水硫酸マグネシウム   無水硫酸Ｍｇ 本品は，「硫酸マグネシウム」を，強熱したものである．本品を強熱したものは定量するとき，硫酸マグネシウム

（ＭｇＳＯ4：120.37）99.0％以上を含む． 

2322 51 002447 無水リン酸水素カルシウム 無水リン酸カルシウム 無水リン酸水素Ｃａ 本品は，「リン酸」のカルシウム塩からなる。本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸水素カルシウム（CaHＰ

Ｏ4：136.06）98.0％以上を含む． 

2323 51 108892 無水リン酸一水素ナトリウム 無水リン酸水素二ナトリウ

ム 

無水リン酸水素２Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸一水素ナトリウム（Na2HＰＯ4：141.97）98.0％以上を含む． 

2324 51 109340 無水リン酸三ナトリウム   無水リン酸３Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，無水リン酸三ナトリウム（Na3ＰＯ4：163.94）99.0～103.0％を含む． 

2325 51 532309 ムラサキセンブリエキス     本品は，ムラサキセンブリ Swertia pseudochinensis Hara（Gentianaceae）の開花期の全草からエタノールで抽出

して得られるエキスである． 

2326 51 532243 ムラヤコエンジーエキス     本品は，Murraya koenigii Sprengel（Rutaceae）の枝及び葉軸から，エタノール溶液で抽出して得られたエキス

を，ろ過したものである． 

2327 51 523244 メタクリル酸ラウリル・ジメタクリル酸エチレ

ングリコール共重合体 

  メタクリル酸ラウリル・ジメタクリル酸グ

リコール共重合体 

本品は，主としてメタクリル酸ラウリルとジメタクリル酸エチレングリコールの共重合体である． 

2328 51 523418 Ｎ－メタクリロイルエチルＮ，Ｎ－ジメチル

アンモニウム・α-Ｎ－メチルカルボキシベ

タイン重合体液 

  メタクリロイルエチルジメチルアンモニ

ウム・α－メチルカルボキシベタイン

重合体液 

本品は，N-メタクリロイルエチルＮ，Ｎ-ジメチルアンモニウム・α-N-メチルカルボキシベタイン重合体のエタノ

ール及び水の混液の 30％溶液である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01 ）として，5.7 ～

6.0 ％を含む． 

2329 51 540009 Ｎ－メタクリロイルエチルＮ，Ｎ－ジメチル

アンモニウム・α-Ｎ－メチルカルボキシベ

タイン・Ｎ－メタクリロイルエチル-Ｎ，Ｎ，Ｎ

－トリメチルアンモニウムクロライド，２－ヒド

ロキシエチルメタクリレート共重合体 

  メタクリロイルエチルジメチルアンモニ

ウム・α－メチルカルボキシベタイン・

塩化メタクリロイルエチルトリメチルア

ンモニウム・ＨＥＭＡ共重合体 

本品は，N-メタクリロイルエチルＮ，Ｎ -ジメチルアンモニウム・α-N-メチルカルボキシベタイン・N-メタクリロイ

ルエチル-Ｎ，Ｎ,N-トリメチルアンモニウムクロライド及び 2-ヒドロキシエチルメタクリレート共重合体のエタノール

及び水の混液の 40％溶液である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01 ）として，1.6 ～

2.1 ％を含む． 

2330 51 523245 メタクリロイルエチルジメチルベタイン・塩化

メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウ

ム・メタクリル酸２－ヒドロキシエチル共重合

体液 

  メタクリロイルエチルジメチルベタイ

ン・塩化メタクリロイルエチルトリメチル

アンモニウム・ＨＥＭＡ共重合体液 

本品は，メタクリロイルエチルジメチルベタイン，塩化メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウム及びメタクリル酸

2-ヒドロキシエチルの共重合体で，水，「エタノール」又はこれらの混液の溶液である．本品の平均分子量は

100000 である 

2331 51 521108 メタクリロイルエチルジメチルベタイン・塩化

メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウ

ム・メタクリル酸メトキシポリエチレングリコー

ル共重合体液 

  メタクリロイルエチルジメチルベタイ

ン・塩化メタクリロイルエチルトリメチル

アンモニウム・メタクリル酸メトキシＰＥ

Ｇ共重合体液 

本品は，主としてメタクリロイルエチルジメチルベタイン，塩化メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウム及びメタ

クリル酸メトキシポリエチレングリコールの共重合体で，水，「エタノール」又はこれらの混液の溶液からなる．本

品の平均分子量は 100000 である． 

2332 51 521112 Ｎ－メタクリロイルオキシエチルＮ，Ｎ－ジメ

チルアンモニウム－α-Ｎ－メチルカルボ

メタクリロイルエチルベタイ

ン・メタクリル酸エステル共

メタクリロイルオキシエチルジメチルア

ンモニウム－α－メチルカルボキシ

本品は，主としてＮ-メタクリロイルオキシエチルＮ，Ｎ-ジメチルアンモニウム-α-Ｎ-メチルカルボキシベタイン

と，メタクリル酸アルキル（Ｃ1～Ｃ4，C6，Ｃ8，Ｃ12，C13，Ｃ18）との共重合体の水，「エタノール」，変性アルコー



91 

連番 規 成分コード 成分名 別名 簡略名 本質 

キシベタイン・メタクリル酸アルキルエステ

ル共重合体液 

重合体液 ベタイン・メタクリル酸アルキル共重合

体液 

ル又はこれらの混液の溶液である 

2333 99 999999 ２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコ

リン・メタクリル酸ブチル共重合体液 

  メタクリロイルオキシエチルホスホリル

コリン・メタクリル酸ブチル共重合体液

本品は、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリンとメタクリル酸ブチルのおよそ８：２モル比の共重合体の

水溶液である。 

2334 99 999999 ２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコ

リン・メタクリル酸ブチル共重合体液 

  メタクリロイルオキシエチルホスホリル

コリン・メタクリル酸ブチル共重合体液

本品は,２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリンとメタクリル酸ブチルのおよそ８：２モル比の共重合体の

水溶液である. 

2335 99 999999 ２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコ

リン・メタクリル酸ブチル共重合体液 

  メタクリロイルオキシエチルホスホリル

コリン・メタクリル酸ブチル共重合体液

本品は、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリンとメタクリル酸ブチルのおよそ８：２モル比の共重合体の

水溶液である。 

2336 24 103929 メタケイ酸アルミン酸マグネシウム   メタケイ酸アルミン酸Ｍｇ 本品は定量するとき,換算した乾燥物に対し,酸化アルミニウム（Al２O３：１０１.９６）２９.１～３５.５％,酸化マグネシ

ウム（MgO：４０.３０）１１.４～１４.０％及び二酸化ケイ素（SiO２：６０.０８）２９.２～３５.６％を含む. 

2337 51 103929 メタケイ酸アルミン酸マグネシウム   メタケイ酸アルミン酸Ｍｇ 本品は，メタケイ酸アルミン酸マグネシウムからなる． 

2338 51 106692 メタリン酸ナトリウム   メタリン酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，五酸化リン（P205：141.94）として 65.0～83.0％を含む． 

2339 51 521117 メタリン酸ナトリウム処理酸化チタン   メタリン酸Ｎａ処理酸化Ｔｉ 本品は，「酸化チタン」をメタリン酸ナトリウムで表面処理したものである． 

2340 51 001621 Ｌ－メチオニン   メチオニン 本品を乾燥したものは，定量するとき， Ｌ-メチオニン（Ｃ5Ｈ11ＮＯ2Ｓ：149.21）98.0％以上を含む． 

2341 51 523247 メチルクロロイソチアゾリノン・メチルイソチ

アゾリノン液 

    本品は，5-クロロ-2-メチル-4-イソチアゾリン-3-オン及び 2-メチル-4-イソチアゾリン-3-オンの水溶液である．

本品は，定量するとき，5-クロロ-2-メチル-4-イソチアゾリン-3-オン（Ｃ4Ｈ4ＣｌＮＯＳ：149.60）1.0～1.3％及び 2-

メチル-4-イソチアゾリン-3-オン（Ｃ4Ｈ5ＣｌＮＯＳ：115.15）0.30～0.42％を含む． 

2342 51 521119 メチルシクロポリシロキサン   シクロジメチコン 本品は，シロキサン結合を骨格とした，環状の重合物で〔（ＣＨ3）2ＳｉＯ〕ｎであらわされる．平均重合度は 3～8

である． 

2343 51 532263 メチルシラノール・Ｎ－アセチルメチオニ

ン・加水分解エラスチン縮合液 

  メチルシラノール・アセチルメチオニ

ン・水解エラスチン縮合液、メチルシ

ラノール・酢酸メチオニン・水解エラス

チン縮合液 

本品は，主としてモノメチルシラノールのアセチルメチオニンモノエステルのオリゴマーに加水分解エラスチンを

反応させたものの水溶液である． 

2344 51 532264 メチルシラノール・加水分解エラスチン縮

合液 

  メチルシラノール・水解エラスチン縮

合液 

本品は，主としてメチルシラノールと加水分解エラスチンの反応生成物の水溶液である． 

2345 51 532262 メチルシラノール・乳酸・加水分解エラスチ

ン縮合液 

  メチルシラノール・乳酸・水解エラスチ

ン縮合液 

本品は，主として，メチルシラノールの乳酸モノエステルのオリゴマーと加水分解エラスチンの反応生成物の水

溶液である． 

2346 51 532245 メチルシラノール・乳酸縮合液     本品は，主としてメチルシラノールの乳酸モノエステルのオリゴマーの水溶液である． 

2347 51 532259 メチルシラノール・ポリオキシエチレンヤシ

油脂肪酸グリセリン縮合物 

  メチルシラノール・ＰＯＥヤシ油脂肪

酸グリセリン縮合物 

本品は，主としてモノメチルシラノールのオリゴマーのポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸モノグリセリントリエーテ

ルである．酸化エチレンの平均付加モル数は，8 である． 

2348 51 523248 メチルシロキサン網状重合体     本品は，シロキサン結合を骨格とした網状重合体で，（CＨ301.5Ｓｉ）n で表される．分子量は 1000000 以上であ

る． 

2349 51 001624 メチルセルロース     本品は，セルロースのメチルエーテルである．本品を乾燥したものは，定量するとき，メトキシル基（-OCＨ3：

31.03）26.0～33.0％を含む． 

2350 51 521120 メチルハイドロジェンポリシロキサン     本品は，主として直鎖状のメチルポリシロキサンのメチル基の一部を水素で置換したものである，その平均重合

度は，10～50 である． 

2351 51 504384 Ｎ－メチルピロリドン   メチルピロリドン 本品は，主としてＮ-メチルピロリドン（Ｃ5Ｈ9ＮＯ：99.13）からなる． 

2352 51 500516 メチルフェニルグリシッド酸エチル     本品は，定量するとき，メチルフェニルグリシッド酸エチル（Ｃ12Ｈ1403：206.24）98.0％以上を含む． 

2353 51 104207 メチルフェニルポリシロキサン     本品は，主として直鎖状のジメチルポリシロキサンのメチル基の一部がフェニル基，あるいはフェニル基とトリメ

チルシロキシ基になっている重合体からなり，その平均重合度は，1～410 である 

2354 51 521121 ３－メチル-１，３－ブタンジオール イソプレングリコール   本品は，主として 3-メチル-1，3-ブタンジオール（Ｃ5Ｈ12Ｏ2：104.05）からなる． 

2355 51 104210 メチルポリシロキサン   ジメチコン 本品は，主として直鎖状のジメチルポリシロキサン（（CＨ3）3ＳｉO〔（CＨ3）2ＳｉＯ〕nＳｉ（CＨ3）3）からなり，その平

均重合度は，3～650 である． 

2356 51 508121 メチルポリシロキサンエマルション   ジメチコンエマルション 本品は，「メチルポリシロキサン」を主として炭素数 12～18 の脂肪酸のポリエチレングリコールエステルで分散さ

せた約 40％水懸濁液である． 

2357 51 523249 メチルポリシロキサン・セチルメチルポリシ

ロキサン・ポリ（オキシエチレン・オキシプロ

ピレン）メチルポリシロキサン共重合体 

  ジメチコン・セチルメチルポリシロキサ

ンＰＯＥ・ＰＯＰメチルポリシロキサン共

重合体 

本品は，主として直鎖状のメチルポリシロキサンのメチル基の一部をセチル基及びポリ（オキシエチレン・オキシ

プロピレン）基で置換した型の重合体である．本品の酸化エチレン及び酸化プロピレンの平均付加モル数は，

それぞれ 56 及び 68 である． 
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2358 51 532198 １，１’－メチレン－ビス（４－イソシアナトシ

クロヘキサン）・ポリプロピレングリコール共

重合体 

  メチレンビス（イソシアナトシクロヘキ

サン）・ＰＰＧ共重合体 

本品は，1,1'-メチレン-ビス（4-イソシアナトシクロヘキサン）とポリプロピレングリコールの共重合体である．酸化

プロピレンの平均付加モル数は，12～55 である． 

2359 51 521124 メドウフォーム油     本品は，Limnanthes alba  Hartw．（Limnanthaceae）の種子から得た脂肪油である 

2360 51 108609 メトキシエチレン無水マレイン酸共重合体   メトキシエチレン・ＭＡ共重合体 本品は，メチルビニルエーテルと無水マレイン酸との共重合体である． 

2361 51 523250 メトキシβ－シクロデキストリン液     本品は，主として「β-シクロデキストリン」をメチルエーテル化して得られたメトキシ β-シクロデキストリンの水溶

液からなり，水酸化ナトリウムを含む． 

2362 51 521128 メリッサエキス コウスイハッカエキス   本品は，コウスイハッカ Melissa officinalis Linne（Labiatae）の葉から水，「エタノール」，「ジエチレングリコールエ

チルエーテル」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液若しくは 1％尿素含有

エタノール溶液，1％尿素含有１，３-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

2363 51 104107 メリロートエキス     本品は，メリロート Melilotus officinalis Linne´（Leguminosae）の花，葉又は花及び葉から水，「エタノール」，「プ

ロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2364 51 101585 綿実油     本品は，ワタ Gassypium hirsutum Linne´（Malvaceae）又はその同属植物の種子から得た脂肪油である． 

2365 51 502145 綿実油脂肪酸グリセリル     本品は，「綿実油」から得られる脂肪酸のモノグリセライドである． 

2366 51 523251 ｌ－メンチルグリセリルエーテル ３-ｌ－メントキシプロパン-

１，２－ジオール 

メンチルグリセリルエーテル 本品は，定量するとき 3-ｌ-メントキシプロパン-1，2-ジオール（Ｃ13Ｈ2603：230.35）98.0％以上を含む． 

2367 51 001641 ｄｌ－メントール     本品は，定量するとき，dＬ-メントール（Ｃ10Ｈ20Ｏ：156.27）98.0％以上含む。 

2368 1 001642 ｌ－メントール   メントール 本品は定量するとき、ｌ－メントール（C１０H２０O）９８.０％以上を含む. 

2369 51 001642 ｌ－メントール   メントール 本品は，定量するとき，Ｌ-メントール（Ｃ10Ｈ20Ｏ：156.27）98.0％以上を含む。 

2370 51 500523 モクロウ     本品は，ハゼノキ Rhus succedanea Linne´（Anacardiaceae）の果皮から得た脂肪を漂白したものである． 

2371 51 511061 モノイソステアリン酸ｎ－アルキレン（２０～３

０）グリコール 

  イソステアリン酸アルキレン（２０～３

０）グリコール 

本品は，主として「イソステアリン酸」と n-アルキレン（炭素数 20～30）-1，2-グリコールとのモノエステルである． 

2372 51 510079 モノイソステアリン酸アルキレン（１８，２０）

直鎖グリコール 

  イソステアリン酸アルキレン（１８，２０）

グリコール 

本品は，主として「イソステアリン酸」と炭素数18と20の直鎖1，2-アルキレングリコールとのモノエステルである． 

2373 51 532136 モノイソステアリン酸グリセリル   イソステアリン酸グリセリル 本品は，主として「イソステアリン酸」とグリセリンのモノエステル（Ｃ21Ｈ4204：358.56）からなる 

2374 51 500524 モノイソステアリン酸ソルビタン   イソステアリン酸ソルビタン 本品は，主として「イソステアリン酸」とソルビタンからなるモノエステルである。 

2375 51 532137 モノイソステアリン酸ポリエチレングリコール イソステアリン酸ポリエチレ

ングリコール 

イソステアリン酸ＰＥＧ 本品は，主として「イソステアリン酸」とポリエチレングリコールのモノエステルからなる．ポリエチレングリコールの

平均重合度は，2～40 である 

2376 51 523252 モノイソステアリン酸ポリオキシエチレン硬

化ヒマシ油 

  イソステアリン酸ＰＯＥ硬化ヒマシ油、

イソステアリン酸ＰＯＥ水添ヒマシ油 

本品は，主としてポリオキシエチレン硬化ヒマシ油と「イソステアリン酸」のモノエステルである．酸化エチレンの

平均付加モル数は 20～58 である 

2377 51 521134 モノイソステアリン酸ポリグリセリル   イソステアリン酸ポリグリセリル 本品は，主として「イソステアリン酸」とポリグリセリンのモノエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 2～10 で

ある． 

2378 51 523253 モノイソステアリン酸モノミリスチン酸グリセ

リル 

  イソステアリン酸ミリスチン酸グリセリ

ル 

本品は，主として「イソステアリン酸」及び「ミリスチン酸」とグリセリンとのジエステル（Ｃ35Ｈ6805：568.917）からな

る． 

2379 51 532138 モノウンデシレン酸グリセリル   ウンデシレン酸グリセリル 本品は，主として「ウンデシレン酸」とグリセリンのモノエステル（Ｃ14Ｈ2604：258.35）からなる． 

2380 51 523422 モノエタノールアミン液   モノエタノールアミン、ＭＥＡ液 本品は，「エタノールアミン」の水溶液である．本品を定量するとき，モノエタノールアミン（Ｃ2Ｈ7ＮＯ：61.08 ）と

して表示量の 97.5～103.0％を含む． 

2381 51 532139 モノオキシエチレンラウリン酸モノエタノー

ルアミド 

  オキシエチレンラウリン酸エタノール

アミド、ＰＯＥ（１）ラウリン酸エタノール

アミド 

本品は，主として「ラウリン酸」と等量の「エタノールアミン」を縮合して得られるラウリン酸モノエタノールアミドに

等モルの酸化エチレンを付加したものである． 

2382 51 523254 モノオレイルグリセリルエーテル セラキルアルコール オレイルグリセリルエーテル 本品は，主としてグリセリンのα-モノオレイルエーテル（Ｃ21Ｈ4203：342.57）からなる． 

2383 51 106815 モノオレイン酸ソルビタン   オレイン酸ソルビタン 本品は，主として「オレイン酸」とソルビタンからなるモノエステルである。 

2384 51 105299 モノオレイン酸ポリエチレングリコール   オレイン酸ＰＥＧ 本品は，主として「オレイン酸」とポリエチレングリコールのモノエステルからなる。酸化エチレンの平均付加モル

数は 2～70 である． 

2385 51 110401 モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタ

ン（６Ｅ．Ｏ．） 

  オレイン酸ＰＯＥ（６）ソルビタン 本品は，主として「モノオレイン酸ソルビタン」に酸化エチレンを付加重合して得られたものである。酸化エチレン

の平均付加モル数は，6 である。 

2386 51 105409 モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタ   オレイン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン 本品は，主として「モノオレイン酸ソルビタン」に酸化エチレンを付加重合して得られたものである。酸化エチレン
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ン（２０Ｅ．Ｏ．） の平均付加モル数は，20 である。 

2387 51 509125 モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタ

ン（２０Ｅ．Ｏ．）・酢酸セチル・酢酸ラノリンア

ルコール混合物 

  オレイン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン・酢

酸セチル・酢酸ラノリル混合物 

本品は，「モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン（20Ｅ．Ｏ．）」50％以上，「酢酸セチル」10～25％及び「酢

酸ラノリンアルコール」1～5％を混合したものである． 

2388 51 521138 モノオレイン酸ポリグリセリル   オレイン酸ポリグリセリル 本品は，主として「オレイン酸」とポリグリセリンのモノエステルからなる．グリセリンの平均重合度は2～10である． 

2389 51 511062 モノオレイン酸ポリプロピレングリコール（２

６Ｐ．Ｏ．） 

  オレイン酸ＰＰＧ（２６） 本品は，主として「オレイン酸」とポリプロピレングリコールのモノエステルからなる．酸化プロピレンの平均付加モ

ル数は 26 である． 

2390 51 540166 モノオレイン酸ポリプロピレングリコール（３

６Ｐ．Ｏ．） 

モノオレイン酸ポリプロピ

レングリコール２００ 

オレイン酸ＰＰＧ（３６） 本品は，「ポリプロピレングリコール」のモノオレイン酸エステルである．酸化プロピレンの平均付加モル数は 36

である． 

2391 51 523255 モノ（カプリル／カプリン酸）メチルグルコシ

ド液 

  （カプリル・カプリン酸）メチルグルコシ

ド液 

本品は，主としてカプリル酸及び「カプリン酸」とメチルグルコシドとのモノエステルの水溶液である． 

2392 51 521140 モノカプリル酸ジプロピレングリコール   カプリル酸ＤＰＧ 本品は，主としてカプリル酸と「ジプロピレングリコール」のモノエステルからなる． 

2393 51 521141 モノ牛脂脂肪酸グリセリル   牛脂脂肪酸グリセリル 本品は，主として「牛脂脂肪酸」とグリセリンのモノエステルからなる 

2394 51 521142 モノ酢酸モノステアリン酸グリセリル   酢酸ステアリン酸グリセリル 本品は，主として「酢酸」と「ステアリン酸」からなるグリセリド（Ｃ23Ｈ4405：400.59）である． 

2395 51 532140 モノサフラワー油脂肪酸グリセリル   サフラワー油脂肪酸グリセリル 本品は，主として「サフラワー油脂肪酸」とグリセリンのモノエステルからなる． 

2396 51 002358 モノステアリン酸アルミニウム   ステアリン酸Ａｌ 本品は，主としてモノステアリン酸アルミニウムからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，アルミニウム（Ａ

ｌ：26.98）7.0～8.6％を含む． 

2397 51 102269 モノステアリン酸エチレングリコール   ステアリン酸グリコール 本品は，主として「ステアリン酸」と「エチレングリコール」からなるモノエステルである。 

2398 51 102129 モノステアリン酸ソルビタン   ステアリン酸ソルビタン 本品は，主として「ステアリン酸」とソルビタンからなるモノエステルである。 

2399 51 105636 モノステアリン酸プロピレングリコール   ステアリン酸ＰＧ 本品は，主として「ステアリン酸」と「プロピレングリコール」からなるモノエステルである． 

2400 51 105300 モノステアリン酸ポリエチレングリコール   ステアリン酸ＰＥＧ 本品は，「ステアリン酸」に酸化エチレンを付加重合させるか又は「ステアリン酸」とポリエチレングリコールのモノ

エステルからなる． 

2401 51 540167 モノステアリン酸ポリオキシエチレングリセリ

ル 

  ステアリン酸ＰＯＥグリセリル 本品は，主としてモノステアリン酸グリセリンに酸化エチレンを付加重合して得られる． 

2402 51 540168 モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビ

タン 

  ステアリン酸ＰＯＥソルビタン 本品は，主としてモノステアリン酸ソルビタンに酸化エチレンを付加重合して得たものである。酸化エチレンの平

均重合度付加モル数は，6～20 である。 

2403 51 521143 モノステアリン酸ポリグリセリル   ステアリン酸ポリグリセリル 本品は，「ステアリン酸」とポリグリセリンのモノエステルからなる．グリセリンの平均付加モル数は 2～10 である 

2404 51 508123 モノニトログアヤコール   ニトログアヤコール 本品を定量するとき，主として 5-ニトログアヤコール（Ｃ7Ｈ7ＮＯ4：169.13）98.0～102.0％を含む． 

2405 51 508124 モノニトログアヤコールナトリウム   ニトログアヤコールＮａ 本品は，5-ニトログアヤコールナトリウムと水との等量混合物である。本品は定量するとき，主として 5-ニトログア

ヤコールナトリウム（Ｃ7Ｈ6ＮＮａＯ4：191.12）47.0～53.0％を含む． 

2406 51 521145 モノパルミチン酸エチレングリコール パルミチン酸エチレングリ

コール 

パルミチン酸グリコール 本品は，主として「パルミチン酸」とエチレングリコールのモノエステルからなる 

2407 51 106816 モノパルミチン酸ソルビタン   パルミチン酸ソルビタン 本品は，主として「パルミチン酸」とソルビタンからなるモノエステルである。 

2408 51 109912 モノパルミチン酸ポリオキシエチレンソルビ

タン（２０Ｅ．Ｏ．） 

  パルミチン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン 本品は，主として「モノパルミチン酸ソルビタン」に酸化エチレンを付加重合したものである。酸化エチレンの平

均付加モル数は，20 である。 

2409 51 523256 モノヒドロキシステアリン酸グリセリル モノオキシステアリン酸グリ

セリル 

ヒドロキシステアリン酸グリセリル、オ

キシステアリン酸グリセリル 

本品は，主として「ヒドロキシステアリン酸」とグリセリンのモノエステル（Ｃ21Ｈ42Ｏ5：374.56）からなる． 

2410 51 508125 モノヒドロキシステアリン酸硬化ヒマシ油   ヒドロキシステアリン酸硬化ヒマシ油、

オキシステアリン酸硬化ヒマシ油、オ

キシステアリン酸水添ヒマシ油 

本品は，主として「ヒドロキシステアリン酸」と「硬化ヒマシ油」のエステルからなる． 

2411 51 540169 モノミリスチン酸デカグリセリル   ミリスチン酸デカグリセリル 本品は，主として「ミリスチン酸」とポリグリセリンのモノエステルからなる．グリセリンの平均重合度は 10 である 

2412 51 532141 モノラウリン酸グリセリル   ラウリン酸グリセリル 本品は，主として「ラウリン酸」とグリセリンのモノエステル（Ｃ15Ｈ30Ｏ4：274.40）からなる． 

2413 51 005802 モノラウリン酸ソルビタン   ラウリン酸ソルビタン 本品は，主として「ラウリン酸」とソルビタンからなるモノエステルである。 

2414 51 109914 モノラウリン酸ポリエチレングリコール   ラウリン酸ＰＥＧ 本品は，主として「ラウリン酸」に酸化エチレンを付加重合させるか又は「ラウリン酸」とポリエチレングリコールの

モノエステルからなる． 

2415 51 109916 モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビタ

ン 

  ラウリン酸ＰＯＥソルビタン 本品は，主として「モノラウリン酸ソルビタン」に酸化エチレンを付加重合したものである．酸化エチレンの平均付

加モル数は 10～80 である． 
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2416 51 109477 モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビタ

ン（２０Ｅ．Ｏ．） 

  ラウリン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン 本品は，主として「モノラウリン酸ソルビタン」に酸化エチレンを付加重合して得たものである。酸化エチレンの平

均付加モル数は，20 である。 

2417 51 111817 モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビット   ラウリン酸ＰＯＥソルビット 本品は，主として「ラウリン酸」とポリオキシエチレンソルビットのモノエステルからなる． 

2418 51 521150 モノラウリン酸ポリグリセリル   ラウリン酸ポリグリセリル 本品は，主として「ラウリン酸」とポリグリセリンのモノエステルからなる．グリセリンの平均付加モル数は 4～10 で

ある． 

2419 51 521151 モノラノリン脂肪酸グリセリル   ラノリン脂肪酸グリセリル 本品は，主として「軟質ラノリン脂肪酸」，「ラノリン脂肪酸」，「硬質ラノリン脂肪酸」又はこれらの混合物とグリセリ

ンのモノエステルからなる． 

2420 51 532142 モノリノール酸グリセリル   リノール酸グリセリル 本品は，主として「リノール酸」とグリセリンのモノエステル（Ｃ21Ｈ38Ｏ4：354.52）からなる． 

2421 51 523257 モモ核粒   桃核粒 本品は，モモ Prunus persica Batsch 又は Prunus persica Batsch var. davidiana Maximowicz（Rosaceae）の核（内

果皮）を乾燥，破砕し，整粒したものである． 

2422 51 521153 モモ果汁   桃果汁 本品は，モモ Prunus persica Batsch（Rosaceae）の果実（生）を圧搾して得られる果汁である． 

2423 51 520806 モモ葉エキス   桃葉エキス 本品は，モモ Prunus persica Batsch（Rosaceae）の葉から水，エタノール，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチ

レングリコール」又はこれらの混液若しくは「無水エタノール」にて抽出して得られるエキスである． 

2424 51 521154 モヤシエキス     本品は，リョクトウ Phaseolus radiatus Linne´（Leguminosae）より得られたもやしから豆部を除去した後，水にて抽

出して得られるエキスである． 

2425 51 521155 モルティエレラ油 γ－リノレン酸油   本品は，糸状菌の一種である Mortierella isabellina から得られる油脂であり，γ-リノレン酸を含む混合脂肪酸の

トリグリセライドである． 

2426 51 501138 モルホリン     本品は，定量するとき，テトラヒドロ-1,4-オキサジン（Ｃ4Ｈ9ＮＯ：87.12）98.0％以上を含む． 

2427 51 504389 モンモリロナイト     本品は，主としてＡｌ2Ｏ5・4ＳｉＯ2・4Ｈ2O からなる粘土鉱物である． 

2428 99 999999 益母草エキス     本品は、益母草 Leonurus sibiricus L.（Labiatae）の花期の地上部から水及び「１,３－ブチレングリコール」の等

量混液で抽出して得られるエキスである。 

2429 51 521157 ヤグルマギクエキス     本品は，ヤグルマギク Centaurea cyanus Linne'（Compositae）の頭花から水，エタノール，「プロピレングリコー

ル」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2430 51 510081 ヤグルマギク水     本品は，ヤグルマギク Centaurea cyanus L．（Compositae）の花から水蒸気蒸留によって得られる水層成分であ

る． 

2431 51 500543 ヤシ油     本品は，ココヤシ Cocos nucifera Linne´（Palmae）の種皮を除いた種子を圧搾して得た脂肪油である． 

2432 51 503154 ヤシ油アルキルジメチルアミンオキシド液     本品は，主としてヤシ油アルキルジメチルアミンオキシドの水溶液である．本品は定量するとき，ヤシ油アルキル

ジメチルアミンオキシドとして表示量の 90～110％を含む． 

2433 51 532143 ヤシ油アルキルベタイン液 ヤシ油アルキルジメチルア

ミノ酢酸液 

  本品は，主としてヤシ油アルキルジメチルアミノ酢酸の水溶液からなる．本品は，定量するとき，ヤシ油アルキル

ジメチルアミノ酢酸として，表示量の 90.0～110.0％を含む． 

2434 51 540170 ヤシ油アルキル硫酸マグネシウム・トリエタ

ノールアミン液 

  ヤシ油アルキル硫酸Ｍｇ・ＴＥＡ液 本品は，ヤシ油アルコールを硫酸化した後，水酸化マグネシウム及びトリエタノールアミン（モル比 1：4）により中

和したものの水溶液である．本品を定量するとき，ヤシ油アルキル硫酸マグネシウム・トリエタノールアミン（平均

分子量：383）として 25～31％を含む 

2435 51 523258 ヤシ油アルコール     本品は，「ヤシ油」又は「パーム核油」を還元して得られる高級脂肪族アルコールの混合物で，主としてラウリル

アルコール（Ｃ12Ｈ260：186.33）からなる． 

2436 51 523259 ヤシ油カリ石けん液     本品は，ヤシ油脂肪酸のカリウム塩の 40％水溶液である． 

2437 51 521160 ヤシ油脂肪酸     本品は，「ヤシ油」より得られる脂肪酸である． 

2438 51 532178 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-ＤＬ－アラニント

リエタノールアミン液 

  ヤシ油脂肪酸アシルＤＬ－アラニンＴ

ＥＡ液 

本品は，主として「ＤＬ-アラニン」と「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のトリエタノールアミン塩の水溶液である．本品

は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 1.6～2.2％を含む． 

2439 51 540010 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルＬ－アルギニンエ

チル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩 

  ヤシ油脂肪酸アシルアルギニンエチ

ル・ＤＬ－ＰＣＡ塩 

本品は，定量するとき，N-ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ-アルギニンエチル・ＤＬ-ピロリドンカルボン酸塩 90％以上を

含む． 

2440 51 532144 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル加水分解酵母カ

リウム 

ヤシ油脂肪酸加水分解酵

母たん白カリウム 

ヤシ油脂肪酸アシル水解酵母Ｋ、ヤ

シ油脂肪酸水解酵母たん白カリウム

本品は，酵母 Candida utilis たん白の加水分解物とヤシ油脂肪酸との縮合物のカリウム塩である．本品は，定量

するとき，有機性固形分に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む. 

2441 51 532145 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル加水分解トウモロ

コシたん白カリウム 

  ヤシ油脂肪酸アシル水解トウモロコシ

たん白Ｋ、ヤシ油脂肪酸アシル水解

コーンたん白Ｋ 

本品は，「ヤシ油脂肪酸」と加水分解トウモロコシたん白との縮合物のカリウム塩からなる．本品は，定量すると

き，有機性固形分に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む. 

2442 51 532146 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル加水分解バレイ

ショたん白カリウム 

ヤシ油脂肪酸加水分解ジ

ャガイモたん白カリウム 

ヤシ油脂肪酸アシル水解バレイショ

たん白Ｋ、ヤシ油脂肪酸水解ジャガ

本品は，「ヤシ油脂肪酸」とバレイショ Solanum tuberosum Linne´ （Solanaceae）の根茎から得られたたん白の加

水分解物との縮合物のカリウム塩からなる．本品は，定量するとき，有機性固形分に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0
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イモたん白Ｋ ～11.0％を含む． 

2443 51 532147 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｎ'－カルボキシ

エチル-Ｎ'－ヒドロキシエチルエチレンジ

アミンナトリウム 

ヤシ油アルキル-Ｎ－カル

ボキシエチル-Ｎ－ヒドロキ

シエチルイミダゾリニウム

ベタインナトリウム液 

ヤシ油脂肪酸アシルカルボキシエチ

ルヒドロキシエチルエチレンジアミン

Ｎａ、ヤシ油アルキルカルボキシエチ

ルヒドロキシエチルイミダゾリニウムベ

タインＮａ液 

本品は，主として，2 位に炭素数 11～17 のアルキル基を有する 1-ヒドロキシエチルイミダゾリンをカルボキシエ

チル化して得られるもので，通常，「イソプロパノール」，「エタノール」，水又はこれらの混液を含む． 

2444 51 540011 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｎ'－カルボキシ

エトキシエチル-Ｎ'－カルボキシエチルエ

チレンジアミン二ナトリウム液 

ヤシ油アルキル-Ｎ－カル

ボキシエトキシエチル-Ｎ

－カルボキシエチルイミダ

ゾリニウムジナトリウムヒドロ

キシド 

ヤシ油脂肪酸アシルカルボキシエト

キシエチルカルボキシエチルエチレ

ンジアミン２Ｎａ、Ｎ－ヤシ油脂肪酸ア

シル-Ｎ'－カルボキシエトキシエチル

-Ｎ'－カルボキシエチルエチレンジ

アミン二ナトリウム、ヤシ油アルキルカ

ルボキシエトキシエチルカルボキシエ

チルイミダゾリニウム２Ｎａヒドロキシド

本品は，主として 2 位に炭素数 11～17 のアルキル基を有する 1-ヒドロキシエチルイミダゾリンにモノクロルプロ

ピオン酸ナトリウムを水酸化ナトリウム溶液中で反応させて得たものである． 

2445 51 532149 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｎ'－カルボキシ

メトキシエチル-Ｎ'－カルボキシメチルエチ

レンジアミン二ナトリウムラウリル硫酸 

２－ココアルキル-２－イミ

ダゾリニウムラウリルサルフ

ェート-１－カルボキシメチ

ルジナトリウム 

ヤシ油脂肪酸アシルカルボキシメトキ

シエチルカルボキシメチルエチレンジ

アミン２Ｎａラウリル硫酸、ココアルキ

ルイミダゾリニウムラウリルサルフェー

トカルボキシメチル２Ｎａ 

本品は，主として 2 位に炭素数 11～17 のアルキル基を有する 1-ヒドロキシエチルイミダゾリンにカルボキシメチ

ル化して得たもののナトリウム塩にラウリル硫酸ナトリウムをイオン結合させたものである． 

2446 51 523260 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｎ－カルボキシ

メトキシエチル-Ｎ－カルボキシメチルエチ

レンジアミンジナトリウムポリオキシエチレン

トリデシル硫酸液 

  ヤシ油脂肪酸アシルカルボキシメトキ

シエチルカルボキシメチルエチレンジ

アミン２Ｎａ・ＰＯＥトリデシル硫酸液 

本品は，主としてN-ヤシ油脂肪酸アシル-N-カルボキシメトキシエチル-N-カルボキシメチルエチレンジアミンジ

ナトリウムポリオキシエチレントリデシル硫酸でヘキシレングリコール及び水の混液の溶液からなる． 

2447 51 521161 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｎ－カルボキシ

メトキシエチル-Ｎ－カルボキシメチルエチ

レンジアミン二ナトリウム 

ウンデシルカルボキシメト

キシエチルカルボキシメチ

ルイミダゾリニウムベタイン

ナトリウム液 

ヤシ油脂肪酸アシルカルボキシメトキ

シエチルカルボキシメチルエチレンジ

アミン２Ｎａ、ウンデシルカルボキシメト

キシエチルカルボキシメチルイミダゾ

リニウムベタインＮａ液 

本品は，主として N-ヤシ油脂肪酸アシル-N-カルボキシメトキシエチル-N-カルボキシメチルエチレンジアミン

二ナトリウムからなる． 

2448 51 532173 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグリシンカリウム   ヤシ油脂肪酸アシルグリシンＫ 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」と「グリシン」との縮合物のカリウム塩からなる．本品を乾燥したものは，定量す

るとき，窒素（Ｎ：14.01）3.3～4.8％を含む. 

2449 51 532150 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグリシンカリウム

液 

  ヤシ油脂肪酸アシルグリシンＫ液 本品は，「N-ヤシ油脂肪酸アシルグリシンカリウム」の水溶液である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.1

～1.6％を含む． 

2450 51 532179 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグリシントリエタノ

ールアミン液 

  ヤシ油脂肪酸アシルグリシンＴＥＡ液 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」と「グリシン」との縮合物のトリエタノールアミン塩の水溶液である．本品を定量

するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.5～2.7％を含む． 

2451 51 521162 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ－グルタミン酸   ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸 本品は，主として N-ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ-グルタミン酸からなり，本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）3.0～5.0％を含む． 

2452 51 523261 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ－グルタミン酸

カリウム 

  ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸Ｋ 本品は，主として N-ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ-グルタミン酸カリウムからなり，本品を乾燥したものは，定量すると

き，窒素（Ｎ：14.01）3.0～5.0％を含む． 

2453 51 521164 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ－グルタミン酸

トリエタノールアミン液 

  ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸ＴＥ

Ａ液 

本品は，主として N-ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ-グルタミン酸トリエタノールアミンを約 30％含む水溶液である．本

品を定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.6～1.9％を含む 

2454 51 502046 Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ－グルタミン酸

ナトリウム 

  ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，N-ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ-グルタミン酸ナトリウム 93％以上を含む． 

2455 51 521165 ヤシ油脂肪酸アミド     本品は，主としてヤシ油脂肪酸アミドからなる． 

2456 51 521167 ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン     本品は，主としてヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸（Ｃ19Ｈ38Ｎ2Ｏ3：342.52）からなる．定量すると

き，ヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸を 80％以上含む． 

2457 51 522079 ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン液     本品は，主としてヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸からなり，通常，水，「エタノール」，「イソプロパ

ノール」，「グリセリン」又はこれらの混液を含む．本品は，定量するとき表示量の 90～110％に対応するヤシ油

脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸を含む． 

2458 51 507114 ヤシ油脂肪酸エチルエステルスルホン酸 ヤシ油脂肪酸アシルイセ ヤシ油脂肪酸エチルエステルスルホ 本品は，主としてヤシ油脂肪酸と 2-ヒドロキシエタンスルホン酸との縮合物のナトリウム塩からなる． 
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ナトリウム チオン酸ナトリウム ン酸Ｎａ、ヤシ油脂肪酸アシルイセチ

オン酸Ｎａ 

2459 51 523262 ヤシ油脂肪酸加水分解カゼインカリウム液   ヤシ油脂肪酸水解カゼインＫ液 本品は，「カゼイン」の加水分解物と「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は，定量す

るとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む． 

2460 51 532310 ヤシ油脂肪酸加水分解ケラチンカリウム液   ヤシ油脂肪酸加分解ケラチンＫ液 本品は，ケラチンたん白質の加水分解物と「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は，

定量するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む． 

2461 51 532311 ヤシ油脂肪酸加水分解酵母たん白カリウ

ム 

  ヤシ油脂肪酸水解酵母たん白Ｋ 本品は，酵母たん白の加水分解物と「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩である．本品は，定量するとき，有

機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む． 

2462 51 532218 ヤシ油脂肪酸加水分解コムギたん白カリウ

ム液 

  ヤシ油脂肪酸水解コムギたん白Ｋ

液、ヤシ油脂肪酸水解小麦たん白Ｋ

液 

本品は，コムギたん白の加水分解物と「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は，定量

するとき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む． 

2463 51 540174 ヤシ油脂肪酸加水分解コラーゲン液   ヤシ油脂肪酸水解コラーゲン液 本品は，加水分解コラーゲンとヤシ油脂肪酸との縮合物からなり，水，「プロピレングリコール」又はこれらの混液

を含む．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）として 1.4～2.2％を含む．  

2464 51 532216 ヤシ油脂肪酸加水分解コラーゲン（２）   ヤシ油脂肪酸水解コラーゲン-２ 本品は，「ヤシ油脂肪酸」と加水分解コラーゲンとの縮合物である．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）とし

て，7.0～13.0％を含む． 

2465 51 521172 ヤシ油脂肪酸加水分解コラーゲンカリウム   ヤシ油脂肪酸水解コラーゲンＫ 本品は，加水分解コラーゲンと「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩を粉末としたものである．本品は定量す

るとき，窒素（Ｎ：14.01）として 7.0％以上を含む． 

2466 51 521173 ヤシ油脂肪酸加水分解コラーゲンカリウム

液 

  ヤシ油脂肪酸水解コラーゲンＫ液 本品は，加水分解コラーゲンと「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は定量するとき，

窒素（Ｎ：14.01）1.6～3.9％を含む． 

2467 51 540175 ヤシ油脂肪酸加水分解コラーゲントリエタ

ノールアミン液 

  ヤシ油脂肪酸水解コラーゲンＴＥＡ液 本品は，加水分解コラーゲンと「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のトリエタノールアミン塩又はその水溶液である．本

品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.0％以上を含む． 

2468 51 502149 ヤシ油脂肪酸加水分解コラーゲンナトリウ

ム 

  ヤシ油脂肪酸水解コラーゲンＮａ 本品は，加水分解コラーゲンと「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のナトリウム塩の水溶液である．本品は，定量すると

き，窒素（Ｎ：14.01）2.0％以上を含む． 

2469 51 532312 ヤシ油脂肪酸加水分解ジャガイモたん白

カリウム 

  ヤシ油脂肪酸加分解ジャガイモたん

白Ｋ、ヤシ油脂肪酸加分解バレイショ

たん白Ｋ 

本品は，ジャガイモたん白の加水分解物と「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩である．本品は，定量すると

き，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む 

2470 51 523263 ヤシ油脂肪酸加水分解大豆たん白カリウ

ム液 

  ヤシ油脂肪酸水解大豆たん白Ｋ液 本品は，「ヤシ油脂肪酸」と加水分解大豆たん白との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は，定量すると

き，窒素（Ｎ：14.01）0.7～3.0％を含む． 

2471 51 532313 ヤシ油脂肪酸加水分解トウモロコシたん白

カリウム 

  ヤシ油脂肪酸水解トウモロコシたん

白Ｋ、ヤシ油脂肪酸水解コーンたん

白Ｋ 

本品は，トウモロコシたん白の加水分解物と「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩である．本品は，定量する

とき，有機性固形分（注 1）に対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む． 

2472 51 502150 ヤシ油脂肪酸カリウム   ヤシ油脂肪酸Ｋ 本品は，「ヤシ油脂肪酸」のカリウム塩である． 

2473 51 522080 ヤシ油脂肪酸カリウム液   ヤシ油脂肪酸Ｋ液 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」のカリウム塩の水溶液で，定量するとき，ヤシ油脂肪酸カリウム 27.0～33.0％

を含む． 

2474 51 504393 ヤシ油脂肪酸グリセリル モノヤシ油脂肪酸グリセリ

ン 

  本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」とグリセリンのモノエステルからなる. 

2475 51 521178 Ｎ－ヤシ油脂肪酸／硬化牛脂脂肪酸アシ

ル-Ｌ－グルタミン酸ナトリウム 

  ヤシ油脂肪酸・硬化牛脂脂肪酸アシ

ルグルタミン酸Ｎａ、（ヤシ油・硬化牛

脂）脂肪酸アシルグルタミン酸Ｎａ 

本品は，主として「N-ヤシ油脂肪酸アシル-Ｌ-グルタミン酸ナトリウム」と「N-硬化牛脂脂肪酸アシル-Ｌ-グルタミ

ン酸ナトリウム」の混合物からなり，本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）3.1～3.4％を含む． 

2476 51 504396 ヤシ油脂肪酸サルコシン     本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」とサルコシンからなる酸アミドである． 

2477 51 504397 ヤシ油脂肪酸サルコシントリエタノールアミ

ン 

  ヤシ油脂肪酸サルコシンＴＥＡ 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸サルコシン」のトリエタノールアミン塩からなる． 

2478 51 540171 ヤシ油脂肪酸サルコシンナトリウム液   ヤシ油脂肪酸サルコシンＮａ液 本品は，「ヤシ油脂肪酸サルコシン」のナトリウム塩の水溶液である． 

2479 51 523264 ヤシ油脂肪酸・酸化加水分解ケラチンカリ

ウム液 

  ヤシ油脂肪酸・酸化水解ケラチンＫ

液 

本品は，「加水分解ケラチン末」又は「加水分解ケラチン液」を酸化し，シスチン残基をシステイン酸残基としたも

のと，「ヤシ油脂肪酸」との縮合物のカリウム塩の水溶液である．本品は，定量するとき，有機性固形分（注 1）に

対し，窒素（Ｎ：14.01）5.0～11.0％を含む． 

2480 51 101533 ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド     本品は，ヤシ油脂肪酸と当量のジエタノールアミンとを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

2481 51 532151 ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド（２） ヤシ油脂肪酸ジエタノー ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド-２ 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」とジエタノールアミンとを縮合して得られる 1：2 型アルキロールアミドである． 
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ルアミド（１：２型） 

2482 51 504399 ヤシ油脂肪酸ショ糖エステル ショ糖ヤシ油脂肪酸エス

テル 

  本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」とショ糖からなるエステルである． 

2483 51 508130 ヤシ油脂肪酸ソルビタン     本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」とソルビタンのモノエステルからなる． 

2484 51 521180 ヤシ油脂肪酸タウリンナトリウム   ヤシ油脂肪酸タウリンＮａ 本品は，主として，ヤシ油脂肪酸タウリンナトリウムからなり，通常，塩化ナトリウムを含む．本品を乾燥したもの

は，定量するとき，ヤシ油脂肪酸タウリンナトリウム（Ｒ・ＣＯＮＨＣ2Ｈ4ＳＯ3Ｎａ：平均分子量 346）として 45.0～

55.0％を含む． 

2485 51 504400 ヤシ油脂肪酸トリエタノールアミン液   ヤシ油脂肪酸ＴＥＡ液 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」のトリエタノールアミン塩の水溶液で，定量するとき，ヤシ油脂肪酸トリエタノー

ルアミン 36.0～44.0％を含む． 

2486 51 502151 ヤシ油脂肪酸ナトリウム   ヤシ油脂肪酸Ｎａ 本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」のナトリウム塩である． 

2487 51 532314 Ｎ－ヤシ油脂肪酸－Ｎ－メチル－β－ア

ラニン 

  ヤシ油脂肪酸メチル－β－アラニン 本品は，主としてＮ-ヤシ油脂肪酸-Ｎ-メチル-β-アラニンからなる． 

2488 51 504402 ヤシ油脂肪酸メチルアラニンナトリウム液   ヤシ油脂肪酸メチルアラニンＮａ液 本品は，主として N-ヤシ油脂肪酸-N-メチル-β-アラニンナトリウムの水溶液である． 

2489 51 540172 ヤシ油脂肪酸メチルタウリンカリウム液   ヤシ油脂肪酸メチルタウリンＫ液 本品は，主としてヤシ油脂肪酸メチルタウリンのカリウム塩の水溶液で，定量するときヤシ油脂肪酸メチルタウリ

ンカリウム（RCON（CＨ3）C2Ｈ4ＳＯ3K：平均分子量 380）として表示量の 90～110％を含む． 

2490 51 540173 ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナトリウム液   ヤシ油脂肪酸メチルタウリンＮａ液 本品は，主としてヤシ油脂肪酸メチルタウリンのナトリウム塩からなる．通常，「イソプロパノール」，エタノール，水

又はこれらの混液の溶液である． 

2491 51 523265 ヤシ油脂肪酸メチルタウリンマグネシウム

液 

  ヤシ油脂肪酸メチルタウリンＭｇ液 本品は，主としてヤシ油脂肪酸メチルタウリンマグネシウムの水溶液である．本品は定量するとき，ヤシ油脂肪

酸メチルタウリンマグネシウム（（ＲＣＯＮ（ＣＨ3）ＣＨ2ＣＨ2ＳＯ3）2Ｍｇ：平均分子量 674.3）として 24.0～29.0％を

含む． 

2492 51 500545 ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド   ヤシ油脂肪酸エタノールアミド 本品は，「ヤシ油脂肪酸」と当量の「エタノールアミン」とを縮合して得られるアルキロールアミドからなる． 

2493 51 523266 ヤシ油脂肪酸リジン液     本品は，主として「ヤシ油脂肪酸」のリジン塩の水溶液である．本品は，定量するとき，ヤシ油脂肪酸リジン 26.5

～33.0％を含む． 

2494 51 521181 ユーカリエキス     本品は，ユーカリ Eucalyptus globulus Labillardiere 又はその他近縁植物（Myrtaceae）の葉から水，エタノー

ル，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2495 51 532152 ユーカリ水     本品は，ユーカリ Eucalyptus globulus Labillardiere （Myrtaceae）の葉を水蒸気蒸留して得られた水層成分であ

る． 

2496 51 002364 ユーカリ油     本品は，ユーカリ Eucalyptus globulus Labillardiere 又はその他近縁植物（Myrtaceae）の葉を水蒸気蒸留して

得た精油である． 

2497 51 523267 ユーグレナ多糖体末     本品は，ミドリムシ Eugulenea gracilis Klebs（Euglenida）から得られる多糖体の粉末である. 

2498 51 523268 ユーグレナ油     本品は，ミドリムシ Eugulena gracilis Klebs（Euglenida）を通気培養後，「オレイン酸」を添加して嫌気培養して得

られた液状油で，主として，不飽和エステルからなり，他に小量のトリグリセライドを含む． 

2499 51 521184 ユキノシタエキス     本品は，ユキノシタ Saxifraga stolonifera Meerburg （Saxifragaceae）の全草から水，「エタノール」，「１，３-ブチレ

ングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2500 51 523835 ユズエキス   柚エキス、柚子エキス 本品は，ユズ Citrus junos Siebold（Rutaceae）の果実から，エタノール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

2501 51 503159 油溶性アルニカエキス     本品は，アルニカ Arnica montana L.（Compositae）の花又は根を「パーシック油」，「流動パラフィン」，日局ダイ

ズ油，「大豆油」，「ミリスチン酸イソプロピル」又はこれらの混液で抽出して得られたエキスである. 

2502 51 503021 油溶性オトギリソウエキス（１）   油溶性オトギリソウエキス-１ 本品は，セイヨウオトギリソウ Hypericum perforatum L.又はコゴメバオトギリソウ Hypericum perforatum L. var. 

angustifolium D.C.（Guttiferae）の開花期の全草を小麦胚芽油又は小麦胚芽油とトウモロコシ油の混合液で抽

出したものである． 

2503 51 522081 油溶性オトギリソウエキス（２）   油溶性オトギリソウエキス-２ 本品は，セイヨウオトギリ Hypericum perforatum L.又はコゴメバオトギリ Hypericum perforatum L. var. 

angustifolium D.C.（Guttiferae）の花を「オリブ油」で抽出して得られるものである． 

2504 51 503023 油溶性オドリコソウエキス     本品は，オドリコソウ Lamium album Linne'（Labiatae）の花を「パーシック油」，「流動パラフィン」又はこれらの混

液で抽出して得られるエキスである． 

2505 51 522082 油溶性カモミラエキス 油溶性カミツレエキス   本品は，カミツレ Matricaria chamomilla L.（Compositae）の花から「パーシック油」，「流動パラフィン」，「大豆

油」，「ミリスチン酸イソプロピル」，「トリ（カプリル・カプリン酸）グリセリン」，「ヒマワリ油（1）」又はこれらの混液にて

抽出，又は「スクワラン」にて加温抽出して得られるものである． 

2506 51 521187 油溶性カロットエキス     本品は，ニンジン Daucus carota Linne var.sativa DC.（Umbelliferae）の根から「大豆油」，「ラッカセイ油」又は「ヒ
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マワリ油」にて抽出して得られるエキスである． 

2507 51 509127 油溶性ゴボウエキス     本品は，ゴボウ Arctium lappa L.（Compositae）の根を「流動パラフィン」と「パーシック油」の混液（2：1）で抽出し

て得られるエキスである． 

2508 51 510083 油溶性コラーゲンエキス     本品は，ウシ又はブタの皮膚組織から「オリブ油」にて抽出して得られるエキスである．本品を定量するとき，窒

素（Ｎ：14.01）として 0.035～0.040％を含む． 

2509 51 512031 油溶性混合植物抽出液     本品は，カミツレ Matricaria chamomilla L． （Compositae），シナノキ Tilia platyphyllos Scopoli （Tiliaceae），コウ

スイハッカ Melissa officinalis L． （Labiatae），マンネンロウ Rosmarinus officinalis L． （Libiatae），オタネニンジ

ン Panax ginseng C．A． Meyer （Araliaceae），キズタ Hedera rhombea Sieb． et Zucc． （Araliaceae）及び

Citrus aurantium L． subsp． amara Engl． （Rutaceae）の枝，葉，根又は花を，ヒマワリ油で抽出したものであ

る． 

2510 51 521192 油溶性シコンエキス（１）   油溶性シコンエキス-１ 本品は，ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Siebold et Zuccarini（Boraginaceae）の根から「パルミチン酸イソ

プロピル」又は「スクワラン」にて抽出して得られるエキスである． 

2511 51 521193 油溶性シコンエキス（２）   油溶性シコンエキス-２ 本品は，ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Siebold et Zuccarini（Boraginaceae）の根からエーテルにて抽出

し，エーテルを留去したエキスである． 

2512 51 505183 油溶性シナノキエキス 油溶性セイヨウシナノキエ

キス 

  本品は，シナノキ（セイヨウボダイジュ） Tilia europaea L.（Tiliaceae）の花又は葉を「ヒマワリ油（1）」で抽出したも

のである． 

2513 51 522112 油溶性ショウキョウエキス ショウガエキス   本品は，ショウガ Zingiber officinale Roscoe （Zingiberaceae ）の根茎のアセトン抽出物から，ヘキサンを用いて

抽出したエキスの無水エタノール溶液である． 

2514 51 510085 油溶性シラカバエキス     本品は，シラカバ Betula alba L．（Betulaceae）の樹皮からエタノール溶液にて抽出して得られるエキスを濃縮

し，「スクワラン」で抽出溶解したものである． 

2515 51 504190 油溶性スギナエキス     本品は，スギナ Equisetum arvense Linne'（Equisetaceae）の栄養茎を乾燥したものに，「ヒマワリ油（1）」を加え，

抽出したものである． 

2516 51 510086 油溶性セイヨウノコギリソウエキス     本品は，セイヨウノコギリソウ Achillea milefolium L．（Compostitae）の開花時の全草をヒマワリ油にて抽出して得

られるエキスである． 

2517 51 521195 油溶性セージエキス 油溶性サルビアエキス   本品は，セージ Salvia officinalis Linne'（Labiatae）の全草を「流動パラフィン」及び「パーシック油」の混液（2：1）

又は「ヒマワリ油（1）」にて抽出して得られるエキスである． 

2518 51 512032 油溶性テウチグルミエキス     本品は，テウチグルミ Juglans regia L．var．sinensis D．C．（Juglandaceae）の外果皮及び葉を乾燥し粉砕した

後，「大豆油」及び日局ラッカセイ油の混合油にて抽出して得られるエキスである． 

2519 51 512033 油溶性トウキエキス     本品は，トウキ Angelica acutiloba Kitagawa 又はその他近縁植物（Umbelliferae）の根を「スクワラン」で抽出して

得られるエキスである． 

2520 51 532153 油溶性トウキエキス（２）   油溶性トウキエキス-２ 本品は，トウキ Angelica acutiloba Kitagawa 又はその他近縁植物（Umbelliferae）の根からエーテルで抽出して得

られるエキスである． 

2521 51 505182 油溶性トウキンセンカエキス     本品は，トウキンセンカ Calendula officinalis Linne'，ホウキンセンカ Calendula arvensis Linne'（Compositae）花

から「パーシック油」，「流動パラフィン」，「大豆油」，日局ラッカセイ油，又はこれらの混液で抽出したものであ

る． 

2522 51 510087 油溶性ニンジンエキス（２）   油溶性ニンジンエキス-２、油溶性人

参エキス-２ 

本品は，オタネニンジン Panax ginseng C. A. Meyer（Panax schinseng Nees）（Araliaceae）の根からヘキサンに

て抽出して得られるエキスを濃縮し，「サフラワー油」又は「スクワラン」で抽出又は溶解したものである． 

2523 51 532315 油溶性バラエキス     本品は，Rosa centifolia Linne'（Rosaceae）の新鮮な花のヘキサン抽出物からヘキサンを留去したもののプロピ

レングリコール溶液である． 

2524 51 510088 油溶性ビワ葉エキス     本品は，ビワ Eriobotrya japonica  Lindley（Rosaceae））の葉から「無水エタノール」にて抽出して得られるエキ

スを濃縮し，「スクワラン」で抽出溶解したものである． 

2525 51 503160 油溶性プラセンタエキス プラセンターリキッド・オイ

ルソルブル 

  本品は，健康なブタ Sus scrofa Linne´ var. domesticus Gray（Suidae）の胎盤から，エーテルで抽出して得た減

圧乾燥物を「オリブ油」又は，「ゴマ油」に溶かしたものである．本品は，定量するとき，レシチン 0.1～0.6％を含

む． 

2526 51 523270 油溶性ボダイジュエキス 油溶性セイヨウボダイジュ

エキス 

  本品は，ナツボダイジュ Tilia platyphyllos Scop.（Tiliaceae）の花及び葉から「パーシック油」，「流動パラフィン」

又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2527 51 510090 油溶性ホップエキス     本品は，ホップ Humulus luplus L．（Moraceae）の雌花穂（球果）から「パーシック油」及び「流動パラフィン」の混

液にて抽出されるエキスである． 
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2528 51 503145 油溶性マロニエエキス     本品は，マロニエ（セイヨウトチノキ）Aesculus hippocastanum L.（Hippocastanaceae）の果実を「ヒマワリ油（1）」で

抽出して得られるエキスである． 

2529 51 523271 油溶性モモ葉エキス   油溶性桃葉エキス 本品は，モモ Prunus persica Batsch（Rosaceae）の葉から「無水エタノール」にて抽出して得られるエキスを濃縮

し，「スクワラン」で抽出溶解したものである． 

2530 51 504404 油溶性ヨクイニンエキス     本品は，ハトムギ Coix lachryma-jobi Linne' var. ma-yuen Stapf（Gramineae）の種皮を除いた種子から，「ミリス

チン酸オクチルドデシル」にて抽出して得られたエキス，またはヘキサンにて抽出した後にヘキサンを留去して

得られたエキスである． 

2531 51 523272 油溶性卵黄エキス（１）   油溶性卵黄エキス-１ 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）の卵黄から「イソプロパノール」とエタノールの混

液で抽出して得られるエキスである． 

2532 51 523273 油溶性卵黄エキス（２）   油溶性卵黄エキス-２ 本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）の卵黄から「トウモロコシ油」で抽出して得られる

エキスである． 

2533 51 503174 油溶性ローズマリーエキス（１）   油溶性ローズマリーエキス-１ 本品は，マンネンロウ Rosmarinus officinalis L.（Labiatae）の葉を「ヒマワリ油（1）」にて抽出して得られたエキス

である． 

2534 51 522083 油溶性ローズマリーエキス（２）   油溶性ローズマリーエキス-２ 本品は，マンネンロウ Rosmarinus officinalis L.（Labiatae）の全草を「パーシック油」及び「流動パラフィン」の混

液から抽出したエキスである． 

2535 51 510092 油溶性ローズマリーエキス（３）   油溶性ローズマリーエキス-３ 本品は，マンネンロウ Rosmarinus officinalis L. （Labiatae）の葉から水，「エタノール」又はこれらの混液にて抽

出して得られるエキスを濃縮し，「スクワラン」で抽出溶解したものである． 

2536 51 510093 油溶性ローヤルゼリーエキス     本品は，「ローヤルゼリー」から水とエタノールの混液にて抽出して得られるエキスを濃縮し，「スクワラン」で抽出

溶解したものである． 

2537 51 503161 ユリエキス     本品は，ユリ Lilium candidum L.（Liliaceae）の球根から水，「エタノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチ

レングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2538 51 521198 ヨウ化ニンニクエキス     本品は，ニンニク Allium sativum Linne'（Liliaceae）の鱗茎から「エタノール」により抽出されたエキスを，ヨウ素

化して得られたものである． 

2539 51 521199 ヨウ化パラジメチルアミノスチリルヘプチル

メチルチアゾリウム 

    本品を乾燥したものは，定量するとき，2-（p-ジメチルアミノスチリル）-3-ヘプチル-4-メチルチアゾリウムアイオ

ダイド（Ｃ21Ｈ31ＩＮ2Ｓ：470.45）97.0％以上を含む． 

2540 99 999999 溶性シスチン     本品は,N,N´－ジアセチル-L－シスチンジメチルエステル（C１２H２０N２O６S２：３５２.４４）からなる.本品は,定量

するとき,窒素（N：１４.０１）７.５～８.５％を含む. 

2541 51 107719 ヨクイニンエキス     本品は，ハトムギ Coix lachryma-jobi Linne' var. ma-yuen Stapf（Gramineae）の種皮を除いた種子から水，「エタ

ノール」，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスで

ある． 

2542 51 521204 ヨモギエキス     本品は，ヨモギ Artemisia princeps Pampanini，モウコヨモギ Artemisia mongolia Fischer 又はヤマヨモギ 

Artemisia montana Pampanini（Compositae）の葉から水，エタノール，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチレン

グリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2543 99 999999 ヨモギエキス     本品は、ヨモギ Artemisia princeps Pampanini 又はモウコヨモギ Artemisia mongolia Fischer の葉の１,３－ブリ

レングリコール抽出液である。 

2544 51 532170 ヨモギエキス（２）   ヨモギエキス-２ 本品は，ヨモギ Artemisia princeps Pampanini（Compositae）の葉から，水で加熱抽出して得られるエキスであり，

「１，３-ブチレングリコール」を含むものがある． 

2545 51 521206 ヨモギ水     本品は，ヨモギ Artemisia princeps Pampanini 又はヤマヨモギ Artemisia montana Pampanini （Compositae）の葉

から水で抽出して得られたエキスを，水蒸気蒸留して得られる水層成分である． 

2546 51 521207 ライム果汁     本品は，ライム Citrus aurantifolia Swingle 又はその変種（Rutaceae）の果実（生）を圧搾して得られる果汁であ

る． 

2547 51 523275 ライムギ末 ライ麦粉   本品は，ライムギ Secale cereale Linne´ （Gramineae）の種子を，種皮を除いて粉末としたものである． 

2548 51 532154 ラウリルアミノジ酢酸ナトリウム液   ラウリルアミノジ酢酸Ｎａ液 本品は，ラウリルアミノジ酢酸のナトリウム塩の水溶液からなる．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.5～

1.7％を含む． 

2549 51 540176 ラウリルアミノジプロピオン酸ナトリウム液   ラウリルアミノジプロピオン酸Ｎａ液 本品は，ラウリルアミノジプロピオン酸のナトリウム塩の水溶液からなる． 

2550 51 504407 ラウリルアミノプロピオン酸液     本品は，主として，ラウリルアミノプロピオン酸の水溶液である． 

2551 51 106684 β－ラウリルアミノプロピオン酸ナトリウム   β－ラウリルアミノプロピオン酸Ｎａ 本品は，主としてβ-ラウリルアミノプロピオン酸ナトリウムからなる．通常，「イソプロパノール」，エタノール，水又

はこれらの混液を含む． 
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2552 51 103811 ラウリルアルコール     本品は，主としてラウリルアルコール（Ｃ12Ｈ26Ｏ：186.33）からなる． 

2553 51 521210 ラウリルイソキノリニウムサッカリン     本品を乾燥したものは，定量するとき，ラウリルイソキノリニウムサッカリン（Ｃ28Ｈ36Ｎ2Ｏ3Ｓ：480.66）90.0％以上

を含む． 

2554 51 523276 Ｎ－ラウリル-Ｎ－カルボキシメトキシエチ

ル-Ｎ－カルボキシメチルエチレンジアミン

ジナトリウムポリオキシエチレントリデシル硫

酸液 

  ラウリルカルボキシメトキシエチルカ

ルボキシメチルエチレンジアミン２Ｎ

ａ・ＰＯＥトリデシル硫酸液 

本品は，主として N-ラウリル-N-カルボキシメトキシエチル-N-カルボキシメチルエチレンジアミンジナトリウムポリ

オキシエチレントリデシル硫酸の水溶液からなる．酸化エチレンの平均付加モル数は 3 である． 

2555 51 500608 ラウリルジアミノエチルグリシンナトリウム液   ラウリルジアミノエチルグリシンＮａ液 本品は，主としてラウリルジアミノエチルグリシンナトリウムからなり，通常エタノール，水の混液を含む．本品は，

定量するとき，表示量の 90～110％に対応するラウリルジアミノエチルグリシンナトリウム（Ｃ18Ｈ38Ｎ3ＮａＯ2：

351.50）を含む． 

2556 51 509128 Ｎ－ラウリルジエタノールアミン   ラウリルＤＥＡ 本品は，主としてラウリルジエタノールアミンからなる．本品は，定量するとき，ラウリルジエタノールアミン（Ｃ16Ｈ

35ＮＯ2：273.45）として 95.0％以上を含む． 

2557 51 500549 ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン   ラウリルジメチルベタイン 本品は，主としてラウリルジメチルアミノ酢酸べタインからなる．通常，イソプロパノール，エタノール，水又はこれ

らの混液を含む. 

2558 51 501141 ラウリルジメチルアミンオキシド液     本品は，主としてラウリルジメチルアミンオキシドの水溶液で，定量するとき，ラウリルジメチルアミンオキシド（Ｃ

14Ｈ31ＮＯ：229.40）として 27.0～37.0％を含む． 

2559 51 502155 ラウリルスルホ酢酸ナトリウム   ラウリルスルホ酢酸Ｎａ 本品を定量するとき，ラウリルスルホ酢酸ナトリウム（Ｃ14Ｈ27ＮａＯ5Ｓ：330.42）92.5％以上を含む. 

2560 51 532316 Ｎ－ラウリルヒドロキシ酢酸アミド硫酸ナトリ

ウム 

  ラウリルヒドロキシ酢酸アミド硫酸Ｎａ 本品は，主として N-ラウリルヒドロキシ酢酸アミド硫酸ナトリウムからなる．本品は定量するとき，N-ラウリルヒドロ

キシ酢酸アミド硫酸ナトリウム（Ｃ14Ｈ28ＮＮａＯ5Ｓ：345.43）として 27.0～33.0％を含む． 

2561 51 523277 ラウリルヒドロキシスルホベタイン液     本品は，定量するとき，ラウリルジメチルアミノ-2-ヒドロキシプロピルスルホベタイン（Ｃ17Ｈ37ＮＯ4Ｓ：351.54）と

して 28.0～32.0％を含む． 

2562 51 501142 ラウリル硫酸アンモニウム   ラウリル硫酸塩 本品は，主としてラウリル硫酸アンモニウムからなる．本品を定量するとき，ラウリル硫酸アンモニウム（Ｃ12Ｈ29Ｎ

Ｏ4Ｓ：283.43）として表示量の 90～110％を含む． 

2563 51 501143 ラウリル硫酸カリウム   ラウリル硫酸Ｋ、ラウリル硫酸塩 本品は，主としてラウリル硫酸カリウム（Ｃ12Ｈ25KＯ4Ｓ：304.49）からなる． 

2564 51 502157 ラウリル硫酸ジエタノールアミン   ラウリル硫酸ＤＥＡ、ラウリル硫酸塩 本品は，主としてラウリル硫酸のジエタノールアミン塩である．本品を定量するとき，ラウリル硫酸ジエタノールア

ミン（Ｃ16Ｈ37ＮＯ6Ｓ：371.53）として表示量の 90～110％を含む． 

2565 51 107444 ラウリル硫酸トリエタノールアミン   ラウリル硫酸ＴＥＡ、ラウリル硫酸塩 本品は，主としてラウリル硫酸トリエタノールアミンからなる．本品は，定量するとき，ラウリル硫酸トリエタノールア

ミン（Ｃ18Ｈ41ＮＯ7Ｓ：415.59）として表示量の 90～110％を含む． 

2566 51 001662 ラウリル硫酸ナトリウム   ラウリル硫酸Ｎａ、ラウリル硫酸塩 本品は，主としてラウリル硫酸ナトリウム（Ｃ12Ｈ25NaＯ4Ｓ：288.38）からなる． 

2567 51 521212 ラウリル硫酸マグネシウム   ラウリル硫酸Ｍｇ、ラウリル硫酸塩 本品は，主としてラウリル硫酸マグネシウム（Ｃ24Ｈ50ＭｇＯ8S2：555.08）からなる． 

2568 51 521214 ラウリル硫酸マグネシウム液   ラウリル硫酸Ｍｇ液 本品は，「ラウリル硫酸マグネシウム」の水溶液である． 

2569 51 504414 ラウリル硫酸モノエタノールアミン   ラウリル硫酸ＭＥＡ、ラウリル硫酸塩 本品は，主としてラウリル硫酸のモノエタンノールアミン塩である．本品を定量するとき，ラウリル硫酸モノエタノー

ルアミン（Ｃ14Ｈ33ＮＯ5Ｓ：327.48）として表示量の 90～110％を含む． 

2570 51 504417 ラウリルリン酸     本品は，主として「リン酸」と「ラウリルアルコール」のモノエステルからなり，ジエステルも含む． 

2571 51 504418 ラウリルリン酸ナトリウム（１）   ラウリルリン酸Ｎａ-１ 本品は，主としてラウリルリン酸のモノナトリウム塩である． 

2572 51 511074 ラウリルリン酸ナトリウム（２）   ラウリルリン酸Ｎａ-２ 本品は，主としてラウリルリン酸のナトリウム塩である． 

2573 51 103809 ラウリン酸     本品は，主としてラウリン酸（Ｃ12Ｈ24Ｏ2：200.32）からなる． 

2574 51 500553 ラウリン酸亜鉛   ラウリン酸Ｚｎ 本品は，主として「ラウリン酸」の亜鉛塩である．本品を乾燥したものは，定量するとき，亜鉛（Ｚｎ：65.41）として

12.5～14.5％を含む． 

2575 51 509129 ラウリン酸アミドプロピルベタイン液 ラウリン酸アミドプロピルジ

メチルアミノ酢酸液 

  本品は，主としてラウリン酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸の水溶液からなる． 

2576 51 504419 ラウリン酸イソステアリル     本品は，主として「ラウリン酸」と「イソステアリルアルコール」のエステル（Ｃ30Ｈ60Ｏ2：452.80）からなる． 

2577 51 540178 ラウリン酸加水分解コラーゲンナトリウム液   ラウリン酸水解コラーゲンＮａ液 本品は，主として「ラウリン酸」と加水分解コラーゲンとの縮合物のナトリウム塩からなり，プロピレングリコール溶

液を含む．本品を定量する時，窒素（Ｎ：14.01）として 3.5％以上を含む． 

2578 51 504420 ラウリン酸カリウム   ラウリン酸Ｋ 本品は，主として「ラウリン酸」のカリウム塩（Ｃ12Ｈ23KＯ2：238.41）からなる． 

2579 51 103812 ラウリン酸ジエタノールアミド     本品は，「ラウリン酸」と当量の「ジエタノールアミン」とを縮合して得られるアルキロールアミドである． 

2580 51 504422 ラウリン酸ジエチレングリコール   ラウリン酸ジグリコール 本品は，主として「ラウリン酸」と「ジエチレングリコール」のモノエステルからなる． 
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2581 51 504423 ラウリン酸トリエタノールアミン液   ラウリン酸ＴＥＡ液 本品は，主として「ラウリン酸」のトリエタノールアミン塩（Ｃ18Ｈ39ＮＯ5：349.51）の水溶液である． 

2582 51 504425 ラウリン酸プロピレングリコール   ラウリン酸ＰＧ 本品は，主として「ラウリン酸」と「プロピレングリコール」のモノエステル（Ｃ15Ｈ30Ｏ3：258.40）からなる． 

2583 51 108822 ラウリン酸ヘキシル     本品は，主として「ラウリン酸」とへキシルアルコールからなるエステル（Ｃ18Ｈ36Ｏ2：284.48）である。 

2584 51 504428 ラウリン酸ポリオキシエチレングリセリル   ラウリン酸ＰＯＥグリセリル 本品は，主としてモノラウリン酸グリセリンに酸化エチレンを付加重合したものである． 

2585 51 503164 ラウリン酸ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油 ポリオキシエチレン硬化ヒ

マシ油モノラウリン酸エス

テル 

ラウリン酸ＰＯＥ硬化ヒマシ油、ラウリン

酸ＰＯＥ水添ヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマ

シ油ラウリン酸エステル、ＰＯＥ水添ヒ

マシ油ラウリン酸エステル 

本品は，主として，「ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油」と「ラウリン酸」とのモノエステルからなる． 

2586 51 540177 ラウリン酸マルチトール     本品は，主として「ラウリン酸」と「マルチトール」のエステルである． 

2587 51 507116 ラウリン酸ミリスチン酸ジエタノールアミド     本品は，「ラウリン酸」と「ミリスチン酸」を約 7：3 の比率で混合した脂肪酸と当量の「ジエタノールアミン」とを縮合

して得られるアルキロールアミドである． 

2588 51 509047 ラウリン酸ミリスチン酸トリエタノールアミン   ラウリン酸ミリスチン酸ＴＥＡ 本品は，主として「ラウリン酸」と「ミリスチン酸」を約 3：1 の比率で混合した脂肪酸のトリエタノールアミン塩からな

る． 

2589 51 532155 ラウリン酸モノイソプロパノールアミド   ラウリン酸イソプロパノールアミド 本品は，主として「ラウリン酸」と当量のイソプロパノールアミンを縮合して得られるアルキロールアミド（Ｃ15Ｈ31

ＮＯ2：257.41）である． 

2590 51 532156 ラウリン酸モノエタノールアミド ラウリン酸エタノールアミド   本品は，主として「ラウリン酸」と当量のモノエタノールアミンを縮合して得られるアルキロールアミド（CＨ4Ｈ29Ｎ

Ｏ2：243.39）である． 

2591 51 532176 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－アスパラギン酸ナトリウ

ム液 

  ラウロイルアスパラギン酸Ｎａ液 本品は，主として N-ラウロイル-Ｌ-アスパラギン酸ナトリウムを含む水溶液である．本品は定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）0.7～1.4％を含む． 

2592 51 523278 ラウロイルアミドエチルヒドロキシエチルカ

ルボキシメチルベタインヒドロキシプロピル

リン酸ナトリウム液 

  ラウロイルアミドエチルヒドロキシエチ

ルカルボキシメチルベタインＰＧリン

酸Ｎａ液 

本品は，ラウロイルアミドエチルヒドロキシエチルカルボキシメチルベタインヒドロキシプロピルリン酸ナトリウムの

水溶液である． 

2593 51 521216 ラウロイル加水分解コラーゲンカリウム   ラウロイル水解コラーゲンＫ 本品は，コラーゲンたん白質の加水分解物と「ラウリン酸」との縮合物のカリウム塩からなる．本品は，定量すると

き，窒素（Ｎ：14.01）6.3～11.5％を含む． 

2594 51 523279 ラウロイル加水分解シルクナトリウム液   ラウロイル水解シルクＮａ液 本品は，加水分解シルクと「ラウリン酸」との縮合物のナトリウム塩の水溶液である．本品は，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）1.0～2.5％を含む. 

2595 51 540013 Ｎ－ラウロイル-Ｎ'－カルボキシメチル-Ｎ'

－ヒドロキシエチルエチレンジアミンナトリウ

ム液 

ウンデシレン酸-Ｎ－ヒドロ

キシエチル-Ｎ－カルボキ

シメチルイミダゾリニウムベ

タインナトリウム 

ラウロイルカルボキシメチルヒドロキシ

エチルエチレンジアミンＮａ、ウンデシ

レン酸ヒドロキシエチルカルボキシメ

チルイミダゾリニウムベタインＮａ 

本品は，主として 2 位にウンデシル基を有する 1-ヒドロキシエチルイミダゾリンをカルボキシメチル化して得たも

ののナトリウム塩である。通常，「イソプロパノール」，エタノール，水又はこれらの混液を含む。 

2596 51 532158 Ｎ－ラウロイル-Ｎ'－カルボキシメトキシエ

チル-Ｎ'－カルボキシメチルエチレンジア

ミン二ナトリウムドデカノイルサルコシン 

ラウリル-Ｎ－カルボキシメ

トキシエチル-Ｎ－カルボ

キシメチルイミダゾリニウム

ジナトリウムドデカノイルサ

ルコシン 

ラウロイルカルボキシメトキシエチル

カルボキシメチルエチレンジアミン２

Ｎａドデカノイルサルコシン、ラウリル

カルボキシメトキシエチルカルボキシ

メチルイミダゾリニウム２Ｎａドデカノイ

ルサルコシン 

本品は，主として，2 位にラウリル基を有する 1-ヒドロキシエチルイミダゾリンをカルボキシメチル化して得たもの

のナトリウム塩にドデカノイルサルコシンをイオン結合させたものである. 

2597 51 523280 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸   ラウロイルグルタミン酸 本品は，主として N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸からなり，本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）

3.5～4.5％を含む． 

2598 51 523281 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸カリウム   ラウロイルグルタミン酸Ｋ 本品は，主として「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」のカリウム塩からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，

窒素（Ｎ：14.01）3.0～4.0％を含む． 

2599 51 503165 ラウロイルグルタミン酸ジオクチルドデシル     本品は，主として「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」と「オクチルドデカノール」とのエステルである． 

2600 51 523282 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸ジ（コレス

テリル・オクチルドデシル） 

ジ（コレステリル，オクチル

ドデシル）Ｎ－ラウロイル-

Ｌ－グルタミン酸エステル

ラウロイルグルタミン酸ジ（コレステリ

ル・オクチルドデシル） 

本品は，主として「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」と「コレステロール」及び「オクチルドデカノール」の混合アルコ

ールのジエステルからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.25～1.47％を含む． 

2601 51 523283 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸ジ（コレス

テリル・ベヘニル・オクチルドデシル） 

ジ（コレステリル，ベヘニ

ル，オクチルドデシル）Ｎ

－ラウロイル-Ｌ－グルタミ

ン酸エステル 

ラウロイルグルタミン酸ジ（コレステリ

ル・ベヘニル・オクチルドデシル） 

本品は，主として「Ｎ-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」と「コレステロール」，「ベヘニルアルコール」，「オクチルドデカ

ノール」の混合アルコールとのジエステルからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.25

～1.47％を含む． 
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2602 51 532159 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトス

テリル・２－オクチルドデシル） 

  ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリ

ル・オクチルドデシル） 

本品は，主として「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」と「フィトステロール」及び「オクチルドデカノール」の混合物の

エステルからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.29～1.51％を含む． 

2603 51 532160 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸ジ-２－ヘ

キシルデシル 

ラウロイルグルタミン酸ジイ

ソセチル 

ラウロイルグルタミン酸ジヘキシルデ

シル 

本品は，主として「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」と「ヘキシルデカノール」のジエステル（Ｃ49Ｈ95ＮＯ5：778.30）

からなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）1.53～1.80％を含む． 

2604 51 540179 ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸トリエタノール

アミン液 

Ｎ－アシル-Ｌ－グルタミン

酸トリエタノールアミン液

ラウロイルグルタミン酸ＴＥＡ、アシル

グルタミン酸ＴＥＡ液 

本品は，「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」のトリエタノールアミン塩の水溶液で，定量するとき N-ラウロイル-Ｌ-グ

ルタミン酸トリエタノールアミン（Ｃ23Ｈ46Ｎ208：478.62）として表示量の 90～110％を含む． 

2605 51 109262 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸ナトリウム   ラウロイルグルタミン酸Ｎａ 本品は，主として N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸ナトリウムからなる．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）3.6～3.9％を含む． 

2606 51 503166 ラウロイルグルタミン酸ポリオキシエチレン

オクチルドデシルエーテルジエステル 

  ラウロイルグルタミン酸ＰＯＥオクチル

ドデシルエーテルジエステル 

本品は，主として「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」とポリオキシエチレンオクチルドデシルエーテルとからなるジエ

ステルである．酸化エチレンの平均付加モル数は，2～5 である。本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01 ）0.89％以上を含む． 

2607 51 523284 ラウロイルグルタミン酸ポリオキシエチレン

ステアリルエーテルジエステル 

  ラウロイルグルタミン酸ＰＯＥステアリ

ルエーテルジエステル 

本品は，主として「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」と「ポリオキシエチレンステアリルエーテル」とからなるジエステ

ルである．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.93％以上を含む． 

2608 51 540012 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－グルタミン酸・マグネシ

ウム 

  ラウロイルグルタミン酸Ｍｇ 本品は，主として「N-ラウロイル-Ｌ-グルタミン酸」のマグネシウム塩からなる．本品を乾燥したものは，定量する

とき，窒素（Ｎ：14.01）3.0～4.5％を含む． 

2609 51 502162 ラウロイルサルコシン     本品は，主として「ラウリン酸」とＮ-メチルグリシンの縮合物（Ｃ15Ｈ29ＮＯ3：271.40）からなる． 

2610 51 507117 ラウロイルサルコシントリエタノールアミン液   ラウロイルサルコシンＴＥＡ液 本品は，「ラウロイルサルコシン」を「トリエタノールアミン」で中和した塩の水溶液である． 

2611 51 500557 ラウロイルサルコシンナトリウム   ラウロイルサルコシンＮａ、ラウロイル

サルコシン塩 

本品は，主として「ラウロイルサルコシン」のナトリウム塩（Ｃ15Ｈ28NNaＯ3：293.38）からなる． 

2612 51 532174 Ｎ－ラウロイル-Ｌ－スレオニンカリウム   ラウロイルスレオニンＫ 本品は，主として N-ラウロイル-Ｌ-スレオニンカリウム（Ｃ16Ｈ29KＯ4：324.50）からなり，本品を乾燥したものは，

定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）2.5～3.5％を含む． 

2613 51 532318 ラウロイル乳酸ナトリウム   ラウロイル乳酸Ｎａ 本品は，「ラウリン酸」と「乳酸」とのエステルの部分中和ナトリウム塩である． 

2614 51 523285 Ｎ－ラウロイル-Ｎ－メチル－β－アラニン   ラウロイルメチル－β－アラニン 本品は，主として N-ラウロイル-N-メチル-β-アラニン（Ｃ16Ｈ31ＮＯ3：285.42）からなる． 

2615 51 523286 Ｎ－ラウロイルＮ－メチル－β－アラニント

リエタノールアミン液 

  ラウロイルメチル－β－アラニンＴＥＡ

液 

本品は，N-ラウロイル-N-メチル-β-アラニンのトリエタノールアミン塩の溶液である。本品は，定量するとき，表

示量の 90.0～110.0％に対応する N-ラウロイル-N-メチル-β-アラニントリエタノールアミン（Ｃ22Ｈ46Ｎ2Ｏ6：

434.61）を含む． 

2616 51 503167 ラウロイルメチル－β－アラニンナトリウム

液 

  ラウロイルメチル－β－アラニンＮａ

液 

本品は，主として N-ラウロイル-N-メチル-β-アラニンナトリウムの水溶液である。 

2617 51 500558 ラウロイルメチルタウリンナトリウム   ラウロイルメチルタウリンＮａ 本品は，主としてラウロイルメチルタウリンのナトリウム塩からなる。本品を乾燥したものは，定量するとき，ラウロイ

ルメチルタウリンナトリウム（Ｃ15Ｈ30ＮＮａＯ4Ｓ：343.46）95.0％以上を含む． 

2618 51 500559 ラウロイルメチルタウリンナトリウム液   ラウロイルメチルタウリンＮａ液 本品は，主として「ラウロイルメチルタウリンナトリウム」からなり，通常，水，「イソプロパノール」，エタノール又はこ

れらの混液の溶液である．本品は，定量するとき，ラウロイルメチルタウリンナトリウム（Ｃ15Ｈ30ＮＮａＯ4Ｓ：

343.46）として表示量の 90～110％を含む． 

2619 51 511064 Ｎε－ラウロイル-Ｌ－リジン   ラウロイル－ε－リジン 本品を乾燥したものは，定量するとき，Nε-ラウロイル-Ｌ-リジン（Ｃ18Ｈ36Ｎ2Ｏ3：328.49）94.0％以上を含む． 

2620 51 521220 酪酸コレステリル 酪酸コレステリン   本品は，主として食添の酪酸と「コレステロール」のエステル（Ｃ31Ｈ52Ｏ2：456.74）からなる． 

2621 51 521221 酪酸ジヒドロコレステリル 酪酸ジヒドロコレステリン   本品は，主として食添の酪酸と「ジヒドロコレステロ-ル」からなるエステル（Ｃ31Ｈ54Ｏ2：458.76）である． 

2622 51 523287 ラクトフェリン液     本品は，脱脂牛乳から得られる糖たん白質であるラクトフェリンを含む 10％エタノール水溶液である．本品は，

定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）0.15～0.30％を含む． 

2623 51 504433 ラッカイン酸 ラック色素   本品は，「セラック」から得られる色素で，主として，ラッカイン酸（Ｃ26Ｈ19ＮＯ12：537.43）からなる． 

2624 51 523288 ラッカイン酸被覆雲母     本品は，「ラッカイン酸」のアルミニウムレーキで「マイカ」を被覆したものである。 

2625 51 002376 ラッカセイ油 ピーナツ油   本品は，ラッカセイ Arachis hypogaea Linne'（Leguminosae）の種子から得た脂肪油である． 

2626 51 504434 ラノステロール     本品は，「ラノリンアルコール」から得られたトリテルペンアルコールで，主としてラノステロール（Ｃ30Ｈ50Ｏ：

426.37）及びジヒドロラノステロール（Ｃ30Ｈ52Ｏ：428.73）からなる． 

2627 51 103799 ラノリン     本品は，ヒツジ Ovis aries Linne´（Bovidae）の毛から得た脂肪ようの物質を精製したものである． 

2628 51 103800 ラノリンアルコール     本品は，「ラノリン」をけん化して得られる高級脂肪族アルコール及びコレステロールなどの脂環族アルコールの

混合物である．本品を乾燥したものは，定量するとき，コレステロール（Ｃ27Ｈ46Ｏ：386.65）30.0％以上を含む． 

2629 51 500562 ラノリン脂肪酸     本品は，「ラノリン」をけん化して得たものである． 
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2630 51 110408 ラノリン脂肪酸イソプロピル     本品は，主として「ラノリン脂肪酸」と「イソプロパノール」からなるエステルである。 

2631 51 503169 ラノリン脂肪酸オクチルドデシル     本品は，「ラノリン脂肪酸」，「硬質ラノリン脂肪酸」又は「軟質ラノリン脂肪酸」と「オクチルドデカノール」とのエス

テルである． 

2632 51 506027 ラノリン脂肪酸コレステリル     本品は，主としてラノリン脂肪酸とコレステロールからなるモノエステルである。 

2633 51 508135 ラノリン脂肪酸ジエタノールアミド     本品は，主として「ラノリン脂肪酸」と当量の「ジエタノールアミン」を縮合して得られるラノリン脂肪酸ジエタノール

アミドと等量の水の混合物である． 

2634 51 500564 ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール２００   ラノリン脂肪酸ＰＥＧ-４ 本品は，「軟質ラノリン脂肪酸」，「ラノリン脂肪酸」及び「硬質ラノリン脂肪酸」若しくはこれらの混合物に，酸化エ

チレン約 4 モルを付加重合させるか又は「ポリエチレングリコール 200」を反応して得られるエステルである. 

2635 51 500565 ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール３００   ラノリン脂肪酸ＰＥＧ-６ 本品は，「軟質ラノリン脂肪酸」，「ラノリン脂肪酸」及び「硬質ラノリン脂肪酸」若しくはこれらの混合物に，酸化エ

チレン約 7 モルを付加重合させるか又は「ポリエチレングリコール 300」を反応して得られるエステルである. 

2636 51 500566 ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール４００   ラノリン脂肪酸ＰＥＧ-８ 本品は，「軟質ラノリン脂肪酸」，「ラノリン脂肪酸」及び「硬質ラノリン脂肪酸」若しくはこれらの混合物に，酸化エ

チレン約 10 モルを付加重合させるか又は「ポリエチレングリコール 400」を反応して得られるエステルである． 

2637 51 500567 ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール６００   ラノリン脂肪酸ＰＥＧ-１２ 本品は，「軟質ラノリン脂肪酸」，「ラノリン脂肪酸」及び「硬質ラノリン脂肪酸」若しくはこれらの混合物に，酸化エ

チレン約 15 モルを付加重合させるか又は「ポリエチレングリコール 600」を反応して得られるエステルである． 

2638 51 500568 ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール１００

０ 

  ラノリン脂肪酸ＰＥＧ-２０ 本品は，「軟質ラノリン脂肪酸」，「ラノリン脂肪酸」及び「硬質ラノリン脂肪酸」若しくはこれらの混合物に，酸化エ

チレン約 20 モルを付加重合させるか又は「ポリエチレングリコール 1000」を反応して得られるエステルである. 

2639 99 999999 ラフマエキス     本品は、ラフマ Apocynum venetum L.（Apocynaceae）の葉及び茎から熱水で抽出して得られるエキスである。 

2640 51 523289 ラベンダーエキス（１）   ラベンダーエキス-１ 本品は，ラベンダーLavandula vera  De Candolle（Labiatae）の花から水，「プロピレングリコール」，「１，３-ブチ

レングリコール」又はそれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2641 51 523290 ラベンダーエキス（２）   ラベンダーエキス-２ 本品は，ラベンダーLavandula vera De Candolle（Labiatae）の花からエタノール溶液で抽出して得られるエキス

である． 

2642 51 523291 ラベンダー水     本品は，ラベンダーLavandula vera DeCandolle（Labiatae）の花から水蒸気蒸留して得られる水層成分である． 

2643 51 521226 ラベンダー末     本品は，ラベンダーLaveandula vera De Candolle（Labiatae）の花を粉末にしたものである． 

2644 51 002377 ラベンダー油     本品は，ラベンダーLavandula vera DeCandolle（Labiatae）の花から水蒸気蒸留して得た精油である。本品は，

定量するとき，酢酸リナリル（Ｃ12Ｈ20Ｏ2：196.29）として 30.0％以上を含む。 

2645 51 510094 卵黄脂肪油     本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson （Phasianidae）の卵黄油より，リン脂質を除いた脂肪油であ

る。 

2646 51 107725 卵黄油     本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）の卵黄から有機溶剤で抽出して得た脂肪油で，

リン脂質を含む． 

2647 51 523292 卵黄リゾホスファチジルコリン     本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）の卵黄をホスフォリパーゼ A2 で加水分解した

後，エタノールで抽出精製した脂質で，主として，リゾホスファチジルコリンからなる．本品は，定量するとき，リン

（Ｐ：30.97）4.0～6.0％を含む． 

2648 51 107724 卵黄レシチン 卵黄リン脂質   本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson（Phasianidae）の卵黄から得られものである。本品を定量すると

き，リン脂質（平均分子量：788）として 60.0％以上を含む． 

2649 51 521230 卵殻末     本品は，ニワトリ Gallus gallus domesticus Brisson （Phasianidae）の卵の殻を乾燥した後，粉砕したものである。 

2650 51 532161 藍藻エキス     本 品 は ， 温 泉 に 生 息 す る 淡 水 性 の 藍 藻 類 （ Cyanophyta ） の Chroococcus 及 び Microcystis 並 び に

Oscillatoriales，Spirulina 及び Phormidium の全藻よりエタノールで抽出して得られるエキスである．本品は，「プ

ロピレングリコール」を含む． 

2651 51 508136 卵白（非熱凝固）     本品は，卵白を加熱処理し，熱凝固成分を除去したものである．本品は，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01 ）として

12.48％以上を含む． 

2652 99 999999 ランプータンエキス     本品は、ランプータン Nephelium lappaceum L..（ムクロジ科）の果皮から得た抽出液である。 

2653 51 521233 リシノール酸オクチルドデシル リシノレイン酸オクチルド

デシル 

  本品は，主としてリシノール酸と「オクチルドデカノール」のエステルからなる。 

2654 51 523293 リシノレイン酸アミドプロピルベタイン液     本品は，リシノレイン酸アミドプロピルベタインの水溶液である． 

2655 51 503170 リシノレイン酸グリセリル     本品は，主としてリシノレイン酸とグリセリンのモノエステルからなる． 

2656 51 501146 リシノレイン酸セチル リシノール酸セチル   本品は，主としてリシノレイン酸と「セタノール」のエステル（Ｃ34Ｈ8603：522.89）からなる。 

2657 51 504438 リシノレイン酸テトラヒドロフルフリル     本品は，主としてリシノレイン酸とテトラヒドロフルフリルアルコールからなるエステル（Ｃ23Ｈ4204：382.58）であ

る。 
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2658 51 503171 リシノレイン酸プロピレングリコール モノリシノール酸プロピレ

ングリコール 

リシノレイン酸ＰＧ、リシノール酸ＰＧ 本品は，主としてリシノレイン酸と「プロピレングリコール」のモノエステル（Ｃ21Ｈ40Ｏ4：356.54）からなる． 

2659 51 511066 リシノレイン酸ヘキサグリセリル リシノール酸ヘキサグリセ

リル 

  本品は，主としてリシノレイン酸とグリセリンの 6 量体とのモノエステルからなる． 

2660 51 504440 リシノレイン酸ポリオキシプロピレンソルビッ

ト 

モノリシノール酸ポリオキ

シプロピレンソルビット 

リシノレイン酸ＰＯＰソルビット、リシノ

ール酸ＰＯＰソルビット 

本品は，主としてリシノレイン酸と「ポリオキシプロピレンソルビット」のモノエステルからなる。 

2661 51 521237 Ｌ－リジン液   リジン液 本品は，定量するとき，表示量の 90.0～110.0％に対応するＬ-リジン（Ｃ6Ｈ142Ｏ2：146.19）を含む． 

2662 51 500570 リナロール     本品は，定量するとき，リナロール（Ｃ10Ｈ18Ｏ：154.25）として 92.0％以上を含む． 

2663  000000 リナロール変性アルコール     本品は，「エタノール」にリナロールを加え，変性させたものである． 

2664 51 512035 （リノール／オレイン酸）ｄｌ－α－トコフェロ

ール 

  （リノール・オレイン酸）ｄｌ－α－トコフ

ェロール、ビタミンＥ（リノール酸・オレ

イン酸）エステル、ビタミンＥ（リノレー

ト・オレート） 

本品は，主としてリノール酸とオレイン酸の混合脂肪酸と「dＬ-α-トコフェロール」からなるエステルである．本品

は，定量するとき，リノール酸 dＬ-α-トコフェロール（Ｃ47Ｈ80Ｏ3：693.14）に換算した dＬ-α-トコフェロール脂

肪酸エステルとして 96.0～102.0％を含む。また，dＬ-α-トコフェロール脂肪酸エステルのうち，そのうち，リノー

ル酸 dＬ-α-トコフェロール（Ｃ47Ｈ80Ｏ3：693.15）45.0～65.0％及びオレイン酸ｄｌ-α-トコフェロール（Ｃ47Ｈ82

Ｏ3：695.17）20.0～40.0％を含む． 

2665 51 103851 リノール酸     本品は，主としてリノール酸（Ｃ18Ｈ32Ｏ2：280.45）からなる。 

2666 51 109925 リノール酸イソプロピル リノレイン酸イソプロピル   本品は， 主として「リノール酸」と「イソプロパノール」のエステル（Ｃ21Ｈ38Ｏ2：322.53）からなる。 

2667 51 102241 リノール酸エチル リノレイン酸エチル   本品は，主として「リノール酸」のエチルエステル（Ｃ20Ｈ36Ｏ2：308.50）からなる。 

2668 51 504446 リノール酸ジエタノールアミド リノレイン酸ジエタノールア

ミド 

  本品は，主として「リノール酸」と当量のジエタノールアミンとを縮合して得られるアルキロールアミドである。 

2669 51 502170 リノール酸ｄｌ－α－トコフェロール   ビタミンＥリノール酸エステル、ビタミ

ンＥリノレート 

本品は，定量するとき，リノール酸 dＬ-α-トコフェロール（Ｃ47Ｈ80Ｏ3：693.14）96.0％以上を含む．  

2670 51 540180 リノール酸ラノリンアルコール   リノール酸ラノリル、リノール酸ラノリン

アルコールエステル 

本品は，主として「リノール酸」と「ラノリンアルコール」からなるエステルである。 

2671 51 523296 リパーゼ（１）   リパーゼ-１ 本品は，カビ Rhizopus japonicus から得られた脂肪分解酵素である。本品は，定量するとき，表示単位以上を含

む. 

2672 51 523297 リパーゼ（２）   リパーゼ-２ 本品は，酵母 Candida cylindracea から得られた脂肪分解酵素である。本品は，定量するとき，表示単位以上を

含む. 

2673 51 523298 リボ核酸（１）   ＲＮＡ-１ 本品は，主としてビール酵母菌体から得られるリボ核酸を精製したものである． 

2674 51 523299 リボ核酸（２）   ＲＮＡ-２ 本品は，酵母 Candida utilis から抽出して得られるリボ核酸である．本品を乾燥したものは，定量するとき，窒素

（Ｎ：14.01）15.3～16.5％及びリン（Ｐ：30.97）9.0～9.8％を含む． 

2675 51 521241 リボ核酸ナトリウム   ＲＮＡ・Ｎａ 本品は，酵母 Candida utilis の菌体から抽出，精製して得られるポリヌクレオチドのナトリウム塩である。本品を乾

燥したものは，定量するとき，窒素（Ｎ：14.01）13.5～15.5％及びリン（Ｐ：30.97）7.5～9.5％を含む。 

2676 51 001672 硫酸亜鉛   硫酸Ｚｎ 本品は，硫酸の亜鉛塩からなる。本品は，定量するとき，硫酸亜鉛（ＺｎＳＯ4・7Ｈ2O：287.58）99.0％以上を含

む． 

2677 51 001676 硫酸アルミニウム   硫酸Ａｌ 本品は，定量するとき，硫酸アルミニウム〔Ａｌ（ＳＯ4）3･18Ｈ2Ｏ：666.44〕98.0～112.0％を含む． 

2678 31 001677 硫酸アルミニウムカリウム 結晶物：カリミョウバン、ミョ

ウバン、乾燥物：焼ミョウバ

ン 

ミョウバン、カリミョウバン、硫酸 Al・K 本品には結晶物及び乾燥物があり,それぞれを硫酸アルミニウムカリウム及び硫酸アルミニウムカリウム（乾燥）と

称する. 

2679 51 001677 硫酸アルミニウムカリウム ミョウバン 硫酸Ａｌ・Ｋ 本品は，硫酸のアルミニウム塩とカリウム塩からなる。本品は，定量するとき，硫酸アルミニウムカリウム〔ＡｌＫ（Ｓ

Ｏ4）2･12Ｈ2Ｏ：474.38〕の無水物〔ＡｌＫ（ＳＯ4）2：258.21〕として 99.5％以上を含む． 

2680 1 001677 硫酸アルミニウムカリウム ミョウバン 硫酸 Al・K 本品は定量するとき,硫酸アルミニウムカリウム〔AlK（SO４）２・１２H２O〕９９.５％以上を含む. 

2681 51 104953 硫酸オキシキノリン     本品を乾燥したものは，定量するとき硫酸オキシキノリン〔（Ｃ9Ｈ70N）2・Ｈ2ＳＯ4：388.39〕90.0％以上を含む． 

2682 51 523433 硫酸オキシキノリン（２）   硫酸オキシキノリン-２ 本品を乾燥したものは，定量するとき，硫酸オキシキノリン〔（Ｃ9Ｈ70N）2・Ｈ2ＳＯ4：388.39〕95.0％以上を含む． 

2683 51 101192 硫酸カルシウム   硫酸Ｃａ 本品は，定量するとき，硫酸カルシウム（CaＳＯ4･2Ｈ2O：172.17）98.0～105.0％を含む． 

2684 51 509130 硫酸セルロースジ牛脂アルキルジメチルア

ンモニウム 

    本品は，主として硫酸セルロースのジ牛脂アルキルジメチルアンモニウム塩からなる． 

2685 51 523302 硫酸セルロースジメチルジアルキル（１２～

２０）アンモニウム 

    本品は，主として，硫酸セルロースのジメチルジアルキルアンモニウム塩からなり，アルキル鎖の炭素数は，12

から 20 である。 
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2686 1 001690 硫酸鉄   硫酸Ｆｅ 本品は定量するとき，硫酸鉄（ＦｅＳＯ４・７Ｈ２Ｏ）９８．０～１０４．０％を含む． 

2687 31 001693 硫酸ナトリウム   硫酸Ｎａ 本品には,結晶物（１０水塩）及び無水物があり,それぞれを硫酸ナトリウム（結晶）及び硫酸ナトリウム（無水）と称

する. 

2688 51 001693 硫酸ナトリウム   硫酸Ｎａ 本品は，硫酸のナトリウム塩の 10 水和物からなる。本品を乾燥したものは，定量するとき，硫酸ナトリウム（Na2Ｓ

Ｏ4：142.04）として 99.0％以上を含む. 

2689 51 540205 硫酸ナトリウム（乾燥） 乾燥硫酸ナトリウム 乾燥硫酸Ｎａ 本品を乾燥したものは，定量するとき，硫酸ナトリウム（Na2ＳＯ4：142.04）99.0％以上を含む． 

2690 51 001696 硫酸バリウム   硫酸Ｂａ 本品は，硫酸のバリウム塩（BaＳＯ4：233.39）からなる。 

2691 51 523303 硫酸バリウム被覆雲母チタン   硫酸Ｂａ被覆雲母Ｔｉ 本品は，「雲母チタン」を「硫酸バリウム」で被覆したものである。 

2692  000000 硫酸ブルシン変性アルコール     本品は，「エタノール」に硫酸ブルシンを加え，変性させたものである． 

2693 31 001702 硫酸マグネシウム   硫酸Ｍｇ 本品には結晶物（７水塩）及び乾燥物（３水塩）があり,それぞれを硫酸マグネシウム（結晶）及び硫酸マグネシウ

ム（乾燥）と称する。 

2694 51 001702 硫酸マグネシウム   硫酸Ｍｇ 本品は，硫酸のマグネシウム塩の 7 水和物からなる。本品を強熱したものは，定量するとき，硫酸マグネシウム

（ＭｇＳＯ4：120.37）として 99.0％以上を含む． 

2695 51 504451 硫酸化ヒマシ油 ロート油   本品は，ヒマシ油を硫酸化し水酸化ナトリウムで中和したものである． 

2696 51 106054 粒状トウモロコシデンプン   粒状コーンデンプン、粒状コーンスタ

ーチ 

本品は，日局トウモロコシデンプンの温湯懸濁液を噴霧造粒して得た粒状のトウモロコシデンプンである． 

2697 51 500576 流動イソパラフィン 流動ポリイソブチレン   本品は，イソブテンと n-ブテンを共重合した後，水素添加して得られる側鎖を有する炭化水素の混合物で，そ

の重合度は 5～10 である． 

2698 51 001496 流動パラフィン     本品は，石油から得た液状の炭化水素類の混合物である． 

2699 51 521262 流動ポリイソプレン     本品は，主として 2-メチル-1，3-ブタジエンを重合したもので，その平均分子量は 150 である． 

2700 51 100606 リンゴエキス     本品は，リンゴ Malus domestica Borkhausen（Rosaceae）の果実（生）からプロピレングリコール溶液又は１，３-ブ

チレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

2701 51 521278 リンゴ果汁     本品は，リンゴ Malus domestica Borkhausen（Rosaceae）の果実（生）から圧搾，ろ過して得られる液である。 

2702 51 505197 ＤＬ－リンゴ酸     本品は， 定量するとき，ＤＬ-リンゴ酸（Ｃ4Ｈ6Ｏ5：134.09）として 99.0％以上を含む。 

2703 51 532252 リンゴ酸ジアルキル（１２，１３）     本品は，主としてリンゴ酸と炭素数 12 及び 13 の分岐アルキル基を有するアルコールのジエステルである． 

2704 51 502172 リンゴ酸ジイソステアリル     本品は，主としてリンゴ酸と 5，7.7-トリメチル-2-（1,3,3-トリメチルブチル）-オクタン-1-オールからなるジエステ

ル（Ｃ40Ｈ78Ｏ5：639.05）である。 

2705 51 532319 Ｌ－リンゴ酸・Ｌ－チロシン縮合物二ナトリウ

ム塩 

  リンゴ酸・チロシン縮合物２Ｎａ 本品は，主としてＬ-リンゴ酸とＬ-チロシンの縮合物のナトリウム塩（Ｃ13Ｈ13ＮＯ7・2Na：341.22）である． 

2706 51 532237 リンゴ水     本品は，｢リンゴ果汁｣を水蒸気蒸留して得られる液で，「エタノール」を含むものもある． 

2707 51 532202 リンゴタンニン     本品は，リンゴ Malus domestica Borkhausen （Rosaceae）の果実（生）を圧搾，ろ過して得られる液汁から，糖及

び有機酸を除去したものである． 

2708 51 105169 リン酸     本品は，定量するとき，リン酸（Ｈ3ＰＯ4：98.00）85.0％以上を含む． 

2709 99 999999 リン酸 L－アスコルビルマグネシウム   ビタミン C リン酸Ｍｇ、ビタミン C リン酸

マグネシウム、リン酸アスコルビルマ

グネシウム、リン酸アスコルビルＭｇ 

本品は定量するとき、換算した脱水物に対し、リン酸 Lーアスコルビルマグネシウム（C６H６Mg３/２O９P：２８９.５

４）９８.０％以上を含む。 

2710 51 506029 リン酸Ｌ－アスコルビルマグネシウム リン酸Ｌ－アスコルビン酸

エステルマグネシウム 

リン酸アスコルビルＭｇ、リン酸アスコ

ルビン酸エステルＭｇ、ビタミンＣリン

酸エステルＭｇ、ビタミンＣリン酸Ｍｇ

本品は，主としてリン酸Ｌ-アスコルビルマグネシウムからなる．本品は，定量するとき，換算した脱水物に対して

リン酸Ｌ-アスコルビルマグネシウム（Ｃ6Ｈ6Ｏ9Ｐ1.5Ｍｇ：289.54）として，85.0％以上含む。 

2711 51 510095 リン酸アデノシン アデノシン－リン酸、モノリ

ン酸アデノシン 

  本品を定量するとき，換算した乾燥物に対してアデノシン-5′-リン酸（Ｃ10Ｈ14Ｎ5Ｏ7P：347.22）95.0～103.0％

を含む． 

2712 51 521286 リン酸ジグリセリル二ナトリウム   リン酸ジグリセリル２Ｎａ 本品は，主として，「リン酸」と「ジグリセリン」のモノエステルのナトリウム塩からなる． 

2713 51 523304 リン酸ジセチル ジセチルリン酸   本品は，主として「リン酸」と「セタノール」のジエステル（Ｃ32Ｈ66Ｏ4Ｐ：546.84）からなる． 

2714 51 523305 リン酸ジセチルアルミニウム   リン酸ジセチルＡｌ 本品は，主として「リン酸ジセチル」のアルミニウム塩からなる。 

2715 51 521282 リン酸一水素アンモニウム リン酸水素二アンモニウム リン酸１水素アンモニウム、リン酸水

素２アンモニウム、リン酸２アンモニウ

ム 

本品は，定量するとき，リン酸一水素アンモニウム〔（ＮＨ4）2HＰＯ4：132.06〕95.0％以上を含む．  
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2716 51 110627 リン酸二水素アンモニウム リン酸一アンモニウム リン酸２水素アンモニウム、リン酸１ア

ンモニウム 

本品は，定量するとき，リン酸二水素アンモニウム（ＮＨ4Ｈ2ＰＯ4：115.03）96.0～102.0％を含む． 

2717 31 523306 リン酸水素二カリウム リン酸一カリウム リン酸水素２Ｋ 本品を乾燥したものは、リン酸水素二カリウム（K２HPO４）９８.０％以上. 

2718 51 109096 リン酸二水素カリウム   リン酸２水素Ｋ、リン酸１Ｋ 本品は，「リン酸」のカリウム塩からなる。本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸二水素カリウム（ＫＨ2ＰＯ

4：136.09）98.0％以上を含む. 

2719 51 001714 リン酸水素カルシウム   リン酸水素Ｃａ 本品は，「リン酸」のカルシウム塩の 2 水和物からなる。本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸水素カルシ

ウム（CaHＰＯ4：136.06）98.0％以上を含む． 

2720 51 500579 リン酸一水素ナトリウム リン酸二ナトリウム リン酸１水素Ｎａ、リン酸２Ｎａ、リン酸

水素２Ｎａ 

本品は，「リン酸」の二ナトリウム塩の 12 水和物からなる。本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸一水素ナ

トリウム（Ｎａ2ＨＰＯ4：141.96）として 98.0％以上を含む． 

2721 51 009757 リン酸二水素ナトリウム   リン酸２水素Ｎａ、リン酸１Ｎａ 本品は，「リン酸」のナトリウム塩の 2 水和物からなる。本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸二水素ナトリ

ウム（ＮａＨ2ＰＯ4：119.98）として 98.0％以上を含む. 

2722 51 523307 リン酸二水素ナトリウム（一水塩）   リン酸２水素Ｎａ（１水塩）、リン酸１Ｎａ

（１水塩） 

本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸二水素ナトリウム（ＮａＨ2ＰＯ4：119.98）として 98.0％以上を含む． 

2723 51 501148 リン酸トリオレイル トリオレイルリン酸   本品は，主として「リン酸」と「オレイルアルコール」とのトリエステル（Ｃ54Ｈ105Ｏ4Ｐ：849.38）からなる． 

2724 51 521292 リン酸トリステアリル     本品は，主として「リン酸」と「ステアリルアルコール」のトリエステルからなる． 

2725 51 532320 リン酸トリセチル トリセチルリン酸   本品は，「リン酸」と「セタノール」のトリエステルである． 

2726 51 540181 リン酸トリセチル（２） リン酸トリパルミチル リン酸トリセチル-２ 本品は，主として「リン酸」と「セタノール」のトリエステルからなる． 

2727 51 009759 リン酸三ナトリウム   リン酸３Ｎａ 本品は，「リン酸」の三ナトリウム塩の 12 水和物である．本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸三ナトリウム

（Na3ＰＯ4：163.94）として 99.0～103.0％を含む． 

2728 51 009760 リン酸ピリドキサール     本品を乾燥したものは，定量するとき，リン酸ピリドキサール（Ｃ8Ｈ10ＮＯ6Ｐ･Ｈ2Ｏ：265.16）98.0％以上を含む． 

2729 51 103946 リン酸マグネシウム   リン酸Ｍｇ 本品は，定量するとき，リン酸マグネシウム〔Ｍｇ3（ＰＯ4）2：262.86〕95.0％以上を含む． 

2730 51 532321 リン酸モノステアリル   リン酸ステアリル 本品は，主として「リン酸」と「ステアリルアルコール」のモノエステルからなる． 

2731 51 523308 リン酸モノセチル   リン酸セチル 本品は，主として「リン酸」と「セタノール」とのモノエステルからなる。 

2732 51 532322 リン酸モノミリスチル   リン酸ミリスチル 本品は，主として「リン酸」と「ミリスチルアルコール」を縮合して得られるリン酸エステルからなる．本品は，定量す

るとき，リン酸モノミリスチル（Ｃ14Ｈ31Ｏ4Ｐ：294.37）93.0％以上を含む． 

2733 99 999999 ルイボスティーエキス末     本品は別添規格（４）-１｢ルイボスティ｣（Asparathus Linearis （Leguminosae））（略）を常水にて抽出して得られた

エキスを乾燥したものである。 

2734 51 001721 ルチン     本品は，マメ科のエンジュ Sophora japonica L.（Leguminosae）のつぼみ又は花から得られたものである．本品を

乾燥したものは，定量するとき，ルチン（Ｃ27Ｈ30Ｏ16：610.52）85.0～101.5 ％を含む． 

2735 99 999999 ルチングルコシド     本品はルチンにα－グルコシル転移酵素等を用いてグルコースを付加して得られたものである．本品を乾燥し

たものは，定量するときルチングルコシド（C３３H４００２１：７７２．６７）として９５～１１５％を含む． 

2736 51 521298 レイシエキス     本品は，マンネンタケ Ganoderma lucidum （Fr．）Karst．（Polyporaceae） の子実体から水にて抽出して得られ

るエキスである。 

2737 99 999999 霊芝エキス CS-Ⅲ     本品はマンネンタケ Ｇａｎｏｄｅｒｍａ lucidum Karst.のエキスである。 

2738 51 540182 レイシ培養液エキス     本品は，マンネンタケ Ganoderma lucidum （Fr．）Karst．（Polyporaceae） の菌子体を液体培養して得られる培

養液を乾燥したものから「エタノール」と水の混液（4：1）にて抽出して得られるエキスである。本品は，定量すると

き，窒素（Ｎ：14.01）として 0.02～0.12％を含む. 

2739 51 001728 レゾルシン     本品を乾燥したものは，定量するとき，レゾルシン（Ｃ6Ｈ6Ｏ2：110.11）99.0％以上を含む． 

2740 51 521303 レタス液汁     本品は，レタス Lactuca sativa Linne'（Compositae） の葉（生）から圧搾，ろ過して得られる液である。 

2741 51 523309 レタスエキス（１）   レタスエキス-１ 本品は，レタス Lactuca sativa Linne'（Compositae） の葉（生）から水，「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの

混液にて抽出して得られるエキスである。 

2742 51 521305 レタスエキス（２）   レタスエキス-２ 本品は，レタス Lactuca sativa Linne' （Compositae）の葉（生）から水にて抽出して得られるエキスである。 

2743 51 504469 レブリン酸     本品は，定量するとき，レブリン酸（Ｃ5Ｈ8Ｏ3：116.12）97.0％以上を含む． 

2744 51 103823 レモンエキス     本品は，レモン Citrus limon Burmann fil．（Rutaceae）の果実（生）又は果汁から水，「プロピレングリコール」，

「１，３-ブチレングリコール」,グリセリン又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 

2745 51 521308 レモン果汁     本品は，レモン Citrus limon Burmann fil．（Rutaceae）の果実（生）を圧搾して得られる果汁又はこれを濃縮した

ものである． 
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2746 51 523310 レンゲソウエキス     本品は，レンゲソウ Astragalus sinicus  Linne'（Leguminosae）の全草及び種子から水，「無水エタノール」，

「１，３-ブチレングリコール」又はこれらの混液で抽出して得られるエキスである． 

2747 99 999999 レンシュエキス A     本品はハス Nelumbo nucifera Gaertner （Nymphaeaceae）の雄しべから熱水で抽出して得られるエキスである。 

2748 51 510097 ローカストビーンガム     本品は，カロブ樹 Ceratonia siliqua L.（Leguminosae）の種子の胚乳部を粉砕した後， 精製したものであり，本

品は主としてガラクトマンナンからなる． 

2749 51 106017 ローズ水     本品は，セイヨウバラ Rosa centifolia Linne´又は Rosa damascena Miller forma trigintipetala Dieck（Rosaceae）

の花を水蒸気蒸留して得られる水層成分である． 

2750 51 510098 ローズヒップ油     本品は，カニナバラ Rosa canina  L.又はエグランチンバラ Rosa eglanteria L.（Rosaceae）の種子を圧搾して得

られる脂肪油である． 

2751 51 521310 ローズマリーエキス マンネンロウエキス   本品は，マンネンロウ Rosmarinus officinalis Linne'（Labiatae）の葉又は葉及び花から水，「エタノール」，「プロピ

レングリコール」，「１，３-ブチレングリコール」若しくはこれらの混液又は 1％尿素含有エタノール溶液若しくは

1％尿素含有 1,3-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

2752 51 521311 ローズマリー末 マンネンロウ末   本品は，マンネンロウ Rosmarinus officinalis Linne'（Labiatae）の葉を粉末にしたものである． 

2753 51 104829 ローズマリー油     本品は，マンネンロウ Rosmarinus officinalis L（Labiatae）の新鮮な葉，枝及び花を水蒸気蒸留して得た精油で

ある． 

2754 51 532162 ローズマリー水 マンネンロウ水   本品は，マンネンロウ Rosmarinus officinalis Linne' （Labiatae）の葉を水蒸気蒸留して得られる水層成分であ

る． 

2755 51 521312 ローマカミツレエキス     本品は，ローマカミツレ Anthemis nobilis Linne'（Compositae）の頭花から「ジエチレングリコールエチルエーテ

ル」，プロピレングリコール溶液又は１，３-ブチレングリコール溶液にて抽出して得られるエキスである． 

2756 51 508141 ローマカミツレ油     本品は，ローマカミツレ Anthemis nobilis L.（Compositae）の乾燥した花頭から得た精油である． 

2757 51 106028 ローヤルゼリー     本品は，ヨーロッパミツバチ Apis mellifera Linne' 又はトウヨウミツバチ Apis indica Radoszkowski（Apidae）の分

泌する物質である． 

2758 51 521313 ローヤルゼリーエキス     本品は，ヨーロッパミツバチ Apis mellifera Linne' 又はトウヨウミツバチ Apis indica Radoszkowski（Apidae）の分

泌する物質から水，「エタノール」，「１，３-ブチレングリコール」又は，これらの混液にて抽出して得られるエキス

である． 

2759 51 532323 ログウッドエキス     本品は，Haematoxylon campechianum  Linne'（Leguminosae）の材から熱水で抽出して得られるエキスである． 

2760 51 002383 ロジン     本品は，Pinus 属植物（Pinaceae）の分泌物から精油を除いて得た固形の樹脂である. 

2761 51 508140 ロジン酸ナトリウム処理炭酸カルシウム   ロジン酸Ｎａ処理炭酸Ｃａ 本品は，「軽質炭酸カルシウム」をロジン酸ナトリウムで表面処理したものである。本品を乾燥したものは，定量

するとき，炭酸カルシウム（ＣａＣＯ3：100.09）として 90％以上を含む． 

2762 51 540183 ロジン酸ペンタエリトリット   ロジン酸ペンタエリスリチル 本品は，主として「ロジン」から得られた樹脂酸とペンタエリトリトールのエステルである． 

2763 51 107552 ワセリン     本品は，石油から得た半固形の炭化水素類の混合物である 

2764 51 521314 ワレモコウエキス チユエキス   本品は，ワレモコウ Sanguisorba officinalis Linne'（Rosaceae）の根及び根茎から水，「エタノール」，「１，３-ブチレ

ングリコール」又はこれらの混液にて抽出して得られるエキスである． 
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医薬部外品の成分表示名称リスト：タール色素（平成１５年厚生労働省令第１２６号収載品目） 
番号 成分名 別名 簡略名 本質 

1 赤色２号 アマランス 赤２ 平成１５年厚生労働省令第１２６号による 

2 赤色２号アルミニウムレーキ アマランスアルミニウムレーキ 赤色２号、赤２ 同上 

3 赤色３号 エリスロシン 赤３ 同上 

4 赤色３号アルミニウムレーキ エリスロシンアルミニウムレーキ 赤色３号、赤３ 同上 

5 赤色 102 号 ニューコクシン 赤 102 同上 

6 赤色 102 号アルミニウムレーキ ニューコクシンアルミニウムレーキ 赤色 102 号、赤 102 同上 

7 赤色 104 号の(1) フロキシンＢ 赤 104(1) 同上 

8 赤色 104 号の(1)アルミニウムレーキ フロキシンＢアルミニウムレーキ 赤色 104 号の(1)、赤 104(1) 同上 

9 赤色 104 号の(1)バリウムレーキ フロキシンＢバリウムレーキ 赤色 104 号の(1)、赤 104(1) 同上 

10 赤色 105 号の(1) ローズベンガル 赤 105(1) 同上 

11 赤色 105 号の(1)アルミニウムレーキ ローズベンガルアルミニウムレーキ 赤色 105 号の(1)、赤 105(1) 同上 

12 赤色 106 号 アシッドレッド 赤 106 同上 

13 赤色 106 号アルミニウムレーキ アシッドレッドアルミニウムレーキ 赤色 106 号、赤 106 同上 

14 黄色４号 タートラジン 黄４ 同上 

15 黄色４号アルミニウムレーキ タートラジンアルミニウムレーキ 黄色４号、黄４ 同上 

16 黄色４号バリウムレーキ タートラジンバリウムレーキ 黄色４号、黄４ 同上 

17 黄色４号ジルコニウムレーキ タートラジンジルコニウムレーキ 黄色４号、黄４ 同上 

18 黄色５号 サンセットイエローＦＣＦ 黄５ 同上 

19 黄色５号アルミニウムレーキ サンセットイエローＦＣＦアルミニウムレーキ 黄色５号、黄５ 同上 

20 黄色５号バリウムレーキ サンセットイエローＦＣＦバリウムレーキ 黄色５号、黄５ 同上 

21 黄色５号ジルコニウムレーキ サンセットイエローＦＣＦジルコニウムレーキ 黄色５号、黄５ 同上 

22 緑色３号 ファストグリーンＦＣＦ 緑３ 同上 

23 緑色３号アルミニウムレーキ ファストグリーンＦＣＦアルミニウムレーキ 緑色３号、緑３ 同上 

24 青色１号 ブリリアントブルーＦＣＦ 青１ 同上 

25 青色１号アルミニウムレーキ ブリリアントブルーＦＣＦアルミニウムレーキ 青色１号、青１ 同上 

26 青色１号バリウムレーキ ブリリアントブルーＦＣＦバリウムレーキ 青色１号、青１ 同上 

27 青色１号ジルコニウムレーキ ブリリアントブルーＦＣＦジルコニウムレーキ 青色１号、青１ 同上 

28 青色２号 インジゴカルミン 青２ 同上 

29 青色２号アルミニウムレーキ インジゴカルミンアルミニウムレーキ 青色２号、青２ 同上 

30 赤色 201 号 リソールルビンＢ 赤 201 同上 

31 赤色 202 号 リソールルビンＢＣＡ 赤 202 同上 

32 赤色 203 号 レーキレッドＣ 赤 203 同上 

33 赤色 204 号 レーキレッドＣＢＡ 赤 204 同上 

34 赤色 205 号 リソールレッド 赤 205 同上 

35 赤色 206 号 リソールレッドＣＡ 赤 206 同上 

36 赤色 207 号 リソールレッドＢＡ 赤 207 同上 

37 赤色 208 号 リソールレッドＳＲ 赤 208 同上 

38 赤色 213 号 ローダミンＢ 赤 213 同上 

39 赤色 214 号 ローダミンＢアセテート 赤 214 同上 

40 赤色 215 号 ローダミンＢステアレート 赤 215 同上 

41 赤色 218 号 テトラクロロテトラブロモフルオレセイン 赤 218 同上 

42 赤色 219 号 ブリリアントレーキレッドＲ 赤 219 同上 

43 赤色 220 号 ディープマルーン 赤 220 同上 

44 赤色 221 号 トルイジンレッド 赤 221 同上 

45 赤色 223 号 テトラブロモフルオレセイン 赤 223 同上 
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番号 成分名 別名 簡略名 本質 

46 赤色 225 号 スダンⅢ 赤 225 同上 

47 赤色 226 号 ヘリンドンピンクＣＮ 赤 226 同上 

48 赤色 227 号 ファストアシッドマゲンタ 赤 227 同上 

49 赤色 227 号アルミニウムレーキ ファストアシッドマゲンタアルミニウムレーキ 赤色 227 号、赤 227 同上 

50 赤色 228 号 パーマトンレッド 赤 228 同上 

51 赤色 230 号の(1) エオシンＹＳ 赤 230(1) 同上 

52 赤色 230 号の(1)アルミニウムレーキ エオシンＹＳアルミニウムレーキ 赤色 230 号の(1)、赤 230(1) 同上 

53 赤色 230 号の(2) エオシンＹＳK 赤 230(2) 同上 

54 赤色 230 号の(2)アルミニウムレーキ エオシンＹＳK アルミニウムレーキ 赤色 230 号の(2)、赤 230(2) 同上 

55 赤色 231 号 フロシキンＢＫ 赤 231 同上 

56 赤色 231 号アルミニウムレーキ フロシキンＢＫアルミニウムレーキ 赤色 231 号、赤 231 同上 

57 赤色 232 号 ローズベンガルＫ 赤 232 同上 

58 赤色 232 号アルミニウムレーキ ローズベンガルＫアルミニウムレーキ 赤色 232 号、赤 232 同上 

59 だいだい色 201 号 ジブロモフルオレセイン 橙色 201 号、だいだい 201、橙 201 同上 

60 だいだい色 203 号 パーマネントオレンジ 橙色 203 号、だいだい 203、橙 203 同上 

61 だいだい色 204 号 ベンチジンオレンジＧ 橙色 204 号、だいだい 204、橙 204 同上 

62 だいだい色 205 号 オレンジⅡ 橙色 205 号、だいだい 205、橙 205 同上 

63 だいだい色 205 号アルミニウムレーキ オレンジⅡアルミニウムレーキ だいだい色 205 号、橙色 205 号、だいだい 205、橙 205 同上 

64 だいだい色 205 号バリウムレーキ オレンジⅡバリウムレーキ だいだい色 205 号、橙色 205 号、だいだい 205、橙 205 同上 

65 だいだい色 205 号ジルコニウムレーキ オレンジⅡジルコニウムレーキ だいだい色 205 号、橙色 205 号、だいだい 205、橙 205 同上 

66 だいだい色 206 号 ジヨードフルオレセイン 橙色 206 号、だいだい 206、橙 206 同上 

67 だいだい色 207 号 エリスロシン黄ＮＡ 橙色 207 号、だいだい 207、橙 207 同上 

68 だいだい色 207 号アルミニウムレーキ エリスロシン黄ＮＡアルミニウムレーキ だいだい色 207 号、橙色 207 号、だいだい 207、橙 207 同上 

69 黄色 201 号 フルオレセイン 黄 201 同上 

70 黄色 202 号の(1) ウラニン 黄 202(1) 同上 

71 黄色 202 号の(1)アルミニウムレーキ ウラニンアルミニウムレーキ 黄色 202 号の(1)、黄 202(1) 同上 

72 黄色 202 号の(2) ウラニンＫ 黄 202(2) 同上 

73 黄色 202 号の(2)アルミニウムレーキ ウラニンＫアルミニウムレーキ 黄色 202 号の(2)、黄 202(2) 同上 

74 黄色 203 号 キノリンイエローＷＳ 黄 203 同上 

75 黄色 203 号アルミニウムレーキ キノリンイエローＷＳアルミニウムレーキ 黄色 203 号、黄 203 同上 

76 黄色 203 号バリウムレーキ キノリンイエローＷＳバリウムレーキ 黄色 203 号、黄 203 同上 

77 黄色 203 号ジルコニウムレーキ キノリンイエローＷＳジルコニウムレーキ 黄色 203 号、黄 203 同上 

78 黄色 204 号 キノリンイエローＳＳ 黄 204 同上 

79 黄色 205 号 ベンチジンイエローＧ 黄 205 同上 

80 緑色 201 号 アリザリンシアニングリーンＦ 緑 201 同上 

81 緑色 201 号アルミニウムレーキ アリザリンシアニングリーンＦアルミニウムレーキ 緑色 201 号、緑 201 同上 

82 緑色 202 号 キニザリングリーンＳＳ 緑 202 同上 

83 緑色 204 号 ピラニンコンク 緑 204 同上 

84 緑色 204 号アルミニウムレーキ ピラニンコンクアルミニウムレーキ 緑色 204 号、緑 204 同上 

85 緑色 205 号 ライトグリーンＳＦ黄 緑 205 同上 

86 緑色 205 号アルミニウムレーキ ライトグリーンＳＦ黄アルミニウムレーキ 緑色 205 号、緑 205 同上 

87 緑色 205 号ジルコニウムレーキ ライトグリーンＳＦ黄ジルコニウムレーキ 緑色 205 号、緑 205 同上 

88 青色 201 号 インジゴ 青 201 同上 

89 青色 202 号 パテントブルーＮＡ 青 202 同上 

90 青色 202 号バリウムレーキ パテントブルーＮＡバリウムレーキ 青色 202 号、青 202 同上 

91 青色 203 号 パテントブルーＣＡ 青 203 同上 
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番号 成分名 別名 簡略名 本質 

92 青色 204 号 カルバンスレンブルー 青 204 同上 

93 青色 205 号 アルファズリンＦＧ 青 205 同上 

94 青色 205 号アルミニウムレーキ アルファズリンＦＧアルミニウムレーキ 青色 205 号、青 205 同上 

95 褐色 201 号 レゾルシンブラウン 褐 201 同上 

96 褐色 201 号アルミニウムレーキ レゾルシンブラウンアルミニウムレーキ 褐色 201 号、褐 201 同上 

97 紫色 201 号 アリズリンパープルＳＳ 紫 201 同上 

98 赤色 401 号 ビオラミンＲ 赤 401 同上 

99 赤色 401 号アルミニウムレーキ ビオラミンＲアルミニウムレーキ 赤色 401 号、赤 401 同上 

100 赤色 404 号 ブリリアントファストスカーレット 赤 404 同上 

101 赤色 405 号 パーマネントレッドＦ５Ｒ 赤 405 同上 

102 赤色 501 号 スカーレットレッドＮＦ 赤 501 同上 

103 赤色 502 号 ポンソー３Ｒ 赤 502 同上 

104 赤色 502 号アルミニウムレーキ ポンソー３Ｒアルミニウムレーキ 赤色 502 号、赤 502 同上 

105 赤色 503 号 ポンソーＲ 赤 503 同上 

106 赤色 503 号アルミニウムレーキ ポンソーＲアルミニウムレーキ 赤色 503 号、赤 503 同上 

107 赤色 504 号 ポンソーＳＸ 赤 504 同上 

108 赤色 504 号アルミニウムレーキ ポンソーＳＸアルミニウムレーキ 赤色 504 号、赤 504 同上 

109 赤色 505 号 オイルレッドＸＯ 赤 505 同上 

110 赤色 506 号 ファストレッドＳ 赤 506 同上 

111 赤色 506 号アルミニウムレーキ ファストレッドＳアルミニウムレーキ 赤色 506 号、赤 506 同上 

112 だいだい色 401 号 ハンサオレンジ 橙色 401 号、だいだい 401、橙 401 同上 

113 だいだい色 402 号 オレンジⅠ 橙色 402 号、だいだい 402、橙 402 同上 

114 だいだい色 402 号アルミニウムレーキ オレンジⅠアルミニウムレーキ だいだい色 402 号、橙色 402 号、だいだい 402、橙 402 同上 

115 だいだい色 402 号バリウムレーキ オレンジⅠバリウムレーキ だいだい色 402 号、橙色 402 号、だいだい 402、橙 402 同上 

116 だいだい色 403 号 オレンジＳＳ 橙色 403 号、だいだい 403、橙 403 同上 

117 黄色 401 号 ハンサイエロー 黄 401 同上 

118 黄色 402 号 ポーライエロー５Ｇ 黄 402 同上 

119 黄色 402 号アルミニウムレーキ ポーライエロー５Ｇアルミニウムレーキ 黄色 402 号、黄 402 同上 

120 黄色 403 号の(1) ナフトールイエローＳ 黄 403(1) 同上 

121 黄色 403 号の(1)アルミニウムレーキ ナフトールイエローＳアルミニウムレーキ 黄色 403 号の(1)、黄 403(1) 同上 

122 黄色 404 号 イエローＡＢ 黄 404 同上 

123 黄色 405 号 イエローＯＢ 黄 405 同上 

124 黄色 406 号 メタニルイエロー 黄 406 同上 

125 黄色 406 号アルミニウムレーキ メタニルイエローアルミニウムレーキ 黄色 406 号、黄 406 同上 

126 黄色 407 号 ファストライトイエロー３Ｇ 黄 407 同上 

127 黄色 407 号アルミニウムレーキ ファストライトイエロー３Ｇアルミニウムレーキ 黄色 407 号、黄 407 同上 

128 緑色 401 号 ナフトールグリーンＢ 緑 401 同上 

129 緑色 402 号 ギネアグリーンＢ 緑 402 同上 

130 緑色 402 号アルミニウムレーキ ギネアグリーンＢアルミニウムレーキ 緑色 402 号、緑 402 同上 

131 緑色 402 号バリウムレーキ ギネアグリーンＢバリウムレーキ 緑色 402 号、緑 402 同上 

132 青色 403 号 スダンブルーＢ 青 403 同上 

133 青色 404 号 フタロシアニンブルー 青 404 同上 

134 紫色 401 号 アリズロールパープル 紫 401 同上 

135 紫色 401 号アルミニウムレーキ アリズロールパープルアルミニウムレーキ 紫色 401 号、紫 401 同上 

136 黒色 401 号 ナフトールブルーブラック 黒 401 同上 

137 黒色 401 号アルミニウムレーキ ナフトールブルーブラックアルミニウムレーキ 黒色 401 号、黒 401 同上 
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追加リスト 
連番 規 成分コード 成分名 別名 簡略名 本質 収載年月日 

1 99 999999 安息香酸デナトニウ

ム変性アルコール 

    本品は、変性アルコールで、粧原規エタノール 99.8703%に、下記の別紙規格（略）安息香酸デナトニウム 0.0047%と粧配規第三ブタノール 0.125%を加えたものである。 08/04/10 

2 99 999999 加水分解ローヤルゼ

リータンパク液 

    本品は、粧配規ローヤルゼリー中に含まれるタンパクのたん白分解酵素による加水分解抽出エキスであって、綜窒素として 0.2～0.4%を含む。 08/04/10 

3 01 110838 カルメロースナトリウ

ム 

カルボキシメチルセ

ルロースナトリウム、

ＣＭＣナトリウム 

カルメロースＮａ 本品はセルロースの多価カルボキシメチルエーテルのナトリウム塩である。本品を乾燥したものは定量するとき、ナトリウム（Na: 22.99) 6.5～8.5%を含む。 08/04/10 

4 99 999999 カンゾウ抽出末   甘草抽出末 本品は、カンゾウ Glycyrrhiza glabra Linne var. glandullfera Regal et Herder Glycyrrhiza uralensis Fisher 又は、その他同属植物(Leguminosae)の根及びストロンの水抽

出液に希硝酸を加え、糖、デンプン及び粘液質を除き、更にエタノール抽出によってタンパク質及びペクチンを除く。得られた抽出液よりエタノールを留去し、水酸化ナ

トリウムで中和した後乾燥して得られるエキス粉末である。本品は主としてグリチルリチン酸三ナトリウムを含む。本品を乾燥したものは、定量するときグリチルリチン酸

（C42H62O16:822.94)として 35.0～41.0%を含む。 

08/04/10 

5 99 999999 玄米酢     本品は下記（略）に示す製法により製した玄米酢である。本品は定量するとき酢酸(C2H4O2 60.05)0.0～1.1w/w%を含む。 08/04/10 

6 99 999999 ジイソステアリン酸ダ

イマージリノレイル 

    本品は、主としてリノール酸を２～３分子重合して得られたダイマー酸を水素還元し、更に蒸留精製することによって得られたダイマージオールとイソステアリン酸を結合

させたジエステルである。 

08/04/10 

7 99 999999 シトラスパウダーA     本品は、「日局 チンピ」及びその近縁植物(Rutaceae)の果皮を製剤総則・基材の製法を準用して製したものであり、ウンシュウミカン・ユズ及び少量のレモンを含む合剤

粉末である。 

08/04/10 

8 99 999999 シロキクラゲ多糖体     本品は、シロキクラゲ Tremella fuciformis Berk. の子実体から得られる多糖体の粉末である。本品を定量法（略）の項により乾燥したものは、定量するとき、グルクロン酸

（C6H10O7) 13～33%を含む。 

08/04/10 

9 99 999999 水溶性イオウ     本品を定量する時、イオウ (S:32.06) 2.70～3.30 % を含む。 08/04/10 

10 99 999999 水溶性プラセンタエ

キス 

    本品は健康なブタ Sus scrofa Linne var. domesticus Gray (Suidae)の胎盤を凍結、融解後、血液等の不純物を洗浄、除去し、粥状胎盤となし、水溶性成分のみを減圧、

低温化で抽出を行った後、さらに遠心分離、無菌濾過して得られた水溶性胎盤抽出液である。本品は定量するとき 0.025～0.12%の総窒素を含む。 

08/04/10 

11 99 999999 セルニチンＫ     本品は下記植物の花粉より抽出されたアミノ酸（Ｌ－シスチン、Ｌ－セリン、グリシン、Ｌ－スレオニン、Ｌ－アラニン、Ｌ－バリン、Ｌ－ロイシン、Ｌ－イソロイシン、Ｌ－フェニ

ルアラニン、Ｌ－メチオニン、Ｌ－プロリン、Ｌ－ヒスチジン、Ｌ－アルギニン、Ｌ－アスパラギン酸、Ｌ－アスパラギン、Ｌ－グルタミン酸、Ｌ－リジン）で、定量するとき総窒素

（N:14.007）1.1～1.8%及びアミノ総窒素（N:14.007)0.9～1.6%を含む。 

08/04/10 

12 99 999999 ダイマージリノール

酸ジ（イソステアリル・

フィトステリル） 

    本品は、主としてリノール酸を２～３分子重合して得られたダイマー酸に、フィトステロール、イソステアリルアルコールを重合させたジエステルである。 08/04/10 

13 01 001455 豚脂     本品はブタ Sus scrofa Linne var. domesticus Gray (sudae) の脂肪である。 08/04/10 

14 99 999999 ハーバルエキスＭ－

１ 

    本品は、アシタバ Angelica keiskei koidzumi (Umbelliferae)の葉及び茎、カミツレ Matricaria chamomilla Linne(Compositae)の花、ウイキョウ Foeniculum vulgare Miller 

(Umbelliferae)の果実、セージ Salvia officinalis Linne (Labiatae) の葉、パセリ（オランダゼリ） Petroselinum sativum Hoffman (Umbelliferae) の葉、ローズマリー（マンネン

ロウ） Rosmarinus officinalis Linne (labiatae) の葉、タチジャコウソウ Thymus vulgaris Linne (Labiatae) の地上部、リンゴ Malus domestica Borkhausen (rosaceae) の果

実、ゴボウ Arctium lappa Linne (Compositae) の根、ショウガ Zingiber officinale Roscoe (Zingiberaceae)の根茎、セイヨウハッカ Mentha Piperita Linne (Labiatae)の葉、

パパイヤ Carica papaya Linne (Caricaceae)の果肉及び果皮、セイヨウノコギリソウ Achillea millefolium Linne (Compositae)の全草、アロエ Aloe barbadensis Miller 及び

その変種 (Liliaceae)の葉及びゲンノショウコ Geranium thunbergii Siebold et Zuccarini (Geraniaceae)の地上部から水にて抽出して得られるエキスである。 

08/04/10 

15 99 999999 ホモスルファミン 塩酸マフェニド   本品を乾燥したものは定量するとき、ホモスルファミン(C7H10N2O2S.HCl:222.89) 99.0%以上を含む。 08/04/10 

16 99 999999 マツエキス（２）     本品はフランス海岸松 Pinus ninaster Salander (Pinaceae)の樹皮を粉砕し水及びエタノールにて抽出して得られるエキス末である。 08/04/10 

17 99 999999 モクツウ抽出液     本品は、アケビ Akebia quinata Deceisne 又は ミツバアケビ Akebia trifoliata Koidzumi (Lardizabalaceae)のつる性の茎から水にて抽出して得られるエキスである。 08/04/10 

18 01 001715 リン酸水素ナトリウム

水和物 

リ ン 酸 水 素 ナ ト リ ウ

ム、リン酸ナトリウム 

リン酸水素２Ｎａ

（１２水塩） 

本品を乾燥したものは定量するとき、リン酸水素ナトリウム(Na2HPO4: 141.96)98.0%以上を含む。 08/04/10 

 
 


